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発刊によせて

昭和58年 5月26日12時00分、東北・北海道の日

本海側を中心に北日本を製ったマグニチュード

7. 7の大地震は、日本海側で発生した地震としては

最大規模の地震で、特に設源地に近い本県は、地

姦及びこれに伴い発生した津波により甚大な被害

を蒙りました。

一瞬にして、 518億円もの被害を出した大災害、

それにもまして17名もの尊い人命を失ったことは誠に痛退の極みであります。しか

し、この災害にもめげず、たくましく復興に立ち上かった被災住民の健気な精神力

には、まずもって頭の下がる息いでありました。

また、災害発生と同時に、国をはじめ、全国の都道府県及び市町村、各関係機関、

議団体、一般の方々、さらには遠く国外の方々からも、あたたかいお見舞と御援助

を賜わりましたことは、私たち県民にとっては力強い励ましとなり、復典への勇気

をたかめてくれました。幸い被災地は、関係機関等のたゆまざる御協力により、分(f

々と復典しております。ここに150万県民を代表して、これらの御厚情に衷心よりお

礼申し上げる次第であります。

このたびの地誕対策にあたっては、 15年前の十勝沖地設の経験か十分生かされた

こととは思いますか、その反面、私たちは思いもかけない新たな尊い教訓をも学ぶ

ことができました。

この教訓を一時的なものにするだけでなく、長く記録に留め、後世に伝えるため

に「昭和58年 (1983年）日本洵中部地震の記録」を発行することにいたしました。

今後の防災対策等に幾分なりとも参考になれば、幸いに存じます。

なお、本饗の作成にあたり、 i't重な賽料を賜りました関係各位に対し深く感謝の

紅を表する次第であります。

昭和59年 3月

青森県知事 』じ 木寸 丑こ 昔し
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第 1編

地震の概要





第 1章県民の体験した地震

昭和58年 5月26日の昼食時に本県全域は近年においては，昭和43年 5月発生の十勝沖地震に

つぐ強い地設に襲われた。さらに，沿岸市町村，特に日本海沿岸町村へは追い打ちをかけるよ

うに大津波が襲いかかり，甚大な被害をもたらした。

この地設発生時に，住民はどのように対応をしたのか。また，病院，保育所，国鉄等の職貝

はどのように対応したのか等，被災地の声をここに紹介し，明日の地裳災雹に備えていきたい。

畳がもち上がった
車力村主婦佐藤イ ト

家に入り，昼食を食べようと思ったら，針：がむくっともち上がり，びっくりして上の軍気を

見たら，地誤で揺れているのに気がつき，急いでガスの元栓をしめ，玄関に出たら，庭が水平に 1

m ぐらいもち上がり， ドスンとおちてとても口では言われないくらいこわかった。

火事を出さないことが第一
深浦町商業加藤留吉

家内と 2人で昼食しようと食卓に付いたとたん「ぐらぐらっ」ときたので， 「あっ，地設だoj

と言って立ち上がりましたが， ますますひどく「ぐらぐらっ」と大きく揺れたので「大変だ，”

大地震だ。」と叫ぴ， とにかく 「火の元を止めろ．！／」と叫び，ガスの元栓を締めさせ， i梵重品の

袋と仏駁の物を取りまとめました。家内は，仏培の前であれこれ風呂敷につめ込んでいて，なか

なか出てきません。 「とにかく早く逃げなさい。」と言って隣りの広場へ避雅しました。

逃げてからも地誤はなんべんもきました。やがて振幅もやわらぎ，裳度もだんだん弱くなっ

てきました。しかし，この時まで「津波」が侠ってこようとは息ってもみませんでした。

近くの漁師の方が， 「海の水が引いたから，池波が来るかも知れないoJ と叫んています。

間もなく町の普報が出され、高台への避難命令が出ました。

私は幸い岡の町の親威のところに身を寄せ，そこで4時頃まで待機して雅を逃れました。

地震もおさまり J盈宅しましたか，このlill，漁業組合方面は津波による被害が出たとの情報を

聞きながら，津波の恐しさをいまさらのごとく感じました。

ただ，火の元を止めたことは，大正12年の関東大誕災の火災の被害が教訓となっていたから

と息いますし，何にもまして、町内で 1件の火災も起きなかったことは不幸中の幸いだったと

つくづく息います。
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こころ複雑な表彰状
蛉 ケ沢 町漁 約 IJII Ji恭 化芙

5月26日 ，マグニチュード7.7の突然の大地認間をおかすに人油波。

私は，前町麟II事故に造った洪町の広船古明さんの海上1斐;K終r後， H宅への帰路について

ぉI)、ちょうど大和田の踏切1こ粒しかかったとき，大津波に造遇したのである C

私は，赤石池の防液堤］．＾事をしてい；，、作業貝十数人が津汎にさらわれるのを目の当たりに見

て、自らの危険も忘れ，無我歩中で磯船を出し， 5人を助け上げたが，うち 3人は残念ながら大

油波の犠判4こなってしまっ

その後，私は，人命救助ということで表彰を受けた q

El本海側に住む人たちは律液に対する認識がないとの世紳のなか，津波の犠牲になられた方，

被災された方のことを息うと複雑な気持ちで表彰状をながめているば

一，i,＇とこのような災沓がないように心から窮 iうものである¢

再び人が津波にさらわれるような状況に遭遇したら・・・ヽ・・

市浦村消防liflll 佐麻二郎

あのおそらしい 5月2b日から平年以上たった今でも，当時の万真を見るたぴに記慇が蘇る。

無我歩中で海に飛ぴ込んで遭難者を救助した時は，あまりの体の硬さに， rもうダメか」と

息ったか，必死で1三湖岸に泳ぎついた，決して泳ぎは得紅てはないが，ありったけの力を出

し切った結果か一つの生命を救えたのだろうと息う，

万か一、同じような状況に巡遇したらとうするかを自分自身に問うてみた，'名ふえは＂や吋よ

り飛ひ込む心＂モツケの気性はそう簡 iiれに変えられるものではない。

迎難訓練の大切さを痛感
庫力村立牛況保有！祈主任保母 嗚 海 ユキエ

3歳児（年少帝Ill(/)俣育炭で滸挽えの手伝いをしていた時，燥背とともに地哀を感じ

子供遥に相当保母のそばに行くよう指示し， もう一人の保けは1旅喜児のところへ駆けよった心

停砒のため放送器具が使えず、私は，大声で「外へ出るな．//J と廊下を走 1) ながら 1lII•んだ。未

滴児組は非骨ttlグ）そばに．年中畜11，年1支組はtll(/)下にすでに避髄していた，,給食貝は，恥蒻児

糾を援助するため駆けつけた。年少糾，未満児組の子供達は保栂達(/)そばから離れず，泣き声

さえIif1こえないむ

地震がおさまん；，たのを見て、芝生に避難するように指示したが，避雅場所の第 1地点，第 2

地点，第 3地点は亀裂が走り洪水となっているので，廊下を通リ芝生に迎難させた。この時，
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子供達は騒ぐこともなく流れるように保母達の指示に従った。障害児担当の保・母と給食貝は，

3歳児と未満児の救助で保育室と避難場所を 3~ 4回往復した。

12時20分頃， 78名全貝無事に芝生に避難できた。保母は避難縛にチェックして，保渡者に子

供を引き渡した。子供達は，家族をみると急に安心したのか大声で泣きだす子が多かった。

全貝無事に避雅できたのは， 日頃の避難訓錬に負うところが大きく，今後ともあらゆる事を

想定し，避難訓練を計画し，実施しなければいけない事を痛感した。

咄嵯のリーダーシップ
浪岡町立病院総婦長 藤 本 召

"，
 

その日，入院患者は，外科系26名，内科，産婦人科系44名（ベビー含む），粕神科98名でした。

婦長室に入った瞬間， ぐら一っと建物がゆれ出しました。足もとが押し上がってくるような激

しいゆれ。物が倒れ， 目の前の壁が音をたててひぴ割れ，落ちてきました。早く病棟にゆかね

ば・・・・・と思っても立つことがやっと。ようやく病棟にたどりつきましたが，看9護婦が，息者を

べ 9 ドの下に入れたり，廊下側に集めたり，適切な扱いをしていました。病室はみるも無惨に

窓は飛ぴ散り，壁は落ち，ロッカーは倒れていました。よくも人身事故がなかったこととまず

胸をなでおろしました。病棟婦長が地震の第一波が去った匝後ナースコールを使い「その場を

離れすベソドの下に入ってください」とくり返し呼ぴかけたことが息者を落ち箔かせ，石殴者

にも勇気を与えたと息います。

咄嵯のリーダーシップの重要さを知りました。

梢神科病棟の鍵は， 日頃の訓練のとおり開けていました。

患者を町立児童館に避難させている最中に，町の負陽者か運ばれてきました。地設による外

傷で出血多批，ショック状態でした。職貝の献血を呼ぴかけ， JO数名の協力により外米で手術

をしました。

今回の地媒は昼でしたが，夜だったら死慟者が出たかもしれません。

また，火事の訓紬はよくしますが，短時間に激しい破壊力をもった地設かきたときの対応，

咄嵯の指示体系を明らかにしておくことが必要です。老人のベッドを低くしているとか，ペッ

ドの下に荷物を一杯おいていたとかで，ベッドの下にもぐれない人がいました。

余震のなかで生まれた赤ちゃん

深浦町母子センター助産婦桜 田 ツ マ

5月26日朝に破水した Hさん。里帰りしていた人。午前中母子センターに来所しました。子

宮口開大 3指径。そのままセンターに入所しました。地姦の後，町の避難命令により助産婦と
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ともに中学校に避難しました。出産に備え器具などはもっていったのですも一方，診療所の医

師，看渡婦に連絡し協力を求めましたc そのうち生あくび、変徴を認め、余謀続くなかセンタ

ーに移送し， 12時50分出産（地誕12時00分）,3,050グラムでしたも断水なので，やかんの水と近

くの家からもらい水をしました6 沐浴はせず消拭だけ。分娩中，妊幅の不安を和らげ，舟乳(/)

確立につとめました'6月2日退所しましたが、現在母子とも元気で母乳分泌も良好ですC

じしんきた 中里町立薄市小学校 l年 なりたやすのり

せんせい，あのねおきのう，がっこうからかえってきてから．たけひとくんとひろひさくん

と，ぽくのうちにあそぴにきました。

みんなで．おたまじゃくしをみていると，たけひとくんか，

rじしんきた叫

といいました。

ぱくは，こうへいになんかおちるといたくするから，ぱくがこうへいにかぶさりました。こ

うへいがねむっていて，おかあさんがおべんじょにいっていました。

おかあさんがいそいでこうへいのところへきました。

tI< 1よ，さっばりしました。

津波の脅威
市浦村建設業従事中村消司

仲Ill]といっしょに朝から釣りをしていたが，その日に限って釣れなかったむいつもと何とな

＜述うで昼近くになって，仲間の一人か突堤でポラを数匹釣りあげたQ

私も突堤近くに行こうと準備をしていた時地雁が大きく揺れて，間もなく湖底がめくられる

ように潮が引いた。

かと思うと，沖からは白いキパをむいた濁流が押し寄せてきたも

釣り竿もバイクもそのままにして拶中て走ったが，津波の述さに足をす（われ，濁浣の中に

巻き込まれた。

気がついてみたら，流木にしがみつき令+三淑］大橋がはるか西の方に見えていたさ

津波の恐しさを知った
弘前市立第四中学佼 3年 竹 内 京

｀り…弁当を食べるため』息の場所へ行くことにした。そして，道路を歩いている途中，ちょうど

12時ころ，とてつもな（大きな地誕が起った。憫にあった自転卓が倒れた。女の人がキャー

- 4 -



キャーと IUf・んでいた。さらに，篤いたことは，地而がゆがんで，空とのつながりが合わなくな

ってしまったことだ。

まともに歩けなくなってしまった。

地震がいったんおさまった時，海の方を見ると，バックやスケッチプソクが浮いていた。堤

防に立っていたら，海の中へふり落されていたかもしれないと思った。

すぐ集合し，埋立地の広場に並んだ。そこも地割れがひど〈，黒いどろのようなものが吹き

出していた。

「津波が来るから，高台へ避難しますoJ と先生が言った。みんな一斉に走り出した。

ぽくは，はじめて「津波」ということばをlitlいた。今まで考えてみたこともなかった。そし

て，津波に興味がわいてきた。

だが，町の人達や船に乗っている人達の様子を見て，今，起きていることの重大さがわかり，

津波を見てみたいなどと而白半分に考えていたことが，すまないことをしたと思った。地震の

後に津波が来るというのは，海の近〈に森している人でなければわからないことだと思った。

避難完了，全貝無事で安心した。しかし，港の工事の人たち三人が死んだということを聞い

て，津波の恐ろしさが，ぼくをふるわせた。

危機一髪，寸前で乗客と列車を守る

五能線「；；；奥岩崎駅当務駅長山 田憲治

陸奥岩崎駅箔12時17分の上り列車があったので，直ちに上り場内信号機を反位にするととも

に指令を連絡した。

この列車は地震で途中に停車していると思い，連絡に走っていったところ津花川橋りょうの

僑脚に亀裂が入っているのを発見，鉄橋両端のレールとマクラギ約10mが浮いていたので駅に

無線で連絡した。

津波替報が発令されたので列車に通報しようと再度走りだしたところ，汽笛が岩崎トンネル、

より聞こえてきたので列車に向かい，停止合図しながら走り続け，鉄橋手前20m匝前で1亭止さ

せた。

津波替報が出ているため，すぐに避難するように乗務貝と協力して，約50名のお客さまを山

側に避難させた。
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地震のテレピニュースをみて

京都大学理学部教授 地媒予知辿絡会委只 一戸時雄
｛五所］II涼市出身）

巳本湘中部地設の災雹に関する二ぶ スの中で，私が蚊も銹いたのは津液に関する知識の乏

しさである。被災地の住民とテレビのインタピューで， 多くの住民が日本海には津波はないも

のと息い込み，地設が起ったら浜に逃げるのが安全と信し込んでいることであるや これは， と

んでもない1蜀速いで， どうしてこのような間違いが住民に滲透したのだろうかさ太平洋測か Ei

本禅11lijかを問わずら よほどの深発地震でない限り，海中で起，，た大地裳には必ず池波が伴って

起きると考えてよいのである，地震のマグニチュードや地震の起り方により，

や地形によって押し寄せる北波の高さは異なるものの．拇中で地裳が起れば↓

らず油波も起るのである a

また港濡の深さ

それに伴って必

昭和39年の新潟地設は，哀源地が粟島付近の禅底で， 油披による死者は殆んどなかったもの

の，泄波の高さは両津で3m, 大島崎では 5mにも達している勾

青森県の日本禅側に起った地誤津波では次のものが歴史に残っている，

典国元年 (134(）年iの大油崖 この地震津披については史科か残っていないので詳細は不明

であるが， 当時日本七港ll)一つに数えられ，津軽ーの繁栄を誇った十三港か， この大弗波のた

したと伝えられているもので，死者の数は

疑わしいとしても，その原因が青森県西方海底の大地虚に伴う大渾設であることには疑いの余地

めに一瞬に竣滅して廃墟と化し， 死者はJO万人に

かなしt¢

党保元年 7月18日 { 1741年 8月288)の地裳津波。北洞道の渡島大島付近の海底か震源地

で， この地虚には津波のほかに大島の哨火も伴＜

油軽でも死者]4人（内流死8人）と伝えられている。

れている。

この地震と津波で北海道では死者1467人

この時の郡波の高さはl()m以上と惟定さ

明和 3年 1月28日 (1766年 3月8日）の禅軽大地混。 この地姦の裳源は梵珠山付近で， 陸地

のため津波はなか，，たが， 弘前藩領内の圧死者LO27人， 焼死者308人という沌軽滞成立後最大

の大地設であるから，参考までに列記した。今からわずか217年前のことである。

党政4年12月28日 (1793年 2月8日）の誇ケ沢地裳。大戸瀬付近が隆起して千砒IJ）女が出現し

た時の地震で，私I雄しの高さは 2m前後である。 「津軽年表」には，鰺ヶ沢ではこの日の朝から

湿水が引いたので大浪が来るだろうと用心していたところ，息いに反して地設が起ったので，

............. 
浜へ逃げたところに直ちに大浪が来て子供逹が流死した．

........ 
にも，地哀即刻大浪にて，

と記されている。また「津軽瑞日記j

との文言があり， 地設後間もなく津波が到来したことが伺われるむ

この地設と禅波による死者は12人であったも

昭和39年 5月7H砂村森県西方沖地衷“肉森，

”- 6 

秋田， 山形の 3県に小被害かあり， 波高50cm



以下ながら津波が発生した。

以上数例を挙げたように，太平洋側だけでなく， 日本海側でも悔底で地媒が起れば，例外な

〈，それに伴って必す津波が起るのである。しかも，太平洋側と述って， 日本悔側の海底地

裳の震源地は概して陸地に近いので，地震発生から津波到来までの時間が太平洋側の場合より

はるかに短いのである。今回の日本海中部地震でも地震の発生が正午で，深浦への渾波の第一

波襲米が12時 7分，気象庁の津波普報発令が12時14分で，菩報発令が遅れたことに非難の声も

あるようだが，替報発令までにそれくらい時間がかかるのは止むをえないことと思われる。津

波についてなお注意すべきことは，大抵， i車波の波高は第 1波よりも第 2波又は第 3波が高い

ということである。第 1波の高さがさほどでなかったからと言って，第 2波や第 3波への智戒

を決してゆるめてはいけないのである。

大地設にはまた山崩れがよく起るので，海と山に挟まれた海岸では，山崩れの危険を避ける

ためにとっさに浜へ逃げるのであろうが，津波による被者が山崩れによる被害より比較になら

ない程大きいのは言うまでもないであろう。平生から山崩れのなさそうな安全な山を見定めて

おき，地震が起ったら，浜へではなく，直ちにその山へ逃げることがII干心である。陸地で起っ

た地裳には渾波はないのだから、津波を避けて山へ逃げる必要はないのだが、一般の人には陸

地の地震と悔底の地媒とを区別することは不可能であろうから，太平洋ii!!iだけでなく日本悔側

でも，沿岸に住む人達は，大きな地震が起った時には一応梅底の地裳と考えて，直ちに安全な

山へ避難すべきである。今回の日本海中部地点だけでなく，認政4年の鰺ケ沢地媒でもそうで

あったように，津波は地誤後即刻に襲来するのて，普報の発令は111]に合わないものと心得るペ

きである。

地虚の予知ができれば問題はないのだが，地誕発生の日時まで予知することは現段階ではま

だ不可能である。地虚予知連絡会は秋田県西部地域を特定観測地域に指定して菩戒はしていた

のだが，観測体制が不十分で，地姦発生の日時まで予知することができなかったのは残念であ

る。今わが国で，海底地震計まで設岡してほぽ十分な観測体制が整備されているのは東海地方

だけであり，その他の地域は全く不完全て，完全な地震予知はなお数10年先のことと考えなけ

ればならない。地震の予知や津波菩報の発令に頻ることなく，地設や津波に対しては，県民は

自らの判断で生命と財産を守る心がけがII干心である。

沿岸住民の心得 2ケ条

]. 大きな地震があったら，必ず律波が直ぐに米るものと思え。決して浜へ逃げるな。山

へ逃げよ。

2. 津波の高さは第 1波よりも第 2波か第 3波の方が高いことを忘れるな。

- 7 -



第 2章 震源 と 震度分布

昭和58年 5月26日12時00分，秋田県能代の西方沖約］00kmでM（マグニチュード：地震の規模）

7.7の大地震が発生した。深浦・むつで震度Vの強砧ふ青森・八戸で誕度Vlの中震を観測した。

今回の大地裳は日本海側に発生したものとしては過去最大の規模となり， また｀県内で裳度

Vを観測したのは昭和43年 5月16日の十勝沖地震(M7.9)以来のものてある。気象庁はこの地

裳を！・昭和58年(1983年）日本海中部地設」 と命名したc

日本泥中部地裳についてその裳源事項を表 1- 2 1に示したe この海城（東北地方の西方

海域）において昭和の年代に入ってからの顕者な地震は表 1-2--2のように 3回発生してお

表 l-2-1 、
ふ
く

?`

k
 

屈.l
 

^
9
4
 

l
,
8
l
 

項

規 模 M（マグニチュード）7.7

エネルギー(E) I 2.2XJO邸 erg（エルグ）

大~ 哀度 i5 深浦・むつ・秋田最

表 1-2-2 近年の東北地方西方沖地設

源 度
I 

I青森＇
--」． I 

6.s I 4 i s i；麟あり＇
; 1 

ロニ・ロ□三□i
［秋田沖i6.31 3 I s I極弱い

妥

i規椒
4 

域’度；深さ：地
—, 

， 

三.0''  

、9

M
 

9・
↓
 

『
3

こ
3

、
i

程

波

度

。」40

l)，何れも弱い油波を伴っているが，被害は殆んどなかっ また， 岡じ日本海でも東北地方

以外の梅域で発生したものとして昭和39年6月16日の新肉地裳(M7.5)かあるか青森県への影

押はなかった。

図 1-2-1は虚央と虚1笈分布図である。 この分布から求められる等裳度線はほぼ南北にの

ぴる形となり， このことは東北地方の東方海上（太平洋）の場合と同じ傾向であ i), 日本周辺

(J)断層の走向を表わしているとみてよいだろうむ また裳央からの最長有感距離は米子の約 730

Iunとなっているが，太平洋海域の同じ規模の地裳に比較するとやや短かい距離となっている。

これは H本海と太平洋の地1層構造の違いを示していると考えられる。
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図 1-2-2は青森地方気象台の地裳計記録である。一倍強震計の上から上下動，水平東西

動，水平南北動の順であるが何れも矢印で示した測定範囲の上下線は振り切っており，強い震

動のあったことがわかる。地震の規模M7.7はエネルギーにすると 2.2XIO'・'erg（エルグ）であ

るが，これは新潟地裳のM7.5の 2倍となる。すなわち，地裳のもつエネルギーはMの値が0.2

大きくなると 2倍となり 1大きくなると30倍， 2大きくなると 1000倍となる。M7.7のエネルギ

ーを龍力に換算すると，青森県全体で 1年間に消費する龍力批とほぼ一致するエネルギーであ

る。

今回の地震に伴って目で判るような地盤の変動はまだ報告されていないが，昭和58年，束京

大学地震研究所の山科健一郎氏などによって岩崎西海上約40kmにある久六島（長さ53m幅13m)

の上陸調査が行なわれたが，これによると地裳翌日 (5月27日）の上空からの観察，更にその

後の上陸調査と，地震前のいろいろな写真を比較すると30~40cmの沈下がみられる。さらに局

所的な変化は認められなかった事から島全体が一様に沈下したとみられることである。

N
A
ー
~

図 1-2-1 虚央と裳度分布図
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青森地方気象台 1倍強設計記録
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第 3章津 波

地震発生後わずか 7分で深浦に「引き波」の浬波が到達した。図 1-3-1は深浦測候所の

検潮記録である。 12時07分，引き波ではじまった津波が12時15分，押し波の第 1波として襲来

した。その後およそ10分位の周期で海面の昇降を繰り返し13時36分， 65cm（当初の発表は55cm

であったが，後日修正）の最大潮位を観測した。このように意外に早く津波が到達したことに

ついては図 1-4-1余裳分布図からも推定されるように地震による海底の地盤変動が海岸に

近い所までおよんでいたためと思われる。

県内の津波第 1波の到達時間を図 1-3 -2に示した。部外機関の検潮記録及ぴ聞きこ

み調査によるものである。日本海側に沿った各地域において，渾波の進んで来た方向，すなわ

ち波向は全域北西となっている。これは裳央から北々束にのぴた余裳城全体の海底が地殻変動

し波源域になったものと十分推測できる。津軽海峡に面するむつ市関根浜には， 日本海側から

およそ 1時間後に泄波が到達しているが，波速を決定する水深などからほぼ計算と一致する。

深浦の検潮記録による最大潮位は同じ深浦港内における津波の高さとかなりの差のあること

が分った。地震発生後間もなく、仙台管区気象台と青森地方気象台は現地調査班を編成し， 日

本海側沿岸の津波の実地調査を行った。北の小泊から順に番号を付して津波の方向，最高水

位などを表 1-3-1に， また図 1-3-3にも見易く図示した。このように場所によって津

波の高さにかなりの差が表われたが，これは，波向に対する海岸あるいは溜内の形状，そして

水深、水深の勾配，湾の固有振動（セイシュ）などに彩特される。例えば小泊漁港は小泊半島

の北側に面し，下前漁港は南側に面しており，同じ北西の方向からiilt波の製来があれば津波の

高さに差のあることは当然考えられよう。鰺ケ沢漁港は他地域に較べ禅波の高さが平均的に低

くなっている。これは港内における防波堤などの整備が津波を弱めた大きな要因である。

次に深浦港の平面図を図 1-3-4に示した。深浦検潮所の南の方向約 200mの所に背森港

工事事務所深浦分室があり，この付近で 3.6mの津波の高さが確認された。これが検潮記録と

大きな差となっているが同じ湾内でも先に述べた理由によって波の高さに差の出ることは明ら

かである。しかし 200メートルの距離でこれ程の波高差のあったことについては今後の調査に

待たねばならない。これについて深浦測候所では，今回の地裳の最大余震となった 6月21日の

湾内潮流の観測に基づいておよそ次のような見解をもっている。

「深浦港入口に未完成の西防波堤があり，この左側から港内に向って没入した津波は図A点

を中心として大きく左回りのうず（すり鉢状）となり，更にこれより大きく分流して湾奥に浸

入した津波は B点を中心に左回りのうずを形成した。また C点においてもうず状に近い流れと

なった。このため B点と C点における津波の水流は大きく収束し高い津波になったものとみら

れる。次に A点であるが，この北側に束防波堤があり，この外側の流れは左から右に向って流

- ll -



れていた。そして検潮所と束防波堤の間には数mの外海につながる水路があり A点におけるす

り鉢状うずの右側の部分が次第に滅衰しながらこの水路に沿って逃げ込むような状態で防波堤

外側の流れに合流していた心

以上であるが，これは観測事実に基づいた部分が多く，また最大余震時における弱い津波観測

をモデルにしたものである (9

心
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第 4章余

海底の浅い所に大地震が発生すると，その誕源の周辺に余姦が数多く発生する。日本海中部

地裳に伴った余裳分布図を図 1-4-1に示した。包絡線で結ぶと短軸約70km,長軸約 110km

の楕円形となり．大地震後に発生する余震域の一般的な分布形態である。昭和30年，宇津徳治

氏らが発表したM （マグニチュード）との関係式から得られる余誕面梢とほぼ一致する。

長軸は本裳の裳央から北々束にのぴ，これは先の群発地虚で報告されている岩崎断府，大問

越断層の走向と平行であり，余震域の大部分は青森県の西方沖に梨中しているさ

時間別余裳推移を図 1-4-2に、また 8月はじめまでの日別余震推移を図 1-4-3に示

した。余該の中で最大となったのは 6 月 2l 日のものでM7.0, 深浦•青森で震度 Vl ，八戸・むつ

で震度Ill, これは本震後26日目で余裳域の北端に発生した。本誤後から最大余裳発生までの時

間はMの大きさに比例し． M7,0以上であっても 1カ月以内と言われている。また最大余裳の発

生する場所も余成城の端でおこることはよく見られる現象であるも 2番目に強かった余裳は 6

月9日で， M6,1発生場所は余誕域の南端である心

最大余裳のあった 6月21日以降の余裳の発生場所をみると．最大余裳の設央の周辺に集中し

ている所から第 2次余裳とも言えるな固 1-4-2～図 1-4-3から、大きな余磁の部分を

除くと全体として指数関数的に減少していることが分るもこの減少の辿さは過去の例と比較し

て平均的なものである。

惰森地方気象台技術課長 加藤正通）

表1-3-1 津波現地調

調 査 地 点•’` Na 津波の方向 最高水位 最大浸水距離

小泊村
役場付近 I 北西 3、2m 300m 

下前漁港 2 1.9 

十三湖北防湖堤 3 北西 4.0 70 

II 展望台付近 4 I 5疇 8 l 市浦村
II 南防潮堤付近 5 i 2置。 60 

： ＂ 内湖北端付近 6 1 I 3.7 40 

中村川河口 7 北西 ！ 2.6 70 

鰺ケ沢町 役場付近 8 北西 l、5 90 

赤石礁港 1 9 2、5 20 

工事事務所付近 10 I 北西 3.6 200 
深浦町

漁港埋立地 11 ! 北西 I 
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第 2編

被害の概要





第 1章概 況

「昭和58年 (1983年）日本海中部地設」（以下「日本海中部地設」という。）による被杏は， 8市

32町23村に及び，これはほぽ県内の全城にわたるほどの大規模なものであるが，特に被忠が竹：

しい地域は，虚源地に近い日本海ill[j沿岸の町村である。

日本海中部地震は，マグニチュード7.7と大規校なものであり，さらにこの地設に伴い津波が発

生し， 日本海側沿岸地域では， 5-6mもの大津波に襲われた地域もある。このため、津波災

:;i::としては昭和35年 5月のチリ地設津波以来の17名もの尊い人命が失われた。

また，建物関係では，地媒動や地盤の変動などにより，住家の全壊447棟，半壊865棟，床上

役水62棟等， 多くの被憲を受け，車力村，鰺ケ沢町，木造町，深浦町，小泊村に災害救助法か

適用された。

環境保健関係では，浪岡町立病院が全壌に近い状態となり，入院患者全貝が避難するという事

態が生じたほか，水道施設に被杏が続出し，このため延べ22,380世幣で断水するなどの被杏を

受けた。

商工労働関係では，地設動により商品が落下し，破損するなどの被署を受けた。

農林関係では，田植えをしたばかりの苗が地裳動により浮いてしまう浮苗被唐が 8,375haに

及んだほか，農地等が陥没，隆起するなどの被杏を受けた。

水産関係では，津波により 853隻もの漁船が防波堤あるいは陸に打ち上げられた I)，沈没した

り，大破したほか樵網の流出，切断などの被甚を受けた。

土木関係では，地盤の変動等により道路が決壊するなどの被唐を受け，一時全面通行止め締

の交通規制を42か所で余依なくされた。

教育関係では、地盤の変動等により限のプレスが破断されたり，［未が盛り上がるなどの被忠

を受け，特に深浦町立大戸瀬中学校，木造町立館岡中学校）文ひ中里町立武田小学校の被沓が仙

大で，校舎の建直しが必要となり，現在でもプレハプ校舎により授業を行っているほか，国の

重要文化財である弘前城も石垣の傾斜等の被杏を受けた。

県庁舎等関係では，地姦動等により洗面所のタイルがはがれ落ちるなどの被害を受けた。

腎察関係では，地盤の変動等により道路標識等が傾斜するなどの破害を受けた。

これら日本海中部地姦による被害額は，

建物関係 101億6.509万 5千円

環境保健 関係

商工労働関係

股 林 携l係

水産／葵 ／係

13億9、301万円

73億9,515万 4千円

103億9,751万1千円

52億7,129万6千円
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土木関係

教脊関係

県庁舎等関係

暫寮！及1（系

合計

となった c

146億3,427万 5千円

25億 379万2T•円

3,526万2千円

1,955万4千円

518憶1.495万6千円
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1'2~・1-1 
昭和 58 年 (I9 8 3年） H 本海中部地哀災古披古状況

三 5 I 8低 14、956千ド］

昭和58年7/1211［現在

披冒＆甜千l'l'I¥位

区 分 披布甜 披 古 の 内 沢

人が］関係 ／ 死行 17名、［＼愕者 25名〈重／り者 7名．代 ltl者 18名 l

住 家

非 住 家

区 分 ，，， 域 半 壊 一部破 jil 床上没水 床 下 投 水

建 物関係 1 O, J 65.095 棟 世堺 人 li 棟 世幣 人且 棟 世堺 人 U 棟 TIT沿 A U 棟 世甜~ 人 ti 棟

披？｛数 447 4 4 7 2.012 865 865 3,805 3,018 3,0J8 13,042 62 62 228 152 152 685 2,582 

被古額 3. ! 29.000 3,027,500 3,62 !,600 21,700 ! 5,200 350,095 

I~ 分 医板 施 設 ゴミ処理施設 し尿処 F19施設 屈埴衛生営渫施設 水迅施設 保健衛生施設

19 

只壌保紅 1児係 1,393,010 被古数 61 施設 13 施設 5 施設 29 施設 52.5カ所(4]市町村） I 施設

被古甜 695.578 52,91 I 16,'158 143,553 481,510 3,000 

区 分 商 T I関係 観光施設

商．T.労勧関係 7,395.154 被む数 4.931 件 13 件

披古甜ii 7.371,254 23,900 

水 稲 oo 係 畑作野菜
畜庄 OO 係 共施同設関利 用係 農 地 ・ 股業係 林 業 閃 係

閃 係 Ill施設 1尺l

麟`
区 分

浮'＇i ffi沈下 海水陥没発
陥没控 家畜 飼投牧が陥 共同利 在卜1（品 農地 店菜）II 林荏

林辺 林9料物
没9K水起芍 起 等 施設没等 191施設 施 設 施設

店 林関係 10,397.51 I 
畑 ho ho ha ho 頭 カ所 ho I’l’ カ所 カ所 カ所 カ所 カ所 カ所 カ所 カ所

被む数 8,375 219 8 1 4 3 ]2 4 14 0. 4 1 3 2 JI 215 895 13 ， 58 31 6 

被宮額 荻ト1碑 37281 1.1J17 240•OO7 22.178 492 52.919 228 62'2.!47 15.945 7印⑬ 6細．⑱ 躙．⑱ 公B89 lffi.7Zl 71.Wl 9細





市町村別披 因額内訳

区分 1

市町村名 合
計 建物関係 応境保健 OO係 商工労飴関係 塁林 1関係 水 荏 閃 係 土木 1関係 文教関係

1'/ 森 市 I. 9 6 8, I 2 4 l l. 5 I 5 7 2. 4 6 3 470,000 2 9 0, 0 4 3 I 7 7, 2 6 2 839,996 J O 6, 8 4 5 

弘 前 市 I, 7 7 I. 9 7 5 I ! 7. 3 5 0 I 6. 4 6 5 250,000 328,483 506.382 5 5 3, 2 9 5 

八 戸 il f 8 LO 3 0 2. I 9 4 6 2. 0 0 0 !l.300 5. l l 5 4 21 

焦 石 市 so 6. 4 o s ・l 9 4. 7 0 0 2. 7 2 0 211.900 I 65,937 22,434 8, 7 I 4 

五所／il／原市 l, 7 4 8, 9 6 2 ! 4 3. IO 0 5 4. l 6 0 5 2 2, I 9 0 294,988 720.366 I 4. I 5 8 

十和田市 2 9 0, 5 7 7 JO 0 586 2 8 9. 0 0 0 891 

三 沢 市 2 4, 6 4 0 2 3, 0 I 2 9 10 718 

む つ 市 3 3 9. 7 4 8 2 4. 9 0 0 I 0. 3 9 0 6 6. 3 7 9 7,729 2 2 4. 9 4 4 5,406 

平 ，，， 町 3 9. 8 6 6 283 60 6. 5 0 0 33,023 

蟹 田 町 9 9 9. 3 6 2 2 9, 5 0 0 I. 5 4 6 181.550 3 I 3, I 9 3 4 5 7, 7 6 I 1 5, 8 I 2 

A -1 別 町 853,396 5 5, 3 0 0 I. 0 0 0 39,730 2 0. 2 9 2 I O 7,750 588.156 41,168 

蓬 Ill 村 6 5 6, 8 4 6 2,400 13 6 300 4 8 6, 2 I 2 138,766 2 9, 0 3 2 
"""  

平 前 村 49,582 300 110 14 0 4,592 520 I 3. 8 7 0 30,050 

三 厩 村 362,835 I 5,600 I. 4 8 6 l 5. 2 I 4 6, 2 1 7 2 8, 6 9 6 292.239 3,383 •. 

21 

鯵ケ沢町 7, 2 9 I. 7 7 2 2, 0 0 7, 5 4 0 121.864 I. 7 7 3. 4 2 9 9 3 5, I 2 5 302.280 2. 0 9 8, 2 7 5 5 3. 2 5 9 

木造 町 4,955, 7 4 4 8 2 4. 9 0 0 46,300 8 7 3, 5 8 l 1.258,922 I, 4 2 J, 3 9 6 5 3 0, p 4 5 

深 浦 町 5, 5 5 I. 5 2 0 8 4 6. 5 5 0 2 0 5. 0 8 I 790,592 720,525 2,352, 3 2 3 583,674 5 2. 7 7 5 

森 田 村 5 7 0, 4 4 5 3 3. 4 9 0 938 I 8 0, 0 0 0 2 f 0, 5 2 5 88,180 7, 3 I 2 

岩崎村 1, 8 8 5. 9 7 6 38,050 4. 2 5 0 I 8 0, 3 I 2 382,476 988,295 2 9 0, 2 7 4 2. 3 I 9 

柏 村 2 7 7. 4 5 0 165.600 938 I 7. 2 0 0 4 5, 8 2 9 4 6. 4 9 4 l. 3 8 9 

稲 垣村 629,092 6 5. 9 0 0 9. 2 6 0 8,559 2 0 1, 3 3 0 2 4 6. I 4 0 9 7. 9 0 3 

車 ヵ 村 8,356,785 3. 6 2 9. I 5 0 188.574 4 7 3. 9 6 2 l, 553,754 30,600 2, 2 I 8. 2 2 2 262,523 

岩木 町 I I l. I 4 0 61.600 780 5, I 8 0 1 8, 4 2 0 22,997 2. I 6 3 

相 馬 村 6 l, 6 5 9 l. 2 0 0 24,000 36,364 95 

西目民村 362,365 I 2. 5 7 4 3 4 9. 7 9 I 

藤 綺 町 5 l, 0 7 0 l 2,500 40 3 4, 2 5 O 892 2,000 I. 3 8 8 

大 鰐 町 4 6, 1 ! 5 9, 5 O 0 200 5,334 8,000 2 2, 4 5 2 6 29 

尾上 町 l 5,240 3 0 5. 0 0 0 3,000 5. l O 0 2. 1 I 0 

浪 岡 町 I, 6 7 7, 0 ! 4 339,200 5 5 3, 4 7 7 382.702 I 9 9. 9 5 2 8 2, I 6 0 ! 19,523 
ふ999~99 99,.,～—い9“-

平 買 町 I ! 2. 2 4 4 31.500 3. 9 0 0 I 4,000 6 2. 0 0 0 8 4 4 
9~~~ →-

常 盤 村 1 0 3, 6 3 2 4 7, 8 0 0 15 0 2,500―l8,  7 0 3 4 4. I 7 9 300 
_ ~--、ヽ~ふ99"'’’^ ~: - "'.』

田合詑村 2 9. I 9 2 8,900 I. 9 9 5 I 0. 2 0 8 6, 5 3 0 I. 2 0 0 359 
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第2章 人 的 被 害

死亡原因：日本湘中部地震による死者は， 17名であるか、近年の大地裳である昭和43年の十

勝沖地媒（死者48名）の死者数に比較すると少ない。十勝沖地媒の場合は 100ミリをこえる

大雨か降り，地盤がゆるんでいる状態の時に，強い地姦動に殷われたため、地すぺりや山崩れ

などか各地で起こり，そのために多くの死者が出たものである。

今面の日本袖j•中部地虞では，十II券沖地謀のような悪い気象条件ではなかったため，地すべり

や山崩れなどいわゆる地槃災古による死者は無く，全て鼎波による死者であるさこれは，津波

の波源城が西海岸に近かったため，津波の第一液か深浦の検潮所で地媒発生後約 7分で観測さ

れるなど1鼎波の来製が非常に早かったこと，また，津波の高さが最高でも深iiiiの検潮所で65c~

と認1閏されているか，実際にはこれ以上の高波が押し寄せ，場所によっては 5-6mもの高さ

になって、悔岸に押し寄せたため，逃げる 1｛りもなく津波iこのまれ、 多くの犠牲者を出したので

ある。このため，今回の死者は日本海沿岸すなわち西渾軽郡及ぴ北津軽郡の梅岸に集中し

ている。

また，死者の半数以上の 9名は県内外から来た釣り客で，この釣り客の中には，一旦は津

波から逃がれたものの，引き潮のとき自分の釣り竿などを取りに再ぴ元の場所に戻り，再度の

津波にさらわれた人もいたという。さら：こ，海沿採取中に津波にさらわれた者，漁港の修築工

罪中に避り！II9が迎れii頃にさらわれた者，漁網を袖修しているときに津波にさらわれた者，津波

による船のtJ国を心配して漁港に船を確認しに行った際渾浪にさらわれた者なと，子期せぬ大

津波により多くの人々か犠牡になったさ

なお，この他死者34名を出した秋田県能代市の，護岸工事現場においても本県人 2名が稜牲

となっている c

負傷原因：負慟者は．重傷者 7名． 1径傷者18名．計25名である。これらの負褐者は迎雅の際，

転倒して負似した者，買い物中に商晶が倒れてきて負傷した者，天ぷら油で火楊をした者、湘

中に転落し． ir，i水を飲んだり気を失った者t f各石によリ負傷した者などであるな

また，釦均者も、十勝沖地底の時（重似者121入、軽傷者550人）に比較すると少ない。これ

は，地成動の強い地政か狭かったこと，大きな地すべり，山崩れがなかったこと，地姦に対す

る心、1栂えがしっかりとできていたことなどが幸いしたものてある。
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表2-2-1

県 内 で の死亡者の状況

住 所 職業 1 発生場所 被習状況 胃苔，

八戸市白銀町 小泊村 海岸で釣り中津波にさらわ 5 l 
和泉勝也I43歳 I 字木戸場 109 塗装工 嬰内海岸れた。 徐

和泉金之丞 169歳 八戸市白堡町 5 
字木戸場4の9I ・ I ／ 27 

山口義光131低
五所川原市飯詰 i 叫！i村十三湖河口付近海岸の堤防で釣り， 5
謬日沢 1?2の8 無 l樅河口付近海岸中油波にさらわれた。

野宮竹 AllI 41歳I西郡車力村大字盟宮
字千l~ 31 牒業 ””/I 山下久夫 63歳 西郡深浦町田野沢

漁 Iリ，＇深浦町 海岸で海泌採取中津波にさ '6 i 

字汐干浜 50 ]十巴竺些鰐 らわれたむ ／ I須藤信雄 36歳喜需塁謬誓瓢量鰺ケ塁麿洵岸響攣彗瓦戸口
i Ill 附三郎 68歳

西郡鰺ケ沢町大字
舞戸字北禿 127

I小野光盛 46歳北郡市闘攣慇i無戦鷹開虚譴認謡讐”/

~59歳
： 

こ□竺~56歳

！秋田谷兼襄 36蔵

i熊木［ロロ
ドー
l駒井
I 
山口茂

| 9 ？--"‘人ふ▽・ダ上

加藤 昇148歳
＇ ，秋田県能代市 十面石面
, | 

大内田 119 手伝 横磯海岸
, 1 

河内敏彦41寂!41" 秋田県能代市川戸1111 岩崎村
中谷地 16の 1 左官業 立待綺海岸！

新井田 繁150歳1北海響｝瓢閤ij終ケ塁喜海岸l響瓢攣晶鰐1%6 

氏 名 年齢

表 2-2-2

他県（秋田県）での本県人の死者

口
住所

三戸郡階上町大字
道仏字鹿倉 113

祖郡深捕町大字追良
瀬字栢野山 171の 1

戦業！発生暉所！ 被古状況 1腎督

沿水夫 I能代市能代港｛雪雪鱈竺二

“ 1 ,＇ 1贋靡厄姦虞磨誓乞乞k姦96/, 
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表2-2 3
 

市町村別人的関係被災状況

桐＼内＼名¥区¥分 1I 死者
負傷者

計
賃楊者軽4易者小計

弘前市 1 l l 

，今丁別ず町： 1 1 1 

1 

「三厩村 1 I 1 I 
l 1 

2 I 3 3 I 
館ケ沢町！ 3 2 3 5 ； 

I屠深補町 2 2 

崎村 l 1 

浪岡町 2 l 8 
ヽ 3 

金＊町 l I l' 1 

鶴田町＇ I 3 3 3 

市補村 6 

9 ＂ 4 1 小泊村 5 1 8‘ ， 
大問町 I ］ I 

計 l 7 7 l8 25 I 42 ， 

表 2-2-4 

負傷原因別人員

［ 負慟原因

1避難中の転倒

避雑中の腹痛

-□9| tt-
5丁

船の避難作業中負傷 2
 

3
 

海中に転落 ゥゎ 4
 

落 石 3
 

!~ 

2
 

2
 
2
 

沢ぷらを掲げようとして火ig
I 

自転車で通行閃ハンドルをと
られた目勘車 の接触
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第 3章建 物被 害

1.住家等

建物関係の被害は， 6市］5町15村に及ぴ，住家の被害は，全壊447棟，半壊865棟，一部破損

3,018棟，床上浸水62棟，床下浸水］52棟で，非住家の被害は2,582棟で，被害金額は，合計101

億6,509万5千円に達した。また，これらのり災世帯とり災人貝は， 1,374世帯， 6,045人にのぼ

っている。

特に，津軽地方とりわけ日本海沿岸の町村での被害が大きく，村内の約80％以上が何らかの

被杏を受けた車力村をはじめ，鰺ケ沢町，木造町，深浦町，小泊村，中里町及ぴ市浦村での住

家被宮が大きく、 これら町村では，災害救助法又は災害救助法以外の災害援護の適用を受け，

被災住民の救済に当った。

住家の被害で特徴的なことは，地盤の変動が相当ひどい場所でも倒壊した例はほとんど見ら

れないことである。これは、倒壊するほどの地震動ではなかったことに加え，本県の住家の屋

恨は，冬の梢雪に備えるためにトタンi［きにするなど，比較的屋根が軽いためとも考えられる。

また，被災住家を外観だけから断判した場合は，あまり被害を受けているとは考えられなか

ったものか，内部に入ると，内壁，柱，はり，階段など住家の主要構造部に大きな被害を受け，

節単な補修では元通りとはならず，結局は，建て匝すしかないという被災住家が多く見られた。

このような住家の被沓は，地震動のみによって生じるというより、むしろ基礎の不等沈下や地

盤の変動によるものと考えられる。

鉄筋コンクリート造の建物では，エキスパンションジョイント部分の被害が多く見られたが，

これは，地誕動の継続時間や振動特性がかなり特徴的であったので，これが建造物と共振作用

を起こしたことなども一因と考えられる。

住家の中には床上没水や床下没水などがみられたが，これは主に泄波によるものであり，

部には，水田からの没水や水道管の破裂による低地での浸水もあった。

2.社会福祉施設

非住家の建物被害のうち，社会福祉施設は46施設， 19市町村に及ぴ，その被審額は約 3億円と

なった。うち，施設別では，保育所が13施設と最も多く，次いで特別蓑護老人ホーム 6施設，

名人恕の家及ぴ梢神薄弱者更生施設がそれぞれ 5施設となっている。また，市町村別では，背

森市が 9施設で最も多く，次いで鰺ケ沢町の 8施設となっている。

被災社会福祉施設のうち，車力村の窟蔽保育所，木造町の特別養護老人ホーム柏風園，鰺ケ

沢町の赤石保育所等が大きな被害を受けた施設である。
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被客形態は，基礎等が被害を受けた建物被審のほか、給排水設憫や浄化槽の破打1が主なもの

である。

一晶礎部が破堺された住家ー （鰈ヶ沢町嗚沢地区） 一柱が折枡した住家-(＊班町吉見地区）

一崩れ蕗ちたレンカ造りの倉庫ー（鰺ケ沢町嗚沢地区） -i到壊した五所神社の島居ー（相馬村五所地区）

-＊田からの咬出水による住家の没水心→
(111カ村下牛i見地区）

-•、 28 -

-1裕奥新報提供一

・-i'.辟波が磯崎Illを遡上し、住家が没水一““

惰繍町深浦地区）
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表2-3-l 巾 町 村 斜 建 物oo係被害 技也額t旧位 T-円

30 

窯•吋ご：門罹二 ］〗〗言---— ↓ 959 99 999i 95」ヽ9090戸-碇田令―ケ-釦閲--村；；- 9．50 9 - 、~-- - ---. l i - -」II - ▲- --ー•-ヤri I -ー̂一-4l • 上全Li ー•一一49 • ^← ピ▼～ -9-25 --; ; -8、2T2 ： t ! ＇ -8993-006 0 

坂檸町 l紐這 紐 56 2 2 □--3 ―一[---- i , i I I° iこt0 鐸 l; i e m函



被古額9nt勺.:T-iil 

ご市町村

推計 推計
住 家

非住家
人口 世俗数 全 壊 半 壊 一部破 In 床 上 没 水 床 F 没水 討 被害額

{58 • 5 • I) (57• 10• I) 棟 世岱 人 ii 棟 世柑 人且 棟 世・:;； 人且 棟 世術 人 U 棟 l 世 •:i} 人 l1 棟 世船 人員 棟

金＊町 ! 3,743 3,598 5 5 20 63 63 265 I 6 8 68 285 I 99,] 50 

巾 ’I！町 J 3,755 3,197 4 4 20 46 4 9 21 7 276 276 J,380 2 2 7 28 I 28 140 365 365 1,764 59 534.650 

鶴 [11 町 I 6.50 6 3,997 3 3 1 4 21 21 93 2 4 2 4 l 0 7 2 I! 6,000 

iti i，li村 3,873 1.04 7 2 2 II 35 35 152 58 58 240 95 95 403 206.100 

小泊村 5.4 7 6 J,4 66 16 16 60 4 6 46 I 80 124 1 2 4 5 1 4 27 27 89 17 17 78 230 230 921 10 433,450 

野辺地町 I 8.4 7 2 5,529 

七戸町 12,562 3,504 

百石町 9.526 2.4 2 I 

十和田湖 7,916 2.1 65 

六戸町 I 0.7 4 9 2.5 39 I 
横浜町 6,414 1,680 

上北町 I 0.4 8 6 2,474 
・" 

東北町 I 2.0 05 2,852 

下田町 8.4 0 5 2,170 

天Itl林村 I 0,050 2,228 2 2 IO I 2 2 10 2.400 

31 

六ケ1Ji-村 I 1.2 4 5 2,917 

川内町 7.54 0 2,064 

大畑町 I 1,886 3,2 4 l 2 2 ， 
21 2 ,1 2.400 

大 Itl 町 7.461 1,885 

束通村 9.884 2,318 

風191浦村 3.744 973 

佐）卜村 3,92 ! I.088 

脇野沢村 3.679 950 

一戸町 I 5,19 I 4,175 

五戸町 19,872 5,0 I 7 

rn子町 8,627 2.2 69 

名川町 I J,0 3 2 2,756 

南部・f 6,947 1.8 4 5 

階上町 I 0.862 2,666 

福地村 6.231 1.4 7 2 

南郷村 7,188 1.6 6 I 

介石村 3,601 805 

lfi摂村 4,168 996 

県 計 1.5 2 4,7 3 3 429,240 4 4 7 4 4 7 2,012 865 865 3,805 3.0I 8 3,0 I 8 13.042 62 62 228 152 152 685 4.5 4 4 4,544 I 9,772 2,582 I 0.165.095 



表 2-3-2 施設別被災状況

施 設 種 類 被害施設数 被 害 額

特別養閥地人ホ ふ、 6 7 6, 0 3 l 

老 人 福 祉 セ ン 夕ヽ 2 7 1 9 
老人憩の家 a 4, 3 9 7 

‘̂ 恙 地 保健福祉 館 2 ，令 92 8 

保 育 所 1 3 131, 813 
児童従護施設 2 8 5 

教 護 院 l 5 0 

児 窟 館 2 5 2 7 
児窟相談所 1 4 0 

材障者療 ，1位施設 2 8, 8 7 7 

度身障者授産施設 0 ム 2, 8 5 5 
福 祉 工 場 1 6, 2 3 8 

身障者幅祉セ ン ター 1 2, 7 9 0 

粕神薄弱更生施股 5 12,200 
精神薄弱者授産施設 1 1, 5 0 0 

メ口 計 4 6 285, 050 

一 浄 化 柏の浮さ」が'‘ 一 ー舗技面の紅裂ー（木造町特別疫護泡人ホーム柏凪園）
（木磁紺［特別淡晟恙J、ホー叫雌爛J-東奥日報提供一

•-*-）以外部パラペ＂卜破1JI-
（中叫町特別従設宅人ホーム昴ful>1)

一隣接の股協倉庫倒壊に伴い鉄倅などの遊具破損-•`
（蛉ケ沢町・叫沢保ff所）
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文 2-3-3 市町村別披古状況
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第4章環境保健関係被害

1.医療施設

医療施設の披宵は， 26市町村， 61か所に及訊その被曹額は約 7億円に逃した必

被災I辰療施設は， i帆！苓平野部及び両渾岸地／iに扱中しており，特に，浪岡町の泌岡町立病院

の被否が大送＜ ｀その他では，車力村の車力村診療iiJt，木造町の木造町立成人病センター等の

きし＼r 

被災；1．）心兄は，浪岡町立病院ではほとんとの柱や岐にせん断販壊かみられ．特に 3階から 5階

に破習・カ噂しい。その他の医療施設においても，墜等の（餡裂や薬品等価品の損偏の被沓を受け

たな

市町村別では，浪岡町 (5か所，約 5億 5千万円）をはじめ，木造町 (6か所、約 31意3千

万円），蛉ケ沢町 (6か所，約 1憶9千万円），青森市 (7か所，約 1億 5千万円）等が被害グ）

大きい市町村である t

-i良岡町立卯院の絨災状況•- （浪岡町）

病 院 全 餓

屈上輝突が傾斜し、例壊寸廊

一1, 34 -



3階配膳室、コンクリート柱のf0裂、サッシの

1111折、窓ガラスの破jJI

一被害を受けた車力村診療所一
（車力村窟―,；；；地区）

- 35 -

事務室床の（〇裂



↑ 
k釘•4

”樗餐＂へ→

え’'髯9

9揚"' "”
 

1
-
J
.
 

,
＂

t

h
 

氾

5

叩

l

紐

な

a

心
3

~
 

床にひびわれ

． 
999 ぃ． 

', ぶ

朕 " 

'"" I' 
I 

'""' 
パ＂，山'""

出 9 喜

免＂`̀ 
`>[

．＇ 
[
 

鳳，＇，

．．
 外

I
r
n
|

」
い
〖
」

'""ぇ

町序

I I皆乎面図

炉百さ99っn2、
ザ知

会埠 it

伍が',

捻12 -4 -i 

"↓ 9h" 

＂ ＂ 

2諧平面図

浪岡町立病院の被災状況

-・・ 36 -



C
L
9
J
q
"
'
 

w
内

°

-

訓
m

曰比
喜
』

1
晨,,社

9 299収9

人“
，
 
，
 
，
 

.~ 
“u 
人
は

，
 

人＂ 人ヽ＜
｛か．，．•""ぶ•"" "心り少し'"・"

3階平面図

土ン 9.，

分伐 5

→一
99沿屯

4階平面図

エン,,
ゼん幻さ 99つい9'`りしえ9

5階平面図

:エント 99は919

パ 9ぺ，ぃ

9ヽ9~’ 卜はi外丈999

屋上階平面図

- 37 -



2，ゴミ処理施設

ゴミ処理施設の跛甚は， 4市町 6一部半務組合， 13か所に及ぴ，その被筈額は約 5千万円に

達した。

披災ゴミ処理施設のうち，五所）II原市にある西北五衛生処理組合の高瀬ごみ焼却楊の被害が

大きく、その他では，弘前市にある弘前地区環境整備事務組合の南部焼却場，八戸市の鮫消掃

工場節の破轡か＊ぎい。

被災状況は，焼突のli)K祖かi：なものである',

市町村別では，西北五衛生処理組合 (1か所，約 3千6百万円）をはじめ，弘前地区環境幣

備事務組合 (3か院約 9百万円），八戸市 (1か所，約 2百万円）等が破帯の大きい市町村で

e
 

心
~
。

ぁ

3. し尿処理施設

し尿処理施設の被杏は， 1市3一部事務組合， 5か所に及訊その被審額は約 1千6百万円

に達した。

被災し尿処理施設のうち，五所Ill原市にある西北五衛生処理組合の高瀬衛生センター，青森

市にある青森•平内地区環境整備組合の鶴ケ坂消掃工場玲の被憲が大きいウ

被唐状況は，沈澱池、スカム防止板の破批し尿消化櫓の（胆裂ばっき槽の亀裂等である。

ili町村別では｀西北五衛生処理組合） ］か所，約 8百万円）をはじめ，青森，平内地区環境

釦,111組合 (lかPji, 5百万円），省森市 (1か所， 2百万円）等が破菩の大きい市町村である，

4，保健衛生施設

保健衛生施設の被嗚は，小泊村の小泊村保健センクーの 1施設だけであり，被害額は 3百万

円である。波災状況は，センター岡囲の盛土部分の亀裂給水股伽、暖房設備，給湯設備等の

配管の担但等である a

5.環境衛生営業施設

翔境衛生営業施設の被嗚は， 9市町， 29か所に及び，その散害額は約 li烈4干万円に及んた］，

業種別では，公衆浴場か 6市町， 17か所，約 8千万円で最も多く，次いで酒類製造業が2市，

2か所，約 3千万円，その他理容所，火葬場，媒地が5市町， 1（]か所，約 3千万円となってい

る”

破災状況は地盤の変動等による全埃，半壊奔の建物被害が主なものである。

市町別では令鰺ヶ沢町 (8か脈約 7千万円）をはじめ，府森市 (6か所，約 4千万円），む

つTll し:4か1枕約 1千万円）等が般沓グ）大きい市町てあるも

38 



表2-4 -1 

医療施設の被害状況

市町村名 施設数 被害額 市町村名 施設数 被害額

青森市 7心
干円

藤崎町 I 加 干I:i

14,993 20 

弘 前 市 5 2,525 浪岡町 5 550,677 

八戸市 I 50 碇ケ俣l村 I 3 

黒 石 市 1 1,720 板柳町 2 878 

五所川原市 3 7,720 金木町 2 1,628 

むつ市 1 1,000 中里町 1 70 

平内町 J 283 鶴田町 2 6,000 

蟹田町 1 796 市浦村 1 55 

鰺ケ沢町 6 18,756 小泊村 2 735 

木造町 6 32,815 六戸町 1 15 

深 浦 11/J 4 3,509 大間町 1 100 

岩崎村 1 700 脇野沢村 1 180 

稲垣村 1 200 
A ロ 計 61 695,578 

車 力 村 2 50.150 

表 2-4-2

ゴミ処理施設の被害状況

市 町 村 名 所在市町村 施設数 被害額

．―目’’ ． 森 市 J 坪斤 37『
弘 ,9＂J l • l 市 1 1.508 

八 戸 市 l 2,144 

大 畑 町 1 460 

弘前地区閑境整備事務組合
弘前市 2 6,837 

板柳町 1 1,822 

黒石地区硝掃施設組合 田舎館村 l 1,990 

西北五地区衛生処理組合 五所川原市 1 35,872 

十和田地区沿掃事務組合 六戸町 1 100 

蟹田地区環境整備事務組合 蟹田町 l 300 

西 梅 岸 衛 生 処 理 組 合
鰺ケ沢町 1 1,108 

深浦町 I 400 

合 計・ 13 52,911 

- 39 -



表 2-4-3

し 尿 処 理 施 設 の 被 害 状 況

弘
弘前地区環境整儲事務組合＇

大節

咀北区得i生処即紐合 I五所川原市； l 

200 

8,458 

合計 5 I 16,458 

表2-4-4

硲境衛生営業施設の被害状況

公衆浴場 洒頬製造業 I理

玉`` 五`五云面薇I被訊額叩所数被害額i箇所数l被害額霞激I被訊ti
ぎ］3，0如 1”̀` 玉盃 力所 ，m -力所 9叫 嘩， ギ＂ 評143,058 

3 i 1.soo I 1 I 1,995 I I I I I ! I 4 I s，獅

3 I 3,300 l 
- -9」99- -l9--9 999 4 」-•9竺OO心 11 I 4,900 

4 161,4001 I i • I 6.600 8 飽，0009

5,oool I 1 | 5,ooo| 

1 1 1 800 | 1 : ： ： 5 700 I I II□□9 —+-
Lr::oooi t -- - 1 □□ 

l I 3.000 

三三1 し！竺旦ーこ且7,30-！

表 2-4-5

保健衛生施設の被害状況
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表2-4-6

主 な 環 境 保 健 施 設被災状況（水道施設除く）

種 別 市町村名 名 称 主な被害状況

弘 前市 弘前市立病院 受水楷・壁に珀裂

鰺ケ沢町 鰺ケ沢町立 病 院 器具•器材ボイラー等に亀裂，駐車場陥没

医療 施設 木造 町 木造町立成人病センター リハピリ施設の渡り廊下全壊

浪 岡 町 浪岡町立病院 柱・壁に亀裂，水槽・レントゲン装岡等の破損

車 力 村 車力村診療所 診療室・待合室以外使用不能

環弘前境地整区備事務組合 南 部 焼 却 場 煙突基礎部分亀裂

弘 前市 大 石 埋 立 地 汚水処理のばっき槽に亀裂

八戸 市 鮫 消 掃 工 場 煙突上部の破捐

ごみ処理施設 西北衛五生
処理組合 高瀬ごみ焼 却 場 煙突の亀裂及び傾斜

西海岸衛生処理組合 鰺ケ沢ごみ焼却場 煙突内の耐火レンガ脱落

黒石地消区掃施設組合 黒石地区ごみ焼却場 煙突内の耐火レンガ脱落

弘環前境地整備区事務組合 北 部 焼 却 場 煙突破損及び排風ダクト損傷

し尿処理施設 西北五衛
生処理組合

高瀬衛生センター 沈殿池・スカム防止板破掴

環境衛生営業
むつ 市 む つ 市 斎 場 建物中破

施 設
木造 町 木 造 町 斎 場 建物中破

保健衛生施設 小 泊 村 小泊村保健センター 給水設備の破損，地盤の亀裂

太

II 

＊ 
平

海 ii 
凡 例

0 1箕級施設

△ ごみ処j1j凍i没

□ し尿処9肋施設

△ ぶ1，1{；地区ごみ燎凡1)b ． 閃JR衛＇j；営菜施設

屈況．立地 0弘11輝，江がほ 薗 ii他hVl：施設

Alli郎焼Ul』}

蚊i/ihH:?l13} 

函 2-4-2 主な環境保健施設被災状況
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6．水道施設

水道施設の被害は， 39市町村 1一部事務組合， 525か所に及び，その被害額は約 4億 8千万円

に達した。

被災水道施設のうち，上水道施設が28市町村 1一部事務組合， 374か所，約 3億 2干万円，

簡易水道か15市町村， 151か所令約 1億6千万円となっているさ

被災状況は地盤の変動（沈下，隆起）による溝＂配水管の継手部の離脱，折批亀裂が

主なものであるが、このほか，地裳動等による取水施設での水の濁りや流砂現泉による浄水

場の浄水機能の麻痺等かみられる。

市町村別では，深浦町 (34か所，約 2憶円）をはじめ，車力村 (49か所，約 1億 4千万円）

市浦村 (25か所，約 3千 5百万円）、鰺ケ沢町く149か所，約 3千ら百万円）等か被寓の大き

い町村である¢

また，水道施設の扱災に伴い，断水地区が続出し， 21市町村， 22,380世帯で断水した。こ

のうち上水道での断水が， 16市町村， 17,502世帯で，簡易水道の断水が 7市町村， 4,878・世幣

となヤっていふ断水市町村別でみると，鰺ヶ沢町(3,663世幣）をはじめ，中昆町(3,299世帯）

深浦町 (2,]08世帯），車力村 (1,623世帯）等が断水世帯の多い町村てあと

”-42 



ー配水管（石線管）の折損ー（市浦村）

一十三橋下の配水管の損傷一

（市浦村十三地区）

大拡大図

- 43 -

一亀裂部から水を噴き出す配水管一
（稲垣村浄水場）



表2-4 ・-7 

水道 施設の被災状況

ヌ分 ―̀--- 簡易水道．------！ ， -t  ～。一.....計 . 
市町村名 ～、 給水戸数—被•害□箇刷I--断-水；戸-数-I ニ被否ー額ニ；給水；戸寄数＾＿峻害5~箇所·—断水戸数 被害額
斉森市 JS!9"' ,P 7，況が＂

弘前市 1,205 200 : , __50,4__3_6 __8 _•一 357 ~ー'- l,500 

黒石市 671 t t l’ I 7,738 3 1紐氾

五所999即5- ← -~ . | l3細乳"I□’● 二-2J10`― 
むつ市 l,iFJ 翌」，i ― l4,233 l,190 

蟹日町 1,416 1 4印

144.i 

平館村 110 912 3 110 

ピ-^ ＂-三-厩村 一 7 Il 762 1.486 ' i 1.228 _こーニ笠上」竺
鰺ケ沢的 2，船8 87 統→ 7邸」り竺〕 149 碑 3 34,OOO 

=--F .~ E ~ :;:'~ ピl：一，云・1 四 l □---「一-~] L匹4 :；二．

虞 2 ピ[-1～項.0-%9 7 士9 I j ー-ニ8-9, 93-1 竺泣8 [ { 1 1 , 09 6 2 1 .0 % 9 お
木造町 3,523 ' i 8 3,523 s 980 

←深;'雨Jii Ei可J 11,1,1449 9 I 114 4 l ? 1,359 2() l , I " l,on l侃-3占3-520 0 i 1 ~2，露．_ - 図'… i—• 21郎 91 i 匁5,472

~^A 岩笥村 i ̀ ―---←¥ - 1,152 12 1,024 I I J,□152 I ， --12 - • -1,02-4 ! 3邸0

稲垣←村・- --⇔・ 1.347 ]＇』! 幻 l.291 9,060 → -一-----• ヒi • l 24 1．釦 l 9.06ll 

--車力吋 l俎4 49-;ぶ6-23I t1て 38—□,424 i Z -～□ I俎41g 49 1.ロ623!ニ1路424:-
岩＊町 2,2紀 1'8  ' 1 ,  2-,8-4・1 ・' I 8 

-—.、 一-- L．マ洲＾ー



区分 上 水 迫 筒 易 水 道 i i・ 

市町村 給水戸数 被害箇所 断水戸数 被害額 給水戸数 被害箇所 断水戸数 被害額 給水戸数 被害箇所 断水戸数 被害額

藤 崎 町 2,774戸 2 カ所 戸 20弁 F’ カ所 F> 干円 2,774戸 2カ所 戸 20弁

尾上 町 197 I 30 596 793 1 30 

浪岡 町 5,072 5 2,000 163 5,235 5 2,000 

常 盤村 1.512 3 150 1,512 3 150 

田舎館村 2,127 2 100 5 2,127 2 100 5 

板 柳 町 2,970 4 200 2,970 4 200 

金木 町 2,878 7 1.000 2,878 7 1,000 

中 里 町 3,324 23 3,299 22,000 3,324 23 3,299 22,000 

鶴 田 町 3,5匂 I 125 3,587 1 125 

市浦村 875 25 831 35,231 875 25 831 35,231 

45 

小泊 村 1,393 17 1,381 ll,016 1.393 17 1,381 11,016 

野辺地町 5,531 2 20 1,000 5,531 2 20 1,000 

六 戸 町 553 171 1 

゜
724 1 

゜上 北 町 2,519 I 120 2,519 1 120 

東 北 町 2,550 1 5 2,550 I 5 

天 間 林村 1,880 4 300 1,880 4 300 

六ケ所村 3,156 2 360 3,156 2 360 

大 畑 町 3,194 I 30 170 3,364 1 30 

大 間 町 2,103 1 37 170 2,103 1 37 170 

脇 野 沢村 1,018 6 128 50 1,018 6 128 50 

南 郷 村 1.162 1 

゜
1,162 I 

゜倉．石 村 682 1 27 682 I 27 

合 計 235,095 374 17,502 323,465 20,616 151 4,878 158,045 255,711 525 22,380 481,510 
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第5章商工労働関係被害

1.商工業等

商工業等の被吾は， 42市町村， 4,931件に及ぴ，その破沓額は約74億円に述したり

業種別では，商業か41市町村， 4,072件，約55億円で最も多く、次いで工業が26市町村， 455件

約16億円で．その他鉱業、建設業，迎倫業，通信業、サービス業が16市町村， 404件、約 3憶円

となっているも

被祖状況は地虚動等により甜品が落下または姐拗を受けるなど商品関係の被害が最も多く

約35億円、次いで地盤の変動等により建物に亀裂崎の捐傷を受けるなど建物関係の被害で約33

億円、さらに什器，備品等の被害が約 6億円である。

市町村別では，鰺ケ沢町 (44砕I＼約18億円）をはじめ，木造町(387件，約 9億円），深湘町

〈24lf咋こ、約 8位1打），山所川原市 (712件，紡 5億円）等が彼害の大きい市町村である 9'
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li.2-5-1 商工菜芍9 の被舌状況

筐丘•bl 岡 9 

エ 渫 その他 I 絋通侶棠業、建、設サ菜ーピ巡ス輸架渠、 ） 計

件 内訳 件 内 訳 tt 内 訳 件 内訳

金甜l 金茄 金顧 金額

数 ill 999拗1、器品 妍 品 数 佳物備{I~ 器品 醗品 数 建物｛且喜商品 数 建物 什備器品 商品
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2、観光施設

観光施設の被害は， 9町村， 13施設に及び，その被害額は約 2千 4百万円に達したa

被災観光施設は，津軽下北地方の沿岸町村に多く，特に．木造町の七里長浜歩道，車力村の

栗山lJl1地展望台，市浦村の辟風山権現崎園地，三厩村の竜飛崎遊歩道等が被害の大きい観光施

設であら

披災状況は，歩道の陥丸決壊や駐車場の寸断等が主なものであるが，岩綺村の森山梅／晶な

ど涼波による公衆使所の没水＊班担等もあふ

一歩追り）陥没一（木造町七里長浜歩逍内）

ー駐車場の陥没ー（市浦村屏凪山権現笥llil地内）
ーデーリー東北提供＂心

ー如9礎部の花裂”。（岩崎村ピジターセンタ n→平内）
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表 2-5-2

観光施設被災状況

町村名 被害施設名 主な被宮内容 被害額

三厩村 竜飛崎遊歩道 歩逍上落石 L=25.5m等 3,000 干F

鰺ケ沢町 くろくまの滝歩道 土砂くずれ 3箇所等 1,000 

木 造 町 七里長浜歩道 歩逍陥没L=200.0m等 4,600 

岩 崎 村 十二湖ビジターセンター 建物本体のゆがみ等 1,500 

” 森山海岸公衆便所 津波による浸水・破拍 1,000 

車 力 村 栗山園地展望台 屎望台横斜 3,600 

” 高山園地展望台 展望台基礎屯裂 300 

市浦村 屏風山権現崎園地 駐車場寸断A-80.0吋 3,000 

” 十三湖休憩所 休憩所破捐 900 

小 泊 村 権現崎遊歩逆 歩道決壊L-20.0m等 1.000 

七 戸 町 家 族 旅 行 村 盛土流出V-300.0吋 1,500 

佐 井 村 仏 ケ 浦 園 地 駐車場寸断A-128.0m'等 1,000 

” 仏 ケ 浦 歩 迫 歩逍決壊L-54.5m 1,500 

計 13 施 設 23,900 
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図2-5-1 商工関係の被災状況

図 2-5-2 競光施設被災位置図
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第 6章 農 林関係被害

1.水稲，畑作野菜関係

水稲， 畑作野菜の被害は， 39市町村， 8,757haに及ぴ， その被害額は， 約 9億 5千万円に達し

た。

このうち， 水稲が39市町村， 8,745ha, 約 9億 3千万円で， 畑作野菜が 3市町村， 12ha, 約 2

千万円となっている。

被災状況は， 地震動による浮苗の被害が最も多く， 38市町村， 8,375ha, 約 6億 5千万円， 次

いで地盤の変動による陥没隆起等の被害が15市町村， 155ha, 約 2億 6千万円で，

変動等による苗の沈下や律波による湘水の被害がみられる。

その他地盤の

市町村別では，

中里町 (1,767ha, 

木造町(2,529.3ha, 約 4億円）をはじめ，車力村(444.4ha,

約 1億 1千万円）等が被害の大きい町村である。

約 2億 3千万円）

なお， 浮苗の被害が大きいのは， 田植えの時期が比較的遅かったこと， 地設発生数日前まで

低温続きであったことから， 深水にしておいた水田が多いことなどの状況下にあったため， 地

震動により多くの浮苗の被害が出たものと考えられている。

＾こ7忍9999[Fぶmri(i9ri‘［ ・デデ竺詈ニーこ・ ー

Fヽ -.'

ー一而に浮き上った水稲苗ー（稲垣村賂田地区）

ー水田の([裂ー（木造町西平滝地区）
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ー水田の1焔没ー（鰺ケ沢町小森地区）

ー水田の隆起ー（述田村越田地区）

;199糾如袂

＂
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向
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1如伽l、‘li:5凶 9nA悦

暉叫11’HImh'，未幽

lo>,桜凶

□/^/J\〗
図2-8-1 浮苗の状況

- 52 -



表 2-6-1

水 田 ・ 畑 作 野 菜 関 係 被 害 状 況

口市町村名＼分

浮 苗 苗沈下等 浸水（海水） 陥没・隆起等 計 陥没・隆起等
計

畑作物 野 菜
面梢 被害額 而栢 被害額 而梢 被害額 面梢 被害甜 面積 被害額 面梢被害額 面稲被害額 面積 被害額

青森市 494.9 31,080 20 3,295 0.1 165 515 34,540 

弘前市 250 18,353 250 18,353 

累石市 38.7 2,477 38.7 2,477 

五所川原市 640 30.372 640 30.372 2.3 808 2.3 808 

三沢市 7.6 1,012 7.6 1,012 

むつ市 48 2,529 48 2,529 

平内町 0.4 60 0.4 60 

蟹田町 100 7,631 0.5 734 100.5 8,365 

今別町 49 2,898 1.2 169 50.2 3,067 

蓬田村 272.2 13,364 3.8 611 0.8 1,237 276.8 15,212 

平館村 12 501 12 501 

三厩村 1.4 117 1.4 117 

鰺ケ沢町 282 16,549 10 1,646 IO 16,491 302 34,686 

木造町 2,404 309,028 119 21,161 5 8,885 2,528 339,074 1.3 2,152 1.3 2,152 

深浦町 45 2,763 5.6 793 6 8,348 56.6 11,904 

森田村 150 10.905 150 10.905 

岩崎村 0.3 29 0.1 1.9 235 0.6 764 2.9 1,028 

柏 村 35 1,881 0.2 382 35.2 2,263 

稲垣村 600 34,001 4 6,858 604 40.859 

車力村 327 27,288 15 3,371 104 177,097 446 207,756 0.7 663 7.7 18,555 8.4 19,218 

岩木町 100 7,420 JOO 7,424 

（単位ha, 千円）
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2.畜産関係

畜産関係の被害は， 7市町村に及ぴ，その被審額は約 5干 4百万円に達した。

このうち，飼淡施設が 6市町村， 14か所，約 5千 3百万円で最も多く，このほか，中里町で

の肥育牛 4頭約50万円や三戸町での牧草地の陥没等0.4ha約20万円の被害があった。

市町村別では9,(（（j田町 (5か所，約 2千4百万円）をはじめ，中里町 (1か所 4頭，約 1干

3百万円），車力村 (3か所， 9百万円）等が被害の大きな町村である。

なお，被宮の多くは，地震動や地盤の変動等による牛舎，豚舎の施設被害である。

表 2-6-2 

畜産関係被害状況
（単位千円）

□市町村名 ＼分

家畜 飼投施 設 牧草

（肥育牛） 牛 舎 豚 舎飼料用タンク小 計 （陥没等） 被害顔計

頭数披害額 箇所被宙額箇所被宵額 箇所被習稲箇所被宙甜 面稜(hn) 被 宙 額

弘前市 J 1.000 l 1,000 1.000 

柏 村 I 266 l 266 266 

稲垣村 3 6,693 3 6,693 6,693 

車力 村 I 5,115 2 3.475 3 8,590 8,590 

中里 町 4 492 I 12,400 I 12,400 12,892 

鶴田町 5 23,970 5 23,970 23,970 

＝戸町 0.4 228 228 

合 計 4 492 6 25,208 7 27,445 -1 266 14 52,919 0.4 228 53,639 

3.共同利用施設関係

共同利用施設関係の被害は， 26市町村， 14]か所に及ぴ，その被害額は約 6億 2千万円に達し

た。

このうち，「農林水産業施設災害復旧事業費国庫補助の暫定措附に関する法律£以下「暫定法」

という。）の対象となるI災業協同組合等の施設の被害は26市町村， 124か所，約 6億円で，暫定法

の対象とならない事務所等の非共同利用施設が 2町村， 6か所，約 3百万円，農協の在廊品が

8市町村， 1］か所，約 1千 6百万円となっている。

さらに，共同利用施設のうちでは，牒協倉廊が 50か所，約 2億 5千万円で最も多く，

次いで査材倉服が42か所，約 1億 2千万円， りんご冷蔵廊が 9か所，約 1億円となっており，

このほか，燃料関係施設，有線放送，野菜集出荷所，ライスセンター等に被害がみられる。

被災状況は，地震動や地盤の変動による内外壁の亀裂やはく離が主なものである。

市町村別では，浪岡町 (6か所，約 9千万円）をはじめ，車力村 (9か所，約 7千万円），鰺

ケ沢町 (13か所，約 6千万円）等が被害の大きい町村である。

4.農地・農業用施設

農地，農業用施設の被害は， 48市町村， I,170か所に及び，その被害額は約77億円に達した。

このうち，牒地は26市町村， 275か所，約 8億円で，農業用施設は48市町村， 895か所，約69
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位円となっているむ

さらに，嬰業用施設のうちでは、水路か601か所．約30億円で最も多く，次いで溜池が 134か

所，約29億円，道路が125か所，約 61意円となっており，このほか，橋梁，揚水機，頭首工に被

られる心

被災状況は，地盤の変動による辿1項l!•設物の折批亀裂や流砂現象等による噴砂，地盤の

亀裂，陥没等が主なものてある，

市町村別＇では，車力村 (87か所，約i2億円）をはじめ，木造町(19iか所，約 8I窓円），中里町

(114か所，約 7棺円）り蛯ケ沢町(169か 吼 約 7億円）等が被害の大きい町村である。

一破月！された農業用水路一

（木造町越水地区）

ーため池の堤休決坊ー（深 llll町田野沢地区）
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表 2-6-3
共同利用施設関係被害状況

口市町村名 殷協の共同利用施設
共そ同の他利用施設 胆協在の庫品

製業倉庫りんご冷蔵庫 資材倉庫燃料迎系挑設ライスセンタ- 有線放送 野菜姻虹華斤 小 計 被害金額計

箇所金額固n金額箇月金額箇所金額箇所金額箇所金額瞳月金額箇所金額 固所金額 箇所金額

青森市 2 300 2 10,691 4 10,991 I 50 11,041 

弘前市 3 150 I 3,100 3 420 2 450 ， 4,130 1 11,000 15,l~ 

黒石市 6 5,950 2 1;750 3 3,010 I 500 1 250 13 11,460 11,460 

五所川原市 ， 46,944 2 1,300 6 8,414 1 210 18 56,868 I 1,000 57,868 

むつ市 I 2,200 I 2,200 2,200 

蟹田町 1 2,600 I 13,228 2 15,828 15,828 

今別町 I 225 1 225 225 

鰺ケ沢町 I 2,000 3 42,400 I 9,200 5 53,600 5 1.700 3 3,058 58,358 

木造町 2 17,370 3 J,956 1 2,060 1 1,300 7 22,686 2 89 22,775 

深浦町 I 3,000 1 3,000 3,000 

森田村 1 10,000 1 29,000 2 39,000 1 1,500 40,500 

岩崎村 1 39,600 1 39,600 39,600 

柏 村 4 13,200 2 4,000 I 600 7 17,800 17,800 

稲垣村 3 1,670 3 1,670 I !08 1,778 

車力村 3 27,040 3 5,010 2 36,000 8 68,050 1 40 68,090 

藤崎町 1 90 1 768 2 858 858 

尾上町 2 3,000 2 3,000 3,000 

浪岡町 1 78,750 4 5,750 1 1,725 6 86,225 86,225 

常盤村 1 3,000 I 3,000 3,000 

田舎館村 2 5,560 I 970 3 6,530 6,530 

板柳町 1 38,220 I 300 3 8,000 1 100 6 46,620 I 600 47,220 

金木町 I 12,850 3 3,090 I 500 5 16,440 16,440 

中里町 4 14,789 I 536 I 350 6 15,675 15,675 

鶴田町 2 1.085 2 20,890 4 36,950 I 12,000 ， 70,925 70,925 

天間林村 I 7,066 I 7,066 7,066 

大畑町 1 500 I 500 500 

A ロ 計 50 248,328 9 106,090 42 123,441 13 46,745 6 41.793 I 250 3 37,300 124 603,947 6 3,200 11 15,945 623,092 

（単位千円）
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地牒業用施設関係被害状況
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＼市町村名分

農地 虚業用施設 計
頭首エ水路溜池楊水機橋梁道路堤防小計

麟輝鐸箇所被害額 箇所被害額箇所被害額箇所被害額箇所被害額箇所被害額箇所被害額箇所被害額箇所被害額

大 鰐 町 I 1,000 2 2,000 3 5,000 5 7,000 6 8,000 

浪 岡 町 5 9,000 5 86,000 1 1,000 II 96,000 11 96,000 

平 賀 町 3 7,000 3 4,000 2 3,000 5 7,000 8 14,000 

碇ケ 関 村 2 4,000 2 4,000 2 4,000 

板 柳 町 1 3,000 I 3,000 1 3,000 

金 木 町 6 40,000 14 376,000 2 30,000 16 406,000 22 446,000 

中 里 町 4 16,000 2 108,000 66 459,000 13 96,000 3 30,000 26 40,000 110 733,000 114 749,000 

鶴 田 町 1 5,000 4 109,000 1 50,000 5 159,000 6 164,000 

市 浦 村 I 9,000 1 4,000 2 20,000 2 30,000 5 54,000 6 63,000 

七 戸 町 10 41,000 l 20,000 11 61,000 11 61,000 

百 石 町 I 20,000 1 5,000 2 25,000 2 25,000 
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十和田湖町 I 8,000 1 8,000 I 8,000 

一/‘ 戸 町 2 3,000 5 13,000 2 5-,000 7 18,000 9 21.000 

上 北 町 I 1,000 2 3,000 2 3,000 3 4,000 

東 北 町 I 2,000 I 4,000 I 2,000 2 6,000 3 8,000 

天間 林 村 6 8,000 6 24,000 6 24,000 12 32,000 

大 畑 町 10 105,000 I I.ODO 11 106,000 II 106,000 

東 通 村 7 18,000 I 1,000 2 13,000 10 32,000 JO 32,000 

風問 浦 村 I 1,000 1 1,000 I 1,000 

三戸 町 2 5,000 5 124,000 5 124,000 7 129,000 

五 戸 町 I 2,000 I 2,000 I 2,000 

田 子 町 I 10,000 I 10,000 I 10,000 

名 /II 町 1 100,000 1 100,000 I 100,000 

南 部 町 6 20,000 6 20,000 6 20,000 

階 上 町 2 5,000 1 7,000 3 13,000 3 13,000 

合 計 275 750,000 7 166,000 601 ,986,00 134 ,854,00( 15 181,000 13 128,000 125 605,000 895 ,920,00 .170 ,670,00 
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図 2-6-2 農地農業用施設の被災状況

5'林業関係

林業関係の被害は， 20市町村に及び，その被害額は約11億円に達したも

．このうち，崩壊地（山くずれ）が， 3町村， 13か所，約 5憶5千万円で最も多く，次いで治

山施設が3町村， 9か所，約 3億円，林迎が11市町村， 58か所，約 1億6千万円，林産施設が

12町村， 31か所．約 7千万円，林歯物か4町村， 6千箱．約 1千万円となっている。

被災状況は地誕動等による山くずれ＂林道への土砂崩落，路屑の崩壊．それらに伴う林産

物の被害が主なものである。

市町村別では，深浦町 (16か所，約 5億4千万円）をはじめ，岩崎村 (6か所 1＂干箱、約 1

億6千万円），諮ケ沢町 (29か所3千 籠 約 1億円）等が被甚の大ぎい町村である c
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表2-6-5

林 業 関 係
（単位千円2

61 

口市町村名

林地 施設等 林産地

崩壊地 造林地 治山施設 林 道林産施設 林産物 種苗 問接被害
林業関係

箇所被害額数最被害額 箇所被害額箇所被害額箇所被害額 数紐被害額数屈被害額数屈被害額
被害金額計

青森市 17 22,462 千箇 22,462 

五所川原市 1 500 500 

今別 町 1 5,000 5,000 

平 館 村 2 4,091 4,091 

三厩村 1 100 100 

鰺 ケ 沢町 3 10,400 21 58,781 5 23,400 3 7,500 100,081 

木 造 町 2 75,521 2 4,200 1 1,200 80,921 

深浦 町 8 499,697 7 32,924 I 3,000 535,621 

森 田 村 1 120 120 

岩 崎村 2 127,303 2 19,245 2 11,500 1 800 158,848 

柏 村 1 500 500 

車 力 村 2 40,000 12 5,100 45,100 

西目屋村 2 4,574 4,574 

浪 岡 町 1 500 I 7,800 8,300 

常 盤 村 I 5,400 5,400 

金 木 町 3 1,000 3 3,000 4,000 

中 里 町 1 2,398 I 2,600 4,998 

市 浦村 4 84,627 85,627 

七戸 町 I 2,296 2,296 

南 部 町 I 12,350 12,350 

計 13 550,097 9 290,849 58 158,723 31 71,600 6 9,620 1,080,889 



第7章水産 関係被

1，漁船

漁船の被害は、 6町村、 853隻に及ぴ，その被害額は約24億円に逃し，水産関係では最も大き

な被害となっている。

披災漁船853隻の内訳は、 5t以上の樵船l56隻（約 5億円）令 5 t未満の漁船697隻（約19億円）

で，特に西海岸沿岸漁民に大きな打蝦を与えたぐ

被災状況は，渾波により陸に打ち上げられたり，沈没したり，漁船同士の衝突等により祖偏

を受けたもので，被災程度別に分けると，滅失223隻 (5t以上48災， 5 t未it1，；1?5梃），大破105

隻 (5t以上22隻， 5 t未満83隻），中破226隻 (5t以上30隻， 5 t未i黄196隻），小破299隻（

5 9以上56隻， 5 t未満243隻）となっている，

町村別では，深浦町 (303嵐約15億円）をはじめ會小泊村 (437隻，約 5億円），岩崎村 (66

嬰 約 3億円）等が被害の大きい町村である。

表 2-7-1

漁船の被災状況

滅失 1 大破 中破 I 小破
．：  
計

- - - 1 - ------”「―9n - 1 ---
5［未満 5t以上 5t未満 5t以上 5t未満 5t以上 5t未満 5t以上 5t未満 5t以上l

言贋ー 33 3 25 5 : 58 ! 8 1 

被害額 125,142I 47,500 i 99,158 I 40，姻 ね5,3C0 87,500 
l9 - - | I'—+9 --+ -隻数 71 18 9 15, 2 ]05 16 52 1 24 243 60 1 
被害額 750,181 認3,709 訊oooI s,soo 1427.298 I 40,000 I 49,811 I 41.os111,254,290 I 218,860 
百—―

I 
隻数， 1 

浦
I 10 I I 11 1 

村 被害魯り 786, 1 1,4 1 0 : 2. 1 96' 

小隻数
泊

70 i 27 I 42 I 14 I 91 I 13 I 158 I 22 犯1 I 76 

村被害額＇颯 ooo,52,000 63,211 38,300 85,6l2 31,666 124.989 39,5l2 芍l,812I 161,478 
ト— I l9 -

属隻数， 1, ： 
9』-- - -

l I 19 I 10 I 19 I 12 

村被害額 | 5,000 |―-1 1,500 1 8,240 10,146 8,240 16,646 

今隻数 I i 
別
町憤詞 500' 丁―•““"＂“aa"~．」”“"＂amm..m 、1amm•一"”am- -""＂へ m•一

I: 1 :害:I97]こI233二l190:355

（単位千円）
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-tIt波による漁船の転裂ー（三厩村）

2.漁具等

樵具等の被害は， 8町村， 4,445件に及ぴ，その被署額は約14億円に達した。

被災した樵具は，刺網が最も多く 3,341件，次いで流し網800件，底建網 198件が被害の大き

い漁具であり，この他，定粧網，建網，えぴかごが被杏を受けている。

被災した樵具の多くは，津波により流されたり，切断されたりしたものである。

町村別では，深浦町 (1,967件，約 7億円）をはじめ，岩崎村 (661件，約 5億円），小泊村（

1. 762件，約 2億円）が被害の大きい町村である。

表2-7-2

漁具 の被災状況

町村名 大 Il零疇 底建網 建 網 刺 網 流 網 えびかご 被害額

岩崎村 2 ケ統 13 ケ統 41ケ統 ケ統 600反 反 5述 517,52『

深浦町 6 20 146 19 1,776 662,738 

鰺ケ沢町 2 4,950 

車力村 1 3,000 

市浦村 28 262 

小泊村 3 937 800 22 185,900 

三厩村 15 8 3,310 

今別町 1 2,900 

合 計 11 49 198 19 3,341 800 27 1,380,600 
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3．漁港施設

漁港施設の披害は， 14市町村， 23漁港、 76か所に及ぴ，その被客額は約13億円に逹した¢

被災漁港は、西湘岸沿岸に集中しており，特に，蛉ケ沢町9)鰺ケ沢漁港 (]3か所，約 3億円）

小泊村の小泊礁港 (16か所，約 1億 6千万円），市浦村の十三漁港(4か所，約 1億 6干万円），

岩崎村の岩崎樵港 (6か所，約 1億4千万円）等が被害の大きい樵港であるさ

被災箇所は'1.lii岸（れか所）をはじめ，船楼場 (15か所）、道路 (10か所），岸墜 (9か所）

等か主なものであるさ

一護岸の化裂のほか荷割の基礎部にもせん断允裂が
みられる。ー（蛤ケ沢町鰺ケ沢漁港）

汲2~ 9 -3 

深 浦村

とどろ§漁泡

田野沢漁浩

“ I北金繹紐
鯰ケ沢町，挫ケ沢鎚池
lli力 村 1, iI［力池沿

市 i19年）． ・・I鴫 二 湛9 然

, l脇元漁怨

小 泊村 1flヽ 泊漁沿

•今釈町 1 今兄1 痴糀

油疱施設の披害状況

21，防彼邸II，射掛郎l! ！ ll,600 
汲摩5l辺蹄4}2半哄2）,突塊ll， 船柑堺ll
Ii碑 2)

,9"跛湖l}，護悶lし牧屈堺ll、放叩l1← -，謹悶ll射船瑣1}

lo 1-，護畑•リ闘⑦，虞ll)問疇l)，暉(l)1 !;,':：~―. 
3 1護岸21，靱揚9如 I

I I物楊堺ll
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4.共同利用施設，非共同利用施設

漁業協同組合の被箸のうち，＇暫定法の対象となる共同利用施設の被沓は， 6市町村， 28か所

に及び，その被審額は約 1億円に達した。また，暫定法の対象とならない事務所等の非共同利

用施設の被害は， 7市町村， 38か所に及ぴ，その被審額は約 1億 7千万円に達した。

被災施設は，深浦町 (28か所，約 1億 6千万円）をはじめ，小泊村 (20か所，約 4千

万円），青森市 (7か所，約 5千万円）等に多くみられる。

被災状況としては，津波や地盤の変動による施設の亀裂，損傷が主なものである。

表2-7-4

共同利用施設・非共同利用施設の被災状況

共同利用施設 非共同利用施設 計
市町村名

荷捌所冷蔵庫等給油施設等その他被害額 事務所その他被害額 箇所被害額

岩崎村 1 I 1 13,47ず 1 500―円 4 13,97ず＂

深浦町 2 2 2 I 12,806 2 19 151,829 28 64,635 

鰺ケ沢町 1 1 1,580 1 1 1,750 4 3,330 

市浦村 1 650 1 650 

小泊村 1 4 4 28,187 1 10 JJ,885 20 40,072 

三厩村 1 500 1 500 

平館村 I 520 1 520 

肖 森 市 6 39,962 1 6,000 7 45,962 

合 計 5 4 7 12 96,530 4 34 173.114 66 269,644 
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図2-7-1 漁船、漁港施設の被災状況
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図2-7-2 被害額別

第8章土木関係被害

1．河川及び海岸

凡街

g,  oitP Ill I• 
区翠璃I’！以．I：I暉 1'！ぶ沿
口！岬！1工9.•5 御！ふ呂

筋 ll[Iりれ灼

河川（直轄河川を除く』の俄忠は75河Ill, 244か所に及び．その跛也額は約37億円に達したむ

被甚は湘軽地方に熊1」しており，特に．五所川/Jt,ili(1）Iii十川は5か所、約 5憶円）．鰺ケ沢町

の嗚沢！II :19か所、約 4位円），中村／ii(12かilfi．約 3｛意円），車力村の山田 IIl (17か所．約 2

億円）．胄森市の内真部Ill (15か呪約 2磁円）等か破沓の大きい河川である。

帳災状況は，堤1i)iのI焔没や亀認，；應岸の亀裂や即度．河岸(/)iii囁などが主なものとな？てい

る。

また，海岸の被杏は，今別町の大泊海甜と市浦村の磯松海岸の 2海岸， IIか所で，その被塞訊

は約 1億円に達した。

破沓状況は，磯松海岸でば提IIJJの沈下，大泊海岸でぱ離岸堤の沈下が主なものであるむ

ー山田！りの堤防の大1,＇1iB…-（稲垣村枢寮地区）
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祁軽海峡

凡例

一披'，9紅のあった河川

—一←特に被守の行しい区1991

ロ 被守のあった海It

被＇甚箇所数
:!: 

囀
陸奥湾

．
ヽ
＂
＂
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―
心仙鼻

H本
海
〗

゜

太

平

洋

図 2-8-1 河川、海岸の被災状況

表 2-8-1

海岸の被害状況

海岸名 I被災箇所数 I主な被災内容 I被害額

磯松海岸
大泊海岸

計

2
9
-
l
 

ー

堤防沈下
離岸堤沈下

41,895 
35,920 

77,815 
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表2-8-2

河川の被災状況

[
 

[

3

 ~
~
 牛

[
 

〗
□

二
／□

Z〗 （被災箇所敬•被也箭iとも災窟府定後のもの）
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2.道路及ぴ橋梁

道路（国直轄路線を除く。）の被杏は26]路線， 71]か所で，その被害額は約84億円に達した。

被害は，本県西部の津軽平野の沖梢低平地や山間部の沢すじや盛土部に多く．国道では 339

号 (62か所，約 7億円）、 IOI号 (5]か所，約 5億円），主要地方道では鰺ケ沢蟹田線(72か所，

約10億円），今月lj蟹田線 (2]か所，約 5億円），一般地方道では岩崎西目屋弘前線(19か所，約2

億円）等が被害の大きい路線である。

被災状況は，路面の（艇裂，陥没が最も多く 315か所と道路被杏の 7割以上を占め，次いで法

面崩壊，路屑の崩壊等となっている。

また，怖梁の被告は36路線， 49か所で，その被専額は約10億円に達した。

被災状況は，沓部分の破担，橋台，栂脚の沈下や傾斜等となっている c

なお，道路や橋梁の被災により通行規制が行われた箇所は， 22路線， 42か所で， うち全面通

行止が17路線， 24か所，大叩J車通行規制が 5路線， 5か所，片1110通行規制が 6路線， 13か所であ

る。

一鰺ケ沢町道発地所迎平線に土砂11,1落ー
（鰺ケ沢町中村地区）

一国道279号に300tもの巨岩落下一
（風1i!1浦村易国1h1地区）
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表 2-8-3

道路の被災状況

□ /  "'"口"’丘↓“
9,  ＂ 17,B751 

面亀裂沈F I 17,342 
L 

1種市町即！鴫！ 5 ！法面崩落 1 24，幽I 
I I I 
岩崎深捕線 4 I ,, 

I I 
19,5訊

' 

1 路厨崩壊
I 

l 路面亀裂
□」

： □□  麟三 l`li 5 ：路厨1三喜二 161080

,I:.ッ館板柳線! 1 |路叫l落 1 8,397！ 扇旦且恩＇□；詞
l I嗚沢(T)線1 5 1路面碍五丁ゴニ函；！ ！こ蜘由1、二］ 105」“"--- ―元云！

,..... "'""  
I l4,7!3I 1県計：五五日五61 4,504,376l 

t.  ！"'，=99改 99 」10,2?311r町 ー208路線 293 2,299,059 

I“ 6,889 mit 26)路線 699 |6.8⑱ 縣

I i 15．叫3 路面亀裂沈下

i出来島丸山線 l 路面迅裂 l,834 

桑ノ嬰rak"’田→•木屯 ？ ” 況］21

越水木造線 2 ” 4,951 

I ，福原陸森炎田m線I 1 I 

長平町森陸但奥(l1総1 6灌

（被災箇所数・被客梱とも災宮査定後のもの）
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ー主要地方逍鰺ケ沢蟹田線の羽焦橋基礎杭に(a裂ー

（市浦村十三地区）

ー主要地方道鰺ケ沢蟹田線の十三橋取付部歩逍路面陥没一

（市浦村十三地区）

一村道小泊小学校線のかもめ橋取付部のIl（(,没一
（小泊村折中地区）
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表 2-8-4

稿梁の被災状況

ー I□l主な被災内容 l1鱈額1区分1路線；名 1被災＇
i 

， I (栂梁名） ；碗職庄な被災内容ド瓢

11年単麟疇幽 45063 1戸□―i

I ]・` ―五正“;"韮置と歩 ロ―-----/ 三＂打継目 l：二I!_（生聾」 1 1パ弓ペット破

□□~I （三和大橙） 1 1沓及ひ祉1エ破1/:lI2邸 鰺ケ叫闘門悶、Il I栂1脚沈7̀

［三□□□＿ー I線（古山田柄）1l 1取付麟;;; :.::: 

I 
（金疇）； l I取付設岸亀裂 1 v,v 

1 I I県計25路線 I36 I 1651,815 

I 五戸六戸線
・ （下新井譴）

声亨
I （館田橋）II 

！叫篇塁橋）11 1hiエi:a裂 I 3050員I36路森L_L___J

鯰888•

B.830 

（披災箇所数・被害額とも災害鉦定後のもの）
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;l9軽i紺9欠

凡例

→裟・，̀ ！の9しいI9間
ム匁19を岱するほ炊

x 99か迫 Inl•節9祈

控1i閃9f只
9ふ岱9

＂＇ ;,li•999 

ュ
"自公9

人

平

詐

＼ー／
・ツ'/

図2-8-2 道路、橋梁の被害状況
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3.砂防

砂防関係施設の被害は31か所で．その被害額は約 6億円に達した。うち，砂防施設が15か所

約 1億 5干万円．急傾斜地崩壊が15か所，約 3億 5千万円、地すべりが 1カ屯凡約 1億円とな

っている。

披害はほとんどが西海岸，禅軽半島に位四する砂防関係施設にみられる。

被災状況は，砂防施設では砂防ダム本体又は間詰工にクラックが生じているものが多く，急

傾斜地崩壊では斜面崩壊や亀裂が発生しているもの力予多く，地すぺりでは多数の亀裂が発生し

一部流動がみられた，

，,綬

ーガケ崩れが発生したが防護樹で食い止められた。一 （鰺ケ沢町・姥袋地区）

表2-8-5

砂防施設の被災状況

河川名 施設名 主な被災内容 被害額

堀切川 砂防ダム！ IBl詰設岸クラック 10,341刊

広戸川 ” 
， 

g: 1§l8 

笹内川］ ” 取付譲岸クうック

. -1435-,,,9765028-95 ・| 」1 I 
不動／111 ” フック

新助川 i ” 
増 /ti/II 淀路工 菊エクラック｛服付エ） 3邸5! 
黒崎 i11 砂防ダム 本堤クラック（上下流股付エ） tll詰護岸クラック 50,971 

長 I I I ” 亜直堕左右岸ク 9,9（腹付エ） 1閉諸工硲上り 4,561 

平家沢 “ 本堤左岸袖クラッタ（旗付エ） 3,421 

口広川 “ 本提タラック（服（す•) 左岸1闊詰エクラック i 15．293 

関根股沢 i “ 本堤水通畑；クラヮク（腹付エ） IUI詰クうック 左岸悧壁クラック］ 5,OOl 

鋼屈沢 1 19 爵1詰エクラック 諏埋そく V=l珈 I 5,199 ! 

，姉市沢 ， 間詰エクラック 3,686 I 
••• 

粒 沢 99 1m詰エクラック 邸］0i 
1I南股,t沢 ” ” 

6,720 

15ケ所 154,058 

（被害甜1む災害壺定俊のもの）
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表 2-8-6

急傾斜地崩壊発生状況

区域名＼市町村

宮崎浜岩崎村

王

住家のここ裂口て：部崩地□彗
住家の製斜而の大転石，移動

二宣こ
1.00り
3,500 

28,000 

1,5卯

謡000

50,000 

78,600 

43,500 

切,310

62,100 

” 住家上部斜面崩壊

” 99 

l,500 

（被害額は，災害低定後のもの含む）

表2-8-7

地すべり発生状況

1 ：域：1： ：[ ：1丘陵ここ二］□□。：ぷ9!

I i19にケ所 芦霊- ----＇ （被害額は災習酋三ニ…ロ
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津軽海峡

凡例

◎ 砂防施設被沓

△ 急傾斜被唱

▲ 地すぺり被因

□
9
~
~
i
5

ゲ
ー

陸奥湾

゜
太

図2-8-3 砂防の被災状況

- 76 -



4.港 湾

港湾の被害は 5港湾， 44か所で，その被害額は約 6億円に達した。

被災箇所は青森港に集中しており，全体の約 7割以上の25か所（約 4億円），次いで深浦港（

7か所，約 7干万円）等となっている。

被災状況は，防波堤の沈下，損壊，岸壁，物揚場背後のエプロン沈下，亀裂が主なものとな

っている。

表 2-8-8

港湾の被災状況

港湾名 披所災箇数 主な被災内容 被 害 額

青森港 25 防波フ堤の沈下損域亀` 裂亀裂 389,782 干円
エ ロンの ， 

深浦港 7 エプロン船壊揚場の沈下，亀裂， 69,725 
道路の損

野辺地港 3 股岸の倒壊， プロックの沈下 19,707 

大族港 2 防波堤の沈下破壊 15,479 

大間港 2 物揚場護岸の亀裂破損 16,254 

計 39 510,947 

（被災箇所数・被害額は災害査定のもの含む。）

凡例

ŵ被災箇所
ilt経海峡

大Itliむ

H
本

海

0鰺ヶ沢
i゚'t森

つ

ペ「大
奥

．．
 

／
 

がpu' 太

平

洋

深浦泄~，；
0弘liii

←/:0] : 
し／

/ 

図2-8-4 港湾の被災状況
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～弔胄森迷の岸堕エプロ,,及び野村1場の沈下一
（青森市；巾館地区）

5食公園下水道及び公営住宅

一柑mli沌の岸壁及びエプロン亀烈一
凜浦町深浦地区）

公園の被告は 5か所で，その被宮額は約 1千万円，また下水道の被害は 5か所で‘，その被害

額は約 2千万円，さらに 叶悲で， 、その破害額は約 1偲円1こ淫し

被災状況は，公園では尾上町の猿賀公園，浪岡町の浪岡町地地公園の被害が大きく，下水道

では藤崎町，田舎館村の岩木川流城下水道，青森市の蜆貝総合ポンプ場の被唐が大きく，公常

住宅では鰺ケ沢町と小泊村に被紺がみられた',

被災状況は，公園では盛土部のプロック張Jこ， 11111滞癖の沈＂・ドや祖域下水道では幹線管渠及

ぴ終末処理場流入管渠のジョイント部の沈下，横ズレ，漏水，公営住宅では基礎部分の亀裂等

が主なものとな，，，ている。

9ー公営住宅の地割れ＼

地益沈下により，

基礎部が媒出一

（鰺ケ沢町小夜地区）

- ？8 



表 2-8-9

公園・下水道の主な被災状況

市町村名 施 設名 主な被災内容 被害額
干円

尾 上 町 猿 賀 公園 園路広場亀裂及び沈下 4,752 

浪岡町 浪岡町築地公園 盛土部陥没 2,289 

青 森 市 鶴見統合ポンプ場 放流渠亀裂 4,040 

” 沖館終末処理場 管渠淵水 1,034 

藤田舎崎館町村 岩木川流域下水道 ” 4,093 

背森市 羽白都市下水路 コンクリート矢板渡岸倒壊 827 

計 6 施 設 17,035 

（被災施設数・被害額とも災害査定後のもの）

凡例

0 公 l~I被·91;:

△ ド水道被‘i!；

x 公常住宅被'¥!;:

津軽海峡

0むつ

H

本

海

陸奥湾

羽 l~I都市下水路
△¥ 

浪岡町
△△蜆貝総合ポンプ場
＼ 

悩地公園＼
0青森

炉鰺ヶ沢 口 沖館終末処理場

鰺ヶi/(Plf △ 

公営住宅
△岩木川流域下水道

゜
太

平

洋

゜弘iiij 口猿買公園 。
~-/＼い／唸 八戸] ゞ,,-.,J'

［ 
へ／

r / 

図2-8-7 公園、下水道、公営住宅の被災状況
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第9章文教関係被

1.学校施設

学校施設の被害は， 37市町村， 275か所に及ぴ，その被雹額は約17億円に逹した。

このうち，幼稚園か 5市町村， 5園．約 1千万円，小学校が29市附村， 152校，約7i意円，中

学校が27市町村， 70校，約 8億7千万円，高等学校が25市町村， 41校，約 1億 1千万円，盲，

聾，蕊殴学校か4市町村， 7校，約 4干万円となっている。

被災学校施設のうち，特に，木造町立館岡中学校，深浦町立大戸瀬中学校，中里町立武田小

学校は，プレースの破壊や校舎の沈下・隆起等甚大な披害を受け，危険な状態のため，これら

学校では他の小学校，公民館， 1器協の介廊等を利用しての分散授業，圧絋授業等を実施した，

被災状況は内外壁の亀裂，校舎・体育館の基礎部の沈下又は隆起，枚庭の地盤の亀裂等か

ものである。

市町村月Ilでは．中里町 (4校，約 5億 3千万円）をはじめ，木造町 (18校，約 5憶 3千万円）

車力村 (6校 1園，約 2億 3千万円）等が大きな被害を受けた町村である。

2，教育施設等

教育施設等の被害は， 27市町村， 79か所に及び、その被害額は約 2飽8千万円に述したタ

このうち，社会教育施設，社会体育施設が27市町村， 74か所，約 2億7千8百万円，教育閲

係施設が 3市町， 5か所，約 4百万円となっている<

被災状況は，内外壁の亀裂，天井板の落下，床の沈下又は隆起等が主なものである。

市町村別では、浪岡町 (6か所，約 1憶 2千万円）をはじめ，青森市 (10か所，約 4千万円）

蛉ケ沢町 (5 か所，約 3 千万円）等が被•西の大きい市町である。

ー波をうった謁殿の天井ー（浪1即町立本那小学校） ー玄関柱のモルタルのはく削i-（浪岡町立大栄小学校）
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一床の沈下ー（木造町立館岡中学校）

ーのり面崩壊に伴うグランドの亀裂一

（県立今別翡等学校）

- 81 -

ープレースの断絶ー（木造町立館岡中学校）

芦-ミ這-と疇

-‘→硲

＇念

ー天井板の落下ー（浪岡町立体竹館）



IIW社海峡

ll
ふ

沿
悩

ふ
ふ

図2-9-1
幼稚園、小学校、中学校濯高等学校、盲襲、養護学校の被災状況

3鼻文化財

文化財の披害は， 2市町． 16か所に及ぴ，その被害額は約 5億3千万円に達した。

被災文化財のうち．特に破害の大きいものは．弘前市にある弘前城で．天守をはしめ，

栴・牙逍環等 6か所で被害が生じ＇（いが

破災状況は石垣・天守の傾斜，上壁・漆喰の細離、灯龍の1戟捐等か主なものである¢

市町村号1)では，弘前市が， 15か所，約 5憶 2千 8百万円，尾上町か 1か所， 2百万円となって

いるり

一弘前城天守の北1削石坦に生じた 89mもの空IIり一
（弘前市白銀地区）

→JJii渾二の丸辰巳ネ加の入U芦墜は（離ー

(;1JJfJ1i白銀地区）
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一弘前学院外人宜教師館の煙突の((!,裂ー（弘前市稔町）

表 2-9-1

国指定文化財の被災状況

種 別 所 在 地 名 称 貝数 被 害 状 況

頂建要造文化物財 弘前市
弘前城 6 石垣が東方 !ODmにわたり約 3分程度領斜すると共

天 守 Ill に天守も傾斜

二の丸

辰已櫓 111 土壁・漆喰のはくり (l36ni)

東 l"I 111 ” （ 4991) 

丑困櫓 Ill ” (1711f) 

未巾櫓 (!) ‘’ (136 991) 

北の郭

i t 門 111 土壁・捺喰のはくり (25n/) 

弘前学院外人宜教師館 l 煙突のレンガの一部はく落及び内壁の一部[fi裂

最勝院五重塔 l 塔の傾斜，クサヒ'O)ゆるみ

石場家住宅 I 墜のヒピ割れ

旧第 59銀行本店本館 I 玄関等の墜のは（落

長勝寺三 I',I I 板壁のは（落

名 勝 弘 前 市 瑞 楽 園 1 灯籠等の破拍

尾上町 盛 美 園 1 99 

重要美術品 弘前市 板 石 塔 婆 l 一部破拍

表2-9-2 

県指定文化財の被災状況

種 別I所在地I名 称 I且数 況状古ぃ
えー

眼重宝I弘前市I革秀寺本堂Il I構造材及び土台のゆるみ

三祁仏及びその厨子堂Il I．立の一部破姐等
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表 ?.-9--3 

教育関係の被災状況

＼ 市ヽ町い村名区分 F ^ -幼 稚 園 小学校 ”^▼^ 中 学A 校 に 噂 故 等 学 校 履 聾 .• •施投設護薮学可祠胆．^▼甘＂• ~吋謡五喜害誓賄塁評」心 教育関係施設 文…化財ー 総“ -計

園数^．被害．．頷秤昧交数被害額病校数n v 被害ー・額臼・J 校数被害額和校数 厖設数ー被害・山額fI1件数披害額印数 被害額臼

者森市 I 3.650 30 6,509 l3 3,731 
..V 6 48,583 2 l.839 7 38,203 3 4,330 62 106.845 

~ ~ ← "-
， 

弘前市 l 10 24 7.774 10 5,703 6 5,781 3 l.62 l4 4,572 1 因 15 527,783 74 553,295' 
＾入

八戸市 2 MO J 281 3 421 
--—• ← ~ ~. ””’, 1 

黒石叫 l 1,500 II 3,753 5 795 2 1,216 3 1,450 22 8,’/ 14 
一^

五即11原市 1l l.364 6 376 5L  9,326 4 3,0叩 26 14,158 
．．  ~ 

三沢市 I 150 3 l37 J 431 l 5 7]8 
上—- •• ^•入~一 —-•-1. 

むつ市 2 2,414 1 2,992 3 5,406 
しー一 」~ 9 -““ ・ K心し↓一

蟹田町 3 10,985 1 4,389 1 ”4』3“8 5 15,812 
•~ →ー

84 

今別町 2 15,321 l鸞 oo 1 25,15'/ I 600 5 41,168 

-「―-蓬田村 1 4,000 l 25,032 I 2 29,032 
... ・ •~ 

i 
平館村 2 30,050 2 30,050 

~ ●̂ → ●へ

三厩村 l 3383 1 3,383 
-• "” 一^

鰺 ケ沢町 6 14,559 3 5,191 l 2,049 5 31,460 15 53,259 
~• ~ 

本造町 15 16,686 3 513,959 18 認0.645

:I—深→ 浦̂←町 4 7,360 2 媒020 l 2.395 7 52,775 
"＇1 → ~. ・-

岩崎村 2 6,127 l •W 600 1 585 4 7,312 
, 1 t ・ ・ ← ←し・• • • へ•- -- ベ^ ャ ・ ーし ●ー

森田村 2 1、650 1 540 I 109 2 20 6 2,319 
ベ^ ＇ ふべ~ ◇ → 

拍 村 ．』3~一 821 1 312 I 256 5 1,389 
ヒ」・ • ・^ ^＇ べ^ぃ ”” I 

稲垣村 4 5,760 l 乱200 l 1印 4 訂，790 10 97,003 
ー'”-- ~- ← • --

車力村 1 5,000 4 -1• 82,41-1 J 46,610 l 592 2 21910 8 262.523 
:^ ＾ - ＾ ▼ 

t -〉□I -.t． ~---11 • L← 一ー主95 岩木町 2 l87 2 l.510 1 6 2 460 
~・炒 一^
相馬村 ]1 l ___ 95 ．． 



.
9

・
＇
累
ー

ヽ被タ●← 害領▼ ザ！且ぼ致口額臼校数枝宮頷岳 数被密額秤

1 3 9... 00 3OO l m3 5 1祁8

] 4 ]19 砂一二」 5l0 5 629 
尾上町 I ' i 3 2,JlO 

浪岡町 ー十．！ト二四S ——1l' II 1 ； ！ — 5約 13 1]9認3
平賀町i I I i 113 虚し-一3 1I ― ―rt •... ..一3.^  図4-

常盤村i I 2 顕 I 2 300 

田舎館喜—- ! i ― ・-＋ -： さ' i 3 1 諏 iI : ; ――-3--- 祁9
板柳 l I 91 , f -I 2 591 

金木 t 378 7 5.OO8 

鶴田 'I l 123 t : J ? 3.202 
,_ :___._ --- ・・-

市浦村 1 l叩 ~ ~ 1 5 M6 ．． 

小泊村 I i l l認 5さ70o i | 3 6,7OO 
””＂●→ '^~ ~- ― 如呼

野辺地町 ’i ’ ' 1 096 i ! 1 396 
七戸町I,9 --ペ‘ I 1 40 .. ---20 :--1 -.- 4.4. •+·1II , ― 一---2 l lA72 I ・→•1-- l 加 i.. . : ． ． 5 1,596 

六戸町I 1 [ 240, , --1― • |-！ 2 700 

―東大^戸畑北明釦一j I i → I I II _文3ザ il 1 1 44花781l▲ ^  l :~· -~ 戸叶＾一←ー ▲ゴ―〗2 巫 550 i ~tI …t i ，I 9-→ こ: ! ▼● -←ぃ-・ 73 ~---L2.8O04-6 0 
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図2-9-2 主な教育関係被害

凡例

が19給芯

教fl樟詮笞

文化財

第10章県庁舎等関係被害

県庁舎等関係の被害は39か所で、その被魯額は約 3千 5百万円に達し

このうち，本庁舎が，約 9百万円，合同庁舎が3か所，約百万円，公所が35か所，約 2千 5

百万円の被害となっている。

県庁舎では， A棟 ・B棟・議会棟，！日県病 3病棟に被害がみられ，そのはとんどはタイルの

破嵐内壁の亀裂である。このほかエレベーターにも披害があ，，， fら

合同庁舎では，弘前合庁，五所川原合［子、むつ合庁1こ披害がみられ＊ガラスの破招，啓架の

倒壊，床の沈下等が主なものである。

公所では、総務部関係が 1か脈約百万円，生活福祉部関係が5か所，約 5百万円，環境保

健部関係が9か所，約 6百万円，商工労働部関係が 2か所，約50万円，農林部関係が14か所，

約 5百万円，水産部閲係が2か所，約30万円，土木部I関係が2か脈約 8百万円の被害とな，，，ていると

被災状況は，ガラスのi)lf紘 タイルの破jil，内外壁のf囮裂，水道管等の配管の損楊，舗装面の

亀裂蝉が主なものである e

表2-10-l 庁舎別の被災状況

二 11被害:Ffrl 扱□□□ロ―•一［国·•一・—---了-]□□ l 2;9:：： I弘前合庁，五所川原合庁，むつ合庁

合計 39 
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第11章 警 察 関 係 被 害

警察関係の被害は，庁舎等建物関係が19か所で，その被害額は約 1千 5百万円，また，交通

{；3号機等交通安全施設が206か所で，この被害額は約 4百万円である。

建物関係では，鰺ケ沢警察署などの庁舎被害が 9か所，約 1千 4百万円と最も大きなもので

あり，このほか，駐在所，職貝宿舎にも被害がみられる。

交通安全施設では，交通信号機の被害が 3か所，約 2百万円で最も多く，次いで道路標示の

被害が66か所，約百万円，路側式道路標識の被害が137か所，約60万円となっている。

被審状況は，建物関係では，内外壁の亀裂，交通安全施設では，路側崩れ，地盤の亀裂，地

盤沈下が主なものである。

/i2 • 11-I 

交通安全施設披古状況

交通信号機 路OI'，式道路標識 笛 蘊路 栢， 示 計
警察所名

箇所数金紐 箇所数金額
虫紹 叉ホ= 

箇所数金額
備 考

箇 所 敷 令 甜 Ir,;;月 ＾額
干円 ’" 千円 円 子円 9P] 

~i 五所川厭 13 61 2 75 I 4 4 4 23 20 203 
路側崩れ
f6裂

金 木 26 122 7 203 4 175 3 18 40 •518 ” 

木 必 I 1,343 28 132 4 306 16 93 49 1,874 路地凡盤側裂崩沈れ下

I鰺ケ沢 1 537 38 J79 6 190 5 2J8 13 75 63 1,199 99 

蟹 田 26 122 26 122 路側崩れ

, ili 岡 I 537 l 537 地盤沈下

!）、
I t 1 6 28 l 6 7 34 

路側附れ
rn裂

,i | 3 2,4 J 1 ]37 644 15 468 1 4 743 37 215 206 4.487 
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第12章 その他防災関係機関の被害

県災害対策本部が取りまとめた県及ぴ市町村の被害状況のほか，県防災会議に各省庁の出先

槻1肱国鉄，東北他力，各ガス会社等から被害状況が報告されていふ県防災会談か 8月

でに報告を受けた防災閲係機関の被害状況を取りまとめたのが表 2-12-1である心

各機関の主な被災状況は次のとお l)である。

1，東北地方医務局

県内の被災施設は，国立弘前病院、国立療養所青森病院，国立療査所岩木病院及び国立療捉

所松丘保旋園の4施設で，主な被轡は内外壁の（じ裂，タイルのはく落である e

2鰺青森営林局

国有林の被沓では，林道の被沓か特に激甚で，土砂崩壊，転石，路面の亀裂等によリ車両運

行が不可能となっにまた，治山関係では，山股崩壊で土砂流出又は山II釦こ亀裂が入るなどの

被忠か生じたが，直接｝ヽ家等への影親はなかった。庁舎•宿舎等は，地盤の変動（沈下，隆起）

による枯礎•土台の沈下傾斜．内外壁の亀裂，タイルのはく落等の被害が大きかつた。

3，青森食糧事務所

食税庁指定倉nliのうち被箸を受けた倉／iドは平倉構造のものだけで，カントリーエレベーター

式のものはなかった。

また，政府所有物品の被害のうち米穀が455千11!1，麦類が10子個であるが，そのはとんどは荷

くずれによるものである。

4，東北海運局青森支局

青森市にある営業介1ili（一頬倉HI[)の外墜に亀裂が生し，倉庫内の設備機器や保管1打物（政

府米）に荷くずれなどの被者が生じ

5.第二港湾建設局青森港工事事務所

県内の被災港湾は，育森港，深浦池の 2i巷湾で，青森港閲係では防波堤 3か所，岸壁 2か所

深浦港関係では防波JJ,,1か所に，ケーソン沈下や水平移動がみとめられた。
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表2-12-l 

防災関係機 関の被災状況
（被害額単位千円）

槻関名 内 訳

東北地方医務局

局

所

務

林

事

営

糧

食森

森胄

行

•:· 

床北海運局i
背森支部i

第二港湾建設局

宵森港工事事務所

被害

病院保掟園 1

顎所 1か所i

1.893 I 572 

林道作業道治山造林庁舎宿舎

25炉ml 30カ新

211,000 I 12,900 I 2os,200 I 2,100 I 9,800 I 18,800 

倉 邸政府所有物品

41 糠 464千個

建 物｝設備機器保管貨物

l 棟 3が袋

600 I 300 I 2,100 l 

防波堤岸壁

4か所 2か所

2,500 

肯森労働釉準局

東北地方建設局

蔚森工事事務所

ふ

東北地方建設局 1， 
裔瀬川工事事務所'

被害額！． 
区分

2,4651面
＾ 被害額：

' 区分

528,80叫三
被害額

区分

—三
！被害額！

I 
I 
，区分

3,600ピ竺
被害額

2, 0,56:：口海

13三衛隊航空自術隊

2064:: ：ロ
被害額 1 個

の

15]  

］ 

辟森地方気象台

148 口
l 
1東北郵政局

貰森郵便局

陸上自衛隊
， 

：第九師団：
； 

I I 
1 

；日本専売公社

L青森営業所
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（被害額単位千円）

機関名 の
， 

日本放送協会 1

背森放送局

[ :II  9 -

1 20疇

冒, 14カ新

口~，一9 1 
麟げ）麟I菊麟錨I如1雑 韓i配電設備！

二

三I I I "人口 99x, “ よ 9

I Z区分口ご祠五1
弘前ガス株式会社! 9,45]匡亘［三言］

i 披雷額 9,45l 

I 八戸ガス株式会社

しI五所／II原ガス
、 株式会社

251 

区分Iガス漏洩

l i'I' 
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6.青森労働基準局

被災庁舎は，青森労働基準局と五所川原労働基準監督署の 2か所で，

の亀裂や給水排水などの配管設備の亀裂や隆起である。

主な被害は内壁及ぴ床

7.東北地方建設局青森工事事務所

被災河川は，岩木川 (39か所）及ぴ馬渕川 (1か所）の 2河川であり，

裂や護岸の破壊である。

主な被害は堤防の亀

被災海岸は青森海岸だけであり， 主な被害は，離岸堤の崩壊や堤防の沈下である。

被災橋梁は，国道45号の百石町上明堂にかかっている稲梁で，この被害は橋壁か破損したものである。

図2-12-1 背森工事事務所管内被害箇所平而図

深iii町

>/

!; ［戸／（,r、!鴎村）＼弘":五ー入ミ‘¥．e~ （ ＼ 
：ぐ 1)．J ¥．． 
（ ＼ 西目屈村 ‘し ・〈 大 ‘ ,,…,• 19 

碇ケ関村：へ、
, ...  •, 

r
 

¥・・ 
．．
 ＼

（

・

/

．

L
.
.
)
 ．．
 

＼． 
J
 r, 

店
崎
町

- 91 -



表2-12-2 

青森工事事務所管内被害箇所一買表

被災場所 ！ 被 害 態 所

位 置 区分 種 別 延長・数鼠 被 害 状 況

I 北津軽郡大市浦字村十三地内 岩木川！南薬饂 L =134沼 尋流堤（線石張，消波工）の破壊

99 f9 導流堤 L~24Jm ” （ ” ） ” l ： 
＇ 

I 北津軽郡大市浦字村相内地内 ヽ 湖岸堤 L ~ 58m l痰岸（コソクリート格子張）陥没

” ’’ ” l L= 83m ” （ 99 ） ” 
＇ ， 

…ヽ

’’ .j “ ” L =398m ” （間知プロック積）崩壊

北津軽郡市大浦字村十ー地内 1， " 囲続堤 L=730m ” （パラペット式護岸）破埃

北津軽郡閃一里字町若宮地内 : 
” “ ! L= 60m ” （ 99 ）， 

西津経郡車大字力村祖滋地内 ＇ 
“ “ L ""96.5m “ （ ” 

)，9 

i， 北津軽郡大中里字若町宮地内 “ ！堤防 L 70m 堤防氾裂及び陥没

西津軽郡車大字力村砧泄地内 99 ” L 175m “ ’’ 
！ 

” ’’ ’’ L~ 75m 99 

； 

西津経郡車大字力村盟窟地内 ” ” L ~586m 護階段岸エ（破コ壊ンク． リート格子張）堤防縦横断珀裂

西津軽郡大車字下力村車力地内妥1 ” “ L=132m 堤防佑裂，護岸（コンクリート格子張）破壊

” ” 
99 L~ :m ） “ 

i 

西津軽大郡種子垣下は田地内 Ii ” 
99 

iL 

99 99 護岸 L= 30m 設岸（コンクリート格子張）破城

西津軽郡稲大垣字村緊田地内 ” ！堤防 L=20m 堤防兄裂
： 

““ 

北津軽郡中里町
99 ” 大字富舒地内

L =J05m 99 及び陥没

； 

，渡岸（コンクリート格子張）亀裂
！ 

” ” ” L=330m " 

I ＇ 、五所川原市大
99 ん L=373m “ I 字川袋地内

“ “ L 63m “ ，根固エ（コンクリートプロック）陥没• 99 

i 

！ L= 78m 及び陥没“ ” 
99 “ 

五所川原市大 1 
” “ 

： : L~ 68m “ 謬川地内l ： 

＇ ” “ ” L =187 m I ” ； 
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被災場所 被― 害 箇 所

位 説 区 分 種 別 延長・数最 被 害 状 況

弘前市大字小友地内 岩木川 堤 防 L- 37m 堤防屯裂

” 
99 

” ” L ~ 30m 99 

西津軽郡車力村 ” 湖岸堤 L-245m アスファルト肩珀裂

北津軽郡市大字浦相村内地内 ，， 
” L ~398 m 天端コンクリート沈下

I 
西津軽郡車力村 ” 囲統堤 L= 18m 天端珀裂

北律軽郡中里町 ” ” L-350 m 法留，法面目地拡巾

99 99 堤 防 L~ 30m 堤防珀裂

五所川原市大字藻川 99 99 L-20m ” 
99 

” ” L- 19m ” 
99 ” 99 L- 19m “ 

弘前市大字三和 ” ” L~ 5m ” 

” 
99 99 L = 5m ” 

弘前市駒越 99 ” L-53m ” 

面k,1釜郡田舎館村盟蒔 ” 
99 L = 6m ” 

99 99 大根子 99 99 L= 10m 堤防陥没

八戸市内舟渡地内 馬 JII 護 岸 L- 25mm 2 

A-182 護岸（コンクリート格子張）亀裂

i'i森市大字瀬戸 F地内 青森海岸 船揚場 L-20m 斜路の下部沈下

肯森市大字奥匹：：
99 堤 防 L-120m 基堤防礎沈コ下ン，ク波リ返ーしト傾矢板斜，折拍炉辰地内

” 99 橋 台 橋台 2基 橋台折損

肖森市大字前田：．芦
99 99 稿台 1基 ” 中野地内

” ” 堤 防 L-!Om 堤防天端コンクリート沈下

肖森市大字後潟字
” 稲台 橋台 llli 橋台及び小口止折拍

大原地内

” ” 堤 防 L = 5m 堤防天端コンクリート沈下

東津怪郡屡畢磨浜地内 ” 離岸堤 L-45m 離岸堤崩壊

” ” 99 L~ 58m ” 
東津怪郡螢大字田塩町

越地内 ” ” L=159.5m ” 

上北郡百石町上明堂 国道45号 パラ
式 橋壁破拍ペット
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8.東北地方建設局高瀬JIJ工事事務所

被災状況は，小川原湖の砂土路地区の右岸及ぴ左岸の樋門 (2か所）の中間の継ぎ目が 106

mm位離れたものである。

9奪青森地方気象台

被災は，庁舎・物品及ぴ職貝宿舎で，いずれも深浦測候所であるが，観測業務には支障がな

かった。

10.東北郵政局青森郵便局

被災局舎は，青森鉄道郵便局をはじめ13郵便局であり．主な披害は窓ガラスの破祖等である。

ただ，青森鉄道郵便局では，床か30-40cm沈下し， 1階が使用できなくなったため、臨時分室

を開設するなどして業務を続行した。

11. 自衛隊関係

被災基地叉は駐屯地は 5か所であり，主な被審は建築物の亀裂や破損である。

12, 日本専売公社青森出張所

主な被害は，保管中の並塩 (1袋30kg)3,550袋が荷くずれをおこしたものである。

13. 日本放送協会青森放送局

被災したアンテナは，送信アンテナの頂上部に取り付けてある連絡無線用アンテナが折担し

たものである e

14. 日本通運株式会社青森支店

被災建物のうち木造謡区にある保営倉庫（土蔵，倒壊寸前）以外は，外壁のはく離や亀裂が主

な被害である，

保管貨物の被害は，荷くずれ及び破損によるものである。

15.弘南バス株式会社

被災は，津軽岩木スカイライン有斜道路で，主な披災状況は，盛土部の陥没，地盤沈下に伴

う舗装の亀裂令ガードレール基礎部の傾倒，間知石栢の亀裂であるも
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16. 日本国有鉄道仙台駐在理事室青森出張所

(JI 営 業地震後，碓ちに県内全線区の列車を停止し，線路・橋りょう・トンネル等の点

検を行ったところ，五能線(106か所）をはじめ津軽線 (44か所），大畑線 (5か所），奥羽本線

I 1か所）に軌道狂い，路盤陥没，築堤崩壊，栃りょう， トンネル変状等計 156か所の不通箇

所が認められた。

このため，復IEIまでの間は，各被災線区とも一部又は全区間運休となったため，不通区間を

パス代行等で接続をするなどの処附をとった。

以上のことから，営業而では，列車が運休したことによる約6,500万円の減収と，列車代行輸

送のため，約1,500万円の経骰が生じた。

・減収想定額

盛岡鉄道管理局分（岩手県分含む） 51,651千円

秋田鉄道管理局分 13,200千円

小 計 64,851千円

•ダlj 車代行愉送経骰

盛岡鉄道管理局分

秋田鉄道管理局分

4ヽ 計

2,103千円

12,980千円

15,083千円

ム 計 79,934干円

(2) 運 転 地虚発生に伴い，列車の停止，線路の点検等が行われたが，この結果不通箇所

か多数認められ，被災区間においては列車の一部又は全区間が運休となった。

このため，管理局からの指令による列車運行の手配，動力車及ぴ同乗務貝の操配などを実施

することに伴い，要したタクシー借上料，災害食糀等の経骰1,379千円が生じた。

盛岡鉄道管理局のみ ］，379千円

(3) 施 設施設被杏は，五能線をはじめ津軽線，大畑線，奥羽本線，青森駅構内に集中し

ている。

五能線においては，裳源地に近いこともあり，路盤の沈下，亀裂が多数発生し，線路，橋梁，

築堤，乗降場等に変状が認められ，また，駅舎等，の内外壁の亀裂等多大な被害を蒙った。

特に，鰺ケ沢～嗚沢間においては，最大 1.2mの線路変状が認められ，また，嗚沢川橋梁橋台

に変状が生じるなど復旧作業に相当数の日数を要した。

津軽線においては，蟹田～三厩間に被害が集中し，路盤の陥没，沈下等が多数発生した。こ

のため，乗降場， トンネル，土留壁，建物等に多大な被害が生じた。中でも大平～津軽二股間

においては， 2か所で3.0mの路盤陥没が生じた。

大畑線においては，路盤の陥没・沈下等により，枕木の浮きなどの被沓が生じた。
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奥羽本線では大釈迦～鶴ケ坂間での築堤法面崩壊や，浪岡での建物の傾斜等の被害が生じ

た。

青森駅構内でば第 1，岸，第 3岸を中心に路盤の陥認沈下，流砂現象による建物の傾斜，沈下

貨物梢卸場の不等沈下，流酋溝の机熾軌道狂い｀岸偲の前傾，棧橋ホームの片1財破机等の破

害が生じた。

このため，施設関係被曹としては，軌道•土木関係を中心に約 8 億円の被害額となった i

・軌道•土木関係

盛岡鉄道管理局分 145,290干円

秋田鉄道管理局分 541,910千円

背函船舶鉄道管理局分 58,020千円

小 計 745,220干円

・建物・機械関係

盛岡鉄道管理局分 30,385千円

秋田鉄道管理局分 24,260千円

青函船舶鉄道管埋局分 7,180干円

小 計 61,825千円

ムむ 計 807,045千円

一律波の製来によって打上げられたゴミの由ー（大戸瀬験～風合瀬釈 深沢橋りょう）
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一棧橋ホーム破損ー（青森駅構内）

一築堤崩壊により線路がうねり状態一
（鰺ケ沢駅～嗚沢駅間）

- 97 -

一築堤崩壊により線路が宙吊り状態ー
（鰺ケ沢駅～嗚沢駅1!Il)



(4) jじ 気湿気被也は，奇森駅構内をはじめ奥羽本綿，五能緑津軽線に被杏が染中して

いる。

青森釈描内では第 2岸，第3岸を中心に地盤か沈下したため？コンクリート柱の傾祭しわ

ん11¥1（几裟，支線の浮き上がり，通倍ケープルや地気転てつ機の沈下、陥没，維海標識灯往照

明鉄塔， 1且号機柱の傾斜等の被店が生じた。

奥羽木稼においては，地舟和の変動や地お動によりコンクリート柱の傾斜．低圧配北線の断線，

踏切信号炎管の炎焼，，t1'J報連絡無線装附の焼祖等の披寓が生じた”

九能線においては，地惚の変動や津波により跨切瞥報機の傾斜，倒壊，氣柱の傾斜，倒壊，

沿線虚話機箱の浸水等の被専が生じた c

津軽祝においては｀地熊の変動により虚杵のItii斜等の破祝が牛じた＂

これらilし気関係の破憲は約 8千万円てあるさ

・俎力関係

盛岡鉄追管理局分 27,613千円

秋田鉄逍符埋）請分 4,701千円

I’i函船舶鉄道管理局分’ 500千円

小 計 32,814千円

• 1貸号関係

盛岡鉄道管理局分 8.458千円

秋II]鉄道管理局分 11,497千円

小 i} |• 19,955千円

・通伯！≫I係

盛岡鉄道管理｝功分 7,43(）千円

秋田鉄道管理局分 20,530千円

4ヽ 計 27, ¥)GO千円

ノロ‘ 叶 80,729干円

-心傾斜した照明鉄塔"… (i,f森駅構内）
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図2-12-2 国鉄の被災状況

岩手県

凡例

iイ（言：：箇9，i，数1

戸正；訊麟

* 1'11地91淋キレツ箇所

17.津軽鉄道

地裳発生と同時に第51列車を，始発駅である津軽中里駅に運転休止を指令し， また，第14列

車を嘉瀬駅に，第54列車は律軽中星駅にそれぞれ待避させた。津軽五所川原駅からはモーター

カーで線路巡視を行い，津軽中里駅からは徒歩とパイクにより（後に運休した動力車により）

線路巡視をした結果，次のような被憲を受けていた。

① 十川駅～五農校前駅間，五所川原起点 1K400m付近で約50mにわたり軌条屈折による

軌道通り狂い及び約 5cmの路盤陥没

② 律軽飯詰駅～毘沙1'り駅間，五所川原起点 5KOOOm付近飯詰川橋梁上で約20cmにわたり

軌道通り狂い

③ 律軽飯詰駅～毘沙門駅間，五所川原起点 5K890m付近で約25mにわたり約10cmの路盤

陥没

④ 毘沙I’'］駅～盛瀬駅間，五所川原起点 8K750m付近て約50mにわたり約20cmの路盤陥没

⑤ 祉瀬駅～金木駅間，五所川原起点］2K365m付近金木川橋梁，金木喜良市線架逍棉， 卜り良

市線架道橋前後橋詰で各15mにわたり］0~20cmの路盤陥没及び各稲台に亀裂，一部破損

⑥ 津軽中里駅構内の行物線が約20mにわたり約20cmの路盤陥没。津軽中里乗降場の陥没，
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傾斜（約70m)。津軽中里駅舎の床面コンクリート (!20m')に亀裂、コンクリート基礎沈

よる建物の一部傾斜，水遁管の破裂 (1か所）

②ー軌道狂い一（池軽紺詰釈～品沙門駅間） ⑤ 瑶良市利l架逍囮怖魯化粧モルタル／釦壊、

及ぴ柑戚屯裂ー （閲硲龍尺～金木駅1罰）

⑥ー事務痘内iJ)コンクリート床而の亀裂一
（池軽中里駅合）

-1OO ● 99て
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18．日本道路公団青森管理事務所

東北自動車道の府森管理事務所僻内の碇ケIMJインターから インター間の被災状況は高速

道路関係が14か所で、この応急復111工事費が約15,000干円，本復1日工事骰が約60,000千円の被

渥となった，また，施設関係にも被害が幾分あったものの，被宮額は軽微であった。

なお，管理事務所内に設附している間易地設計が記録した地哀動は80ガル（姦度 4相当）で

ぁったウ

表2-12-3 

東北自動車道（本県関係）の被災状況

対象番号

① 

② 

I •C 区間

碇ケ関～大鰐弘前

I 
③
 

KP l上下別＇ 被虚概況~
l'  

633.98 I 上 堂の上橋PC斜材嬬部にタラック

叫 1二り面崩壊及び路肩1こク！

9ック

662.0 上・下 ボックスカルバートの不等沈下

l により路面の沈下及び排水工等

I /J)破拍
662,7 ，上・ド本郷川梃取付部沈下及び盛りこ＇

j I ぽし部プロ yクら長破1員 I 
麟二点 浪こ冒e1: 1真1:：::：：：:,:.二!

I G-300 • I面クラ yク 1 

669.6 」?， 盛土部のり面及ぴ路面IC縦断方，

l l向にクラック

⑧ | 671.23 i下 盛土部路面に全巾にわたり横断

, 1 , I方向にクラック

R I 671,24 1上 ＇盛土部路面に全巾にわたり樅断

・ 方向にク 9,9夕及ぴ路訂沈ト

R I I 612.s 上 盛土部のり屈及び餡面1こクラッ

ク路面沈下

⑪ | 672.8 上 盛士部路訂沈下．路爺クラッ

I ク及びのり面クラ＂ク

674.05 上 孫内川柏取付路肩部沈下及び

I うック

』 67 4.53 上 盛土部路面数ケ所にクラック

I 674.66 I.1. 1盛土部のり而クラック及び路

1 1 , 1にタラック， ' …  
(Kp.....•埼玉県／11 口市からの距離を示す）

黒石～浪岡

rヽ
ゞ

⑤
一
⑥

⑦
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⑥のり面にクラックが発生

- 103 -

⑪路而にクラックが発生

被忠個所柊l

--、--,“Mi999

凡釦

X 9,'出崩坊

V A 9 

. ",,兌，'

.跨J9月",,

／ 
は
ヶ
oo 

I鴫←ヽJ¥¥" 
I如閲 9・C I 

図2-12-4 被災箇所位附図



19,東北電力株式会社青森支店

地設発生と同時に，管内で66KV以下の系統を中心にトリ 1/プ事故が発生し，最大18,470戸が

れ9”互 9 ↓、

心’'Uし.9-b 

(l) 電線 魯 V滝渕線が 1、リップ (17時27分送龍良好）のほか，金木線を含む 5回線で鉄

塙鉄柱の傾斜等の被害が発見された h

(2) 発訛所 滝渕，大池第二｀ 松神の各発地所で， トリップしたか． 19時00分までに点，検の

上復旧した。

なお，導用道路， 巡祝蹄に 1.：砂くずれ，落石による通行不能佃所が見られた．

(3) 

により動作し、倅止した a

設1liiit應餅は條徹な機器古韓礎の傾斜支持碍fの破机等で，

(4) 

変 所

配俎線

南沖経， 蛉ケ沢の管内三変龍所において没変圧器の圧力維並器が恨動

地設発生と同時に 57ィーダー，

当面の運転には支障なかった。

さらに余震等により 3フィーダー，

湘軽地方を中心にトリップ事故が発生し

龍柱り）沈下，傾斜，篇線の断線、 iiも線が多く見られたが、 19時10分全面復旧した。

いずれも

表2-12-4 

電柱の被災状況

区分［三持物
1折五丁五旦下

地:「—冒13
□ ’ 

~: 

計

213 

50 

6
 

"“
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図2-12-5 停電範囲状況図
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20．日本電信電話公舎青森電気通信部

(1) 加入電話の故障発生状況

加入電話の故障状況は表 2-12-5のとおりである。特に鰺ケ沢局では平常日の約13倍の故

障が発生したが，家屋倒壊等による修理不能の故節を除いて，殆んど 5月26日中に回復した 3

表2-12-5 

加入電話の故障発生と修理状況

I~ 局名

青！弘 黒 IJ¥ 
; 

鰺ヶ I ； 計［ む II i 野辺
和

森 月．lJ． 石 t 戸 沢 戸 田 つ 地 沢

82'66 ! 50 JO 12 2 ニニ1ニニ 19 261 
5月26日

82 66 74 10 12 l 2 4 13 4 I 25 293 
§ 

74 50 76 13 上ロニ 8 8 4 31 ―277 I | 
5月27日 l 

二 日

75 50 52 13 1 1 i 0 2 6 8 5 26 248 

30 30 291 5 8 3 

゜
4 4 2 1 4 i I 119 I 

29 30 29 5 I 9 3 

゜
4 4 l 4 118 

， 

1861' 146 155 i 28 31 5 6 1 I 2s 16 ¥ 1 54 l i i 1-6― 57 
計 ・ ・ - i- -

186 146 ! 155 28 32 5 6 23 16 7 55 659 

平発生常平日均一件数日 18.9 14,5 7.2 2, 8 16.3， ',I 2.3 l,5 i | 46 4.9 2.4 i 2.2 77.6 

恥
副

件
件

理
生

修

発
，＇， 

(2) 線路設備

•市外線路設備

今回の地裳は、マグニチュード7.7と大きかったにもかかわらず，設備被害が少なかった。

特に、背森～函館，弘前～青森，弘前～五所川原～鰺ケ沢等基幹Iレートの重要市外ケープル

の損慟等による回線の故障は皆無であった。しかし，地虚特有の道路陥没等によって 2次災寓

発生の恐れがあることから，表 2-12-6(l) 3ルートについて応急ケープル等により応急措骰

を実施しサーピスの低下を未然に防止した。

表2-12-6 

応急措岡を 実施した区間

保
一
青

局 1Jレート

森
道南同軸（青森～函館）

9.5-6 cox 

措梱状況

約 700m応急同紬地上延線

五所川原
五所川原～鰺ケ沢

4.4-8 cox 
約 1,200m応急同軸地上延線

野辺 地
野辺地～むつ

0,9-100外Fヒ

239m管路ケープル張替
150m直埋ケープルの仮架空化

-1⑯―  



•市内線路設備

流砂現象による龍柱及びマンホールの浮き上がりや沈下，傾斜等の被害が各所に発生し，こ

れによる管路の折批引込線の断線や垂れ下がり等の被害が発生した。

表2-12-7 

市内線路設備の被害状況

市 内 線 路 部a又 備

電 支 ケ 吊
I 

プ
柱 線 Jレ 線

折 傾 沈 倒 ゆ 抜 損 s 切
計 る

D 
損

損 斜 下 壊 み け 傷 傷 断

本 本 本 本 本 条 条 KM KM 個所

7 132 28 2 169 127 21 0.6 0.7 3 

ー龍柱の転倒ー（車力村牛潟地区）

(3) 宅内設備

家屋の倒壊，揺れによる龍話機の落下に伴う機体の破損， コードの断線，水槽等の落下によ

る地話機への冠水などの故障が殆んどであり，その発生状況は表 2-12-8のとおりである。

表2-12-8 

宅内設備の被害状況

宅 内 設 備

電 弓I 保

I 話 込
安
装

機 線 g阻f1 

公 屋 B 保 接 破

外

<
安 地

般 衆 線 器 線 損

個 個 件 件 個 件 個 ー落下により、破壊した旭話機一（五所川原市）

140 64 426 4 52 7 1 
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(4) 土木設備

基幹伝送路の故障は皆無であったが道路の陥没決壊などによるマンホールの浮き上がり，

沈下，首部破損等の被害か発生し，管路の折tJしズレ，橋添部分の脱落等の被害を受けた。そ

の状況は表 2-12-9のとおりである。

表2-12-9 

土木設備の被害状況

設 備 名 単位 数 鎚 1

マ ンホール 個 30 | 
管路（延長ン亘長） 陶 118,8/4，ェII 
橋梁添架 個所 ］6 

ーマンホールの浮き上がり一（鰺ケ沢町北浮田町地区）

(5) 露話交換設備

管内の全交換機種すぺてについて機能止の故障はなく平常どおりのサーピスが可能な状態を

維持したが，補強ポルトのハズレ，折狐浮き上がり等の披害が若干発生しており，その状況

は表 2-12-10のとおりである C

表9-12一沿

軍話交換設何の被害状況

I 呟古状
•~ 

麟ポルトの卵l,存き上がり"I金太 1五所！l

架固定金窃のユガミ

t CX'}レー脱洛

I繹ぅ汀＇力 9{-m，破ii!
室内照明灯 (40翌）説沼

］必 田I五所 II！訊
i 

弘 前 弘 前

-108 



(6) 砥力設備

砥池の転倒など直接サービスに影聰を与える故障は発生しなかったが，ェンジン始動用空気

系の滅圧弁空気もれ，ポイラ煙突耐火レンガ脱落等の被害が発生しており，その状況は表 2-

12-11のとおりである。

表2-12-11 

電力設備の被害状況

被 害 状 況

空調ダクト吊ボルト折損のため落ち込み

冷却水配管がフレキシプル部分の変形

屈外引込柱高圧柱上気中開閉器ガイシ破捐

ボイラ煙突耐火レンガ脱落

エンジン始動用空気系の減圧弁空気もれ

エンジン排気管断熱材保持用鉄板ずれ

エンジン始動用空気系の減圧弁空気もれ

(7) 局舎設備

発 生局

弘 削

五所川原

一柱上麻圧気中1}l]閉器の溶損一
（弘前龍報龍話局内）

局舎関係については，壁の小亀裂発生や外壁タイルのはく離，空調ダクトの落下などの局部

的な被害を受け，また，局舎周囲の舗床の沈下，土留の損偏などの被害を受けたがいずれも軽

微でサーピスに匝接の影押はなかった。

被害の概要は表 2-12-12のとおりである。

表2-12-12 

被害内容別局所数

被 害 状 況 局数

空調ダクト，配管類の損似 1局

煙突耐火レンガの落下 2 /9 

内外壁の亀裂 5 " 

内外壁タイルの一部剥離 4,9 

エキスパンション部分の損似 1" 

間仕切り建具，天井の損傷 3” 

舗床，土留の損悦 2,9 

昇降機カウンターウエイトの破損 1 99 

ー地盤の陥没ー（小泊龍報爾話局内）
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{8) 自動運用関係

地震発生直後から県内の通話が一斉に し，市内，市外交換機及び市外龍話回線とも相つ

いで．ふくそう状態となった心

また．テレピ、ラジオで全国放送されたこともあり，いち早く全国各地から被災地への通話

が殺到した。そのため発信局11りで対地規制の措盟がとられ，重要通話の確保に努めた。

対地規制は翌27日まで断続的に措骰をとったが，被害の大きい鰺ケ沢への回線は27日夜まで

ふくそうが続いたため，野森～鰺ケ沢間に18回線の臨時回線を増設し対処した，

(9) 手動通話関係

地震発生直後，全国から青森，秋田方面への通話が殺到したため，異常ふくそうの発生によ

り手動通話も青森管内で平営の 3倍近い取扱数となった。

特に，五所｝11原，鰺ケ沢局では総取扱数でそれぞれ 5~9倍になり，そのうち 100番通話は

鰺ケ沢局で10倍にも達したC また，非常緊急通話については，行森局で15件の申し込みがあり

すぺて接続を完了したむ

また， 5地区（青森．五所川原むつ，野辺地，鰺ケ沢局及び関係市町村）に発令された津

波警報については関係機関全てに伝達したむ

(lO) 霞報関係

地姦発生後，県内の破災地に全国各地から見舞等の両報が平日取扱屈の約 5倍から12倍の将

信があった。

特に，被害の大きかった地城への箔信数は青森露報局扱い13,500通，弘前訛報砥話局扱いが

8,500通もあったが，哲森管内．管外から約300名の応援者を派造したことにより 30日には平常

に復すことができた。

21．ガス関係

{1) 都市ガス

ガス漏洩の発見または通報件数は 4ガス会社で82件に及んだが，このうち最も多いのが弘前

ガスで'46件，次いで青森ガス26件，五所川原ガス 9件，八戸ガス 1件である。

湖洩の多くは，地盤の変動（沈下，隆起）によりガス管が折机または拙手部がゆるんだため

にガスが漏洩したもので67件を数える。ただ，ガスの供給を停止しなければならないほどの折

祖は，八戸ガス(/)1件だけで，その他のガス管の被災は比較的軽微である。

被害額は都市ガス全体でll,369千円となったc

(2) 簡易ガス

簡易ガスについては，五所川原市の屈用促進住宅で4か所のガスi届洩があった。

これは．プロパンガスを配管供給している供給管の中間コックのネジ山の所（立上り 40mm)
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に亀裂が入ったためガス漏洩をおこしたものである。

なお，亀裂の入った所は， 4か所ともほぽ同じような所である。

この被害額は250千円となった。

hl(111促巡119宅

ー 11993管

X 桟災箇所

図 2-12-6 被災状況図

表2-12-13 

ガス淵洩原因別被災状況

会社名
青森ガス 弘前ガス 八戸ガス 五所川原ガス 小 計

原因

折 捐 15 {i 20 ｛牛 1 件 ， 件 45 件

亀 裂 2 2 

翡邦iiのゆるみ 22 22 

油切れ 6 6 

その他 5 2 7 

合 計 26 46 1 ， 82 

表2-12-14

ガス淵洩供内管別被災状況

ふ 名 肖森ガス 弘前ガス 八戸ガス 五所川原ガス 小 計

本 管 件 17 件 1 件 件 18 件

,又,, 
笞K』 1 15 16 

供給管 1 ， 4 14 

灯外内管 6 5 1 12 

灯内内管 12 3 15 

その他 6 1 7 

ム仁 計 26 46 1 ， 82 
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表 2-12-15 

ガス硼洩管別被災状況

ロ；方環
会社名 五所川原 日通プロパン

¥ 
青森ガス 弘前ガス 八戸ガス

ガス
小 計

五所Ii隙信 ＾ ロ

計

20mmダ 黒ガス管 件 件 件 1件 1 ｛牛 件 1件

99 白ガス管 2 4 2 6 6 

25 ” 10 11 3 24 24 

30 塩ピ管 1 I 1 

32 白ガス管 3 I 4 4 

40 ” 2 2 4 6 

50 ” 3 6 1 10 10 

” ライニング鋼管 3 3 3 

75 鋳鉄管 6 6 6 

80 白ガス管 1 1 I 

100 石綿管 1 1 1 

” 鋳鉄管 11 11 11 

200 ” 1 I 1 

250 ” 1 1 I 

そ の 他 7 1 8 8 

ムロ 計 26 46 1 ， 82 4 86 

表 2-12-16 

ガス漏洩区分別被災状況

盃～竺認 青森ガス 弘前ガス 八戸ガス 五所｝I隙ガス 小 計 五日通所プ川ロ原パ席ン1 A ロ 計

ビルディング 16 {9. 科・ 件 2 件 18 件・ 件 18 件

学 校 1 1 1 

集合住宅 2 1 3 4 7 

一般住宅 7 3 3 13 13 

埋設専管 1 43 1 2 47 47 

ムロ 計 26 46 1 ， 82 4 86 
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(3) プロパンガス

前述した五所川原市の雁用促進住宅にプロパンガスを配管供給している供給管の破損以外の

一般消牝者のプロパンガスポンベ等の被災状況は，次のとおりである。

ポンベの転倒は，衷源に近い鰺ケ沢町，深浦町など西海岸一9期の町村を中心に 9市町村で見

られた。

また，ポンベの転倒までには至らなかったが，媒動等による供給管や低圧ホース類などの破

担は，媒源に近い西湘岸一＇期の町村をはじめ，むつ市，五戸町などの遠附地においても見られ

その範囲は14市町村に及んだ。

なお，供給戸数などの関係から単純に比較はできないが，震源に近い西海岸ー’i府の町村におい

ても被災状況に差異があり，特に，虞源に近い岩崎村での被災か少なかったのが特徴的であっ

た。また，内陸の浪岡町のように，設源からは幾分辿いか，ボンベが転倒するなどの事例か比

較的多い所もある。

表2-12-17

プロバンガスボンペ等の被災状況

：市町村名＼容

調整器低
その他

ボンベ 供給管等 燃焼器具 抄（チェーン・

転倒
圧ホース

破拍 類破捐
t気筒． 計

類の破損 メーター
ユニオン）

青森 市 l件 件 4件 3件 5件 13件

弘前市 6 6 

むつ市 2 1 3 

蟹田町 1 I 2 

鰺ケ沢町 19 12 11 3 45 

木造町 5 5 10 

深浦町 ， I 2 12 

岩崎村 3 3 

車力村 8 7 15 

浪岡町 14 14 

平賀町 I 1 

中里町 1 l 

市浦村 6 1 5 12 

小泊村 2 L 3 

五戸町 l 1 

計・ 65 15 47 8 6 141 
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図2-12-7 プロパンガスボンベ等の被災状況
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第 3編

応急対策





第 1章初動態勢と緊急対策活動

第 1節 災害対策本部の設置と現地視察

県の初動態勢

5月26日12時00分，マグニチュード 7.7の大地媒が津軽地方を中心に県下；因城を桜った。そ

の瞬間，龍気は停龍し，砒話はふくそう状態となり， 1）＇i報連絡が非常に困難になった。

揺れが収まると直ちに，消防防災課を中心に初動態勢確立のため課J4-l司緊急体制につき各

地の災害梢報の収梨に努めると同時に，甘森地方気象台から入ってくる地媒津波梢報・津波腎

報などを直ちに市町村へ伝達した。これら1'1’i報収梨伝達は， i-・勝沖地設の経験から設ii9tされた

県防災行政用無線を使用して行い，災甚情報の収集伝達を一義とし，これ以外の通，i府は一時規

制の措附をとることとして対応した。

県の災害対策本部の設置

刻々と入ってくる'|,'i報によると，津軽下北地方の広範1狙で，哀度 5を観測し，地哀による札I

当な被審が予想され，また， 26日12時14分に日本iilj'，津軽栂峡及び陸奥i内沿岸に昭和28年の房総

沖地震以来30年ぶりという津波腎報「オオツナミ」が発令されるに及んて、 もはや平＇常時の体

制では災署応急対策を進めることは困雅と見込まれ，早急に県の全組織をあげて災甚対策活動

を行うための非常配hiii体制を敷き，救援活動などの災甚応急対策を開始する必要があると判断

され，災審対策基本法第23条に基づき，知事を本部長とする「昭和58年(1983年）日本海中部地

震青森県災害対策本部」を 26日12時15分に設附し，災忠対策活動を1}f-1始した。災苫対策本部を

設骰したことについては庁内各課に対し庁内放送をもって伝達するとともに，市町村及び県出

先機関に対しては県防災行政用無線により伝達，また，国（消防庁）に対しては，建設省のマイ

クロ回線を用いた消防防災無線により報告した。

26日12時4⑩には，県災害対策本部の対策連絡部が庁内放送により災害lfi報連絡貝（各部主管課

等の課長補佐）を招集し，被沓状況の早期把握に努めることを指示した。

26日15時005柑こは，第 1回の県災審対策本部会議を第一応接室で開催し，本部長が応急復Ili活動

に全力をあげて取り組むよう指示した。

-5月26日第 1[ij]県災苫対策本部会議を開IIt-
ーデーリー東北提供一
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一方，県秤寮本部では． 26日12時i0分腎寮本部廷を艮とする f僻昭和58年日本洵中部地裳打森

災苫腎iiii本部J を県内寮を本部 31枡指揮本部寮に設附するとともに、県内全＇に腎寮啓艮

を長とする「現地対紋本部」を設設し、公安腎1紺活動の指揮体制を確立し，地震災；忙に対処し

たも

県災害対策本部の現地視察

県災寓対第本部では，詳細な被甚状況を把握することを第＇“'とし、第一 IOI災甚対姐本部会品

終了後、直ちに本部長（知市）が謀曲地に近しり西海限の鰺ヶ沢町｀深li1i町及び岩崎村へ出1hJ恙

現地の披岩状況をつぶさに調任するとともに， t我災者らを見舞いかつ激励した。

児27日の午前中には，副本部1ぐである山内副知弔，志賀副知1も出納長がiIt耗地方各地の被災

状況を調査したはか，午後には，本部L心が加麻liI:L庁長官を[J1長とする政府閥糾引を岩崎村で出迎

え、岩1癖杜深i1li町及び努ヶ沢IIIIの似災状況を調知見明するとともに，政府調任1:1］に対し応急恨

田対娯に万全を期ずことを要的したe

さらに， 6月171CIには，本部長か律波により 6名の死亡者をtl.iした市ifii村をはじめ木造町，

中叩II]̀、小ffl村の懺災状汎を調在するため現地視寮を行い，各町村艮から破災払況の報店を受

け，災'，!惰iiliについては全力をあげて取り組むことの決紅を披拙し、あかせて津；皮で亡くなら

れた）i0)＇3認を1｝うため 1三湖でii我花をした。

このほか，県災害対策本部では，引き続き被災状況調究1こ米県した衆議院災害対策特別委貝

会，参識貝災也対策特別委員会等の現地調在団を車力村等の被災地に案内し，被害状況を説明

するとともに災害~対策について応急を含め恒営的拮紺を図るよう製詔を重ねた。

国の非常災害態勢

ー加謀政府調引t団長を依災地に案内する1；1本部Iも一
（岩焚村）

政府は 1：！和1胆I1部地媒による北海ii]J女ひ東北地｝iり） ［I本海i111iび）柑じ格が激甚であることを爾視
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表3-I -I -l 

災害対策本部設置状況

設置団体I設誼日時 i 名 称 I廃止日時

1 I青森県 15月26日 12時15分
昭和58年 (1983年）日本海中
1部地震青森県災害対策本部 1 

7月21日 17時00分

2 I脇野沢村 l “ 12時10分 1
昭和58年 5月日本海中部地誤
脇野沢村災害対策本部 1 

5月27日 14時00分

； 

3 I浪 岡町：

—--4 I車力村

" 7月11日 12時00分

99 未 定

5 市 浦 村 ＇ 99 

12時30分！浪岡町地震対策本部

」
9, IE1本海中部地震車力村対策本部

―T 

13時00分 1市浦村i響麟暉訪策本部 7月26日 10時00分

小

一

深

く

9

9

9

6

7

 

泊 村 99 13時30分 1
日本海中部地震・津波災害対策
本部

1 8月19日 16時00分

浦町 1 N 14時00分 i日本海中部地震深浦町対策本部

→ 
8 I鰺ケ沢町 1 ;, 14時20分

i昭和58年 (1983年）日本海中

1部地裳鰺ケ沢町災害対策本部

丁
16時00分

！昭和58年 5月26日日本海中部地

」塁災害対策本部

10 I五所川原市 15月27日 11時00分
日本海中部地震五所川原市災害

1対策本部

7月31日 17時00分

村崎岩

v•v• 

，
 

” 

10月1日 12時00分

7月21日 1？時00分

7月26日 l2時00分

111ニロニ
1-14,

口

/
1ー

里町 1 5月26日 13時00分
沖里町日本海中部地震災害対策
1本部 I 1月15日”

前 市

造 町

99 

99 

12時15分
1昭和58年 (1983年）日本海中
部地震弘前市災害対策本部

99 1日本海中部地震木造町災害対策
本部

6月30日，｝

8月15日 12時00分：
！ 

田 町 15月30日 lO時00分 1
日本海中部地震鶴田町災害対策
本部

I 7月12日 Ji時00分

5月27日 16時00分

昭和58年 (1983年）日本海中

部地誤非常災害対策本部
設罰場所東京都（国土庁）
本部長国土庁長官
所管区域北海道，青森県，

秋田県，新潟県
石川県及び周辺県

1 の玉3区域

12月23日 I 

-119 



第 2節 情報活動

津波警報，地震・津波情報の発表

地ばと発生後 i!t森地Ji気象台では， Ie[ちに県内各地の虚l虻等の情報を収染し． 26日］2時05分

「地店に関する1i,i報（第 1号）J を発表し，隠 NH K, 県繁寮等の各機関・団体に設附されて

いる専用圃話により した¢

また，仙台怜区気象台では，刻々と観測される地点動崎の俯報から日本ii，i：沿岸等に大i:Irilll(l）

俊来することを予悲し， 12時l4分「津波脅報(5区オオッナミ）」を発表し各機関に伝逹したぐ

なお、県には脊森地方気象台を通して伝述されたe

その他地霰忙； It波1•,'1, 校等の沌表状況は次のとおりである，

表3-l -2心・ I 

津波警報，地震・津波情報発表状況

地煤律波情報第 2号

律

津波情報第 4号

律波惜報第 5 号

律波梢報第 6号

津波梢報第 7号

地虚梢報第 8号

地哀律波梢

律波情報

地震情報等の伝達

地虚発生後，県は気象台から発表される惰報等を市町村及ぴ県tl:I先機関に伝達するとともに

市町村等からの破害状況等の情撒収肌に努めた，

12時05分，青森地方気象台から「地森に関するfi'i報（第 1号）」か伝達され，県はこれを itiち

に県防災行政用無線の一斉指令により市町村及ひ県出先機関に伝達した。その後合 26日だけで

4噂に係る情報を111且I,津波腎報を 1回，津波ii遣報を 1回律波に対する警戒を 1回，被密報

告についての指示を 1回伝達していふ
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さらに，市町村においては，伝達された1消報等を市町村の防災行政無線，広報車等により住

民に直ちに伝達した。特に，鰺ヶ沢町においては防災行政無線の個別受信機が全世帯に設箭

されているため，梢報伝達の徹底は極めて効呆的であった。 しかし， 一部町村においては， 地震

により役場庁舎が倒壊するかのような揺れを感じたため庁舎外に避難したり，停雷時における無

線軍話用非常這源をスタートさせるための操作を誤ったため， 一部1行報を入手できなかったと

ころもあったが，

津波警報の伝達

その後は冷枡に対処し•情報収集伝達に格別逍漏はみられなかった。

昭和28年の房総沖地姦以来30年ぶりという津波昔報「オオツナミ」の受伝達について， 県で

は,'f森地方気象台から伝達された禅波瞥報「 5区オオツナミ， 4区ツナミナシ」の伝文を直ち

に市町村及び県出先機1具lに伝達するため， 県庁舎の 5階にある無線統制台から， 防災行政用無

線による一斉指令で津波腎報を伝達した。この際，誤聴を避けるため「 5区」「 4区」の対象地域

を添えた。なお、 津波笞報の市町村への伝達は，気象業務法により， 日本龍信龍話公社，都道

府県腎察からも伝達されるなど複数ルートが規定されている。

閑3-1 -2 -l 秤森県防災行政用無線回線構成図
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市町村においても，防災行政無線，広報車等により住民への津波警報の伝達に努めた。

被害情報等の収集

被害状況等の惜報収集については，地裳発生当初は青森地方気象台から発表される津

波替報，地猿，津波情報等の伝達のため防災行政用無線を優先的に使用させたため，防

災行政用無線を使用しての情報収集が制限されたので，災害応急復旧無線電話や電々公社の

一般加入俎話に頼らざるを得なかった しかし，龍々公社の地話回線も地裳直後から非常につ

ながりにくいふくそう状態となったが，引き続き災害応急復旧無線龍話や一般加入砥話での被

害状況把握に努めた。時間経過とともに防災行政用無線の使用を地裳．津波情報等の伝達はもち

ろんのこと，被害状況等の収集にも使用するなどの措散を購じた結果， 5月26日16時00分に，

県災害対策本部として取りまとめた被害状況（第 1報）を発表することができた。この後県災

害対策本部を廃止した 7月21日までに18回の被害状況を発表した。

表3-1-2-2

発表被害額の推移

区分 発表月 日 被害総額秤 区分 発表月 日 被害総額臼

l報 5月26日 16: 00 

゜
10報 6月4日 08: 00 35,815,458 

2,9 99 17: 00 1.051.767 1 1” 6月6日 08: 00 36,509,471 

3,9 99 19: 00 1,610,147 12,, 6月7日 os: 00 36,812,566 

4,9 99 06: 00 5,224,912 13 " 6月13日 os: 00 46,121,350 

5 99 5月27日 14 :oo 8,069,763 14,9 6月16日 08: 00 48,883,068 

6,9 5月28日 os: 00 14,433,217 15” 6月21日 08: OD 49,547,362 

7 99 5月30日 08: 00 25,115,086 16,9 6月25日 09: 00 51,273,684 

8” 5月31日 08: 00 31,662,734 17,9 7月2日 os: 00 51,433,350 

9” 6月3日 08 :oo 34,010,067 確定 7月21日 13: 00 51,814,950 
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第 3節相談所の

披災市町村においては，被災住宅の復興，修理あるいは被災中小企業者の復典贅金等住

民と直接関係のある問題を解決するため, 19市町村で相談所を設散し、相談活動を実施し

これら相談所に訪れた被災者は延べ 3,709人に及び，披災者の被苫報告零今後の復i日対策t

住宅衰金の融査，災害援渡沢金の貸し付け相談，地媒後中小企業者を対象に削設された日本海

中邸地震災害復1日特別保証瞼衰制度についての相談等がなされた。県では，これら金融制度を活

用することにより被災住民の生活の安定か図られるよう市町村等に対し指禅助言をした。

また， 日本損宮保険l称会では， 5月31日から 6月6Eまて五所川原市の県合同庁舎内に保険

相談所を設附し，日本海中部地震により破災した住民（地哀i呆険契約者）への保険金の支払等

についての相談に応じた。

ー地謀翌 Eの5月27日午前 8時10分から蛉ケ沢町11役場

一陪ロピーに f災害相談所」を1}｝諏ー（鰺分）｛町）
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表3-1-3-1

相談所の設囮状況

市町村名 開設期間 来訪者 主な相談内容

黒石市 5.27-6. 3 206 ）、 災害援股資金，住宅資金

五所川原市 5.30-6.11 38 災害援殿毀金，住宅査金，経営資金＠，生活福祉

む つ 市 6. 7 26 経営資金

態田町 5.27-9.28 49 経営資金 ，災害援股資金

今別町 5.26-8.30 43 経営毀金 ，住宅資金

鰺ケ 沢 町
5.27-6. 5 2,085 経営毀金 ，被害報告，復旧対策，災害援護資金，住宅資金
6.1 -8.31 

木造町
5.31 98 経営毀金 ；災害援護賢金，住宅資金
6. 7 -6.10 

深補町 6.1-7.31 345 経営斑金 ，災害援渡毀金，住宅資金

森田村 6. 6 -9.30 88 経営資金 ，住宅資金

岩崎村
6.10-6.20 200 経営災金 ，災害援渡資金，住宅資金8.30-9.20 

柏 村
6. 7 -6. 8 21 経営毀金 ，災害援級斑金，住宅毀金6.16-6.17 

車力村 6. 3 -6. 9 147 経営災金 ，災害援設資金，住宅毀金

浪岡町 6. 2 -6. 6 92 経営資金 ，災害援設災金，住宅資金，税対策

金木町 5.30-7.20 77 経営資金 ，災害援股資金，住宅資金

中 里 町 6. 6 ~ 6. 9 66 経営探金 ，住宅資金

鶴田町 6. 6 -7.31 3 経営毀金 ，災害援護資金，住宅資金

市・if1) 村 6.14-8.30 15 経営資金 ，災害援股斑金，住宅資金

小 泊 村 6. 1 -10.30 106 経営姿金 ，災害援設毀金，住宅毀金

七戸町 5.27~7.9 4 経営資金

合計 3,709 
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第 4節避難活動

日本海中部地震直後の避難

5月26日12時00分県内各地は激しい地裳動に使われ，特に津軽地方では盆度 5の揺れを記

録した。このため，幼稚園，小学校，病院等の社会的弱者の収容施設では， 日頃の防災訓練(1)

とおり， まず身の安全を図り，次に保母、教師，看護紐等の指示に従つて避難を開始した。特

に大部分の柱，壁かせん断破壊を起こし，全壊に近い状態となった浪岡町立病院では，総姉長

等の適切な判断により，患者に一人の負尚者も出さず，近隣の児窟館等に避難した。

津波に対する避難

今回の地震では，近年例を見ないほどの渾波が発生し，深浦では地裳発生 7分後の12時07分

に律波の第 1波（引き）を観測した。仙台管区気象台では，種々のデータから大津波の襲来

が見込まれたことから， 12時14分津波腎報「 5区オオツナミ， 4区ツナミナシ」を発表した。

この津波普報は県，県警察，龍報訛話局からそれぞれ市町村に伝達されたc

市町村では，海浜の状況や伝達された津波警報から判断し，沿岸住民に対する津波普戒や避

難について防災行政無線等を用いての広報活動に努めた。特に，鰺ケ沢町では防災行政無線の

個別受信機が毎戸に慨かれているため，避難命令等の伝達に威力を発揮した心深浦町や岩崎村では

洵浜の状況（潮位の状況等）から津波か襲来すると判断されたので，津波替報が伝達される前

に避難命令等を行ったe

また，ラジオ，口こみ等による津波の製米や避難についての伝述も効果的に行われており，

鰺ケ沢役場殿の海岸に写生に米ていた弘前市立第四中学校生徒 (361人）は，バスの運転手，役

場職員等の機転により危う＜難を逃れた。西海岸の主な町村か講した避難命令等の状況は次の

とおりであふまた， 6月21日の最大余震では本誕での経験から避難が円滑に行われた，

崖崩れに対する避難

岩崎村は大間越地区の 3戸 (9人）に対し、津波に対する避難命令の解除後，裂ilJ/l)擁壁及

ぴ盛土部分に亀裂が入って危険な状態になったため， 26日16時00分再ぴ避難命令を発令し，同地

区の空家となっている教貝住宅に住民を収容した。
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-11［力村栗山のNHKテレピ塔付近へ避難した市浦村十三地区住民一

一鰺ケ沢役場衷の海岸から西海小学校へ避難のため集合

した弘前市立第1!!1中学校 3年生361名一
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第 2章公安警備活動

1.初動措置

地震発生と同時に，直ちに腎備第二課が賢察無線を使用し，県下全署 (20署）に被雹調壺

及び災害瞥備活動を実施するよう指示し，県内一斉に活動を1開始した。

2.災害警備本部の設置

12時］0分，腎寮本部長を長とする50名の体制をもって「昭禾l]58年日本il1j：中部地設行森県腎

寮災者替備本部」を県腎察本部 3階指揮本部室に設附した。

3．現地対策本部の設置

地虚発生と同時に設度の強さからみて被甚発生を予想し，全署に腎察署長を長とする「現

地対策本部」を設ie'，した。特に日本湘沿岸を管卯，'iする鰺ヶi)し、金木，木造及ぴ蟹田の 4腎寮

署に対しては，厳戒体制をとることを指示した。

4.津波の警戒活動

12時14分発令の「津波舒報（オオツナミ）」を 12時16分に,'/森地方気象台から受理し， l{i．ち

に全腎察署及ひ出動中の全移動局（パトカー等）に伝達するとともに、関係町村と辿絡をと

りながら，沿岸住民に対する伝達，広報や避難議禅を実施するよう指示した。

5．要員の派遣

ll)県災害対策本部への派逍

12時15分，県に知事を本部長とする「昭和5時刻1983年）日本海中部地震青森県災害対策本部」

を設骰したことに伴い，警察本部から要貝 2名を派逍し，関係機関との連絡の緊密化に努めた。

12)現地派遣

12時30分，最も被唐の大きかった日本洵沿岸の鰺ヶ沢狩察署へ県機動隊具47名，本部捜

牡第一課貝等］0名，また，金木腎察署へ県機動隊員19名，本部捜在第一課貝等 5名を派逍し

て，

0被害調任

〇津波特報発令に伴う沿岸腎戒

0行方不明者の捜索活動

0死者の検祝活動

に当てた。

1:1)交通関係

12時］5分，交通機動隊貝 (45名）による県下全域にわたる交通被也の調任及ぴ道路損壊

箇所等における交通規制を実施するとともに、同じく翡速逍路交通腎察隊 (28名）による

高速道路の被杏調在及ぴ交通規制を実施した。
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6，行方不明者の捜索活動

,.11金木．鰺ヶ沢警察薯関係

5月26日の地叙発生当 Elの県内の死者，行方不明者は津波によるものが

0金木腎察署管内 死者 1名，行方不明者10名

ヶ沢繁察署管内 死者 3名，行方不明者 3名

の両替察署て死者 4名、行方不明者13名にも及んだため，行方不明者の捜索活動に全

力を挙げ

0金木繁察署 5 /26~ 6 ! 7の13町1ll 延ぺ273名

0鰺ヶ沢9靱察署 5 /26~ 6 / 5の11日閲 延ぺ229名

の長期間にわたリ腎察官を動貝するとともに，湘上保安庁、自衛隊地元漁民，消防団il,

役場職貝などとの合同による捜索活動を実施した結果. 6月7日を最後に行方不明者の迅

体を全て発見し収容した。

図恥機動隊関係

アクアラング要具を含めた本県披動隊員を． 5月26日から 6月7日までの13日間，金木・

鰺ケ沢替察署へ延べ295名を応援出動させて，行方不明者の捜作活動に当てた。

13)他県機動隊への応援要討i

行方不明者の捜索活動が難航を極め，長期1}りに及んだため， 6月25， 青森県公安委且

会から宮城，岩手，山形の各県公安委員会に対し，各県機動隊lH名（ダイパー 3名を含

む,)計18名の応援要，iIりを行い，これらの支援を得て，行方不明者の全てが発見された 6月7

日まで金木，鰺ヶ沢両賢察署岱内で捜索泊動を実胞した。

7、警備連絡室への切替え

6月7日に全ての行方不明者の遺体を発見し，捜索活動が終了したため， 6月7日16時を

もって，「昭和58年日本i1ぼ中部地震竹森県腎察災堺舒iliii本部」を県舒察本部腎1iiii第二謀内に規

校を新i少して「災害腎備連絡嵐（要貝12名）を附き，関係機閾との地絡，復I[1作業に伴う交

通規制，般災他の防犯腎戒，池険箇所の広報節を実施した。

8，警備連絡室の廃止

県に改骰されていた「昭相58年(1983年）日本梅中部地震青森県災害対策本音恥が 7月21

日に廃止されたことにより．，-災杏舒tiii連絡翌ヅを同日虎11:し， El本海中部地媒に係る公安？？

偉対策を終えた。
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第 3章消 防活動

1．火災の発生状況

地設発生時の時刻が12時00分（正午）という一般家庭，料理飲食店とも火気使用が多い時間

僻であるにもかかわらす，火災発生件数が樅か 2件と非常に少なかった。これは，「すばや〈火

の始衷という地裳時の1i）j火心得が住民、特に火気を使用する人達に深く設透していたために

火災発生件数を低く抑えることができたと思われる。

火災発生は，弘前市て部分焼 1件，鰺ヶ沢町の全焼 1件であり、いすれも姦度 5と推定され

る地域で火災か発生している。弘前市の 1件は，相当な地訟動ではあったか，すぐ消火（約 4

分後鋲火）したため，ふすまの一部を焼いただけで済んだものである。努ヶ沢町の 1件は、初

期消火しようにも家人が不在のためてきなかったので，全焼になったものと思われる。これら

の火災の概要は次のとおりてある。

0弘前市の部分焼の場合

出火 時 刻

出火場 所

用途地 域

建物用 途

建物構 造

建物面 柏

出火原 因

消 火

出動人貝

鋲火時 刻

焼 iji而柏

すJi 憲 額

リ災世僻人貝

気象状 況

昭和58年 5月26日12時01分

弘前市泊原三丁目

第一種居住射用地域

普通住宅

木造平屋建

79m' 

マソチが落下した際何かの拍子て、点火し，ふすまに引火したもの。

水バケツによる初期消火のみ。

ij¥後‘i也知のため出動せす。

昭和58年 5月26日12時05分

l l)）: 

2千円

1世幣， 2人

天気11,'i, 北の風風 速 2m，気温17℃,i/11!）変37%

0蛉ヶ沢町の全焼の場合

出火時 刻 |l召禾11581jc5月26El 12時05分

出火場 所 鰺ヶ沢町田中 111]~

用途地 域 指定なし

建物用 途 店舗付住宅
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建物構造 木造二階建

雉物 lfii !l'［ 150m' 

出，｝（原因 不明

i l'i 火 初期消火なく，ポンプJ~li 4台にて消火

出動人員 消防職員 4人，消防団貝36人

鉛火時刻 昭和58年 5月26日13時05分

焼 iit ili 柏~ 150111' 

il l 富 額 22,096千r.IJ

リ災世僻人l.l 1世幣 3人

気象状況 天気11,'i，東の風，風辿 1Ill, 気温10℃, i!ll:•1文52%

2. 119番の受信状況

E1 4嘩i：中部地姦発生当日の県内における 119番の受信件数は123件でそのうち火災に係るもの

か 3件，救急に係るもの26件，その他94件である。

火災に係るもののうち，平賀尾上地区消l:Jj事務組合分の 1件については， 9|l「先の引込線のス

ハークによるもので炉い火災には至らなかった。救急に係るものでは，）也成により心理的なシ

ョック状態に陥り，病院等への搬送を依粕する者か比較的多くみられた。また，地姦によりエレ

ヘーターが途 l••I1 で倅 lk したため，中にとじ込められた乗客 (1 名）の救急救助の間合せや，避

難命令に伴う重i))i息者の搬送等てある。その他に係るものては、 ガス 1曳れ，水道管の破裂，山

崩れ，床上訟水，ガソリンスタンドの地盤沈下等被孔t状況の辿報か主なものであるが，中には，

表3-3-1

119番受信状況（地震発生当日）

消防爛周名
区分 火災 救急 その他 計

青森地区広域消防事務組合 6 8 14 

弘前地区消防事務組合 1 5 74 80 

平賀尾上消防事務組合 1 1 

祁軽北部消防事務組合 3 3 

野辺地平内地区消防事務組合 1 1 

木造地区消防事務組合 2 6 8 

鰺ケ沢地区消防事務組合 1 7 4 12 

浪岡町消防本部 1 1 

板柳町消防本部 1 1 

五所川原地区消防事務組合 1 1 

下北地域広域行政事務組合 1 1 

合 計 3 26 94 123 
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叫舌不通の問合せや裳度，姦源地の問合せなど消防機関とはあまり関係のないものまでか 119

番へ通報されている。

3，警戒活動等

地媒発生と同時に各消防機関では非‘iit腎戒態勢に入り，特に沿岸を管轄する消防機関では，

津波に対する替戒や避難の広報を行うとともに，海岸や河川での汁'11位・水位観測を行った。

また，西悔岸地方では，不幸にも津波により行方不明者となった者の捜索活動が重点的に行

われ， 6月7日の最後の行方不明者が発見されるまで辿日捜索にあたった。この捜索に際して

は地元消防機閲のほかに、五所川原地区消防事務組合や三厩村消防団等も捜索活動に加った。

同時に，道路，河川，溜池等の施設被害，住家等の建物被害や防火水槽，危険物施設等の消

防用施設被杏等の状況調任を行った。この際，逍路等で通行障杏となっているプロック／］J｛等の

障苫物の除去も併せて実施した。

表3-3 -2 

消防職員の出勤状況

消｀｀五----：日 5 ／ 26 27 28 29 30 316 ／ '1 2 3 4 5 6 7 21計

青森地区広域消防事務組合 30 30 

弘前地区消防事務組合 63 63 

黒石地区消防事務組合 10 8 6 6 8 6 6 6 6 2 2 66 

五所川原地区消防事務組合 17 3 6 3 8 5 42 

三沢市消防本部 15 15 

下北地域広域行政事務組合 36 36 

平賀尾上地区消防事務組合 12 12 

津軽北部消防事務組合 13 12 5 5 6 6 8 4 2 3 3 2 3 72 

木造地区消防事務組合 79 47 39 8 8 3 21 205 

鰺ケ沢地区消防事務組合 57 57 29 29 29 201 

浪岡町消防本部 22 3 25 

板柳町消防本部 20 20 

合 計 374 130 85 42 52 25 19 10 8 ， 3 4 5 21 787 
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表3-3-3

消防団員の出勤状況

市町村名 月日 5 徐 27 28 29 30 31 6 ／ I 2 3 4 5 6 7 21 計

青森市 175 175 

弘前市 105 105 

黒石市 20 20 

五所川原市 10 11 10 31 

＝沢市 5 5 

むつ市 101 IOI 

蟹田町 104 104 

今別町 138 138 

蓬 田村 153 170 90 20 433 

＝厩村 199 158 357 

鰺ケ沢町 220 15 235 

木造町 313 70 58 58 58 58 615 

深浦町 227 166 52 6 451 

森田村 65 108 173 

岩崎村 38 121 159 

柏 村 218 150 130 498 

稲垣村 214 214 

車力村 245 245 245 120 100 80 1,035 

岩木町 36 36 

藤崎町 94 20 114 

大鰐町 24 24 

尾上町 22 22 

浪岡町 286 286 

平賀町 341 341 

常盤町 180 180 

田舎館村 35 35 

板柳町 250 250 

金木町 88 45 133 

中里町 256 245 181 67 5 5 759 

鶴田 IIIJ 73 5 78 

市浦町 133 127 75 48 10 10 13 18 6 4 2 3 6 455 

小泊村 14 64 5 83 

天間林村 7 7 

六ケ所村 123 123 

大畑町 25 25 

東通村 60 60 

風間浦村 50 50 

脇野沢村 42 42 

計 4,672 1,696 856 319 183 84 23 18 6 4 2 3 6 80 7,952 
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なお，消火，救急，菩戒，捜索，調査等の活動において出動した消防関係職貝は延べ 8,739名，

うち消防職貝787名，消防団貝7,952名である。

4.消防関係施設被害

0防火水槽の被害

地澁による防火水槽の被害は， 16市町村， 100基に及んでいる。

防火水槽が被災した市町村のうち，被者は鰺ヶ沢町(21基），木造町(19基），中坦町(13基）に

恥中している。また，裳源からは比較的辿い天間林村(7基），下田町(1基）等の町村でも被署

を受けている。被帯形態としては，防火水槽本体に亀裂等の損傷を受けたものが51姑，防火水

槽本体が沈下したり，または防火水槽の防火水槽の周囲が陥没，隆起等したものが49基である。

このうち，漏水等を起こしたものが計51基ある。

なお，被災防火水槽は，主に鉄筋コンクリート造りであるが，昭和20年代に建造された木造

のIIJj火水槽も 3基被災している。

浪9且海峡

II 

木
;I,j 

太

'1’ 
i r• 

感

凡例

区 lSA§以 l••

e lo!}以 l:ls！ふ松紺

こZ]5 !}以 l..lo!i未泌

四 5培水泣i

図3-3-1 防火水槽の被災状況
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表 3-3-4

被災防火水槽調

89 基

表3← 3-5

防 災水槽被災状況

響区分 防火水柏 周囲地盤
計

等 ぅち漏水陥没・隆起等［うち漏水 被 災 件 数 1うち 'j¥ 

睛某基i 湛 ］褪基

2 9 11 2 

1 1 

蓬田村 2 2 

二厩村 2 2 2 2 

鰺ケ沢村 20 20 l 21 20 

木造町 19 19 

深浦町 4 ； 4 2 
i 

6 4 

車力村 4 4 4 4 

浪 岡町 ，i ＾ ； 

2 

平賀町’'1＇ l ］ 

金木町 4 ； 4 ' 
4 1 8 5 

中里町 6 4 7 2 l 13 6 

鶴田町 1 i I 

下田町 I 1 I 1 

天間林村 7 I 7 7 7 

I 合計
冬

51 48 49 3 l 00 51 
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0危険物施設の被憲

地設により被害を受けた危険物施設の数は， 84施設で20市町村に及んだ。

このうち屋内貯蔵所は 5施設，屋外タンク貯蔵所は12施設，地下タンク貯蔵所は16施設，屋

外貯蔵所は 1施設，給油研扱所は36施設及ぴ一般取扱所は14施設である。市町村別では，危険

物施設の多い青森市が26施設で最も多く，次いで裳源地に近い深浦町が12施設となっている。

その他金木町 8施設，五所川原市 6施設，車力村 5施設などが主な被災市町村である。

また，被害を受けた84施設のうち，石袖類の漏洩のあった施設は 9施設である。なお，火災

の発生は無かった。

被杏を受けた84施設の主な被害状況は次のとおりである。 （直複有り。）

〇漏洩 9件

0地下タンクの沈下又は隆起 12件

0屋外タンクのiil傷 3件

0屋外タンクの不等沈下 4件

0配管（通気管含む。）のtilf紡 21件

0地盤，舗装の沈下，隆起又は亀裂 37件

OIIJ燿l堤等の亀裂 53件

0防火へいのすil1紡（倒壊 4件含む。） 23件

0建築物の損傷 10件

被災屋内貯蔵所 5施設は，いずれもドラム缶転倒による石池類の漏洩であるが，各事業所と

も札謡IIをパキュームカーで吸い上げるなどして処理をしている。

被災屋外タンク貯蔵所12施設のうち石油類が漏洩した 3施設では，鉄セメントをすり込み漏

れを止めたり，石池類の移し換えを実施した。また，防油堤の亀裂等には土のう梢みを実施

した。

被災地下タンク貯蔵所16施設のうち重油が漏洩した 1施設では，漏洩した重油をくみ上げ

中和剤処理をした。また，地盤の（餡裂部分にモルタルを充埴するなどの応急処理をした。

その他タンクの隆起などによる被災施設では，石油類の抜き取り作業をするなどの措附を行っ

たほか，地盤，配管等の補修作業を実施した。

0その他の被害

地姦による消防署，消防団器具附場等の被害は， 19市町村， 73件に及んだ。このうち，消防

署等の建物被害は 8市町村， 8棟，消防団がポンプ車等を骰いている屯所の被害は11市町村， 23

棟，消火栓の被害は 6町村， 41基，替鐘台の被審は 1市 1件である。

被沓は，池軽地方一幣の広範にわたっているが，消防屯所関係では木造町 (7棟），消火栓1具l

係では稲垣村 (32基）に多くみられる。
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被災状況は，消防署，消防屯所等の建物関係では、地盤変動（沈下，隆起等）による床や内外

壁の亀裂，陥没やシャソダーの破損が多くみられふまた、 t肖火栓の被害では，地盤変動によ

り埋設管等に亀裂等が生じ漏水したものが多くみられる。警鐘台の被害は，鉄骨の屈曲による

ものである。

ー不等沈下をおこし傾いた原液タンクー（脊森市沖館地区）
ーデーリー康北提供_,

ー犬走1)部に亀裂の入った軽油タンクー（背森市沖館地区）
ーデーリー東北提供一

ー隆起しだ灯油貯蔵の地下タンクー（鶴田町境地区）

-1綿一
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表 3-3-6

危険物施設の被害状況

被害のあっ 危険物施設被害の内容別数 火災・流出のあった危険物施設数
製造所等の区分 施設総数 た危険物施

設数 建築物I作物 附属設備 消火設備等 その他 小 計 火 災 流 出

製 造 所 18 

゜ ゜屋内貯 蔵 所 603 5 5 5 5 

屋内タンク貯蔵所 905 12 10 7 2 3 3 

屋外タンク貯蔵所 172 

゜ ゜地下タンク貯蔵所 1,951 16 1 13 6 1 1 

屋外貯 蔵 所 358 I 1 

゜給油取 扱 所 1,434 36 2 28 21 

゜第 1種販売取扱所 20 

゜ ゜第 2種販売取扱所 5 

゜ ゜移送取扱所 27 

゜ ゜一般取扱所 1,752 14 6 12 ， 
゜総 計 7,245 84 20 60 2 41 ， ， 

被害施設の区分のうち， 1建築物・エ作物とは，危険物施設の主体部分（例えば，製造所のプラント，屋内貯蔵所の建築物，給油取扱所

のタンク等）を， 2附属設備とは，危険物施設の主体部分に附帯して設箇される設備（例えば，製造所等の配管，防火べい，油水分離装箇，

固定給油設備等）を， 3消火設備等とは，危険施設の消火設備，散水設備，水幕設備等をいうものとする。



表3-3-7

市町村別危険物施設の被害状況

贔 屋内 屋外タンク 地下タンク 屋外 給 油 般
計

貯蔵所 貯蔵所 貯 蔵所 貯 蔵 所 取 扱 所 取 扱 所

青森市 5 か所 11 か所 1 かPJ か月 妙所 ] か所 碕新

弘前市 2 2 

黒石市 I 1 

五所川原市 3 3 6 

蟹田町 1 I 

今別町 2 2 

三厩村 3 3 

鰺ケ 沢町 1 2 3 

木 造町 2 2 

深浦町 I 1 5 5 12 

森田村 l 1 

岩崎村 1 2 3 

柏 村 I I 

車力村 2 3 5 

平賀町 1 l 

板柳町 2 2 

金木町 2 I 3 2 8 

中 里町 2 2 

鶴田町 1 I 

野辺地町 2 2 

計 5 12 16 l 36 14 84 
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図3-3-2 危険物施設の被災状況
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表3-3-8

その他消防関係施設被害

I市¥町＼寸名、、区、がし！建消防署等の 消防屯所 消火栓被害 1警鐙台の被害 計
> 物被害 の被害 ， 

II 青森市 I ●, 9 棟I ●I 件l
1 件

2 , 弘前市 1 I 1 l ! i 

黒 石 市 l I l I I I l I 3 

蟹 田 町 I l 3 

三厩村 4 4 8 

鰺ケ沢町 3 1 4 

木 造 町 1 7 8 

深 浦 町 ］ 1 ， 

森 田 村 1 I 

c 稲 垣 32 
32 j I I I 

車力村 l 

碇ケ関村 l 1 
t て

板 柳町 J l 

金木町 2 

中里町 I l 

鶴田町 l 1 

市浦村

小泊村 l 

天間林村 1 

l 合計 41 1 ， 73 
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第 4章 自衛隊の災害派遣活動

1.陸上自衛隊

第／訊IIi団は， J也姦を揺知後，直ちに大規松な災甚の発生及び災甚派逍を予期して，師団司令

部内に指揮所を開設するとともに、各財屯地，各部隊に対し災杏派逍の討Milii等を命じた。

特に、初期の11i報活動を重視し，第）し飛行隊に対しては， i.伶備完了次第航空偵察を実施する

ょう命ずるとともに，県庁には連絡幹部を派逍した。

また，東北方面総監部，北部航空｝il•(li隊司令部，大湊地方総監部，青森地方気象台，県笞察

本部等の関係部内外機閾とも緊密な辿絡，連携をして，地姦・津波情報の早期入手を図った。

第闊lli団は，青森県知ボからの要，n,iを受け，まず航空偵寮を，次いで被唐状況か判明するに

伴い，断水地区に対する給水支援，行）i不明者の航空機による捜索活動及び災者救助法等適用

町村に対する救援物咬の輸送に関する災山派遣を実施した。

給水支援活動は，水トレラー，水缶及ぴ水タンク車をもって，市浦村（要拍 5月26日13時00

，,圧撤収 5月31El 13時15分）、深浦町及び岩崎村（要，li'i5月26日15時10分～撤収5月29日13時10

分）、小泊村（要，ii’j5月26日15時30分～撤収5月27日18時00分），車力村（要，ii'j5月26日20時40分

～撤収5月27日18時00分）及び鰺ケ沢村（要，h'i5月26日22時50分～撤収 6月1日8時00分）の

6 111J村の断水地区住民に延べ236.6t(7）給水を実施した。

行）i不明者の空中捜索は，津波により遭難・,行方不明となった14名（小泊村 5名，市浦村 6

名，深浦町 2名及ぴ岩崎村 1名）を対象として 5月26日から 6月7日の間実施した。当初は，

東北方面航空隊 (HU-1 :機）の支援を受けたがその後，第 9飛行隊のみで各現地の捜索

本部，腎寮等と密接に連携して実施した。

救援物質の輸送は，第 9輸送隊をもって災甚救助法砕の適用となった車力村 (5月27日）、市

浦村、木造村，鰺ケ沢町，深浦町 (5月30日）に，青森市から救援物賽を大型車 7台で輸送し

た。

2.航空自衛隊

北部航空方面隊では，地媒発生後，直ちに大規模な災古の発生等を予期し，航空機による津

波の腎戒等独自に •I'1,i報収集に努めたほか， i炉森県知事からの要，,iりにより水道施設に著しい被審

か生じた車力村への給水支援活動（要，il’i5月27日11時00分～撤収 6月9日9時00分）を実施し

た。また， 6月21日の最大余姦時においても車力村では水道施設に被甚を受け，断水地区への

給水支援活動（要，計i6月21日16時40分～撤収 6月22日7時10分）を実施した。

この給水支援活動に際しては、車力分屯），し地から人貝延べ 170名、水タンク車，散水車など

延べ46台が出動し，断水地区住民に対し延べ78.7 tの給水を実施した。
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表 3-4-1

自 衛 隊

要 館期間

陸上自衛隊第九師団長

請 一ャ・ロ・要請日時

”§  

5月26日
1獨 19"1

5月沈日
i2時灰滑

6月7日

99 

「．．．~

” 
ー

1
4
4
1
.

99 

” 

一
丘
一

分
j

日
O
o
-

27
時

月
18

□
 

⑮

霰

訊こー
[
5

l ^ 

！ 
； 探補町・岩崎村

口『――•□□---- i 
i 

` ＃ 1 1 1 
142 ! 62 I 

救助物こ口．：］ 2 ，一丁；；・ロ

13時10分まで ‘’ 

土

40 

14 

20 

99 ” lC 5
 

車 ヵ 村

＇ ヽ 鰺ケ沢町

自衛隊第九師団長

5月26日
22時45分

I-— 9 

5月27日 役楊に

ーロ—;5月27日 6月9日
11時OO分 9時00分まで

： 
役場に
到着するまで 1救助物毀搬送

「-----ト-—→巫
I 

給

i 

6月1fl 
8時00分まで

5月30日
1網 OO分

給 水 活 動 166 44 

10 5
 

鰺ケ沢町・深浦IIIJ
木造町・市浦村

空自五］］～6月21日
空方面隊司令官 16時40分

6月22日
7時10分まで

水 勁 4
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表3-4-2
地震後の 処理事項

月 日 時 間 行 動 の 概 要

1200 日本海中部地震発生

1219 知事航空偵察の要請⑮

1248 第9飛行隊航空偵察のため出動 (1930終了） ⑱ 

1300 知事 市浦村の給水支援を要請⑲

5月26日
1340 市浦給水支援班（第39普通科辿隊）弘前駐屯地出発 (1900終了） ⑪ 

15 10 知事深浦町の給水支援を要諮⑲

1530 知事小泊村の給水支援を要請⑲

1605 深浦給水支援班（第 9補給隊）青森駐屯地出発 (2100終了）⑭

2030 知事 車力村の給水支援を要諮⑲

2245 知事 鰺ケ沢町の給水支援を要請＠

0 I 30 鰺ケ沢給水支援班（第38普通科辿隊）八戸駐屯地出発(202 0終了）⑲

0230 車力給水支援班（第 9通信大隊）青森駐屯地出発⑮

0400 市浦給水支援班活動開始 (1900終了）⑲

0458 東北方面航空隊 空中捜索開始 (1935終了）⑲

5月27日
0530 深浦給水支援班活動開始(2I 00終了），小泊給水支援班活動開始⑲

0815 第9輸送隊 青森市から車力村へ救助物資輸送 (1515終了）⑲

1100 知事車力村の給水支援を要請＠

1800 知事 車力村・小泊村の給水支援を撤収要珀⑭

2058 車力給水支援班撤収完了⑲

21 25 小泊給水支援班撤収完了⑲

0400 市浦給水支援班活動開始 (I7 3 0終了） ⑲ 

5月28日
0500 東北方面航空隊 空中捜索活動開始 (1545終了） ⑲ 

0550 鰺ケ沢給水支援班 活動開始 (2000終了） ⑲ 

0553 車力給水支援班 車力駐屯地出発 (1935終了） ＠ 

0500 市浦給水支援班活動開始 (1730終了） ⑲ 

0530 鰺ケ沢給水支援班活動開始 (1800終了） ⑮ 

5月29日
0550 車力給水支援班活動開始 (1850終了）＠

0800 第9飛行隊 空中捜索開始 (I6 40終了）⑪

1310 知事 岩崎村の給水支援を撤収要諮⑲

1655 深liIj地区給水支援撤収完了，帰隊⑲

0500 市浦給水支援班活動開始 C1800終了）⑭

0530 鰺ケ沢給水支援班活動開始 (221 0終了） ⑲ 

5月30日 0550 車力給水支援班活動開始 (1845終了）＠

0800 空中捜索開始 (1655終了）⑲

1300 市浦村，木造町，鰺ケ沢町，深補町に救援物賓輸送 (2050終了） ⑲ 

0500 市浦給水支援班活動開始⑲

0530 鰺ケ沢給水支援班活動開始⑲

5月31日
0550 車力給水支援班活動開始 (1950終了） ＠ 

0800 空中捜索開始 (I7 I 5終了）⑲

1315 知事 市浦村の給水支援を撤収要諮⑱

1600 市浦地区給水支援班撤収完了，帰隊＠
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I月 日 時 間＇ 行 動 の 概 要

： 0552 車力給水支援班活動開始 (J7 48終了）⑨

6月 1日
08 0 0 知事 鰺ケ沢町の給水支援撤収要諮⑮

1248 空中捜索開始 (1440終了）砂

1255 鰺ケ沢給水支援班撤収完了餞

6月2El ! 0555 車力給水支援班活動開始 {1720終了）＠

6月3日1i ， 0541 
I車力給水支援班活動開始 (1705終了）＠

0910 空中捜索開始 (1117終了）⑮

i I , 6月4日

0545 車力給水支援班活動開始 (l720終了）⑮

0602 空中捜索開始 (1235終了）⑱

6月5日 0552 空中捜索開始 (0830終了）⑱

, 6月7日1： 0600 空中捜索開始 (0741終了）砂

l 4 00 '知事空中捜索の撤収嬰諮⑲

6月9日, 0900 I知事 車力村の給水支援撤収要諮＠

．．． 

6月21日
1640 i知事 車力村の給水支援を要諮岱

1640 車力給水支援班車力駐屯地出発 (2046終了） ＠ 

l ， 6月22日
0540 
0710 

⑲：陸上自衛隊

⑨：航空自衛隊

3.海上自衛隊

車力給水支援班活動開始 (0710終了）＠

知事 車力村の給水支援撤収要請R

！ 

大炒を地）j総監部では地哀発生後，直ちに大規模な災；l：・ク）発生等を千期し，航空機による津

波(/)腎戒等独自に梢報収如こ努めになお，応奏地方総監部には知事からの災害派逍の要品

は行わなかった。
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第 5章海上保安活動

1り森海上保安部では，地は辺が1,，後直ちに沖館地区hiIり），し地各社の定1;：状況の調介を実施した~，

l2時14分，津波符報（オオッナミ｝か発令されたことに伴い， 1り森，むl1、1釦 fl船／文ひ1原臼J船

rむつ」に対し津波腎報を伝達した C

刻々 と入ってくる破'.，if状況から，地店による被渥は甚大なもグ）と判餅し， 13時l5分、

凶肱l:J具安活に「 El4噂中部地姦災毒対策本置を設；在するとともに．青森佛l1呆安部に現地

対須本部を設戦した。

竹方不明者の捜索救助については、まず、 261:114時27分．沖Ii箪峡を哨成11,1ダ）巡視船「あぶ

くま」に対し， 1-三閥jiiIILI付近の行／j不明者捜索救助を指令するとともに，所属巡祝船及び他

部芥他管区から派逍された巡視叫lii釣こ仙台、 1村館航空），尉也及び母視船の航空機によ＇）西 ii'J:

岸地区の行）j不Il/1者の捜索救助活動を実施した名

なお， ,'i応枷l沿［安部の現地対裟本部は， 1li；川村 l三韮IJ付近て最後の行Ii不明行が磁体で兌

見収容された 611 7 1iり）18時(i0分をもって解散した。

地姦発生当 Iいこ溝じた桔i代は次のとお＇）である

表3-5-1 青森海上保安部の措置状況

時 刻 梢 が
i
、

z
 

••
9 状 況

5月26日時分

I 
12: oo I地姦発生

12 : os I所属巡視艇に対し沖館地区石ill!！と地各社の披甚状況，談ft指令

15 I青森地方気象台より「1214北区大津波腎報発令」受1Li

所属巡視艇に対しfi森港内釦fl船に対する津波臀報の伝達及ひ避難勧告

を指令

25 1原f・カ船「むつj に対し］i.区大訃囁腎報伝達

13 : 15 第二管区海上保安本部に日本洵中部地姦災苫対策本部を設附

青森池上保安部に現地対策本部設附

30 1肖森栂上保安部管内被害状況調査

14: 27 津軽湿峡しょう戒1t1の巡視船？あぷくま」に対し十三湖河I二1付近行方不

明者捜索救助指令

21: oo I翡森地）i気象台より「几区大津波臀報解除j 受信 ！所属巡悦艇に対し iり

所屈巡視艇に対し青森港外迎難船粕に対する清t波緊報伝逹解除J伝達

i指令
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巡視船・航空機捜索救助出動状況

2112sl29 . 
!」.5 

4 1 10 1, 
注．航空機については捜索回数を示す；

％
 
3
 

航 空 機

I 31 I'X 
ロ□丁了

4
 

3 ! 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

ー

2
 

ー

3
 

ー ー

6 i 4 

ー

! 7 

7 I計（延数）

ロ
5 

28 

69 

第 6章 救助活動

第 1節 行方不明者の捜索

5月26日午前12時00分（正午）突然襲った地澁， それに伴う津波によってii蒻釣りや海蹄採り

や護岸工事等をしていた人が， tlgi皮にさらわれた¢このうち，綜ヶ沢町赤石漁港修築工事現場

で作業していた作業貝 9名が海に投げだされ，釣人侵入防止柵にしがみついたり， i甑犀近くで

渇れかかっているダ）を，附近を通行中の作業員や漁民らによ~,て救助されたが， 3名が収容先

の男ケ沢町立病院で死亡が確認された。 しかし， まだ．行方が分らない人が，深浦町で 2名．

岩崎村で 1名， 市浦村で6名，小泊村で5名計14名いた。

県でばすでに陸上自衛除に地成による破災状況調査のためヘリコブターの根逍を要mりして

いたが行方不明者がいるとの報が入ったことにより行方不明者捜索のため西海岸地区を須点

的に偵察するよう陸上自衛隊に連絡した。

県腎寮本部では，行）i不明者等の協報が比絞的早・〈；‘<べ＾ （るところから，これらの梢報等を関

係機関に連絡するとともに，｝麻噂寮賂はもとより県機動隊員（ダイパー含む。）を投人して捜

索活動に当ゥた。また、 6月2日には令 県公安委貝会から窮城，岩手， 山形の各県公安委且会

に対し応援要諮を行ったところ，各県から機動隊員 6名（ダイパ”-3名含む,)が派逍され，

れら支援味の協力を得て捜索活動を展開した2

控上自衛隊では，県からの要胡に晶づ含油軽下北地方の被災状況を調在していたが，行方不

明者捜索の連絡が入るや， 西海岸地方に第九帥団所属の航空機はもとより， 仙台市の東北方面

総監部所屈の大型ヘリコプ々ーク）応援を得て空からの捜索活動を展I開した e

青森海上保安部においても，行が不明者の報か入るや，津軽湘峡を航行中の所脱巡祝船に行

方不明者捜索の指令を出すとともに，他管所屈の巡視船や函館や仙台の航空基地からの航空機

の応援を得て， i能と空からの捜索活動を展開した令

市町村， 消防機閾．漁業協同組合においては． 住民や関係機1見とも連絡を取リ合うなど捜索

泊動の中心的な役割を努め年また，隣接の町村や消防機関（三説村消防団、

防事務組合）からの応援も得て捜索活動を展開し

五所Ill原地区消

しかし，懸命な捜索活動にもかかわらず，行―}j不明者はなかなか発見されず、地媒発生の 5
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月26日には14名のうち 1名が小泊村袈内湘岸で発見されただけであった。

その後の行方不明者の捜索は難峨を極めたか，

5月27日 小泊村裟内湘岸で 1名

5月29日 小泊村七ツ滝沖で 1名

5月31日 市浦村十三湖河口で4名

6月1日 小泊村小泊海岸で 1名

6月3日 深浦町横磯海岸で1名

6月4日 深浦町田野沢海岸で 1名

｝ ｝ 市浦村卜三湖河口で 1名

6月5日 岩崎村立待崎湘岸で 1名

II 小泊村小泊漁泄で 1名

6月7日 市iili 村—|•三湖河 l」で 1 名

を発見し，各関係機関とも捜索活動を終えた。

この捜索活動期間中に捜索に当った人具等は，漁船延ぺ773隻，住民（漁民，漁協職貝）延べ2,05

0人，家族延べ183人，ダイバー延べ68人，役場職貝延べ20人，消防団延べ800人，消防職貝延べ114人，警

察官（機動隊ダイバー含む。）延べ 749人，巡視船延べ28隻，航空機延べ87機（うち自衛隊機34機， i1,j：1•一

保安部関係53機）に及んだ。

ー陸上自1師炭のヘリコプターも／JIIつて、陸、海、空から懸命な
捜索活動を展開ー（市iili村十三地区）一束奥日報提供一
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一・不安ifに捜索活勁を見守ふ渕係者←tい（？料叶J-1→'三馳区）
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□ 名 地 区

6月 IEl （水） 6月 2日（木） 6月 3日（金）

人 且 （捜索時1991) 海 保 自衛隊 人 員 （捜索時間） 海 保 自衛隊 人 貝 （捜索時間） 海 保 自衛隊

0漁船 15隻 〇漁~船 5隻 0漁船 2隻

05: 30 0住民 20人 06 : 00 0住民 15人 06 : 00 
田野沢 0住民 100人 ， ， 

深
16 : 30 〇家族 5人 17 : 00 〇 家 族 5人 17 : 00 

0笞察官 5人 〇警察官 5人 0努察官 5人

浦 巡視船 巡視船 巡視船

0住民
I 隻

2隻
1 隻 悪天候

1隻
I 隻

20人 航空機
0漁船 のため

0漁 船 06 00 航空機
町

〇家族 6人 IO : 00 航空機 I 桟 06 : 00 航空機 中止 〇 住 民 10人 06 : 00 航空機 1 概

横 磯 i 3 携 〇 住 民 10人 ， 2 機 I 3 概

0 ダイパー 3人 ! 6 : 30 ! 7 : 00 0家 族 3人 17 • 00 

0筈察官 5人 0警察官 5人 0苓察官 II人
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0漁船 3隻 〇漁船 5隻 〇樵船 l隻
岩

〇住民 IO人 08 : 30 06 : 00 0住民 10人 06 : 00 

崎 立待蛤 ， 0住 民 ]0人 ， ， 
〇家族（ダイバー｝23人 16 : 30 l 7 : 00 0家族 3人 17 : 00 

村
0貸察官 5人0笞察官 5人 〇警察官 15人

〇歯船 2隻 〇樵1船 1隻 〇 漁 船 1隻

小
0家族 1人 Ofr : 00 

〇 住 民 15人
06 : 00 0住民 10人 06 : 00 

泊 小 泊 I 0家 族 3人 I I 

〇住民 15人 16 : 30 17 : 00 〇家族 3人 17 : 00 

村
0 ダイパー 4人

0繁察官 6人 0特察官 18人 。特察官 15人

0漁船 40隻 〇漁船 30隻 〇娩船 1隻

市
0住民 80人 0住民 50人 0住民 25人

0沿防団 18人 07 : 00 0消防団 18人 06 : 00 0梢防団 6人 06 : 00 

浦 -l• 三湖河口 I 
， I 

0家族 7人 17 : 00 0家族 20人 17 : 00 0家 族 15人 17 : 00 

村
0警察官 26人 0努察官 9人 。特察官 15人

0梢防際員 13人 〇梢防職[1 4人 0梢防院U 2人



6月 411 (l・.l 6 月 'I.I (月）

地 1メ.._ 
人 且 （捜索時間）

深

補

町

I!I 

横

野 沢

筏

心漁船

6住民

0家族

0腎寮官

2隻

17人

5人

9A 

岩

I
,
1
5
4

ー

始 立

/lーロ□三ー［←保I自衛隊ーロ索竺

0"/ 30] ::: I航空：：l □ 
＼口＼

―i—•I ニ- --~;;--- -i  

06 : 00 
直民 3人

06 : IIO 
t I i I o家族 豆 9 

1 7 : 0゚ I l 0 ダ1,<~ 2人 1・1,001門□｝＇

f楳
4 複 9 楼

〇住民 16J、 06 : 00 
t 

＾ も宋族 5人
1 7 : 3 0 

L / ----I 

匁,9
 

椅

G 漁船

〇住民

〇家族

0警察官

； 

小

泊 小

〗、7:漁船
I :：防：：

涌十：遺河U!o家族

トJ I 0 9'イパ-

i 0警察官

¥ 」~J:三如

泊

｝ 
〇漁船

0 住民

0 役場改il

〇家族

oin防団

〇腎寮宮

1隻

3人

99人

•W 

む祇船 2隻

も住民 !O人

豆り防阿I 3人

0家族 90人

〇ダイ,,_ 5人

0腎察1年 56人

t' om駿戯a 2A ~~心ぞ，ク、、〉9~、/‘~、"べ？ぷぷふ

海

迅祖船

I 隻

摂

数
空航

4

航 空 横

I 桟



6月 7日（火）

,
1
 

"''" 

町村名
人 員 （捜索時間） 海保

〇礁船 773隻

深浦町 0住 民 2,050人

岩崎村

小泊村

0家族 183人

0 ダイバー 68人

0役場職員 20人

0消防団 800人

0 消防職員 114人

0警察官 749人

0巡視船 28隻

0航空機 87機

〇樵船 2隻

0住民 I 0人 巡視船

0家族 10人
1 隻

06 : 00 

市 捕 村 Iaダイパー 5人 I I航空機

〇消防団 6人
14 : 5 3 3 機

0消防職員 3人

0警察官 44人
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第 2節 災害救助法等の適用

災害救助法の適用

地震及ぴそれに伴う津波により大規模な被者が予想されたことから，県は 5月26Hl2時15分

知事を本部長とする昭和58年 (1983年）日本悔中部地哀脊森県災；・1：対策本部を設附し，非常体

制を確立して，破沓状況の把握に努めた。その結果，被塞認定等に幾分時間がかかったものの

翌27日早朝，車力村の被害状況が判明し，災害救助法適用基準以上の被せ；であることを確

認，午前 1時00分，同村に対して災苫救助法を適用した。

隣接市町村の被害状況も迩次明らかになった (1)で， 29日には鰺ケ沢町に， 30日には木造町に

深浦町と小泊村には披初法外援護を適用したが，その後の詳細な調任により被也が，災者救助

法の適用基準を満していることが判明したのて， 6月1日にそれぞれ災憲救助法を適用し、 1,,j

法第23条の規定に基つく披災者に対する応急救助を尖施した。

災害救助法適用以外の災害援護の適用

地設による被沓が，災沓救助法の適用には至らながっ9 たが，甚大な被古を受けている町村(1J

被災者に対して応急救助をするため、県単独事業の，「災菩救助法適用以外の災害援護の取扱要領」

により災害援淡を適用した。災甚援，護の適用には災杏救助法適用枯礼9ク） 2分の 1の被甚が必要

であり、この基礼';を渦した中畢町と小泊村が 5月28日に，深浦町と市浦村が 5月30日に法外援

護を適用した。

表3-6-2-1

災害救助法の適用状況

い 市町村名 適用 日時

I 車 力 村 5月27日 7時00分

2 鰺ケ沢町 5月29日 19時DO分

3 木 造 町 5月30日 JO時00分

4 深 浦 町 6月1日 19時00分

5 小 泊 村 6月1日 19時00分
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表 3-6-2-2

|＼ 

1 

2 

3 

4 

災害救助法適用以外の

災害援設の適用状況

市町村名 適用日時

中 里 町 5月28日 12時00分

（小泊村） 5月28日 12時00分

市 浦村 5月30日 10時DO分

（深浦町） 5月30日 JO時00分

※カッコ牡Fきは，後日災害救助法に切替

えた町村である。



表 3-6-2-3

災害救助法適用基準及び適用時における被害状況

ロ町村名

災害救助法適用基準 適用時における被害状況

人(55.JO. I口)全壊半壊床浸上水 死者行不明方者 重偏者軽併者全壊半壊 床浸上水床浸下水一破部損

鰺ケ沢町
人 世帯 世帯 世帯 人 人 人 人 世帯 世帯 世帯 世帯 世帯

17.402 50 100 150 3 2 73 •66 37 

木造町 24,551 50 100 150 31 39 I 2 154 

深浦町 11,384 40 80 120 2 II 51 28 71 443 

車力村 6,012 40 80 120 7 88 3 25 86 

小泊村 5,698 40 80 120 2 3 1 8 11 46 27 17 142 

I'1571 

※適用基準の半壊・床上浸水の数は，全壊の数をそれぞれ読み変えた場合の数である。

表 3-6 -2--4 

災害救助法適用以外の災害援護実施基準及び適用時における被害状況

口町村名

災害救助法適用以災外害援の 適用時における被害状況
護適用基準

人(55.10. J口)全壊半壊 床浸上水 行不明方者 床上水 床下一部死者 重傷者軽傷者全壊半壊 浸 浸水破損

中 里 町
人 讐 世帯 茫 人 人 人 人 門帯 讐 讐 讐 讐14,270 40 

市浦村 4,059 20 40 60 5 42 58 

※適用基準の半壊・床上浸水の数は，全壊の数をそれぞれ読み変えた場合の数である。



応急仮設住宅の設置

地震で住家が全壊した被災者のうち， 自らの衰力では を確保することができない拙

僻か；災憲救助法適用の 5町村に61世幣あ 99た。これらの世術に対しては当頂iプレハプ等によ

る応急仮設住宅35棟を設骰すること

完成させ被災者を入杞1させた。

し、 6月3日から一部祈工し， 7月4Hまでに全て

設骰した応急仮設住宅の構造は，プレハプ造のもの34棟、木造のも(/,1棟である。まに応

怠仮設住宅の設骰形態では一戸他のものか20棟とJ位も多く，次いで，二戸連棟かll棟， 1」．F滋

棟が3棟，四戸辿棟か 1棟となっている e

表3-6-2-5

災害救助法による応急仮設住宅の設置状況

1市町村名 対象戸数 行 ェ7完成 構 造 等

し

鰺ケ沢町！1 
戸月日！I月日 四戸巡棟プレハプ平屋建 1棟

14 6 • 3 6 • 9 五戸連棟プレハプ平屋建 2棟

木造町 8 

r' •8 

o • 12 Iプレハプ平屈建 8棟

小泊村 5 . 6 • 14 6 • 20 五芦辿棟木避平屋建 l棟

； t 

二プ戸レハ辿棟プ平プ屋レ建ハプ平屋建
12棟

1! 車力村 I34 

20 6 • 14 6 • 20 
4棟i

14 ， i I 1. 4 l I 1. 14 二戸辿棟プレハプ平屋建 7棟

I /I 
プレハプ平屋建 20棟

二戸辿棟プレハプ平屋建 11棟

61 ／ ／ 1四戸辿棟プレハプ平屋建 1棟

五戸辿棟プレハプ平屋建 2棟

五戸辿椋木造平屋建 1棟

飯料水の供給

地哀発生宜後から西北地ガの町村の水逍施設が各所で破災し，断水地区が多発した。このた

め、飲料水の供給をたたれた被災住民への給水は，水道施設かiU|tlするまでの1甘I, I灯己所有，

民間備上げ，応扱市町村や自衛隊の給水車，水クンク卓，水トレーラー，散水lド砕により実施

された。

特に被店の甚大な車力村では， 5月26日から 6月5日まで， 自衛隊及ぴ肖森市の応援を得て，

給水旭水タンク車、水トレーラー，散水！卜等により延ぺ25.l55人に給水を実施した。

鰺ケ沢町では， 5月26日から 6月3日まで，自衛隊，弘前直八戸市， Ji所川原市，鶴田町，

岩木町，大鍔町の応援及び自已所有の給水軋水タンク車，水トレーラー等により延べ115,694

人に給水を実施した，
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木造町では， 5月27日から28日まで、八戸市の応援及び自己所有の給水車によ l)延べ 2,924人

に給水を実施した。

深浦町では， 5月26日から 6月1日まで、 自衛隊，黒石市，五所川原市，八戸市の応援及び自

山所有の給水車，水タンク車，水トレーラー等により延べ35,153人に給水を実施した。

小泊村では， 5月26日から28日まて， 自衛隊の水タンク車及ぴ水トレーラーにより延べ16,640人

に給水を実施した。

表3-6-2-6

災害救助法による給水活動等

市町村名 給水延人口 経 費

車 力 村 25,155 人 324,00『

鰺ケ沢町 115,694 2,193,580 

木 造 町 2,924 25,000 

深浦 町 35,153 1,753,512 

小 泊 村 16,640 90,000 

計 195,566 4.404,092 

寝具等の給与

地ぬにより家屋が全壊等の被礼fを受けた被災者の多くは， 日常生活を営む上で支障をきたす

ことから、 とりあえす， 5月27日から 3回に分けても布 5,904枚，タオル 18,472枚，石けん

17,556 コ，；•|•41,932点を町村災害対策本部に輸送し，被災者に給与した。

行方不明者の捜索

県災：,い対策本部では，津波によってさらわれた行方不明者を一亥ljも早く救出救助するため、

I'1衛隊．湘上保安部，県腎寮本部，消防機関，地域住民の支援を得て．捜索活動を行ったか，

発見された行｝i不Iリl者は全て逍体で収容された。なお、 災也救助法に），しづく逍体捜索'{/'1として

深油町にlOT•円、小泊村に 910 「•円が ti|i埴された。また．災甚救助法の適用を受けなかった村

ク）捜索'{'1については％を県負担とし．岩崎村に 375千円．市浦村に 2,824千円を補助した。
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表3-6-2-7

災 害 救 助 物 資 支 給 状 況

暉＼町村名名

毛 布 タオル（大） タオル（小） 石 け ん 計
備 考

枚 数 金 額 枚 数 金 額 枚数 金 額 コ 数 金 額 枚数 金 額

2,701 枚 6,212,300 円 3,155 枚 2,524,000 円 5,084 枚 610,080 円
コ

152,520 円 18,566 点 9,498,900 円車力村 7,626 災害救助法適用

鰺ケ 沢 町 1.777 4,087,100 2,063 1,650,400 3,404 408,480 5,106 102,120 12.350 6,248,100 “ 

木造町 436 1,002,800 500 400,000 864 103,680 1,296 25,920 3,096 1,532.400 99 

ー160ー

深 浦町 365 839,500 391 312,800 844 101,280 1,266 25,320 2,866 1,278,900 99 

小泊町 323 742,900 349 279,200 740 88,800 1, 1 1 0 22,200 2,522 1,133,100 99 

中里町 176 404,800 184 147,200 432 51,840 648 12,960 1,440 616,800 法外援護滴用

市浦村 126 289,800 126 100,800 336 40,320 504 10,080 1,092 441,000 99 

計 5,904 13,579,200 6,768 5,414,400 11,704 1,404,480 17,556 351,120 41,932 20,749,200 



第 3節 住宅対策

応急仮設住宅の設置

地姦で住宅を失った被災者のうち， 自らの森力では住宅を確保することかてきない 4町村の

lillll:.，：作に対し、前述のとおり災：，格救助法によりプレハプ等の応急i1ふ没住宅35棟を建設した，

住宅の復興

ofi'宅金融公肌災審復興住宅衰金

鄭 iにより ti；宅に被占を受けた被災者か， ti：宅を復典しようとする場合，住宅金融公1,1［から

は，一般の住宅賽金より低利な「災因復典住宅森令」を借り受けることかてきる令この場合，

fi:、もが地哀によりどの程度彼，仔を受けたかを，，忍定してもらうことか必要であり、県等ては住屯

の披，l汁ll定，凋任を吊急に実施した。この調在結果によると、建朴えしなけれぱならない住宅は

l’しii11)料地）iを中心に延へ315件に 1文んだ。

これにより被災者は、昭札160年 5月まての間に住宅金融公1,j，・から「災苫復判住宅賽令」の融

森を受けて，住宅を建設てきるか， 10)0130日現在の貸付け申込件数は157（牛て， うち既に住宅

か完成し、現場将 ft を終えた付数は59('1•てある。また，骰災住宅補修のための公1,j，·利用件数は

111月30日現在， 585件である C

なお， 7月5日、政令第 153号て住宅金融公1,j(施行令か一部改止され，災＇占復興住宅脊金の

馘i'f:限1災枠か一戸当たり（新築）

木造の場合7,300千円から8,000T-1月

耐火構造の場合8,400T・I月から9,IOOT-1月

に'j|き上げられ、 また，据骰期間の 3年間の利率か，年5.05％から年3.0％に引き下げられた c
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表3-6-3-1

鎚替えが必嬰と思われた1主家の復陳状況

58.11.8 

表 3-6-3-2

国 民 金 融 公 即 申 込 況

5 8 1 0、30

補

585 

?t •建設とは，建碕えが必要と思われた1主家(i)復隈

資金貸付申込件数。

・補修とは，建替えまでとはいかないが補修が必

要と思われた住家の複腕臼金貸付申込件数る

・激甚とは，災雹救助遥用町村からじ）中込件数も

・非激甚とは，災雪救助法適／1）町村以外の市町村

からのflJ込件数⇔

゜

l;(•Q印は，災雹救助法適用町村を示す。

•災古認定件数とは，紐替えが必要と思わ

れた住家と認定した件数。

・現均宿低付数とは，公皿竹金を用いて姓

替えた住家の現場審森を終えた件数。
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0日本海中部地震災害復典住宅建設衰金利子補給費補助金

日本湘中部地設災：，格が激甚災＇占として指定されたことに「 I：し、、災’，格復判住宅建設査金を住宅

金峨公19liから借り受けた場合，据附訓間の利率が年5,05％から 30％に軽減されるか，これか

適用を受けたのは， 災＇占救助法が適用さ iした鰺ケ沢町、木造町，深浦IIII，車力村、小泊村の 5

町村だけである。

しかし，災甚救助法適用町村以外の市町村においても全壊の被専を受けた住民もいることか

ら，災湛救助法適用と適用を受けない市lllI村I:.llにおいての借り入れ利率の不公，ドを解消するた

め，県ては、災湛救助法適用以外の市町村て、全壊の被',!;'.を受けた住民が住宅金融公hliの災：，杯

復興住宅建設沢金を借＇）受けた場合，その据 ii','期間の年利率が 3％をこえる部分の利 f•相当額

を市町村が利lfポl|｝給する場合に，その補助額の 2分の 1に相当する額を県が当該市町村に補助

するという制度を創設した。

なお、この制度の利用については，昭和58年度末までに 15名（弘li1iiii 3名，今り1]IIIIl名，

岩木町 5名、中里町 3名，市浦村 3名）が予定された。

0日本悔中部地震災害復典住宅建設衰金

日本ii/)中部地姦災：，じが激甚災：i格として指定されたことに伴い、木造，耐火構辿ともそれそれ

8, （JOOT- 円， 9,lOOT•円に湖噴限度額力引き」•. ：げられたか，この限度額まで借り受けても，住宅

を建設するためにはまだ森金か不足する者もいることから，これを救済するため、県では， ti:

宅金礁公I!li並みの年5.05％の利率て2,000f•円を限度に［予し付ける制度を /ill ，没した。

抒付額 l・戸当たり 10/j円単位で2,oOOT•円以内の額

利率年利5.05%

fi'［遠期11¥J 10年以内

据附期間 1年以内

なお、 12月末視在の制度利用状況は｀蟹IIIIIIT 1 f'i'Z,000 T・l1], 木造町］件2,000T•円，努ケ沢Ill]

2f'I叫 000千円の，廿 4件8,（）（）（）千円である。

第4節 防疫保健対策

防疫活動

県災古対策本部公衆衛生班／文ひ県の保健1所ては、伝染訥予防のための検病／ゴ 1_l,i/，1ft, i，りす'，,t}j 

法及ぴ消非）j法の実施指iif.を目的として， 5月27日から 5月30日まての 4日1111災＇甚防疫活動を

実施した。

公衆衛生班ては，防疫対策の指麻，設水や断水に関する11i報収船に努めたほか、 1.I.JiJHII hi(／文

ひ鰺ケ沢の各保健 1;Ji• では，断水地域（給水地域）の検病調化井戸の ii,j,li、投水地域の家屋内

外の消非等を指尊実施した。
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この災'r怪防疫活動期間中に，伝染柄予防法第16条の 2の規定に枯づく消加を必製とする町村

は，深浦町をはじめ 6町村に及び，この消、＾心を実他した戸数は285戸に淫した c

なお．実施した災害防疫活動は．次のとお I)であふ

(1) 寸9防立訟

県 ちらしの配布

町村 広報車による住民への防疫指袢

12} ,iijft指森

破古状況の調査 1’'瑚息省 (l訊療機関）の調任及び防疫活動計画の麟

（3) 検郷蒻）陀

Ji和 11fi訊ぴ鰺ケ沢傑健所等で検荊班を組織し，伝染病患者発生如げ）戸口調代実施

調和町村 7町村、調任戸数3271ミi

調任 Jヽ具 1,902人

(l) 消ii認）寅施

深浦JIIJばか 5町村に対し、伝染刑予防法による消Ji]の実施を指｝］；

没水地域の消iij: 285戸

設水地域及び断水地域の井戸の消ii)': ］4fl: 

ぽ） 飲料水の確保

断水地区での飲料水を確保するため．給；沢liによる給水を指ホ

即 し尿処理の指柑

没水家庭のし尿処理について1虻光的に処理するよう指i1<

表 3-6-4-l 

防疫活動状況
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保健活動

(1) 保健婦活動

地衷発生後，保健婦は，断水地域や没水地域等を中心に，妊産婦，乳幼兒（特に新生児，未

熟児），老人，身障者などの社会的弱者の安全を図るとともに，伝染病や食中毒の発生を防止

するため没水，汚染箇所の消祁や手洗いの勝1]行を指導した。

また，被災住民は，地震により心身的に大きなショックを受けており，保健婦か家庭訪問す

る際には，妊婦の流早産の防止，産婦の母乳分泌倅滞，乳児の不安による暗泣，幼児の恐1府i心

からの拶遊的症状の出現，若壮年，老人のJfll圧上昇傾向などについての健康相談を受けるなど，

恐怖と不安におののく住民への息いやりに撤した1呆健婦活動を実施した。

(2) 石晟婦活動

県では，各保健所を通し、息者石淡，特に新生児の保護に万全を期するよう被災地域の病院

を指甜した。

特に、地姦により壁や柱かせん断破壊をおこし大破状態となった浪岡町立病院では， 日頃の

,JII線のとおり迅速かつ的確な避難行動と機敏な救，護活動が行われ，一人の死(IJj者もなく適切な

対応に努めた。これは，ひとえに総婦長を中心とする石護婦の一糸乱れぬ活動に負うところか

大であった。

なお，県では，今次地哀災唐の経験から， 8月25日に県内の病院，療旋所の総婦長会議をIJfl

催し，地媒時の病院看，護活動の徹底を図った。

(3) 助産婦活動

地衷時の妊婦に対する適切な保健指迎をするために，県では、各保健所を通じて被災地の助

産婦に対し，妊婦の把握や流早産の防止などについて安全を徹底するよう指迎した。この中で，

深浦町母子センターに 5月26日の朝に入所した妊婦は，地姦発生後，町の避難命令により助産

姉とともに中学校に避難したが，生あくぴなどの変徴が認められたので，余姦のなか再ひIt]セ

ンターに移送され，無事出産した。この際，妊婦の不安を和らげ， 1吐乳の確立に努めたのは，

助産姉の労によるところか大きく，地域の妊婦にとって大きな教訓となった。
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1，鉄道

0日本国有鉄道

第 7章交通・通信の確保

第1節 鉄道・道路対策

5月26u l2時00分発生した El4"ii1i.中部地ばとを1も知後， としては県内全線区の列車を停止

しi 采吝及びダ1)11し(/)安全を確認すると共に線路、§裔＇）ょう、 トンネル，架線及び通信回線等の

綿密な点検を行';た¢

運転中の列、lドは、述絋I•：の適切な判断により緊急倅II,：叫l'，｝性がとられ，、脱線転投事故，東

客及び戦ilの Jヽ身 cjiii女をA立然に1{Ij.II・することかできたも

点検の結果，軌道狂い，路忍認賃，紐堤崩壊，似りょうャトンネ i!．変：II澤による不辿箇所は，

如；j本線 1かp）i・,)<‘rl11緑5かii/[il’'91沿線44か呪土能線106か所の合，ll・J5oか所にも 1文んだ¢

盛岡釦むi3埋島）文ひ秋田鉄道管埋局では｀地ぬ発生後直ちに本局及ひ現地に対策本部を設附

し、応怠復111作業に取り糾んだ納限，！i[北本線が 5月26日151均90分に1開通し，次いで船）判噂I

の本県部分は 5/j27 H I8時05分（金線1}狐りは秋田県附能代周辺か復Illした 6月7El JG時55分），

）遭！線は 5月27日17時40分 (llfJ通 5月27日］9時()0分），準lit線は 6月4日11時46分(I}甘迎 6月4

日11時50分）までにそれぞれ復illしたなしかし，被也の特に大きい五能線は，池岸線に近接し

た地形的磯浚件と f，裔りょうの記仔箇所か多いため，恨Illには困'1）II'をきわめたが，舟初の予定よ

9)＇，しし， i;月］1:； 1：1 1311が3(1分，鰺ヶ沢へ…l¥[j/J{l!¥J(/）嗚沢Ill/，1:iI)ょう （I）復i11を舷後に全祝1州遥とな 4ったり

この復i:1までの間は，各緑区とも一部全区間述休又は折り返し述転をしたはか．不通区間を

パス代行愉込等で行うなど可能なi:J'I)の諭送に努めに。特に披］外↓：大な仕能線では令代行パス

延べ14(）台（諭送／＼且5570人）をも 99て乗客の翰送を確保した仕

i『森駅構内では不迎1面所はなかべ＇たが、連絡船棧橋ポームの片 111l俄批北仕訳称の路盤i陥認

3 li喝鉄塔傾斜など各般の被嗚を受けたため，これらの復Ill作案に 1(［ちに取リ組んだ結呆，客卓

叫叩機I貨1車付悴綿が 5月26日17時40分に． 3 1沿凋係が 5月26日19時9)0分に， 7:＇）人換線か 5

H 29 1:1 12時00分に，北｛t，沢！麹係が(i!＂l l H 16時00分に，棧I甜入挽線か 6月8日16時()0分 (1番

線は59年以降）にそれぞれ復旧したな

〇油軽鉄誼

地姦発生と同時に各駅に列JIi運休を指令し，置ちに線路巡199lの予配を行った，綜1格巡回は， ;It

斡｝［所Iii 原矧1( ～金木駅間を軌i荘モーターカーにより、また令木駅～汁澤中 1!•駅間は巡体した勁

カ屯に｛閑線係貝を函乗させ蚊徐行巡転しながら被害4；i打所(/)9.’!．．検を行，， fこ。点検によっそ発見し

た被古椅所については楳線係且か応急條埋しなから被出状汎を把j廿し，各釈に到灼後その状砂i

を追転指令に報告したが特に）；ぶ鴫I{～金本駅間の金{J11鉄協付近では路盤陥没が甚しく道床砕

”▼"" 1 6 6 -



一破/JI鉄橋の直前で列車を停止一

（陸奥岩崎駅～陸奥沢辺駅1111津花川橋りょう手iii/)
一人海戦術で復旧作業一（鰺ケ沢駅～嗚沢駅間）

ー機械力を駆使し、復旧作業ー（鰺ケ沢駅～嗚沢駅llll)

図3-9-9ー9 不過区閏約関過9●の状況
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表 3-7→1-1

列車迎休状況

5匁7 1g;OO閉逍

三— ' 1東北本線 1 93 (78) 
i il: 忙 >彬 岱 閃

距

・l !l :;;的閉心

奥羽本線I465 (21 1) 1 21 

：大旅・大畑線' 2H o) I l 8 

125 
h.  9い6: iOO i ， l56 ．: ば00 Vil 6 9 

;6 : og l 1 : 4f 戸，；津●計 ●I'"""' ，ロ
線 577(45)1

五 乳贋
念 益1‘ サ 合

m 

140 

贔
箭

1.289 -(354) i 1 304 

※1)列車巡休には部分巡体も含む。

2) ( ）は貨物述休延本数の内i恥

3)五能線の列車述休延本数には一部秋

田県分を含む。

石!J)伶li允をしなければ応急修埋も不可能とい”)＇ h態か明らかになったため，全杜貝を非常呼集し，

各破魯箇所に分散させ，保線係 1i の指揮のもとに応悠修理を行った•，

企水IIIt）_協1ilj後には砕石を撒布し、よく鵜き i卦めて線路の応急修理をした，被災翌所を1，も急

復111した後動力車により試迅転をしたが， それによると陥没箇所はまだ利怪があり治ちがi(

まては徐行巡h,（151、99l/h) が必要であることを品めたので，この旨を指示して1iti]午後 41ii5(） 

分から運転を再開した心

恨Ill|；（加こついては、＇旧直遁リ狂い箇所は， 5月27日に軌条癖直し及ぴ枕オ4位附繋正を行い

完了した。路枇陥没及ぴ不陸箇所は， 5月28日から 6月15Flまでの判に追1未砕石を補充しタイタ

ンハによる褐き固めを行い、通り1liしをして完［した。コンクリート栂台の亀裂破柏部分の修復

一撒布砕石掻上け作業ー（嘉瀬駅～金木駅間）
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は5月31日に箔手し， 6月6日に完了した。なお，これで徐行運転 (151,199/h)区間は解除され

全線正甜区間となった。津軽中里駅舎の傾斜破担部分の修復は， 5月27日に消手し， 7月1日に完

了した。渾I玲中'l¥駅乗降場のII（6没及ぴ傾斜については， 8月1日に解体組直しし，アスファルト

舗装を行って 8月24日に完了した。

表 3-7-1-2

運 休 列車の状況

(5月26日12時00分～16時50分）

韓の別 列 車 番号 区 間

上り 54, 16, 18, 56, 58, 20, 22 全 線

24 津軽五所川原～金木

14 津軽五所川原～嘉瀬

下り 51, 15, 17, 53, 19, 21 全 線

23, 25, 27 津軽五所川原～金木

表 3-7-1~3

タクシーによる代行輸送

列車番号 I乗客数 区 間

上り第14列車 I12名 I嘉瀬駅から 油軽五所川原駅まで

0弘南鉄道

地震発生後，直ちに各列車に運休を指令するとともに弘南線，大鰐線の鉄橋及ぴ陸棉並びに

祝路その他を点検し、異常のないことを確認し， 13時30分から運転を再llllした。

述休列車

0弘南線 区間運休 弘、i柑，リ，＼1,i ～村l]器翡前i/HJ 第30列車 1本

柏I1:/高前～弘南弘前1li] 第24列車 1本

全線運休 り翌23 25 27 26 28 ダ1J1li 5本

0大鰐線 区間述休 弘、i中iナ＜漁問～訃'_'l'tこki)｛lill 身i¥29ダll!|i. 1本

i l t,I径ナ<iI{ ~ 1:I:9 9ミ•悦、 iitjI l il 符123ダll4;． 1本

全線述休 第25 27 24 26 28 列車 5本

区間運休 4本

全線巡休 10~ゞ
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2.道路

0東北自動車道

地震発生と同時に日本道路公団脊森管理事務所の筒品地設計のプザーが嗚り， 80ガル（虞度

4相当）を示したため，道路公団は防災業務要領に枯づき県野高速道路交通隊と協議を行い，

地震発生から 2分後の12時2分には碇ヶ関インターから軒森インター！!IIの全線で501、Ill／時の速度

規制を実施した。同時に管理事務所では榜戒体制をとりさ職貝による点検班を組織した。この

点検班は，一般車両の走行か可能か否か，また，地姦による事故車両の打無等の状汎把i！点を目的

とした交通管理点検班，道路本体の被害を調査する土木点検班，料金所施設や道路照明燈具等

の被害を調査する施設点検班の 3班を副成し，各班員が現湯：こ出動し 当った。交通管理

点検班による点検では，舗装路面の一部に凹凸やクラックか発生しているものの走行上支障が

ないことが判明した。そこで同日］5時40分には，一部復IE1作業に入った箇所を除き迷度規制を

50km/時から80km/時に変更した。土木点検班による点検では，盛土法面の崩壊が 1ヶ所，舗装

路而のクラックで修復する必要のあるもの13ヶ所， 1ifl}ヶ所の被忠箇所が発見され，直ちに応

急復II虹L事の検討に入った。施設点検班による点検では，特に支障となる被甚はなく， El常の

維持作業で修復できる程度であった。

浪岡インターの取り付け道路で発見された路肩部の亀裂は，深さ 5cmにも逹する規模の大き

いもので，放骰すれば道路本体にも影粋し崩壊する恐れがあると判断されたため．直ちに砕五

砂による充岨とシート掛けによる応急対策作業を奇戸手し，深夜までこの作業を実施したウ

また，黒石インターと浪岡インターの間にある本郷橋の橋台の裏込材の沈下による路面の凹

凸は10~]4cmにもなっており，このままでは翡速走行に支障があるので，この区間を80km/時の

速度規制とし，早急にオーパーレイエl)汎こ焙手することになった。工事は． 2日後の旱朝から

始め． 20時間の連続作業で行われ．工事完了を待って 5月29日未明に全線の辿度規制を解除し

ふっ

i-心

一深夜の筏旧作業一
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舗装路面のクラックやその後発見された路屑の沈下などの応急復旧工事は，走行車線を一部

規制するなどして行われ， 15日後の 6月10日で全て完了した。

これらに要した概算牝用は， 15,000千円であった。特に，被害の大きかった箇所については

復旧方法の検討後，本工事に滸手し、昭和58年12月7日には完成させた。この本工事に要した

概籾費用は60,000千円であった。

表3-7-1-4 交通規制状況表

"‘91 99 9¥ tl] 
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9 3 
l ， I lJ知心四 (l'り）

＇ 9 4 lI皿四（いI） I ＇ l 
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9 6 "’"月机 l:り79’ 州 F打’’ヤ序 う
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6 7 ， l 

6 9 0，上，,1 I 
， 
， I 

9 9 ヤー

＇ 
9 90 

0一般道の交通規制（国寵轄は除く）

各地で道路か寸断されたため，全面通行止24か所，片側通行］3か所，大型車通行止 5か所の

計42ヶ所で通行規制の措附をとった。

道路被箸， とりわけ通行が全面的に規制されることは， 日‘ilt生活への影牌か非前に大きいた

め，余炭の続く中，昼夜兼行で路面の亀裂，段差箇所へのアスファルト合材による充埴，•|習付

及び崩落土砂を撒去するなどの応急復lEI工事を実施した。この結果，翌27日までに 6~ill, 5月

31日までには 8割が規制を解除され， 8月20日，主要地方道川内佐井線を最後に地震による全

面通行止の箇所はな〈なった。なお，残る片側通行箇所については全面復旧するまでの間，ニ

車線を確保するため，仮設道路を建設するなどして対処したため住民生活への影評はほとんど

なかった。

また，被災道路箇所のうち， 108か所で応急措附を購じ，幹線道路及び生活道路を確保すると

ともに，交通の安全を図った。
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表3-7--1-5

交通規制 の 推移

「̀‘--9E]認大 5/26 切 汲｝ 29 30 316 /3。7 令18/31 9/30 彫3111 /30 12/31 
,.,.,●99 - - -

全 面通行止 20 14 I 8 6 6 6 5 2 I 
’▼―:〒’―↓tヽ—.

片側通行 ll ， 11 ll ， 6 5 6 6 7 7 7 6 2 

逍路 可 “'J→,．． ぃ心」 v• 

大型車通行止 4 I J 

計 35 23 20 17 15 12 ll 8 7 7 7 7 6 2 

11721 

全面通行止 4 l 
9 し

片側通行 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 
橘梁 し●▲

大型車通行止 1 1 1 

計 7 4 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 

全面通行止 24 15 8 6 6 6 5 2 l 
～・ へ・

片側通行 13 11 13 13 1 1 8 8 8 ， g ， 8 3 

計 l.  Jh 

大型車通行止 5 1 2 L 

計 42 27 邸 19 17 14 13 10 ， ， ， ， 8 3 
ト→^●● ・・'..＾●●心炒一



表 3-7-1-6

個別 の 交通規制状況

区
規制区問 被害状況

規制内容 規制の移行 解 除
備 考

分
路線名

規制内容 月日時問 規制内容 月日時間 月日．時間

国道 101号 鰺ケ沢町鰺ケ沢BP 路面陥没， f6裂 片側通行 5月26日 12:30 5月30日 17:00

99 99 川尻 路面陥没 ” 
99 5月28日 19:00

99 99 浜毛 99 99 99 5月30日 17:00

99 ” 舞戸 路肩亀裂，陥没 99 ” 5月30日 17:00

99 99 嗚沢橋 橋梁取付部陥受 全面通行止 99 5月26日 16:30

99 深浦町北金ケ沢BP 99 99 99 5月26日 19:00

-1731 

” 
99 広戸 落 石 片側通行 ” 5月26日 18:30

99 ” 柳 田 路面陥没 99 99 5月29日 1s:oo

般 国道 102号 平賀町小国 落 石 ブ止 99 5月26日 14:00

99 平賀町滝+のド0田湖町子ノロ 99 全面通行止 5月26日 14:00片側通行 5月27日 9:oo 6月27日 12:00

国
国道 279号 風間浦村菅ノ尻 落石，擁壁転倒 片側通行 5月26日 1s:oo 6月10日 8:oo 

国道 280号 今別町-袈月 土砂崩落 99 ” 5月26日 17:45

” 99 浜名今別BP 路肩欠壊 全面通行止 99 5月27日 15:00

道 国道 339号 金木町嘉瀬嘉湘BP1号稲 橋付 99 99 6月26日 18:00

“' 99 旧 道 路面陥没 99 5月26日 1s:oo大型車涌行止 5月31日1s:oo6月16日 8:oo 

” 小泊村 小 泊 ” 
，， 5月26日 12:30 5月26日 21:30

99 三厩村 尻 神 土砂崩落 99 99 片側通行 6月15日 8:oo 全面解除は事業完了後

国道 394号 黒石市沖上青平森～市城ケ倉 落 石 大型車通行止 ” 5月26日 17:30



松t” ャ…··…-•一

区
路線 名 規制区間 被害状況

規制内容 規制の移行 し．，竺， 備考
分 規制内容 月日時間 規制内容 月口時問 月日．時問

、:—-·’一:’’ →→→△9い•一ど一 7+7十一●ー・→ -
川内佐井線 II訥町湯ノ川～佐井村川目 落石 全面通行止 5月26日12:30 5月27日 9:30 

一ー '” 

" 川内町畑～佐井村川目 士砂崩落 ” 5月27日 15:00片側通行 8月初日 13:00Ill月1日 8:oo 
「 ~一

今 別 蟹田線 今別町大／11平大川平BP 路面陥没 99 5月26日 12:30片側通行 6月1日 9:oo h2月19日 8:oo 
主 ▼―--:—’- °' 

” 今別町小国峠 ” 99 ， 
“ 5月28日18:0012月19日 8:00 

--. ---

” ” 高石股橘 取付部陥没 片側通行 ” 囮月19日 8:oo 
要 .＂―ヽ—•~,〒,•一― --＂ 

99 ” f より 2k吟矧括 路面陥没 全面通行止 ” 片側通行 5月28日 10:0012月1988 :oo 
-·.、、十’‘~ ~--

，， ” ’，よ咳，5畑今Zll.tf “ 片側7 』通し 行 ” l2月19日 8:00 
地 ， ←^•マー―-

蛉ケ沢蟹田線 市浦村十三梃 取付部陥没 全面通行止 ” 5月26日 18:oo

I全面解除は事業完了後” 蟹田町大川目 路面陥没 片側通行 " 
方

大鰐浪岡線 弘前市薬師堂 プロック塀倒城 大型車通行止 ” 5月26日 14:45

11741 

は加面石遥
，． 

5月31…日….炒．．．191:ool 3 .．--鰺咸町第2松代～松木平 路面陥没 全面通行止 ” 片側通行 5月27日10:00
迫 ｀ ` 

” ” 東阿部野 路肩沈下 片側通．． 行 ” 5月29日 15:00
~- 9,  ~ 

屏風山内具部．．．線． 車））村ド牛潟 冠水，陥没，隆起 全面通行止 ” 片側通行 5月2'/日”et ］w o:oo 5月27日 14:30
: •• 

~ 

＾^ 
鰺ケ沢蟹 Ill線 市浦村 1•三羽黒橘 橋台損彎•̀  ̂ 傷• " -1I 片側通行 “ 全面解除は事業完了後

マ• - •心ふ＋ A a-^  

疇疇疇 五所川1扇市新宮 路面陥没 全面通行JJ:5月郊日］2:30 5月26口20:45
ーい＂＋ ←炉・ ・・ 99m -'—• 9 

.. ヤ ▼9、▼ー▼呵ー -----
富 9伍薄市線 中坦町律軽大栂 取付部fB裂 大型車通行止 ” 5月お日 19:OO

↓’一·--•- '・^＾ ^、---しJ

岩崎西目屋蜘可線 西目屋村II押9 上砂崩落 全面通行止 ，， 5月26日 14:45
が^心

翌川館岡線 稲垣村豊川樹 取付部沈下 A9 
” !l 5月27日 12:00

般松野木砿面鰈
t t ·—- ----~”` 

＾ ^  
五所川原市水野尾 “ 

99 ” i 5月26日 15:00
””ヽ・• • • • • •-- ー・ ””炒 ← - - -̂  ・ 

県凶II竺•二密湖椒ゲ．公．n．lih園lII線線 青森市岡町 床版亀裂 大型車通行止 ” 5月26Hl7:30 
-・一

岩深的浦村町松中神山峠
路而陥没 全面通行[t ’’ 大型庫通行止 5月27日 9:oo 5月29日 19:00

迫ー岩~~崎•” t̀ w 深浦線 →一^
土砂崩落 ” ’’ 片側通行 5月27日 11:005月28B19:00 

→一し』口□ 9●, • ^ ＾ ^ぺ^ マ9- ～ ̂ ,  •- 7 -- - .. 
巫べ9^＾ ＇-・, • 

芦長甲町岩木線 鰺ケ沢町芦池 ” “ 
,, 7月17日 8:oo 

"~. 
--• -• ！•蒔田.五．-所川原線五所JI!原市藻川 路面 m裂 ク 99 ， 6月16EI 8 :oo 



第 2節通し 信対策

災害対策室等の設置

日本粛餌直話公杜討森泣気通信部では，地設の発生と同時に各機関に災害対策室等を設罰し •I羽

報連絡体制を確立しにその状況は表3-7 ~• 2-1のとおりである。

表3-7 -2 -1 災杏対策室等機関別設訊状況

闘竺:-fi 弘 il;i1・ 贋

／口l2'口己二
i謬連絡gil

初動体制

戸 I三 沢1三戸：十和田 Iむつ 1野辺地！終ケ涙 I通｛暉
i 

12•.05• 

訟 lO'112'．30'1 12’.40'I訟団 IIぬ50,

5 月 26 日 12時01分、 i'f森通倍部線路・機械両傑全課から重要ケープルのガス圧点検• i硲龍局

の確認等の指示が発出され，その結呆， 12時50分には全機関から報告があり，概ね異常がない

ことが確認された，

被害状況調査班の出動

災害対染寮等の設置により，線路，機械部門の調任班か絹成され12時15分～13時07分の間に

全調在紐が出動した。但し，鰺ケ沢局調在班は，津波罰報により避難命令が発出されたため15

時35分の出動となった沿

応急復旧活動状況

5月26日～29日の4日間で延ぺ320人の職貝が応急復旧等の作業に従事し，さらに時間外労倒

を延ぺ1900時澗を奥施して，誼路陥没区間等にある重要ケープルの代替ケープ！ンを敷設するなど

2次災啓の未然防止に万全を期した e

広報活動

地謀発生後に実施した通話の規制IIH筏に伴い，各地報虚話局からの要請に基づいて，報道機

関 (NHK, RAB, ATV)に対しては「骨森県内の地話は、地姦のためかかりにくくなっ

ておりますので， しばらくの間堀話の利用は見合わせて下さ;‘。なお，胄色，質色の公衆龍話

はつなかりますので緊急の方はご利用下さい心の放送を依粕し， 13時35分以降テレビ，ラジオ

を通じて広報に努めた。

また， ft森，弘煎，五所川原，黒石，むつの各局では広報車を出動させて同様の広報活動を

11うに特に，むつ局ではむつ市の有線放送を借用して広報活動を実施した。
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第 8章電カ・ガス・水道の供給

第 1節電力対策

非常災害対策本部の設置

東北砒力閥青森支店では，地震発生直後の12時10分本店とともに非常災害対策本部を設附し

た＜

併わせ，管内 9),j凜死においても． 12時10分～12時30分の間にそれぞれ対災本部を設罰［し，

被雹状況の把握と復旧に全力をあげた，

復旧作菓の経緯

部問別では，配龍線の披也が設も多く，特にIi.所）1|原営業所管内の砂丘地幣に被宵が染中し

“
 

9
]
 

f
'
 

地震直後には，延べ18,470戸の伽嬰家が停龍したが，公衆の保安確保を最嵌先に，549名の作業

貝と21]台の車輔を投入し同日 19時10分には高圧線の全線送姐を行い，さらに， 20時にはす

ペての供給支1欺復ILiを確認した 0

また送砒線についても，翌271:.iヘリコプタ・..2機による煎点パトロールを夷施し，被雹状況

の把握に努めた。

広報 •PR体制

被害地域における民生不安の解消を図るため，早期送心に努力を読けるこどの周知と，公

衆感心科故の徹底防．l[などについて，新聞，•テレピ，ラジオ， 4／•- t.4 ダ、力~•などにより粕力的

に広報活動を実施したe
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図 3-8-1-1 停電戸数の推移
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表3-8-1-1

復旧要員動員状況

要 員 囚 車
設備区分

社貝 訥 負 計 社内 社外

発変電所関係 131 38 169 43 5 

19 
送電線関係 52 11 63 （ヘリコプ2含ター） 3 

配電線関係 612 1,061 1,673 225 355 

通信関係 8 1 ， 3 1 

A ロ 計 803 1,1!1 1,914 290 364 

第 2節 ガス対策

(11 都市ガス関係

0背森ガス株式会社

輌 （台）
備 考

計

48 

動員期間は

22 5乍～5／31まで

580 

4 

654 

地震発生後の12時02分に水封器出ロバルプと LPG貯槽出入ロパルプを閉止した（なお，製

造設備及ぴ圧縮機は倅止中であった0),12時05分には，日本湘中部地誕対策本部（本部長、社長）

を設閻して，全社貝，指定工事店の協力を得て，ガス漏れの調壺，修理を実施した。さらに，

12時10分には二次災審を防ぐため，ガス漏れがあった場合の通報について報道機関 (NHK ・ 

RAB•ATV) に対し放送を依頻し，万全の体制をとった。なお，対策本部を設骰してから

通常の保安体制に切替えた 5月28日18時00分までにガス訓れの発見又は通報を受けた件数（異

幣なしは除く。）は26件であった。

しかし，これらはガス供給管や内管の折机などであり，本支管の折担などはなかったため，

ガス需要者への供給倅止の状態には至らなかった。

0弘前ガス株式会社

地震発生後の12時02分には， NGプラントを緊急停止するとともに，中圧，低圧の供給圧力

及ぴ発生批の確認並ぴに全設備の本体及ぴ枯礎その他附屈設備の点検を行うと同時に，社内に

特別対策本部を設附し，ガス漏れ事故等に対応できる体制を敷いた。

12時15分には，市内各所にある照圧器，中圧ラインの点検を指示するとともに，職貝二．人を

｀組とする点検調壺班を11班編成し，第一種保安物件を主体に市内主要需要家の点検調在に当

った。

特別対策本部では，市内各所の需要家からのガス漏れ等の点検依頼に対処するとともに，逍

路が地震により沈下，陥没し，埋設禅管の被害が予想されたので，市内の全埋設速管（総延長
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175,527mで検査延長267,859m)の漏洩検在を実施したも (5月30日～ 7月31日）また．全需

要家に，余設の際の措骰及ぴガスに係る緊急時の通報等を明記したチランを作成し， ガス漏れ

対策等について周知撤底を図ったむ (6月6日～ 7日）

ガス漏れについて住民等からの通報や自主検礼により発見した件数は46件であるが、

供給停止を必要としたものはなく，大事に至らなかった e

3八戸ガス株式会杜

地震発生の翌日の 5月2785時30分，

により (/)IOOm叩の水道管か破捐し，

ガスの

ガスが出ないとの通報があり調在したとこみ，地哀動

それと平行に埋設されていた if,JOOmmのガス本管が，水道

狩からの淵水による水圧で破損したため｀ ガス管に水が流入し，附近一＇！作の 23世偕へのガス0)

供給が倅止したことが判明した 3 このため， ガスの受給かできなくなった綿要家に対し，

プロパンガスポンペとコンロ計20セットを 5月27日--c29日まで貸付け，急場をしのいだ。

5 kg 

また

5月27日19時00分までには破拍したガス管を修理し， ガス管に入った水の採水作業を完了した~

力”スijし給停止1世tlt

ガス供給停止時間

0五所Jil原ガス株式会社

地裳発生後、直ちにガス施設災宙応急対策規削（昭和57年12月1[1改訂）に基づき，広報車

によるガス面要家へのガス漏れ通報と ti改菜ボ項を したはか、

231認仔

14時間30分

千ラシの配布，巡回点検など

を実施した， また，全供給区域内（導管総延長86,000m)の主要祁管のガス湘れ検壺を実施し

た結果，管外内管や供給管立Kり管の折損なとによりガス漏れを起こしたのが9件判明した t

しかし，本支管の折損などがなかったためさ

表3-8 2 -1 

復 旧 所

ガス｛訪要家への供給停止はなかった。

人員

区 l
i 

社

60 

内
一
人

社

邸

;
1人
！

t
 

夕

378 378 

25 5
 

30 

五所川原ガス

合 計

28 : 

491 1 68 

計

123 ・ . -- ； 

6~7/3J 

n ! 
%6~％ 

．＂ 

： 
！ 

28 

559 

(2) 簡易ガス関係

プロパンガスの配管供給がなされているJi．所Ill原市のj砿用促進住宅では，地震により供給管f!

中l:Ilコッタのネジ山の箇所（立上り 40mm)に亀裂が入り， 4ヵ所でガス洩れがあ “?to, このた

め、 ガス洩れ発見とともに入居者72世帯に対し， 5月26日12時20分から 5月27日17時05分まで

ガスの供給をスト量Iプし， ガス洩れ箇所の復旧作業を行っ fら
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なお．全戸にガスを供給するまでの経過は次のとお I)である。

表 3-8-2-2

復旧状況

時 間 供 給 経 過

5月26日 12時00分 地震発生

12時05分 ガス漏れとの通報

12時20分 ガス供給ストップ

27日 17時05分 ガス供給ストップ解除

19時30分 55世帯にガス供給

28日 12時00分 60世帯にガス供給

17時00分 65世帯にガス供給

20時00分 67世帯にガス供給

29日 14時00分 69世帯にガス供給

30日 12時00分 71世帯にガス供給

31日 12時00分 72世帯（全入居者）にガス供給完了

第3節水道施設対策

給水車の配置及び復旧状況

西海岸地方の町村を中心に水道施設に甚大な被者を生じ，各地で断水状態となり，ピーク時

で21市町村の22,380戸が断水した。このため，生活に欠くことのできない飲料水の早急な確保

に迫られ，断水市町村においては所有給水車，水タンク，民間団体の水タンク車の借上げ等に

よって対処したが，これだけでは断水世幣を全てカパーすることができないので，県に対し給

水車等の派遣の要訥がなされた。

県では，環境保健部内に水道災害救援本部を設附し，被災市町村への救援体制を敷くととも

に，青森，弘前・八戸の 3市に被災市町村への給水車等の応援派遣休制を要請した。

また，被災市町村からの給水車等の派遣要請には，災害対策連絡部（消防防災課）を通じて

自衛隊に給水車等の派遣を要訥した。

一方，被災市町村Il!］においても，復!El作業が終了した市町村から未復Illの町村へ給水車の応

援がなされた。

断水地区へは，自己車両・応援車両の給水車の配骰により飲料水の確保に努めるとともに，

水道施設の応急復旧作業を進め，地設発生当日の 5月26日22時00分には約20%，翌27日18時00

分には約60%,29日19時00分には約90％の復111を完了した。しかし，車力村や鰺ヶ沢町など被

災箇所の多い町村での復旧が長引き、 6月6日の車力村の復1日をもって，地裳の被祖による水

道施設の復旧がすぺて完了した。
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一胄森市から、今別町に来た志援給水車ー（今りll町）

復旧するまでの間，出動した給水車．は自己車両延ぺ68台，市町村応援車両延ぺ239台ら自衛隊応援

車両延ペ112台計419台が断水地区に配既され，給水に当った。

-→災雹派遣により出動した自1雑叔の給水活動ー（岩鯰村）
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表 3-8-3-1

断水状況及び復旧状況

区＼分

峰 27 28 29 30 31 ％ 2 3 4 5 6 

詈懇腐 22時00分 18時00分 12時00分 19時00分 19時00分 19時00分 19時00分 19時00分 19時00分 12時00分 19時00分 19時00分

断水市町村数 21 17 13 12 4 4 4 2 2 2 I I 

゜断水戸数 22,380 17,566 9,079 7,463 2,863 1,520 799 250 240 240 160 66 

゜復旧戸数 ＼ 4,814 13,301 14,917 19,517 20,860 21,581 22,130 22,140 22,140 22,274 22,314 22,380 

-
1
8
1
1
 

表 3-8-3 -2 

給 水 車 出 動 状 況

区分
月日 5ク6 27 28 29 30 31 6バ 2 3 4 5 21 22 計

自己車両 13 13 14 5 5 6 6 3 3 68 

市町村 27 36 34 29 31 27 25 13 13 2 2 239 
応援

自衛隊 ， 22 18 18 13 13 12 3 1 1 1 I 112 

計 49 71 66 52 49 46 43 19 17 3 2 1 I 419 



表 3-8-3-3

給 水 車 配 置 状 況

ー182ー

刊贔函～～知 ウ26 27 28 29 30 31 6/ 1 2 3 4 5 21 22 計

弘前市 4 4 4 12 

五所川原市 1 I 

むつ市 2 2 

今別町 5 5 5 2 2 19 

鰺ケ沢町 10 26 30 30 32 23 21 12 12 196 

津軽新田
4 I 5 

木造町・森田村•柏村

深浦町 5 6 10 10 7 7 1 52 

岩崎町 3 3 1 1 8 

稲垣村 2 2 4 

車力村 6 10 ， ， ， ， ， 7 5 3 2 1 1 80 

中里町 5 5 I 1 1 13 

市浦村 2 2 2 2 1 2 I 12 

小泊村 3 3 6 

脇野沢村 3 3 3 
， 

£ 口 計 49 71 66 52 49 46 43 19 17 3 2 1 1 419 



表3-8 -3 -4 

市町村応援状況

二面『～匹1 5令6I 21 28 1 29 30 i I 31 1 仄 I 2 1 3 1 4 5 計

'9  , I i i'i 森 iii i 15 15 ll 6 6 10 JO 4 4 2 85 

！ ，弘 jiii f1; 5 5 5 5 I s I 5 5 5 5 I 4 5 

八戸 ili ， ， ， , I i 2 2 40 

iI 黒石市 2 ! 2 2 2 2 2 2 I 1 4 

麟 J111,;u1, I 5 5 ! 5 | s I 5 5 5 4 4 I I 43 
'岩＊町 i I I I I 

大鰐町 I I I 
！鶴田町 2 2 2 ， 2 | 8 

i 小 i□村 I I I I 2 

合 ,11 27 | 36 I 34 29 31 27 25 1 3 13 I I 2 1 2 239 

, i 
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図3-8-3-1 断水状況
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第 9章文教対策

緊急事態の教育指導

地震発生後ただちに人的，物的被杏状況についての1il；報収集を行うとともに，児窟，生徒の

安全確保の指示をしたほか，二次災害防止のため県立学校等に施設の点検並ぴに被害施設の復

旧及び維持管理に努めるよう指示した＃

また， 5月27日には，県立学校長，市町村教育委員会委員長，私立学校長に対し被災家涎の

児窟生徒の就学のため．教科歯の配布，要保護及び準要保渡児窟今生徒扱助費補助，県立学校

授業科減免，特殊教宵就学奨励牲補助，日本育英会奨学生の特別採用及び私立高校授業料軽減

補助について適切な措骰をとるよう指示したe

さらに，長期間にわたる臨時休業や学級を合併する庄縮授業や分散授業などの不正常授薬に

よる授業時数の不足や学習効釆の低下を補うために、学校行事を梢選するなど効率的年間教育

計画の再絹成，教材を府『選し，学習指淋の効率化及ぴ授業時数の確保のため夏季休業の短縮及

び週当たりの授業時数の調1¥1を行うよう指導したもなお，中里町立武田小学校，木造町立館岡

中学校及び深浦町立大戸瀬中学校では，校舎が新築されるまでプレハプ校舎で授業をするので

学習効呆の低下を防ぐため適時指追を続けて行くことにした。

.Ii能線，津軽線華の列車不通により＊今別，深浦，鰺ケ沢高校及ぴ五．所川原市内各高校への

通学が困難となったことに伴い，圏鉄に対し代行パスの確保を要拍し

復旧事業

公立学校の施設，設備

西北．9li地区を中心に県立学校，市町村立学校の現地調壺をし，県立学校では，被沓を放紐し

ておけば被者が増大すると考えられるもの，危険の防止，授業に重大な支降のあるもの及びそ

の他当面緊急に必要なものについてすべて応急工事を施工したじまた，市町村立学校について

も同様にすぺて応急工事を施工した令

復1日状況については県立学校では，建物補修が8月18日から箔工し、 12月上旬には全て完

了したはか，設備復II]は10月30日に全て復旧済みとなった。また，市町村立学校では，建物補

修が12月中旬には全て完了したほか、新築復1日を必要とする校舎は，一部箔工に入った。

私立学校

人的、物的被晋状況についての1','I報収集を行うとともに，披災校に対し復iHの指導，助言を

した。

また，被災した 5校は，ーこ学期までにすべて被災箇所の復旧が完了した。

杜会教育施設

県立社会教育施設については，罪［ちに応急措骰を講じ支防のないよう措罰した後，本格復IFJ
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ー校舎が使用できないため/lit協倉hliで元気に勉強
する児童一（中里町立武田小学校）

工事に箔手，梵珠少年自然の家は 6月に滸工し復旧を完了，県立背年の家の復旧工事は昭和59

年 2月にすべてを完了する予定である。

市町村立社会教育施設については，復旧計画，復旧状況，施設使用状況を調査し，指導した。

各施設の復旧状況は次のとおりである。

表3-9-1 復旧状況表

設閻者名 施 設 名 箔工 完了 備 考

弘前市 市立図掛館 8月 9月

鰺 ケ沢町 中央公民館 1 1月 未

中村公民館 1 1月 未

北浮田公務民館 1 1月 未

赤石公民館 1 0月 未 林業センター（町農林課対応）

稲 垣 村 中央公民館 9月 1 0月

車力村 富疱公民館 6月 8月

牛渇公民館 6月 8月

浪岡町 中央公民館 8月 8月

中里町 中央公民館 7月 9月

鶴 田 町 中央公民館 9月 1 0月

小 泊 村 中央公民館 1 0月 1 0月

8市町村 1 2館 (1館は、町／塁林課対応）
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社会体育施設

県立社会体育施設の県営屋内スケート場の建設用地の）災業用水路及び分水桝の決壊に対する

復旧工事は，周辺の農作業を考應し 9月に沼工した。

市町村立社会体育施設については，阜急に復旧工事をし，市町村民の体育活動が再開できる

ように指速した店なお，浪岡町立体育館の復旧工事は 6月末までに完了した。

水泳プールについては，耽ちに応急修理をし、今及の使用に間に合わせた c

文化財

国指定文化財については，名勝瑞楽園は今年度中に復LFLする予定であるが，その他について

は，文化庁の文化財調査官か現地調究の上，今後の方法等について，所有者，管理者に指導，

助言した。

県指定文化財革秀寺の修復は， 7月

高校授業料の減免措訊

災害により家屋の全．半填を受けた県立学校生徒80人に対し， 4,061,400円の減免措散を講

し，昭和59年3月に完了する予定である”

じた¢

また、私立高校生徒については、調在の結呆，該当者はなかった。

奨学金

日本育芙会奨学金貸与希望者 (9校， 22名）については，全員採用となり、 8月11日奨学金

を貸与した。

就学援助

災害により経済的に困窮した家庭グ）児嵐生徒への就学援助については，学用品費均を次の

とおり配分した<

表 3-9-2 就学扱助の状況

学用品費等

区 分 児窟 I生徒

修学旅・イニー1..-＂＂ー：

児流 1生徒 1 児窟

！ 

食骰

生徒

配分人員 116人 62人 0人 2 J、 ll2人 58人
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(1) 生産指導対策

第10章産業対策

第 1節農林業

地裳後に購じた生産指導対策は，水稲関係では，稲作生産指導俯報を定時に月 3回，

臨時情報として 4回発行し，浮苗対策等の指溝を行った。また，苗の需給状況の把握に努

めるとともに，県内，県外からの供給苗のあっせんを指導した。このあっせんにより苗を供給

した面梢は，植直しを要した1,204haの水田のうち， 118haが県内の他市町村からの供給苗で，

56haが，県外（岩手県47ha,秋田県 9ha)からの供給苗で植匝しがなされた。なお，残りの

I. 030haについては，被災市町村内での供給により充足された。

この植直し苗の確保については緊急を要し，まだ，植直し苗の病害虫の心配もあることから，

県はこれらの対策事業を予算措匹したほか，地裳災害対策技術研修会等を開催するなどして水

稲の生産指祁に努めた。

畑作・野菜関係では，屏風山開畑地域における畑作物の管理指尊を行うとともに，同地域に

におけるかんがい施設の被災に伴う暗きょ渠水ますの水利用を指祁した。

また，畑作園芸作物の指速についての定時梢報，臨時情報を発行した。

畜産関係では，中里町での畜舎の倒壊に伴う肥育牛の圧死については，埋没処理するよう指

祁し，その他の被審を受けた家畜の応急収容についても指尊した。また，畜舎の復旧に係る制

度究金の利用等についても伴せて指消した。

林産物関係では、被災林産施設及ぴ被害林産物に係る事後対策について指導した。

(2) 金融等対策

被災した農家の査金調達が円滑に進むように，県は，牒林漁業金融公廊青森支店，県農業信

用基金協会，農林中央金／ill青森支店，県信用農業協同組合連合会に対し，

条件緩和措骰について要睛するとともに，被災農家の既貸付制度査金に係る償遠条件の緩和措

附について要請した。

また，股家の祉災住宅等の共済の損害評価の早期実施及ぴ共済金の早期支払い並ぴに牒業共

済制度の適正な連用を指禅した。

日本海中部地裳災害が激甚災害として指定されたことに伴い，天災査金等の利率の軽滅措骰

かとられたが，これら賽金の需要に応じた壺金枠を確保するとともに衰金の適正な貸付等を指

導した。なお， 11月末現在，天災査金の借入れは， 164件， 1億円，自作牒維持資金の借入れは，

161件， 1億7,073万円となっている。
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(l) 復旧対策

日本海中部地震により被害を受けた農協の共同利用施設，農地，農業用施設，林業施設等に

ついては，災害復l日事業に係る災害在定が行われ，農協の共同利用施設関係は71件，農地， 1ilt,

業用施設関係は928件，林業施設等関係は48件がそれぞれ災塞復旧事業として採択された。

農地，殷業用施設関係の応急対策として、被災ため池の概況を把握するとともに，危険ため池

の概況を把握するとともに，危険ため池については放流による水位低下の指祁をした，また楊

水機場及ぴ主要水跨等の前．造物の点検を行い，被災施設等の応急工事の実施及ぴ指遵した，

林業施設等閲係の応急対策としては，被災林道への通行止めの標示をするとともに，二次災

害発生危険箇所に対しては，予防のため応急措粧の実施及ぴ指導をしたさまた，林地崩壊の危

険箇所への立入り禁止の標示板を設沼するなどの指碍及び要硝をしたゞ

表 3-ll-]-1 壺定状況

区 分 被 額 申 硝頷 顧

I} 

農協共同利用施設関係 l32 622,147 71 330,574 71 243,582 

股地 J農業用施設閲係 1,170 7,670,000 948 6,339,728 928 5,615,969 

林業施設•等関係Ii く 80 I l 1 999.669 48 i 605,400 48 508,469 

計
虚 2I 9,291,816 1,'067 l 7, 275, 706 l,047 6,368,020 

(4) その他

日本海中部地裳による農業被審の甚大さにかんがみ，農業団体等に災害対策本部設附を指尋

した9 :.れにより， 5月27日に， J災協4連による災密対策本部が設四されたほか，農業共済異

常災害対策本部も同時に設骰されたわ

第 2節水産業

(1) 天災融資制度間係

7月15日に「天災による被災農林樵業者に対する衰金の曲通に1娼する暫定措罰法」（以下「天

災珈釦恥という,)の適用政令が公布されたのに伴い，特別被害地域として指定された深浦lllJ̀
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岩崎村，小泊村の被災漁民等に対して， 8月15日から貸付けが開始された。 11月末現在， 116

件（漁具87件，漁船29件）， 3億3,247万円の貸付けがなされた。

(21 漁港施設

日本海中部地震による漁港施設及ぴ漁港区城に係る海岸施設の被害のうち，漁業生産に支障

のある岩崎漁港ほか 3漁港， 6か所，また，放骰できない状態にある小泊漁港 1ヵ所について

は，緊急に応急工事を実施した。

災轡壺定は， 6月29日から 7月7日までと 8月2日から 8月4日までの 2回に分けて行われ

災者復旧事業として75件が採択され，査定額は 6億3,349万 8千円となった。

これらについては，緊急度の高いものから順次復旧工事を実施し，初年度で70％の復旧進度

を見込んでいる。

(3) 共同利用施設

日本海中部地裳後，直ちに在定前の事前済工を必要とする製氷施設，貯氷施設等の施設につ

いては，其に止むを得ないと認られるものに限り，事前箔工を認められるものに限り，事前箔

工を認め，早急に災害復旧を行ってきた。

災者査定は， 8月9日から 8月11日に行われ，災薔復旧事業として16件が採用され，査定額

は2,522万1千円となったので 9月補正に計上し，災審復旧工事に箔手した。 11月20日現在，漁

港工事との関連から工事継続中のもの 1件を除き，大半は工事を完了した。

(4) 漁 船

日本海中部地震による被害漁船に係る漁船保険金の早期支払いを，樵船保険組合に対し要請

するとともに，漁船保険金の早期支払いに要する経'1!について補助を行った。 11月17日現在の

漁船保険金の支払い状況は，全損49隻， 1億1,945万7千円，分損242隻， 1億6594万 6千円，

計291隻， 2億8540万 3干円である。なお，現在，修理中のため漁船保険金未払のものが全損

1隻，分損63隻，計64隻で，未払い額4,795万円である。

第 3節商工業

(1) 復旧資金等の確保

被災商工業者に対する災害復1日の促進をはかるためには，まず何よりも金融措骰を購ずるの

が急務である。このため県では， 6月6日「昭和58年度日本海中部地裳中小企業復旧資金特別

保証融沢制度」を創設し，同日，青森市で開催された制度金融運営協議会の席上，県内の全金

融機関に対し，この災害復旧査金特別保証融沢制度の効果的運用についての協力要請を行った。
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また，市町村、商工会眺所，商工会に対し，同制度の円沿な巡用についての協力要請を行った。

さら 1こ， 6月7日から10日まで，被災l0市町村において経営金融相談所を開設し，被災中小

企業者の経営相談に応じた。

制度実施期間中 (6月6日～ 7月31日）に保証融費の承諾を受けたものは， 332件，17億5891

万5千円に述したs

(l) 生活必需物資等の価格及び需給動向

地震により甚大な被害を受けた五所川原市，西津軽郡及び北津軽郡では、生活必粛物費等の

品不足や価格の高騰が懸念されることか知県では，地震i直後の 5月30日から31日まで日用雑

貨，石抽製品及び生鮮食品について， 6月3日は建設罰材についてそれぞれ価格る需給動向

について調在を行い，さらに 6月16日から17日までその後の各商品の価格等の動向について追

跡調査を行った。

この綱兜によると，

① 商店等で十分な物資を保有していたc

② 卸売店等物流の拠点となる地域が被災していなかった。

③ 被災した道路の復1日が短期間で行われた。

＠秋田県から生鮮魚介を仕入れている岩崎村の食品店で丑1寺入荷が中断したが，冷凍や塩

干もので代用できた。

ことなどにより，物流ははぼスムーズに行われ品不足はほとん じなかった。このため， rllli

格面での影将はな（，結果として，今回の地裳による物価・需給への影特はほとんどなかった。

調査市町村及ぴ席舗放は次のとおりである'，
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表 3-10-3-1

生 活必需物資等の価格及び需給動向調査

市ロ町村名＼分

第 1回 (5/3か,5/31) 第2回（％） 第 3回 (6/16-17) i 1~ 

日用雑貨石油製品生鮮食品 建設資材 日用雑貨石油製品生鮮食品建設斑材 日用雑貨石油製品生鮮食品建設資材

五所川原市 I 1 2 

鰺ケ沢町 I I I L 1 l 1 1 2 2 2 2 
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木造町 I 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 

深浦町 1 I 1 I 1 1 2 2 2 

岩崎村 1 I 1 I 1 1 2 2 2 

車力村 I 1 l I l 2 I 

金木町 2 2 4 

中里町 l 1 1 1 l 1 2 2 2 

市浦村 1 1 1 I 1 1 2 2 2 

小泊村 I 1 1 1 1 1 2 2 2 

合 計 7 8 7 5 8 8 8 5 15 16 15 10 



第11章公共施設応急復旧対策

第 1節 社会福祉施設の応急復旧措置

被災社会福祉施設46施設のうち，車力村牛潟保育所などほとんどの施設が、被災後寵ちli応

急復旧工事に焙手し，一部の施設を除き全て工事を完了した 0

特に被害(1) 大きヵ•-, t沖寺別捉護老人ホ一ム柏風園など26施殷(特別養護老人ホーム 6施設`

老人福屯l：センクー 2施設へき地1樹健福祉館 1施設，保育所7施設，児砲館 l施設．身障者療

護施設 2施設、福祉工場 1誨設亀粘神博弱者更生施設1施設，翡障者福祉センター 1施設）に

ついては，災害復1111・貯補助事業として災帯壺定が 9月27日から10月1日まで実施されfこなお

内示は、昭和59年 2月以降にだされる見込みである，

第 2節 環境保健関係施設の応急復旧措置

医療施設

被災医療施設61施設のうち．車力村の車力村診朕所な

浪岡町の浪岡町立術院を除き全て事を完了しているな

の施設が応急復113エi)只を実施し，

浪岡町立病院については， J麟謡によりはぼ全壊状態となったか、入院息者の収容場所の確保

のため，梢神病棟の応急復旧及び伝染病棟の臨時的使用により 6月3日までには入院息者の収

容を完了．した，

また，被災施設は，建設省建梨研究所が隣壺した結果，現況復：I]で対応が可能と判断された

ため， 11月1日改修工事に滸手し．昭和59年 3月末までに工巾を完了する予定である。

車力村診療所も全壊状態となったが，地哀lj加の辿常形態と同じく村有建物をt・iii業医へ無償貸付

けする方針で再建することなり，村単独事業で10月6日に全而改紐工弔に滸手し， 12月20日に完

成した。

特に被害の大きかった浪岡町立的院など 4胞設については，災術復iI:I事業粋補助1t業として

災唐査定が9月5日から10日まで実施されたが，内示は，昭和59年 2月以降にだされる見込み

であ年また，補助事業対象外については，医療金絋公祁や市中銀行融脊を利用し復illした，

ごみ処理施設，し尿処理施設

餓災雑設18施設（ごみ処理施設l3施設，し尿処理施設 5施設）では，いずれも地裳後直ちに

応急復旧工事に着手し，全て工事を完了した，

特に披噛の大きかった西北互衛生処理組合の裔瀬ごみ焼却湯など 8施設（ごみ処埋施設 7施

設， し尿処理施該1施設）については，！発痰物処理施設災杏復旧1し補助弔業として災害壺定が

7月25日から28日まで実施されたが，内示は、昭和59年 2月以降にだされる見込みである。

環境衛生営業施設
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被災環境衛生営業施設29施設のうち，公衆浴場 3施設を除く 26施設で，地哀後直ちに応急復

Ill工')iに杓手し，全て工')iを完了した。

このうち、火葬場 2施設については，災；l;:1/秒梃物処理')¥.業費補助')i業として災：,I；:1t定か10月

26日から27日まで実施されたが，内ポは昭和59年 2月以降にだされる見込みである。公衆浴場

17施設については、環境衛生金融公hl9賽金の活用を指導したが，公l,j珠1)用は 2fI:. i|i中銀行利

用， 自己賽金等は12件であった。なお， 3件については‘営業を廃止した。理容所 7施設につい

ても、環境衛生金融公／ilt賽金の活用を指禅したが，災害援護脊金，市中銀行融脊奔が利用され

た。酒類製造業 2施設については，国民金融公hlift金の活用があるが， l句已森金及ぴ市中銀行

融森が利用された。基地 1施設については起依（充当率100"/4) により対応することになった。

水道施設

被災水道施設525か所の応急復IF!エ＇） i.については，地震後直ちにエボに杓手し， 6月6日ま

でに全て工事を完了し，水道施設被災による断水地域はなくなった。

特に被者の大きかった車力村など20施設（上水道 7施設，簡易水道13施設）については，上

水道施設災者復ll:11't補助事業及ぴ簡易水道施設災害復旧骰補助事業として災魯壺定が 7月19日か

ら8月6日まで実施されたか、内示は昭和59年 2月以降になる見込みである。

保健衛生施設

被災保健衛生施設は，小泊村保健センターの 1施設てあるが，災雹復旧1,1補助9),；・業に該当し

ないため，村単独lj,;.業で復IEI完了した。

第3節 土木施設の応急復旧措置

河川，海岸

被災河川は75河川， 244か所，被災海岸は 2湘岸， 11か所てあるが，これらの応急対策として出水に

よる 2次災杏を防止するため，クラック部分は切返しを行うとともに、ピニールシートで投い

雨水の没水を防止した。また，陥没，沈下箇所については，土俵を梢み天端高を確保した。

また，災署究定が， 7月11日から16日までと 8月8日から 13日までの 2回行われ，河川256

か所， 32億4,659万 2千円， i111岸11か所， 7,781万5千円の決定をみたので、直ちに緊急度の翡い

ものから復旧工事4こ府手した。なお，河川，海岸，道路，橋梁，砂防施設の復旧エボの発注は，

通’常初年度 3','fllであるが，日本海中部地姦の特殊性にかんがみ12月末までに約50％の発注を予

定している。

道路，橋梁

被災道路は261路線711か所，被災橋梁は36蹄線， 49か所であるが，これらの応急対策として，

路面の亀裂，段差箇所へのアスファルト合材による充埴，摺付及ぴ崩落土砂の撤去等を行い，

道路の確保と交通の安全を図った。
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また，災害在定が 7月11日から16日までと 8月8日から 13日までの 2回行われ，道路699か所，

68億348万 5干円，栂梁が47か所， 9億2,937万7千円の決定をみたので，直ちに緊急度の翡い

ものから復IEI工事にがi手した。

砂防

被災砂防施設は15か所，急傾地崩壊は15か所，地すべりは 1か所であるが，応急対策として

仮設防渡柵等を設附し，二次災害防止に努めた。また，災塞在定が， 7月11日から16日までと

7月22日と 8月8日から13日までの 3回実施され，砂防施設15か所， 1億5,045万8千円，急傾

斜地崩壊 8か所， 3i意4,790万円，地すぺり 1か所， 1憶1,670万円の決定をみたので，直ちに緊

急度の裔いものから復旧工事に済手し，昭和58年度中に全箇所の工事を完了する予定である。

港湾

被災港湾は 5港， 44ヵ所であるが，応急対策として， 1'f森港沖館地区に述搬蹄を仮設し，港

湾荷役上に支障をきたさないように努めた。

また，災署杏定が 7月12日から17日まで実施され， 24か所， 4億1,200万円の決定をみたので，

直ちに緊急度の高いものから復旧工事に杓手し，昭和58年度80％の進渉率を予定している。な

お，県単事業については、昭和58年度中に全箇所の工事を完了する予定である。

公園，下水道

被災公園は 5か所，被災下水道は 5か所であるが，一刻も早い災箸復1日が望まれることか

ら，国に対して災舎在定を要請したところ、 6月28日から29日まで災塞{t定を実施した。これ

により，公園 2か所， 704万 l千円，下水道4か所， 999万 4千円の決定をみたので、直ちに

緊急度の高いものから復旧エボに済手し，公園については 9月16日までに工9j；完了し，下水道

についても昭和58年度中に全箇所の工事を完了する予定・である。

公営住宅

被災公営住宅は 5棟で， 18戸が滅失したため，被災公営住宅を取り壊し，新築することにな

った。

このため，災害査定が， 7月14日から15日まで実施され， 18戸 (5棟）， 1億6,188万 3千円

の決定をみたので，直ちに建設工i)S.Iこ済手し，昭和58年12月末までに完成させる予定である。
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第12章財政金融対策

第 1節 地方公共団体の財政

県のとった財政措置

日本海中部地裳により，県内の公共施設をはじめ，住宅，漁船等に多大な被轡を受けたが，

これら復旧，復典の促進を図るため，県では，災害復旧事業はもとより，被災住民への災杏援

護餃金，世帯更生賽金貸付1,i補助，被災農家の水稲苗の緊急確保及ぴ病害虫の緊急防除への助

成，被災商工業者の災薯復旧を図るための災害復旧沢金特別保証融沢制度の実施，漁船保険金

の早期支払促進のための補助，行方により住宅の建替えを余像なくされた住民への住宅建設脊

金貸付，災甚救助法適用町村とそれ以外の市町村の住宅建設沢金の利率の不公平をなくすため

の利子補給費補助や行方不明者捜索1,iの助成等，地誤による災杏対策への財政措散を，溝じた。

この災轡対策に係る経1，iとして12月までに予鈴措骰した災沓対策I具l係経1,iは152億27百万円で

ある。このうち，公共施設の災審復IEIとして119億87百万円，治山，地すべり，急傾斜地の対

策事業として 5億77百万円，救助骰や貸付牝補助等として26億63百万円を措骰している。

国のとった財政措置

日本海中部地裳により公共施設等に被審を受けた市町村では，これら災害復IEIのための多額

の財政負担を強いられることになったが，県下市町村の財政は，地方税収入の占める比率が低

く，地方交付税に依存する割合がきわめて高く，一般財源の枯盤が弱いため，事業を施行する

場合には，国，県支出金，起依に頼らざるを得ない状態である。このため，被災市町村では，

行財政の連用に支障をきたす実•Ii'i であるので，県は国に対し，激甚災害の早期指定，地方1i't, 特

別交付税等の十分な財源措骰について働きかけた。

これにより、 6月10日，将通交付税の 9月定例交付のうちから鰺ヶ沢町ほか17町村に対し21

億32百万円が躁上げ交付された。

交付対象町村

蟹田町，今別町，迎田村，三厩村，鰺ヶ沢町，木造町，深浦町，森田村，岩崎村，稲垣村， lli

カ村，西目屋村，浪岡町，金木町，中里町，市浦村，小泊村，佐井村

また，車力村ほか4町村が災害救助法の適用を受たことに伴い，その救助代が国1車補助の対象

となった。

適用町村，鰺ヶ沢町，木造町，深浦町，車力村，小泊村

さらに，天災融資法に係る激甚災害指定基部を改正し，漁業者について指定基準の緩和が

行われた。

また，日本海中部地震災害を激甚災害として指定， 「激甚災憲に対処するための特別の財政援

助に関する法律」（以下「激甚法」という。）のうち， 7項目について適用した。
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滋Ji1年 11F.I，昭和58年 7月5日｀政令第151-l,'

適用項目，第 5条｛製！也，//;,業用瓢9岱，林道ダ）災害復II●11澤叫加）Jの特19l|）

第6条（＇林水 i産業共同利用施設災甚復111'lt業'{!の補助の特例）

第12条（中小企諮信用保険社；による災苫関係保証の特1列）

第13条｛中小企業近代化沢金等助成法による貸付金等の笥還期間等(/)特1剛

第15粂（中小企業者に対する骰金の融通に1・iIする特例）

第22条濯災者公祠住宅建設事菜に対する補助の特例＼

第24条第 2 項～第 4 項（ fl~地及び農業JIl施設呼小災憲に係る地方{it の元利補給等）

なお，第12条，第13条及び第15条に規定する1酎社については、跨ヶ沢lllf,木造1町，深浦IIII,

車力村，小泊村に適用された。

第2節 税及ぴ手数料の減免措置

県税の減免

破災した住民の利l税負担能力の低下にかんがみ｀船1,1)上の救済をはかるため，県では県税ダ）

減免措i性を鼎じた稔

災古救助法）砂災杏救J!)J法以外の災面扱淡の適用となった町村の納税昔については、 「特浮

別災曲による I!;¥税の減免に携Iする特別措樅如見を制定し｀納税者の設：！｝の程度に応じてl',［悦

の減免をした G

また，災魯救J)）J法／文（火災忠救助法以外の法外援，應の適用となった町村以外の市町村にお

ける納税渚についても，県税条例筍10条の規定による減免のはか，徴収楢子等を行った。

なお、災宮による税制上の放済措i社の周知を図るため，新聞及び納税貯紫組合の発行紙等を

通じて 1広報を行~ったとこ~ l9, 11月30日現{11839/!i八 約646万円の県税の減免等がなされた'，

市町村税の減税

日本悔中部地謀により披害を受けた 対し、県では県税の減免梢附を講じたが、市町村

においても．被災住民の税制」位）救済をはかるよう，昭和58年5月27日付け総務部↓く名通追も

各市町村長に対し．市町村税の減免等に対処するよう指導したなこれを受け各市町村において

も市町村民税等の期限延長，徴収猶子，滅免の措間が，i/11ぜられ， JO月30日現在， 19市町村で延

ペ4,480件，約 1憶 9百万円の市町村税の減免等がなされたむ

市町村における手数料の免除

H本洵：中部地霰によリ，被災者が各種証明を受ける場合の証明手数料を免除する措i；りを深；ili

町で諧じており， 11月30日現在． l)災証明1,170件．印鑑証明1,430件，沢廂証明826件，その

他143件、社3,5691牛（約50万円）の証明手数料の免除を行っている t
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表 3-12-2-1

県 税 の 滅 免 状 況

58・ ll ・30 

|1971 

湘こ＼＼：～分 個人事業税 不動産取得税 自 動車税 個人県民税 計

件数 税 領 件数 税 領 件数 税 額 件数 税 額 件数 税 額

弘 即~ ・ 市 件 円 件 円 件 円 4件 8,820円 4件 8,820円

五所川原 市 2 19,140 7 52,390 ， 71,530 

厩 村 3 26,524 3 26,524 

鰺ケ沢町 1 24,200 6 495,810 101 503,660 108 1,023,670 

木 造 町 3 155,340 36 215,880 39 371,220 

深 浦 町 5 694,940 II 89,750 119 566,490 135 1,351,180 

岩 崎 村 I 5,780 3 20,010 4 25,790 

柏 村 5 11,805 5 I 1,805 

稲 垣 村 1 12,180 I 12,180 

車 力 村 3 161,100 3 452,490 I 23,000 395 2,001,584 402 2,638,174 

浪 岡 町 1 4,720 I 4,720 

板 柳 町 I 7,500 I 7,500 

中 里 町 72 316,680 72 316,680 

市 浦 村 I 132,780 J 17,250 13 136,660 15 286,690 

小 泊 村 II 76,660 29 226,680 40 303,340 

合 計 4 185,300 18 1,93!',360 28 239,080 789 4,104,083 839 6,459,823 



表3-l2-2-2

市 町 村 税 の 減 免 状 況

i
蕊
i

58・ 10•31 

戸

丁；□↓住数皇—―剛[1:程了“`
ー］前巾 >… 三 □L＿竺望翌-l」し」
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l 合 計 I755 1 8,766,390 | 2816 l 31，竺圧細 iH I 4800 | 898 ! 68,410,330 | 4,480 i l()9,072 740 



第 3節制度金融の取扱い

農林樵業関係天災融森法の対象町村として、鰺ケ沢町、日本海中部地裳により /JI,林漁業関係

に甚大な被審を受けた市町村のうち木造町、車力村、深浦町、岩崎村、小泊村、が指定され、

特に、車力村、深浦町、岩崎村、小泊村が特別被害地域として指定を受け、牒業関係、漁業関

係合せて 6億 9千万円の天災沢金の枠が配分された。

11月30日現在の貸付状況をみると、農業関係では、鰺ケ沢町23件、 2千万円、木造町64件、

3千万円、車力村77件、 5千万円で、漁業関係では、深浦町67件、 1憶 9,358万円、岩崎村26

件、 6,278万円、小泊村23件、 7,611万円となっている。

農林漁業金融公1車からの沢金の借入れについては、 11月30日現在、自作農維持賽金の貸付が

161件、 9,227千円、沿岸漁業経営安定脊金の貸付が 109件、 1億 2,085万円、漁船賽金（建

造、取得）の貸付が17件、 1億 6,485万円となっている。なお、漁船沢金の一部 (1億 5千万

円）については、 6年間年利3.05%（県 2/ 3、町村 1/3)の利子補給を実施した。

商工関係

日本海中部地震により、被杏を受けた中小企業者に対する災審復旧脊金の円滑な融賽をはか

るため、県では「昭和58年度日本悔中部地裳中小企業災害復旧賽金特別保証融森制度」（＠）を

創設し、県信用保証協会に対し保証原衰として 2億 5千万円を貸付け、昭和58年 6月6日から

昭和58年 7月31日まで、次により実施した。

・保証対象 日本湘中部地裳により被災した中小企業者で、り災証明を受けたもの（市町村艮

がり災を確認したものに限る。）

・｛呆言正融切卦卒 20億円

・保証条件

賽金の用途 災署復旧のため必要とする運転森金及び設備沢金

・保証期間 運転費金 5年以内

設備森金 7年以内

・保証金額 1企業につき 3千万以内

（ただし、必要最低限度の金額に限る）

・保証形式 証；It1予付の保証

．俄遠方法 一括払又は割賦俯迎（運転賽金については 6カ月以内、設備脊金については 1

年以内の据；筏期間を設けることができる）

•利息及ぴ保証料 利息、年 6.7%

保証料 年 0.3%（全額免除、負担割合県80%、市町村20%)

・保証人及び担保 保証人は 1名以上とし、必要に応じて担保を徴する。
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・添付杏類 地元市町村・長の発行するり災証明；杯

・取扱含融機関 校［司する金融！機関

なお，破災者の査金需要を勘案すれば， 1i1'入額は低額と推定されるので、 6月6日1't森市で

開催した制度沢金迎営協議会において全金融機関に対し、 1予付に当たっては、

保で対応するよう依頓した。

るだけ無祖

実胤期間中に保9iil遷賽の承諾を受けたものは、 34市町村で 322件，保証承諾額は17億58,91

万 5千円にi出した，

これを市町村別にみると、鰺ケ沢Ill]が18件、 3億60万円，青森市が38件、 2億 6,639万円、

五所）II原市が35件、 1億 3,697万5干江）、蟹田町が18件、 1億 2,200万円，深浦町が28件、 l

鯰 1,200万円などが借入れの多い市町村である／また、業種別では小光叢が 156ft,7億6,965

h円と最も多く、次いで剖l光業が3,l件、 3億 1,,644万円 1 サービス業44fI;，2億 1,4'15万円な

どが借入れの多い業種であるも

また、激甚法第15条（中小企業者に対する沢金の躁通に関する特例）が 7月5日に適用され

たことにより、中小企業金磁公りli，国民金融公廂及び商工岨合中央金廊において→貸付利率か

軽減（年利605%）されたほかに、昭和58年11月30Hまでに受ける災嗚融ftのうち、商工組合中

央金廊からの融討を含めて，一貸付当たり 1千万円（中小企業団体は 3千万円）を限度として、

3年間にわたり特別措附（年利3.0%）を実施することになった必この特別措骰は、鰺ケ沢町、

木造町、深浦町、車力村、小泊村の中小企業のうち、損失額が7'1/!J以上で、前年度の総収入の

1割以上に該当する者が対象となる。なお、 10月31日現在で、政府系三公祁の災害淵嚢実紡は、

中小企業金融公llli8件、 1億 1千万円、国民金融公脈322件、 14憶4,151万円、脱工組合中央金

叫5件、 5,710万円となっているが、このうち、特別措附がとられたのは、国民金融公廂の151

件、 6億7,658万円であふ

環境衛生関係

激甚法第15条が7月5日に適用されたことに併い、塚境衛生金融公廊においても抒付利率の

経減（年科）6.0S%）や、特別破災者への特けlliiHi/（（年れj:,.o%、適用 3年9111）を実施すること

になったか｀ i0月3!日現在利用申込みは公衆浴場業の 2件だけである，
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表3-12-3-1

市町村別状況表

58•8•31 

市町村名
幽 件 数 金 額 涵 件 数 金 額

青 森 市 38件 266,390千円 藤 崎 町 3件 17,000千円

弘
即~ ▲ 

市 JO 49,150 大 鰐 町 1 5,000 

八 戸 市 15 73,200 尾 上 町 I 3,000 

五所川原市 35 136,975 浪 岡 町 19 88,200 

む つ 市 16 64,800 平 賀 町 5 16,000 

蟹 田 町 25 122,000 田舎館村 3 7,000 

ム-1 別 町 7 22,000 碇ケ関村 1 3,000 

蓬 田 村 1 300 板 柳 町 8 32,600 

厩 村 3 9,300 金 木 町 8 36,900 

鰺ケ沢町 18 300,600 中 里 町 8 23,700 

木 延、A 町 8 46,500 鶴 田 町 4 35,500 

深 浦 町 28 112,000 市 浦 村 7 33,500 

森 田 村 11 82,200 小 泊 村 3 10,500 

岩 崎 村 14 71,400 野辺地町 4 11,500 

柏 村 3 10,000 七 戸 町 3 5,800 

稲 垣 村 1 1,200 天間林村 I 4,200 

車 力 村 8 52,500 
計 322 1,758,915 

岩 木 町 2 5,000 

表3-12-3 -2 

業種別状況表

58•8•31 

五分 件 数 金 領 緬 分 件 数 金 額

食料品工業 21 件 126,500Tr. 建 設 業 23｛牛 114,300千円

繊維品工業 2 13,000 卸 売 業 34 316,440 

木材木製品工業 7 43,800 小 売 業 156 769,650 

家具建具工業 II 36,175 迎送倉庫業 2 11,500 

印刷製本業 ， 34,000 サービス業 44 214,750 

窯 業 5 5],300 不 動 産 業 5 21,800 

船 舶 工 業 2 5,000 
計 3 22 1,758,915 

その他の 工業 l 700 
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表 3-12-3-3

災害融資総 計
（千円）

融 洗 額
訳

件数 金 額

, 335 J,608,610 

表 3-12-3-4

一 般 災害融資分
（千円）

融 資 額
内 ロ’舌”

中小公 ii1l 商工中企

件数
! 

180 I ， 

金 額 件数 金 額

国民公庫

付数 1 金 額 ｛牛数 金 額

叩1,030
§ 

4
 

79,000 1 7l 764,930 に， 57,loo 

表3-12-3-5

激甚災害低利融斑分

1 -

I激甚災訓指定地域l□’ 
閂！
: (86) 

L
出”

甚
” 咎 額

金 額

蛉 ケ 沢 町
236, 100 

（ね6,100)

"
9
 

ォ 辿 町

（千円）

I 内訳

中小公卵 ＇ 国民公庫 ， 

1件数 I 金客li ［件数 1 金額］

10.000 I i 42 
i(42J 

21,ooo | 36 
さ(36)

1お、750
(164,750)' 3

 

226,100 
(226,JOO l 

164.750 
(164,750 j 

（竺□―（□竺
；疇01 ［三

I 小泊村 1(；）1（塁悶ぶiLー：ロニ〗
うち特別被咀者分（特別被害者利率3,0％の遥用期間は 3年間）

計
155 

(151) 
707,580 

(676,580) 
31,000 

※（ ）内は
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表3-12-3-6

り災証明状況

58. 11. 22 

市町村名 り災証明件数 市町村名 り災証明件数

青 森 県 196 件 車 力 村 684 件

弘 即 市 135 岩 木 町 46 

八 戸 市 15 藤 崎 町 13 

黒 石 市 49 大 鰐 町 8 

五所川原市 202 尾 上 町 3 

沢 市 l 浪 岡 町 327 

む つ 市 46 平 賀 町 6 

蟹 田 町 49 常 盤 村 7 

ム， 別 町 50 田舎館村 19 

蓬 田 村 18 碇ケ関村 1 

平 館 村 2 板 柳 町 62 

厩 村 19 金 木 町 57 

鰺ケ沢町 889 中 里 町 188 

木 造 町 808 鶴 田 町 27 

深 浦 町 1,170 市 浦 村 78 

森 田 村 87 小 泊 村 251 

岩 崎 村 127 野辺地町 4 

柏 村 75 七 戸 町 3 

稲 垣 村 17 天間林村 1 

県 計 5,740 
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第4節 その他金融措置

郵便貯金の非常取扱い

日本梅中部地震で被害を受けた1枡金者に対し，被災証明掛がある湯合は次のとおり取扱うこ

ととした。

・通帳、証習があれば印章がなくても30万円までは支払う<

・証札｝がないときは、保証人をたてることによって10万円までは支払う，

鵞印章を紛失した場合は、母印てもよい。

，為替、振替、年金恩給の便宜扱いをする。

簡易保険、郵便年金の支払い

日本海中部地設により被災した住民の簡易保1：知郵便年金の取扱いを次のとお I)としたカ

，死亡した被保険者の甚本保険金、災古特約保険金、倍額保険金を非喘即時払いする。

，前納払い込み保険料は迎付硝求があれば即時払いする。

11月末現在では、 6人、 10件、 6,020万円（山口本保険金 2,450万円、倍額保険金 1,120万円｝

の保険金が支払われたら

地震保険金の支払い

損害保陰協会では、 5月30日から 6月6日まで五所／IIJ原市の県合同庁舎 1階に保険相淡所を

関澤し、被災者から疇約照会と相談に応じる体制をとった，

このため、披災者に対する迅速な旭震保険関係の支払いがなされ、し1月末現在で、 150件、

約 2億円の支払いとなった。

災害弔慰金

日本海中部胞震災轡により死亡した本県人（県内て死し14名、県外（能代市）で死亡 2名）

の遣族に対し災署弔慰金を支給した＂

災害弔慰金の支給状況は 6月3El 3名 7,500千円

4日 2名 4,500千円

8 El 1名 3,000T、・I月

10日 8名 24,000千円

14日 l名 i,500干円

24ti ］名 3,OOO千円

合 計 16名 43,500千円

であるc

なお、災魯弔慰金は｀死亡者が生計維持者である場合は 3,000千円、生計維持者以外の者で

ある場合は 1,500千円支給されることになど，ていふ
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表3-12-4-1

災害 援護資金貸付決定状況

市ここ＼＼：］
全壊 半 壊 家 財 負 傷 特 別 計・

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

弘 月~l▲ j 市 （！ 干円

51' 4,000 干円 1’ 千円 i! 干＂噂{’ 6,000 9F] g! 10,000 F円

黒 石 市 2 1,600 l半1 1,200 3 2,800 

五所川原市 4 3,200 4 3,200 

蟹 田 町 I 1,200 1 800 2 2,000 

|2051 

鰺ケ沢町 114 131,200 151 120,300 2全2 3,600 267 255,100 

木 造 町 26 30,800 33 26,400 59 57,?00 

深 浦 町 5 6,000 25 20,000 30 26,000 

岩 崎 村 1 800 l 800 

柏 村 15 12,000 15 12,000 

車 力 村 172 206,000 103 82,200 14孵 24.600 289 312,800 

岩 木 町 8 6,400 3半3 3,600 11 10,000 

浪 岡 町 7 5,600 5詞 7,800 12 13,400 

金 木 町 4 3,200 4 3,200 

鶴 田 町 2 1,600 2 1,600 

市浦 村 II 8,800 11 8,800 

小 泊 村 8 9,600 21 16,800 5 3,000 1 600 35 30,000 

合 計 328 388,400 393 313,700 5 3,000 1 600 27紺 43,200 754 748,900 



災害援護資金

災害援護衰金の貸付けについては、 6月4日に応急措既として 237,800千円を知事の専決処

分とし、さらに、 536,300千円を 9月議会において予絆化した。

8月31日までに貸付けの申込のあった17市町村の 782件（申訥額 774,100千円）のうち、被

害認定の結果、 16市町村の 754件（貸付け額 748,900千円）について貸付け決定をした。貸付

け金の交付については 8月26日から 5回に分けて、緊急度の高いものから順次交付した。

貸付決定をした市町村別では、車力村 (289件），鰺ケ沢町 (267件）だけで 7割を占めた．

また、貸付区分別では住家の全壊 346件｀住家の半壊 402件家財の 1/ 3以上の祖害5件、抵

幣主の］力月以上の負傷が 1件であるか、このうち全壊18件と半壊 9件は特別貸付けとして認

められた。

福祉資金

地猿により被害を受けた斑子及び謀婦家庭を救済するため、被災舟子及ぴ姦婦家庭に対し偲

子福祉衰金又は媒婦福祉費金の貸付けを行った。

母子福祉費金は、 5町村 7件 6,410千円、森婦福祉沢金は 4市町村 9件、 8,450千円、合計

8市町村16件、 14,860千円の貸付けを決定した。福祉賽金の貸付決定状況は次のとおりである。

世帯更生資金

世帯更生夜金の貸付けについては、 6月4日に応急措置として30,000千円を知事の郭決処分

とし、さらに、 60,000千円を 9月議会において予坑化した。

県社会福祉協議会の世幣更生賽金運営委員会では、 7月22日申込70件（申請額41,900千円）

に対し件数68件、金額40,700千円の貸付決定をした。また、 8月22日には、第二次巾込66件（

叩9,i額38,564干円）に対し、件数64件、金額37,364千円の貸付決定をした。さらに、 9月29日

には、第三次巾込65件 ([11霜，J額38,400千円）に対し、件数61件、金額36,000千円の行付決定を

したさ第一次から第三次までの世幣更生咬金の貨付合計は 193件］14度064千円となった。

その他

（］） 地震によリ健康保険任紅馳続被保険者・厚生年金被俣険者r:I]出掛等の秘出が、期限を経

過したものについては、その延期を認める拮附を講じた0

(2) 地震災害のため相当の損失（固定衰産及ぴ棚卸粁産(l)20％以上〉を受け健殷保険、厚生

年金保険の保険料を納付でぎなかった事業主については、申品により納入猶予の措附を，i/Ii

じたg

(3) 地震により被災した国民年金被保険者から提出された保険料免除申狛魯により、特例的

に保険料の免除の措散を講じ、 11月末現在て 1,133件を承認したむ

(4) 所得制限によって支給を停止されていた福祉年金受給権者で、地裳災害により家屋、家

財などおおむね2分の］以上のオJl害を受けた者については、申し出により支給停止の解除
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を行った。なお、 11月末現在で支給倅止の解除を行った件数は、車力村の 2件である。

(5) 地震災害によって死亡者が出たことに伴い、逍族年金、母子年金、死亡一時金等の該当

者に対し、年金給付等の事務手続きの指迎を実施し、年金等を交付した。

表3-12-4-2

世帯更生斑金貸付決定状況
58.10. 3 

口市町村名

家屋補修 家屋保全 店等舗補修・倉廊 田畑復旧 漁補船修・購漁具人 計

件数金額 件数金領 件数金額 件 数 金 額 件 数 金 額 件数金額

/I 
干円 1と 干円 件 干円 {i 干円 ィ！ 千円 』L 干円

五所川原市 1.200 1,200 

徴田町 1 500 1 500 

鰺ケ沢町 24 13,700 1 600 25 14,300 

木造町 24 14,400 24 14,400 

深浦町 12 7,200 1 600 35 21,000 48 28,800 

森田村 4 2,400 4 2,400 

柏 村 4 2,400 4 2,400 

車力村 43 25,200 6 3,600 1 600 50 29,400 

浪岡町 I 600 1 600 

板柳町 1 600 I 600 

金木町 2 1,200 2 1.200 

中里町 1 600 1 600 

鶴田町 3 1,800 I 600 4 2,400 
， 

小泊村 22 12,964 2 1,100 1 600 I 600 26 15,264 

計 141 82,964 4 2,300 10 6,000 1 600 37 22,200 193 114,064 
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表3-]2-4-3

福祉資金貸付決定状況

区分，

今別

鰺ケ沢

森田村

板柳町

中里町

市浦村
I 

I'lヽ泊村

． 
；合計

母：言□尺□
5CO 500 

500 

2
 

1,600 

900 

ー 1.660 

1,660 6
 

4底0l 

，
 

8,450 

500,1「口[]26 ー

表 3-l2-4 4 

特例的に国民年金の保

険料を免除した件数

市町村名

14:: "I 鰺ケ沢町

車力村

金本町 104 

中里町 288 

市 iIII 村 5 

小泊村 111.1.~-33 ・-i I ~L―合計 ”"tt-
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第 4編

救援活動





第 1章救援物資及び救援金

第 1節 救援物資の受付及ぴ配分状況

5月26日発生した日本海中部地裳は、地震被害もさることながら津波による被害も予想を超

えるものとなったので思ったほど負傷者の数は少な（日本赤十字社背森県支部内に救援班を編

成し出動体制は敷いたものの、出動するまでには至らなかった。

被害は、県内ほぼ全域にのぼり、特に被害の大きかった西郡鰺ケ沢町、深浦町、車力村北郡

中里町、小泊村で余震が続いたために近くの学校や公民館などに避難する地域がでるなどしば

らくは不安な毎日が続いた。

日本赤十字社青森県支部は、避難した住民や家屋を失った被災者を救援するため、直ちに宵

森県や関係機関、被災市町村と連携を密にし、被者の1府報収集に努め救援のための準備体制に

入り、地裳発生の翌日早朝から職貝総動貝で敗援体制に入り、救援車両に支部所有の（毛布、

日用品セット）救援物資をトラック便を利用するなどして被災者の救援にあたった。

また日増しに被災者数も増大し、連日のように救援の手を差しのべてきたか、支部所有の救

援物咬も底をつき、さらに今後も被災者数の増加が予想されたため、救援に万全を期すために

日本赤十字社の本社と連絡をとり、日本赤十字社束京都支部所有の日用品セット 350個の急送

を受け、救援物賽の確保に努めた。被災者の配付 総数は毛布が 1,460枚、日用品セット 1,440

個に達した。

一方地裳被害の悲［参な状況が全国に報道されると窮状に息いを馳せた県内外の企業や一般の

人々から毎日のように食糀品、衣類、日用品などの一般寄託が続いた。 1'f森県や日本赤十字杜

青森支部が受付したこれら一般寄託品は多種多様であり配付に困難を極めたが、日本赤十字社

青森支部は寄託者の普謡に応えるため、各種別に仕訳、整理し次々にトラック便で被災地へ送

り、被災者に交付した。その数は 759箱に達した。

以上のように、日本赤十字社胄森支部と胄森県力可直接受付した一般寄託品や企業からの救援

品及び支部所有の救援物査の市町村への配付状況は表4-l -l -2のとおりである。

また、寵接被災町村が受付した救援品は表4-1 -1 -1のとおりである。
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表 4-1 -1 -l 

市町村への救援物資寄託状況（県，日赤県支部寄託を除く）

区

ピー叫タパコ1 塩

霊 t
3噌

辿

郎

30ケ人 3図790入1 ―lーロロ肛百 1f店 50 1 i -: , I i 
； l '  s 

祐1,iii’ 吉i I I 200 
J I I 

H KI ! : i I 215 1 139 袷ヽ-+ ｛ a 同 I 13本窮売公 ， 

同

208 斑｝j

第2節 救援金の受付と配分の状況

地店・津波による峨古は予悲をはるかに超えるものであったため． i91本赤i介字iti'f森県支部

では早辿、報追機関に協力を求め被災者の救扱金の呼びかけを行ったところ、地辰発生の翌27

tiから悲作な状況に，思いを馳せた人々等から紬々と愛のfがさしのべられた巧また H本赤十字

柱各都迅府県支部においても救扱念受付を梢極的に行 rjた＂このため、渋災行への救抜金は御

下賜金、政府、国会などの見舞金を含め全l善1各地から続々と寄せられ、1'f森県への寄託も含め1億4千万円

余（預金利子も含む）に達した，特に寄託された中には、修学旅行でお1廿話になったお返しに募命集めを

したという東京、埼上の高校や生徒す一人ひとりが1肋ましの手記と救抜金を贈って来られた札
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悦の中学校、また少訊であるが役｛Lててほしいとの励ましの手紙を沿えて救援金を窃せてくれ

だ方も多かったり

さらに、今lI1]の地；；；iでは、津波によって亡くなった人々や漁港に1卒泊していた漁船が沈没し

たり陸に乗り．．I：けるなどの被害も大きかったことから死亡者や漁業復典に役立ててほしいとい

う指定救援金も多数寄託された。

ら寄託された救援金は表 /4- 1 -2-1、表4-l -2 -2のとおりであるウ

ー加藤政府調在団長より見舞金を受け取る県本部長一
ーデ-ii-東北提供一

なわ、直接彼災地に寄せられた救援金は県内外から95fl..、J,T396万余F)に述し寄託状況は

表4- 1 -2 -3のとおりである{

救援金の配分に当っては、正確な破岩状況を把趾することが必要てあ l)、このたダ）関係機関

や直接破災地と連絡・連携を図るなと繁埋，収船に努めたも

こうして悠理された¢t料を），しに一般被災者及び漁協指定に対する寄託金を配分するため、

森県をはじめ県内報追機関、県杜会輻祉協議会及び共同硲金会で1月3分委員会を構成し、配分基準

を協議した結果、表4-1-2-4のとおり県内死亡者30万円、県外死亡者15万4干円、住家

全壊12")j"5千1月，住家＇自壊 5万円、住家床上没水 2万 5千円、庫傷者 5万円，さらに生活保，；lt

世滞に対しては1主家全壊 5万円、住家半壊 3万円、住家床上段水 1万円を追加配分することに

決定したも一般被災者への配分については、市町村役湯を経由して被災者の手に見舞金が届け

られ、表4-1-2-`6(T;とお')l億］千 686万2千円の配分をしたカ

また、礁協指定寄託金の配分については、県漁業協同組合連合会の脊料にもとづいて表4

1 -2 -5(/）とおり 15の漁業協同組合関係の被災者に i千 720万余円の見姉金を一般披災者見

舞金とともに 8月のお盆前に被災者の手もとに屈け、奇託者の普訟を伝えた心

なお、破災者に見舞金賠呈後も全国から続々と救援金が寄せられたため、配分について青森

県佃1と協議・検肘の結釆、国・公立を除く披害額 100万円以上の社会福社法人立の名人ホーム

、身節者投護施設、精薄者更生施設等の社会福祉施設や私立学校を対象に配分することを決定
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し、森料をもとに災害復旧費のうち、公的補助金を除く施設負担金の17.5％を拮準に表4- I 

- 2 -7のとおり県内15施設等に 648万余円の見舞金を送った。

以上のように、全国から寄せられた救援金は、残すことなく寄託者の善怠として被災者の手

に届けられ、無事配分を終了することができた。

表 4-1-2-1

救援金県受付状況

区 分 件 数 受付金額 備 考

政 府政 党 4件 760,000 内閣総理大臣ほか

都 道府 県 39 7,800,000 北海道ほか

市 町 村 24 4,627,528 釜石市ほか

各種団体・個人 82 92,734,678 NHK厚生文化事業団ほか
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表4-1 -2-］ 
日本海中部地震被災者救訛金受付状況

区分受祠状況 区分受付状況

'＂,..‘‘J ia ~- 1牛数 受付金領 ！市I,,●…-ー～～ 件数， 受付金額

I I ,『森市 72 4,215,210 i 板柳町 2' 90,000 

| 

I 弘前市 I 11 ! 291,948 ! ，北：金本町 i O D,  

□＼・ 戸市 ］5 I 94 主1, 4 5 0,  津 中里町 3 13,000 
"’ 石 市 C'  ゜ 鶴田町； 2 16,000 
忍 I u • l 軽市浦村 0 0 

市：卜IIー五所叫詞，I 2 j 50,591 I閲； 小泊村 ”41i . O O ・i 1 

I 

十和田市 1 : 39， ' 30 ，819 計 1 ， 7 1199,000 」i , 

I i’ —• 三沢巾•ク'·i 2'• 52,865I 野'辺地町 l 6 85,12s ; 

I 
むつ市 l1r"＂ 2 i i , 29,＇285 1 ’ 七 戸町 3 • 66. 709 I 

9] I• • 1 1 3 ! 5, 四i78,6口75 ＇ 上 百石 II『 : 1 50.740 L I I 十和田湖町 0 0 
平内町 l "7 ＂ 1 六 戸町 2 1 122,300 

東仇＇（田町 。, 0 ! 横浜町 0 0 

津今別 111r I。, o i 北 」:」t IiI O O 

紐 Ill 村； 。I-・ o 東北町 I i 17.359 

怪 平館村 I2 i 29.200 郡 I 下川町 l 47,048 

郡 - i託村‘ o o I I 天 間林村 0 i 0 
I ' ' , 六ケ所村 0 0 

計'9 207,875, 1 1 it 1 4 3 8 9, 2 8 4 

鰺ケ沢 町 0 0 ］ ！ l 川内町 l I 30,000 I 
西 木造町 0 0 下 1; 大畑町 2 9 i 15,100 

深浦町 0 0 :大間町 0 i 0 

tll l 森 II] 村 0 0 北 し東通村 0, 0 

布…崎 村 0 : 0 ！風 IBJ浦村 0 I 1 0 

軽 村1 村 0 郡 L佐ー 井村 2 103,297 ゜I ： I協 野 沢 村 1 33,800 
郡 稲垣村 o : 0 i|• 6 182,197 

車力村 0 0 二戸町 l 2' ll7,400 

計 [ O ! O 五戸町 4 ] 5.ooo 

I 

岩木町 0 0 ー 田十町 I 9,200 

律中 柑I 馬村 ］ 117.504 名川町§ 1 30,204 

怪 西目屈 村 0 0 南部町, I 40,242 
郡 戸階上町 0 0 

計 117,504 福地村 I 1 l,000 

藉崎町 0 0 南郷村 0 0 

南 大鰐町 ］ 20,00C 郡 ii倉石村 l 128ぶ50

尾上町 l l8,0001 I 新郷村 0 0 — 
律浪岡 IIII 3 24,g92 I I’  計 l l 341.696 

平賀町 0 0 県外寄託 26 10,853,009 

軽；常盤 村 0 0 他県支部寄託 45 l6,621Alg 

I 
田舎館 村 0 0 

郡 C 県 扱 l39' 105,932,206, 

碇ケ関村 0 0 "・ ・ I I 
I 計 5 l62,992 合計 I376 1 ' 140,542,165 

-214 -



表 4-1-2-3 

市町村救護金寄託受付状況

①救護金寄託状況

救 談 金 区 分 s又口， 付 金 領

県接，市町村 県 内
件

10,868,937 円
件 円

58 

I 
受付の救護金 四T 

95 13,968,642 

外 37 3,099,705 

②各都道府県の寄託状況

区 分 件 数 金 領 備 考

北 海 坦••Y• 2 件 l 00,000 円

岩 手 徊示 3 70,000 

秋 田 胆T 2 8,705 

宮 城 県 3 170,000 

福 島 県 1 50,000 

新 潟 胆T 2 200,000 

長 野 胆T 2 .60.000 

埼 玉 県 I 500,000 

東 京 都 ， 1,320,000 

神奈川県 l 30,000 

干 1平,'，' 県 1 40.000 

茨 城 県 2 101,395 

窪 山 胆了 I 30,000 

岐 阜 胆Tく 1 10,000 

岡 山 徊91て 1 10,000 

宮 崎 阻91 5 400,000 

ゴl="・) 森 9向「 58 10,868,937 

合 計 95 I 3,968,642 
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表4-1-2-4

日本海中部地震披災者救護金の

配分に係る交付基準及び配分額

5
-
］
 

ー

表 4-1 -2-5 

日本海中部地裳に係る指

地域漁協配分表（推協指定分）

腿作漁業協同組合

補漁業協同組合

合 瀬 礁 業 協 同 組 合

鰺ケ沢町

車力村

市浦村
同

小泊村

40 

150 

28 

151 

3 

418,000 

I.514,000 

352,000 

3,003,000 
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表 4- l - 2 -6 日本海中部地震披災者救援金配分表（最終）

ご市町村名

披災 内 訳 県 舟 約 叩 なた 配 I,} どR

死没者全壊半壊 床上水 貨｛り者 生保地帯（再）
塁者 梃没者（晒）死没者幽）全 壊 半 壊 床上投水 頂 僭 者 生保地滞（追加）

配分額

没 全壊半壊床上 外 300,000刊 154.000円 125.000円 50,000flj 25,000円 50,000円 蓋械減蘭は。00卜P]

車力村 l 240 279 5 2 II I 300,000 30,000,000 13,950,000 125,000 100,000 330.000 44,805,000 

鯵ケ沢町 2 168 307 I 6 10 I i 
600.000 21,000.000 15,350.000 50,000 300.000 300.000 I 37,600.000 

木造町 32 62 I I 8 ! i 
4,000,000 3,100,000 25,000 50.000 240,000 I 7,415,000 

深 浦 町 2 13 59 28 I 600,000 1,625.000 2,950.000 700,000 5.875.000 

岩 崎 村 6 I I l I 300,000 25,000 325,000 

柏 村 17 8印．000 I 850,000 

稲垣村 4 I 200,000 200,000 

森 田 村 I I 50,000 I 50.000 

小泊村 3 16 | 46 27 2 I 2 900.000 2,000,000 2,300,000 675,000 100.000 50,000 20,000 I 6,045,000 

市浦村 4 2 38 I I | | ! 1.200.000 250,000 1.900,000 30,000 II 3,380,000 

中里町 5 45 2 I I 625,000 2.250.000 50.000 50.000 30,000 3.005,000 
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金 木 町 6 300,000 I 300,000 

板 枷 町 I 3 II 125.000 150.000 275,000 

鶴 田 町 3 150,000 150,000 

蟹 田 町 2 4 250.000 200.000 450,000 

浪岡町 3 17 2 I 375,000 850.000 100.000 1,325,000 

大鰐町 2 100,000 100,000 

岩 木 町 12 

→ 
-600,000 600,000 

弘 前 市 2 ， 250,000 450,000 700,000 

黒 石 市 3 150,000 l 150,000 
五所川原市 l 15 I 300,000 750.000 I 1,050,000 
八 戸 市 2 I 600,000 600,000 

今 別 町 4 7 I 500,000 350.000 850,000 

階 上 町 I 300,000 300,000 

秋田！i 2 308,000 308,000 

北 海 道 叶了 l 154,000 

ニ］ 550.000 

154,000 

-~ 4.800.000 合 計 16 488 945 64 5 II 462,000 61.000.000 47,250,000 !.600.000 930.000 20.000 116,862,000 



表4-1-2-7

1種別 1 施設・校名
； 

日本海中部地裳に係る社会

福祉施設等配分表

市町村名 II 災害復旧費 復旧円源内訳配分率
中法人(1/4) 17.5飴

柏 風 円1 円
園 1木造町 I50,915.ooo 12.128.750 i 17,5 

鶴 松 園 1＇ 鶴田町 4.401.000 I l,100,250 | 17,5 

和 園 弘前市 4,110.000 I l,]77,500'17.5 
： 

l,000,0001 鶴 住 荘 板柳町 17.5 

！I捉身節者 1I 山 郷 館
岩木町 3,684,000 e21,poo 17ふ＇ 内 潟療談園
中里町：' 5,193,000 1,298,250 17.5 

配分金額1
|2,3. ]` i 

200,000 

210,000 

]80,000 

I 
170,000i , 

I 
230,000 i 

：闘慶身
肯森コロニー ・ ！ 
リハピリ 1青森市 1

1.190.000 I 297,500'. I 1 7. 5 1 ＇ I 60,000 

あすなろ I 野辺地町＇
ワリーナース

1,66s,ooo I 416t250 ！ I i 
i 

]7.5 80,000 

工福 ， I 1,160,000 I 3 I 

; 

I 場祉、 者森福祉工湯 森市
440,000 • 17重5 80,000 

精 Ii ，月見野園森田村 1,466,000 366,500 17.5 70,000 l I 

喜I冑 松 園五所川原市，l 2,450,000 612,500 17.5 110,000' 

塁施拓 光 園岩木町 1； 

,． 

2,269,000 567,250 17.5 i I 100,000 

設大東ヶ丘 ＇ 
I 

サントピアホーム 1金木町
6,000,000 17.5 I '1,050,000 

: 

Ii 子cjt 加万川原商業高校 1 五所川原市 5,648,000 i I I 1 7.5 
i 

990,000 I 

I 校 1苔森西幼稚 l暦育森市 3,65 0tooo i I 
17.5 640,000 

： 

合 計 (15施設） 、6,480.144I 
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第 2章応援活動

第 1節応援活動

0県災害対策本部の応援

県災審対策本部は、日本海中部地震により激甚な被害を受けた車力村の災害復旧作業を支援

するため、車力村役場に県災害対策本部職貝 4名を派遣した。

派遣した職貝は、土木部の道路建設、砂防・建設住宅・営紐各班から 1名すつの計 4名であ

る。

これら派逍職貝は、 5月31日から 6月3日までの 4日間、車力村役場で主として岱茫地区の

逍路復1191対策・住宅被害復1日対策等の企画立案に当った。

0市町村間の応援

日本海中部地設により水道施設が激甚な被審を受けたため、断水地区が続発した。水道施設

か被災した市町村では、ただちに復旧作業を実施するとともに、断水地区住民への給水を実施

するとともに、断水地区住民への給水を実施した。

しかし、自己所有の給水車等だけでは全ての断水地区住民への給水を賄うことができない

ため、被災市町村では、県を通じるなどして給水車の支援を要硝した。これにより脊森市、弘

前市、八戸市、黒石市、五所川原市、岩木町、大鰐町、鶴ll1町及び小泊村の計 9市町村から給

水車等延べ 239台が、地震発生当日の 5月26日から 6月5日までの11El IHI、断水地区に配骰さ

れ、給水支援に当った。

0一般住民の応援

日本海中部地震に伴う渾波により梅に投げだされたり、津波にさらわれた人の救助救出や行

方不明者の捜索活動に当った住民は、地震発生当日の 5月26日から 6月7日までの13日1111、延

べ 2,050人に及んだ。

第 2節 防災功労者の表彰

日本湘中部地媒は、地媒動による被害もさることながら、津波による被沓が大きく、特に、

亡くなられた方17名の全てが、津波によってii圧に投げだされたり、津波にのまれたりするなど、

津波に起因する被沓が大きくクローズア・ノプされ、今回の地震災沓は地誕津波災害と言われる

ほどである。

このような津波桜米という危険な状態の中で洵に投げだされたり、津波にのまれたりした人

々の救助救出のため、自らの危険をも顧みす人命救助に当った人に対し、国・県・市町村等
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では、その功組を韻え、表彰を行ったわ

知事表彰

県は、人命救助に貢献した個人に対し、その功紹を韻えるとともに深い感謝の窪を表するた

め、各市町村長の推胞者の中から16名を表彰した。

表彰式は、 9月1日の防災の日に各役場で行われ，破表彰者に対しては、表彰状に副賞を添

えて伝達した，

表4-2-2-1 被表彰者一覧

1：I 推町 村 防名
名！

］ 
氏

I 
！ 

451岩崎村大字大間越字上小屋野 53崎村 盟 鴫 竹 男 樵 業

l II 斉 藤 善 久 ＂ 21 I岩崎村大印く松神字中浜松 76

19 

91 
1石戸谷 毅 40 岩崎村大字岩崎字王坂10

（消防団員）

股 業
II 松浦 栄 54 岩崎村大字森山字松浦52

（消防団貝） Z 

深浦町 I西 崎 義 三 1: 団体役貝，！ 46 深浦明大字炉作字消滝11

II 坂本義 ＂ 23 

町沢

＂ 

ヶ

-
•
一
鰺＂ 

西崎昭

‘、
v,6

0

 

3

2

 

）

業

）

貝団防

＂

肖

・_， 

6
ぶ廿

)”ょ（
 

.
,
＇
-

光

一

加 藤 克 美

石岡消美

JI 

II 

42 i鰺ヶ沢町大字赤石町字宇名原254

2 2 II 241-2 

垣“IU 
年 業営自一昔

ふ 26 I稲垣村大字福窟字笹崎 1~ 1-2 

II 

村！長内

l蒻丸 谷 親 人l”
 

25 I稲垣村大字沼崎字袋代崎92~1 
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村 Ii藤 24 
稲 垣村大

稲垣 田

源一郎 煤防団員条） 

豊JII字藤見山83~3
i | 

市 浦 村 字
市 浦村＇佐 藤

二郎 I ： （消
34 

椙内字岩井81-207

秋 1汽 40

小泊村 字
小泊 村 越 野 股 小泊 193-9 

［ 

夫 47
小泊村

’’ I鈴 木 武
大山長根l?

： ． 

"" 

家 | 国 館村 大 字
：：：厩村 成 田 拇 人

務
員 i

25 
石崎字元字田77公

消防庁長官表彰

国では、人命救助等に特に貢献した個人に対し、その功組を眼えるとともに深い感謝の意を

表するため、各県の具申者の中から 4名を表彰したe このうち、青森県関係では鰺ケ沢町の 2

名が表彰された。

表彰式は、 11月22日に鰺ケ沢町役場で行われ、被表彰者に対して、表彰状が伝達された，

表 4-2-2-2 被表彰者一院（本県関係者）

氏 名
i 

戦業 l年令

i 
住 所

加藤 克美 I漁業

石岡沿美 I " 

42 I鰺ケ沢町大字赤石町字名原 254
i 

22 i鰺ケ沢町大字赤石町名原 241~ 2 
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第 5編

反省 と教訓





第 1章 津波対策の強化

今回の地震においては，地震に伴う津波により船舶，港湾，漁港施設等に大きな被害が

もたらされたほか， 17名の人的被杏を生じた。

これは，近年日本海側では， ill,：波による大きな被甚がなかったこともあって，地裳発生後津

波を予想しなかった人が自治省消防庁のアンケート調壺によると85パーセントにものぽること

からも明らかなように，津波に対する認識が乏しかったことが大きな原因であると考えられる。

今回の汁！：波の特徴は，波源城が沿岸に極めて近く，渾波腎報が発表される前に津波が沿岸に

到逹したことてある。 12時00分に今回の地震が発生し， 12時14分に津波替報が発表されたが，

12時07分にはすでに深浦検潮所で沖波の第 1波が観測されており，津波替報は津波の襲来より

遅く発表されている。

こうしたことから，今後は，媒度 4以上の地震を槌知した際，火災の発生防止だけでなく，

沖波の襲米をも考應して，悔而状態の監視，防災機関相互の連携強化，避難の勧告，指示が住

民に早急に伝達されるよう努めるとともに，恒久対策としてli）j波提の増強， IIJj災行政無線網の

格備等津波対策の強化が必要である。

第 2章 通信施設の整備等と情報収集
伝達体制の確立

1.県防災行政用無線の運用体制の確立

県は，県防災行政用無線を使用して，災杏に係る梢報伝達及ぴ被宮状況の収集を行ったが，

倅軍のため県からの油波跨報の伝逹を一部町村で受信できなかった。

その原因は，無線担当者が不在のため倅訛時における非常砒源操作ができなかったことや

無線担当者がおっても非，ii,;訛源への切替操作が未熟であったため受信できなかったことなど

である。

このことから，非常虚加の操作方法について広く職員に1iil知骰底するとともに，無線担当

者についても複数の職貝を配附する必要がある。

県においても，以上のような事態が発生したことを踏まえ，昭和58年 9月1日に実施した県

総合防災訓練の際に防災行政無線を非前龍源により操作する訓錬を実施したほか，県防災行

政用無線の運用等について検討するための委貝会を 6月に設骰して，今後，溝すべき措附等に

ついて検討を行っている。

2. 市町村防災行政無線の整備

県内の市町村で[l)j災行政無線を設骰しているのは41市町村に及んでおり、これら市町村で
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は，今回の地誤時に防災行政無線により住民に対し菩報の伝達，避難の指示あるいは災害発

生後の行政機関の応急対策の実施状況等の周知を行った。特に，鯨ケ沢町においては，屋内

外においても受信できる受信機が毎戸に備えられており，今回の地震ではその機能が十分に

発揮され，民生安定に類著な効果をもたらした。

現状においては，市町村と住民との間の梢報伝達媒体としては，無線を活用することか最

も効果的であると考えられることから，防災行政無線の未設箭市町村にあっては，今後これ

の整備を図ることが緊急の課題である。

3.重要加入電話，非常（緊急）通話用電話等の確保

今回の地震で，地震発生後被災地に向けての通話が殺到し，龍話が輻戟状態となったため，

通話規制が行われたことにより一般加入電話による通話が即座にできない状態となった。し

かし，県においては，県防災行政用無線，災害応急復旧用無線電話等の活用によリ災者情報

等の収集伝達に当たったが，情報等の収梨伝達に若干支障を来たした面もあったので，今後

は，重要加入電話及ぴ非常（緊急）通話用龍話の確保並ぴに孤立防止無線の活用等通信手段

の多様化を進める必要がある，

4.夜間，休日における情報の収集伝達体制の確立

昭和5糾臼月 9日の余震発生時 (21時49分）に，県から市町村へ防災行政用無線によって

一斉指令を行ったところ，当煎者等が受信した地震情報を役場の防災担当職員に伝達していなか

った町村が一部見られた，これは，夜関，休日における庁舎管埋を外部委託していることな

どにより，災害偕報の受信伝達体制が必ずしも確立されていなかったためと思われる。

このため，県では，昭和58年 6月11日付けで市町村及び県防災行政用無線地方局管理者（各

県税事務所長及び鰺ケ沢土木事務所長）に対し，夜間。休日等の閉庁時を含めた緊急時の通

信確保について指示したところであるか今後これらの指示事項を違守し，夜間，休日にお

ける災害IW報の受信，伝達体制に万全を期するよう強力に指消する必要がある。

5.広報車等による情報収集伝達体制の確立

防災行政無線未設附市町村においては、住民に対する災害時の偕報伝達の手段として，広

報肌有線放送．農協 i 漁協等の無線施設，サイレン，警鐘等を複合的に活用することによ

って効果的に住民への惜報伝達を行い得る体制を確立してお（ことが必要である s

また，防災行政無線を設置している市町村においても，災害時に防災行政無線が機能しな

いことをも予想し， 11；j災行政無線の未設置市町村同様防災行政無線以外の方法によって、住

民等への惜報の伝達を行い得る体制を確立しておく必要がある。

6．観光地等に対する情報伝達体制の確立

今回の地裳災害における死者17名はすべて津波による犠牲者であり，このうち 9名が釣り

人であったことから、市町村においては不特定多数の人びとでにぎわう観光地等に対する
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91l'1報伝達の手段として，これらの場所にも防災行政無線を設骰するなど災審時に避難が円

滑に行われるような体制を確立しておくことが必要てある。また，観光客等は，地理不案内

のため，災杏時に避難等が的確にできないことも予想されるのて、これらの人ひとが的確に

対応てきるよう避難場所への誘迎標識等を悠備する必要がある。

第 3章 防災訓練の実施

1,教育機関

今回の地設の発生時に，努ヶ沢町役場裏の海岸で写生をしていた弘前市立第 4中学校の生

徒361名か，乗車してきたバスの運転手，引率の教師，地域住民，役場職貝等の協力で渾波

の襲米前に全貝無事避難；したが，このように一人の被苫者も出さすに迅辿に避雅できたのは，

パスの述転手等の協力もさることながら，弘前市立第 4中学校では1li：年 4回避難；訓練を実施

しており，これが効を奏したものである。

このことを教訓として，小学校，中学校，高等学校等の教育機l見lにおいては， 1i)：年叶画的

な防災訓紬を実施する必要がある。

2,医療機関

今回の地謀による被者が大きかった浪岡町立崩院においては，行護婦等の適切な避雅指示，

誘森によって混乱なく入院患者の避難が行われた。また，県立中央病院では， ii［手，ヘルメ

ッl・， ズポン等災箸時の七つ道具をナースステーション等に‘iit1iiiiしているが，今回の地謀て

は，避難に{Iiiiえベランダのロック式のドアをlifJけるなど，初動体制も適切に行われた。

これらのことを教訓として， 多数の人命をitiかる医療機関では，将段の防災訓紬かいざと

いう時に必す役立つことを再認識し，火災，霰災等を想定した防災，)Ill紬を繰り返し実施する

とともに，防災賽機材等を常備することも必要てある。

3，市町村等防災関係機関

岩崎村においては昭和53年の群発地媒発生を契機に行った防災訓紬が湘波襲米時の住民

の避難に非前に役立った。

また，昭和58年10月3日の三宅島の火山咽火の災甚時にも， ll('［火前に実施した防災訓錬の

成果が生かされ、 人的披唐発生の防御につながったと言われており， El頃の防災R/1I紬が災甚

時にUIl何に役立つかが証明されたところである。

本県の市町村等における防災訓紬の実施率は必ずしも翡いとは言えない現；1人からして，こ

れらの教訓を踏まえ，市町村をはじめ，防災関係機関は，哀災，火災，風水害，火山IIl't火等を

想定し，地域住民の参加を得て， 1Ij：年少なくとも 1回以上は防災訓紬を実施する必要かある。
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第4章 防災思想の高揚

1，地震と津波について

今回の地哀の発生が仕設時でありながら火災の発生が 2件のみにおわったことは、地娯

時の出火防止息想が幣及しているためと思われる。

今回の地ぬ被祁の特徴として，津波による椒専か大きかったことがあげられるが、これは

近年において沖波被害がなかった地域で沌波の製来があ瓜地城住民の津波に対する警戒心が

薄力曰たことと津油の襲来が卑力い3たことによるものと息われるサ

今後は，気象庁の津波舒報の発表前でもぷl'i皮の製米があること，津液は繰り返しり越米する

ことなど津波の特性について，地域住民に対して啓発する必要があるわ

2．学校教育における防災知識の普及

秋田県においては，男鹿半島に辿足に来ていた合川南小学校の児窟13名が避雅のII似もなく

沖波の犠れとなった，~

-）L 4ハ県では地謀発生時に弘前市立第 9i中学校の生徒が鰺ケ沢Ill"［役場衷の海料に写生

辿足に来ていたが，地裟発生i在総パスの迎転手、地元住民砕の機転により引率教師が誘導

し全貝安全な場所に迎刑し， t1ti皮による綴11者を防Jlすることかでぎたc

このような災署時には，咄嵯の判断も大切であるが，普段からの教育が重要であることを認

識し，児廊，生徒その他の関係者に対して災布時の心構え等の防災知識の晋及を一！杓図るこ

とか必痰である Q

第5章 応急対策体制の確立

1.建物の被害調査体制の確立

今皿の地滋災也にお＼ヽては，紐物の外観上からは判しい被乳：：とは）し受けられなくても，

要構造部に特しい被害を受けていたものが多かったため令懺害の乱賛介に多くの日数を粟した

ケースがあふ

建物被也調？．tの迅速化については，昭和43年の十勝沖地成においても反省されたところで

あリ，今後，市町村においては，旗物被審の調咋要領等を作成し，迎やかに被岩調査が実施

てきる体制を確立することか留まれる 1

2. 自衛隊への災害派遣の手続き及ぴ受け入れ体制の確立

今回の地媒災名において，町村の要的に陥づき，睦上自衛隊及び航空自衛隊に対しヘリコ

プクーによる行方不明者の捜氣給水車による飲料水の供給等を主に災害派遣を要訥したと

ころである 13
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しかし，一部の町村においては応急対策に忙殺されたためか， 自衛隊の災審派逍の要iiりは

知事が行うべきであるのに，直接町村長が自衛隊に要睛したケースや災害支援出動した自衛

隊との連絡窓口か明確になっていないため，災沓支援出動した自衛隊が混乱したケースがあ

るなど， 自衛隊への災害派遣の手続き及び災害支援出動した隊貝の受け入れ体制が必ずしも

スムーズに行われなかった。

今後は， 自衛隊の災杏派遣の手続きの淵熟及び自衛隊との連絡場所の設定，連絡者の明確

化など災雹支援出動した自衛隊との連絡窓口を明確にするとともに，支援活動の実施につい

ても， 自衛隊の現地指揮者と協議し，活動が円滑に行われるよう体制を確立しておく必要か

ある。

第 6章 消防用設備及び危険物
施設の耐震化の促進

1.防火水槽の耐震措置の実施

今回の地媒ては，幸い火災の発生が少なかったものの，水道施設が各所で損壊し，防火水

槽も鰺ケ沢町，木造町等を中心に 16市町村で合わせて 100枯が被災し， 51格が漏水した。

地震時において，支隙なく使用できる消防水利の確保は不可欠の課題である。このため，耐

震措覇を施した防火水槽の整備を今後とも促進する必要がある。

2. 危険物施設の耐震措置の実施

今回の地媒では，危険物施設からの火災は発生しなかったか，青森市等20市町村で地下

タンク等84施設か被災した。

このうち、石油類の漏洩があったのは， 9施設て，これらは地謀動等によるものであるこ

とから，更に危険物施設の耐裳化を進め，地媒動等に伴う設備のiilfl)jli)jJl．に努める必要か

ある。

第 7章住民の自衛措置

1, 強い地震を覚知したとき

今回の地設では，地哀が発生して14分後に池波瞥報が発表されたか，深浦検潮所では地媒

発生 7分後に沌波の第一波が観測されている。岩崎村及ぴ深浦町では，悔面状態の監視等

を基に、県からの津波普報が伝達される前に住民に対して避難命令を出している。

このことから，津波腎報が気象庁から発表される前てあっても津波の桜米があることを沿

岸住民は認識する必要かあり、強い地設（虞度 4程度以上）を党知したときは， 自主的にiili・

而の状態に注訟し， tIt波辟報の有無にかかわらす，市町村長の指示に従って避難等を行う必
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要かある＂

2. 自主防災組織の重要性

本県においては、但主防災組織が組織されている地域か少ないこともあり，今1国の災甚1こ

おいては， 自主防災組織の目立った動きはなかったが． 1也姦災害時等における住民の自主的

な防災活動は，椅めて爪桜なことである，特に，大規校）也山に際しては，梢防機関等防災1具I

係機関の泊動か多方面にわたるため，その活動が笞しく低下することが予想されふこのよ

うな楊合、住民の自主的かつ組織的な対応が必桜不可欠となってくる。

このようなことを踏まえ，今後は，自主防災紐織を結成するか． Ill]内会等で防災部会を組

織するかして，災害が発生した堪合には、直ちに的確な対応が可能となるよう． 日頃から

期的に防災訓練を実施するとともに．［）j災活動に必要な知識，技術をや／得しておくことが必

痰である，

第 8章観測網の整備

1.地霙・津波観測網の整備

本県には，油1位観測所が 8か所（青森市 2，八戸市 2．むつ市 2，深浦町 1、市浦村 l)ら

地姦社は 11か所 (1’;•森市 1. 弘前市 3. 八戸市 l • 1, 岩［I益村 1、岩木町 1，相聞村

1, 六ケ所村 1, 階上町 i)に設賄されているが， これらの観測テータが恥約されておらず，

それぞれの機関の収柏にとどまっているのが現状である。

観測強化地殷である束泊地敗及ぴ南関東地域では，海底地哀観測等をも含めた誤密な観測

が行われており．観測データも気絞庁に犯約され，地震子知？t料として大ぎく貫載している。

本県においても，国に対し．県内の地姦津波の観測綱の樅備を要望しており，これを実

玩させる必要かある。

2.津波警報発表の迅速化

深油検怜ll所では，今回の地ぬ発生後 7分で沖波の第 1l度が観測されたが、気象庁の津波習

報が発表されたのは地姦発生14分後である。 ilt波の第 1波が製米してから 7分後に気象庁

が津波舒報を発表してお＇）、今後．気象庁においては．予報作諮手順をよ') -1舒憎j酪化して

;,Itiik腎報発表時間の短縮及ぴ伝達時間の短縮を図り， ilti皮腎報発表の迅速化を推進するよう

努める必要があか
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第 9章 災害救助制度等の改善

1.行方不明者の捜索費用

今回の災甚で，災甚救助法が適用されない町村においては，行方不明者 (7名）の捜索の

ため多額の1け用を要し、財政を圧迫することから捜索＇1，i用について助措骰の要望があった。

県は，これに対し，捜索1'i用の 2分の 1を助成したところであるか，財政），し盤の弱し、町村に

とって行方不IJ]者の捜索費用は相当の負担となるため、これに要する費用については、災苫

救助法の適用の有無にかかわらす全額を国庫負担とする制度の確立か望まれる。

2.中小企業者に関する特別の助成

中小企業者の関係被唐総額は， 73億 7,000万円にも達し，激甚法第12条，第13条及ぴ第15

条かそれぞれ適用になったところであるか，これら各条項の適用地域は，災苫救助法適J.llIII

村に限定されており，適用地域以外の市町村でもかなりの被杏を受けた中小企業者かあるに

もかかわらす適用の対象とはならなかった。

これら激甚法適用の対象とならなかった被災 9れ小企業者を救済するため，関係法令を改正

し，災甚救助法の適用の有無にかかわらす，被災中小企業者の被災状況を），闘Mこ助成する制

度の確立が望まれる。

3.漁船に対する援助措置

今l目の災也で，本県における i(（！船の被甚は， 5トン未i,:,:j697位， 5 I、ン以上 156隻である

か、天災融賽法による低利の漁船建造（購入）森金の行付対象は，政令によって 5トン未ili

となっている。

このため， 5トン以上の漁船の建造 (I!//；入）森金の借入れは，農林漁業金融公JIliの災苫蘭應

如こたよっているが，年利率か6.05ハーセントであるため雰細な沿岸漁業者にとっては翡負

担となるので， J此林礁業金融公hliの災専融衰の利率を天災融賽法並みの利率にするか，又は，9

天災胤噴法による融賽対象樵船に 5トン以上の社（！船も含めるなどの改正が望まれる。

4.災害復興住宅建設資金

災寓救助法が適用された地城の住民か住宅金融公／ilt法による災忠復輿住宅建設賽金を借り

受けた場合，据骰期間中，年利率か5.05パーセントから3.0パーセントに軽減されるか、そ

れ以外の地域の住民については，年利率の軽減措骰は適用されない。

このため，県においては，災古救助法が適用されない市町村の住民て災苫復典住宅建設森

金を借り受けた者に対して，据附期間中の年利率か 3パーセントを超える部分の利子相当額

を市町村か利子補給をした場合，その補給額の 2分の 1に相当する額を補助する措附を，溝し

たか，今後は，関係法令を改正し，災苫救助法の適用の有無にかかわらす，す1，9:iti:期間中の年

利率を軽減できる制度の確立が望まれる。
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第10章地盤の液状化現象に

対する対策

車力村，木造町吟の砂地盤地域では，建築物の担壊，軍柱の陥没，傾斜地の地割れ、水田の

隆起，哄砂，浄化槽の浮き上が 1)等が見られた。これらの現象は、地下水で紐和された絞い砂

陪か地設の振動と1韮i幣で1fii隙水圧が高まり，砂の粒了間の結合と昧擦力が低下するため，砂層

か液体状となり流動化して，地耐力を失うものと言われている。

今後の対策としては，枇弱地盤，砂地盤及び盛土地槃を住宅用地として使用することを避け

るのは言うまでもないが，悪い地盤上に建築する住宅については，ペタ1，耀礎や杭使用か効果的

であるので， J,I;礎の耐謀性について十分検討する必要があるか

第11章地域防災計画の見直し

今匝1(J）地成災＇也は，昭和 43年の+JJ券沖地虞以来il)ことであり， しかも近年大各なi19波による

災也が発生していない日本海iII.I)にilt成が襲来し，大きな被寓を及ぽしたことなどから，前述の

ような多 ((1)謀災対策に渕する教闘をもたらした。

この教訊を生かすため，地域防災計画においで姦災対策に関する総合的な計画を策定し，初

動休制、 t,'I報池終体制， IIJj災紅，版(J)啓発等の子防対策， 1，も急対策の各般にわたり、店災対策に

万全を期するとともに，｛1，;iik対策についてもこ（1）中に位附づけるなど，地ばふ沖波対策の総合

的な推進休制を確立することか必要であふ

230-・ 



参考





1. 青 森 県 の 被 害 状 況 詳 報

披 唐 総
甜l5 I 8 低 14,956 千円

存森県災宮対策本部対策述絡部

総 括 表 被害額千円単位

ー2311

区 分 被 害 額 披 害 の 内 訳
踪定・未

確定の別

人 的関係 死者17名、負倍者25名｛貨傷者7名、経傷者18名） 確定

住 家 非 住 家

区分 全 地 半 壊 一 部 破 姐 床 上 汝 水 床 下没水 公共建物 その他建物

建 物 関 係 1 0, l 65,095 棟 世帯 人且 棟 世帯 人且 棟 世笞 人員 棟 世帯 人且 棟 世帯 人且 棟 棟

披害数 447 447 2,012 865 865 3.805 3,018 3,018 13,042 62 62 228 152 152 685 2,582 

被害額 3,129,000 3,027,500 3.6 2 I. 6 00 21.700 15,200 350,095 

区分 医板施設 ゴミ処理施設 し尿処理施設 屈境衛生営業施設 水迅施設 保健衛生施設

61 施設 13施設 施設 施設
525 (41市町村カ）所

施設
環境保紅関係 I, 3 9 3, 0 I 0 被害数 5 29 I " 

被害額 695.578 52,911 I 6,458 l 43,553 481.510 3,000 

区分 商工 業 等 観 光 施 設

件 件
詣エ労慟関係 7. 3 9 5. I 5 4 被害数 <l,931 l3 ” 

被害額 7.371.254 23,900 

畑作 共同利用 店地・旦業Jil
水 稲 関 係 認 畜 産 関 係

施設関係 施設関係
林 業 関 係

区分

浮苗 苗沈下
海水 陥没 陥 没

家蓄
飼蓑 牧草 公同利

在9l（品 農地
農業／il

崩壊地
治山

林迅
林産

11荏物
汲水 隆起等 務起等 施設 陥没等 用施設 施設 施設 施設

塁 林 関 係 I 0. 3 9 7, 5 I I ” 
hu h" ha h, ho 9J 力功 ho f9 力" 力肋 力0 力0 カ所 耀 暉 耀

披害数 8.375 219 8 1 43 12 4 l4 0.4 132 II 275 895 13 ， 58 31 6 

被セ額 554,288 37.281 l,0 7 7 240,067 22,178 492 52,919 228 622.147 15,945 750,00< 6細 ・OOO550,097 29 0, 84 S 158,723 71,600 9,620 
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市町村別被害額内訳

贔焉隻分 合計 建物関係 関環境保健係 商関工労働係 殷林関係 水産関係 土木関係 文教関係

被沓雖墾位壬円

青森市 1,968,124 11,515 72,463 470,000 200,043 177,262 839,996 106,845 

弘前市 1,771,975 117,350 16,465 250,000 328.483 506,382 553,295 

八戸市 81,030 2.194 62,000 11,300 5,115 421 

黒石市 506,405 94,700 2,720 211,900 165,937 22,434 8,714 

五所川原市 1,748,962 143,100 54,160 522,190 294,988 720、366 14,158 

十和田市 290,577 100 586 289,000 891 

三沢市 24,640 23,012 910 718 

むつ市 339,748 24,900 10,390 66,379 7,729 224,944 5,406 

平内町 39,866 283 60 6,500 33,023 

蟹田町 999,362 29,500 1,546 181,550 313,193 457,761 15,812 

今別町 853,396 55,300 1,000 39,730 20,292 107,750 588,156 41,168 

迎田村 656,846 2,400 136 300 486,212 138,766 29,032 

平館村 49,582 300 llO 140 4,592 520 13,870 30,050 

三厩村 362,835 15,600 1,486 15,214 6,217 28,696 292,239 3,383 

鰺ケ沢町 7,291,772 2,007,540 121.864 1,773,429 935,125 302,280 2,098,275 53,259 

木造 IIIJ 4,955,744 824,900 46,300 873,581 1,258,922 1,421,396 530,645 

深浦町 5,551,520 846,550 205,081 790,592 720,525 2,352,323 583,674 52,775 

森田村 570,445 33,490 938 180,000 260,525 88,180 7,312 

岩崎村 1,885,976 38,050 4,250 180,312 382.476 988,295 290,274 2,319 

柏 村 277,450 165,600 938 17,200 45,829 46,494 1,389 

稲垣村 629,092 65,900 9,260 8,559 201,330 246,140 97,903 

車力村 8,356,785 3,629,150 188,574 473,962 1,553,754 30,600 2,218,222 262,523 

岩木町 111.140 61,600 780 5,180 18,420 22,997 2.163 

相馬村 61,659 1.200 24,000 36,364 95 

西目屋村 362,365 12,574 349,791 

藉崎町 51,070 12,500 40 34,250 892 2,000 1,388 

大鰐町 46,115 9,500 200 5,334 8,000 22,452 629 

尾上町 15,240 30 5,000 3,000 5,100 2,110 

浪岡町 1,677,014 339,200 553,477 382,702 199,952 82,160 119,523 

平賀町 112,244 31,500 3,900 14,000 62,000 844 

常盤村 103,632 47,800 150 2,500 8,703 44,179 300 

田舎館村 29,192 8,900 1,995 10,208 6,530 1,200 359 

碇ケ I具l村 23,399 1,300 3 16,800 4,000 1,296 

-233 -



胴＂
建物関係 I1珀関撹保健係 商関工労懺係 II 農林関係 水産関係 I土木関係 I文教関係

9 9 

373,331 151,500 2,900 82,210 56,370 79,760 591 

1.319,469 99.150 2,628 100,140 480,030 632,253 j 5,268 

中里町 2,581、T8 緊4,650
" 286,,51720 51 1 ， 1 26389且,55OO00 

896,526 515,7231 紹6.109
" 

鶴田町 626,530 116,000 262,7船 3,202 

市浦村 l,094,€09 ⑳6,100 35郎6| 64,550 154.8⑫ 173.908 459,417 546 

小泊村 2,3的，臨 433,450 1 4,75 l 1 261,983 --1,039‘ I 921,862 669,881 6,700 

I '31.365 野辺地町 46,398 1,000 13,637 
i 

396 

七戸町 86，磁 I 
3,000 13、80B 63,750 4,069 l,596 I 

百石町 25.OOO I 25,ooo ! 1--ゴ
！ 

心"

i I 
I 

十和田湖町 224,708 8,000 216,708 

六戸町 1
21,815 l1 5 21,000 

41 
I 700 

I I 横 浜 町 i 

上 北 町 21,4 14 120 4,000 1,294 

東北町 17,005 5 i 8,000 7．餅 LOO6 
""P̂ 

下田町

天間林村 42,058 2,400 300. 39,358 I 1 

六ケ所村 36() 360 

川 内 町 128,6加 4,000 16 I 
124,604 

大 畑 町 I 121,511 j 2,400 1 490 l,000 } 106.781 • 8.oooi 2.840 

大間町 l 7,55 1 | ！ 270 l00 28 I 17,000 153 

1東 通 村

“̀ 

狐ooolお8,374 i 32.)45 176,229 

風間浦村 牡340 I 
1,027 43,178 135 

1佐井村 157,891 i 4̀1 28 1 36 130,000 認727

脇野沢村l 35,72] 知 I 100 ヮ， i 2,000 23怠84

三戸町 129,228 I 129,2祁

□I田 戸子 町町 1I ?1？0，,4OO98 O 
公OOO 75,486 l2 

I 10,OOO I I 

！名川町 136,134 ！ 100.000 I 36,134 

！南部町 32,350 

20.000 I I 

32,3印1 I 
I ： 

階上町 誂000 13,000 
＇ 

福 地 村 I ＇ 

南 郷村 13節2 I 13,022 I 

倉石 村 27 2'1 ! I 

新郷村 l 
計 51*760,133 10,165,095 i 1,393,010 I 7,3諏］図 11) 397,511 5,271,296 14,6泌，275i l2,503,792 嚇““
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市 町 村 別 内 訳表（人的関係）

湘こ分 者
行 方 負 似 者

死
不明者 重傷者 軽傷者

メに 計
計

青森市 1 I I 
市

計

今 別 町 I 1 I 

東津軽郡 平館村 l 1 1 

三 厩 村 1 2 3 3 

鰺ケ沢町 3 2 2 5 

西津軽郡 深 浦 町 2 2 

岩 館 村 1 1 

計

浪 岡 町 2 I 3 3 
南津軽郡

計

金 木 町 I 1 I 

椴 田 町 3 3 3 

北津軽郡 市 浦 村 6 6 

小 泊 村 5 I 8 ， 14 

計

大間町 1 I I 
下北郡

計

町 村 計 (59)

県 計 (67) I 7 

゜
7 18 25 42 
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市町村別内訳表（建物関係）

区；； 住 家
一＾

没水 1 床下

剛被害額 i棟

住—j
害額合計
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市町村別内訳表（建物関係）

二
[

3

1

ロニ

布被
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i
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-
家一[[口
□`220-

面

-
6
5
-
8
2
-
2

非
轡
―
-
|
~

□
 

ー
[

ロ
住

□口
10

可ロニロロ浪 岡 町

平 買 町

31 31 11 21,000 か

211 

798 24 1,200 
1----------+---+--+ 

25,200 

常 盤 村

田令館村 ―
―
 

36 1 36 1 144 43,200 

41 41 12 4,800 
; l l 

-
2
3
7
1
 

碇ケ閲村

阪 柳 町

金木町

21 2 ,1 1,.0001 3 31 12 JO、500 ] 05 1 105 44 3 

l.200 

I ,  
126.000 11 1.000 151,500 

SI SI 20 1 7, 5 0 0 1 63 63 I 265 ii 6,050 99.150 

中里町

鶴 田 町

41,  1 201 2s.ooo I 46 4612171 161.000 276 276 li.380 

75,600 

331,200 21 21 7 700 281 281140 2,800 591 10.950 534.650 

31 31 14 I0.500 21 I 21 

市 a n 村 2 

93 1 25,200 | 21 80,300 116,000 

21 11 1,.000 I 35 351 152 ] 2 2. 5 00 1 5 8 58 I 240 69,600 206,100 

小 泊 村 16 I 16 I 601 112,000.1 46 I 46 I 1ao ] 6 l. 0 0 0 124 194 5] 4 148,800 271 271 89 9,450 17 1 17 1 78 1.700 10 500 433.450 

天 1切林村 21 21 JO 2,400 2,400 
］ 

大 畑町 21 2 

，
 

2,400 

合 at I'" I'" 12.0121,.129.ooo 865 | 865 | 3.805 | 3.027 500 |3.0 1 8 |3.0 ] 8 | 13.012| 362 1.600 I 62 I 621 228 I 21.100 I 152 I 152 I 685 I 15,200 [2.582 350.095 110, 165,095 



市町村別内訳表 （ 環 埴 保l!l関係）

ご冒'”"
し尿処理施設 閑境省生営業熙設 水道抱段 保低術生梃設

”̀ | ・ャ・ -• -＂’・ • • • ·—- --← 

被害可＼：ロ―;-
合計

苓数控苫額 被害数技害額 被言数被害額 控害数被苫額

百森市 l 施設 3?0 「―；犀薮 1000 き 設 43.058 5111i設 7,042 施設
”"63 

二~＂畑)_巡‘＿,`洲＇ニ• • ーロ— ＾ ＾ 
~ / 

弘前市 3 8,345 l Boo 4 3,295 16,465 
、~ -~ 

八戸市 I 214" 2,194 
ャ・ -，サ・ -．→99『▼9 ・―・ • ・’〒ー上4 , ＋ - ・ ・ ̂  ^  

I I 1.72~. 0 黒石市 3 l,0 00 2,720 
~ ・, - ・ --^  

五所｝II原市 4 1,720 1 35,812 I 8,458 } l 2, il o 54.160 
＾ ● ＾ - -・----如亨ttt t ・ ・ 言V: t t咄ー—•,—→―--(lB4 Oー)•一·• 

むつ t1i l 1.． 000 ！ 4 8,200 」-ユ旦一 1慶 19 0 l 0.300 
• • •• 上̂△ ·人•·-----

平内町 l 283 2 83 
t .  ．． ・^

蟹 Ill 町 l ? 96 300 
9~(. t706 0) . 

450 J.546 
＇ヽ・ • • • • -• ^  •— : ・…・ ^ ^  •-—--•"… ▼―—ャ·• --

今別町
1 2 1,000 1B0 0 (l.2l 9) ~” 

1238ー

蓬 1!l 中） 5 l 36 !36 
・ヽ l …炒----

平詑村 3 110 l lo 
ntv ~ ：．  マt t ・ 亨ヽ— ”▼ー～＇^ ＾ ^・^J--う

三厩村 (762) 1,486 1.486 
_, ＂い ＾ ．^＂ 

l49 
9 -、 I マ＇~ャ· i―-t畑・ • ・”畑

鰺ケ沢町 6 18,756 J }，1 08 8 68,noo 
上廷2643立

34*000 !21,864 
• t 畑---- ： ----’一・-• • • ・―’―― •— 

木造町 6 32,8l5 I 5.0 00 く1J9?) 8,485 4 6, 3 0 0 
'-t -• + -- ~ ~一 ~~が9 ー^・ • ^ ^…心

34 
深浦町 4 3.$09 I 400 ？ 5.100 （広108) 195,472 205,08 i 

＂― ＾^ 
t t --- - -----

森田村

((11.,02192'2 2 0 ) 
938 938 

一~．

岩崎卜／ l ?00 3.550 4.,260 
ー••て | ·—-t ~ ▼ • • • • • -- ”t ・ ・”t T 

拍 村
2 

938 938 
← - ＾ (( L^l心ヤO22^994 ー61)・ ) 
稲垣村 1 200 R060 9,260 

”+マー一一 • • • • • • -• m - - - “・・  ^ :」“ー・ ^ ・ ^ ^^^ 
4 g 

革力村 2 50,150 
(l,623) V• F 

i 38,424 I B8,S14 

1 •—- ・ ・ ・ ~ -- ～,． ” ― ャ ・• • 

岩＊町 8 18 0 780 
， 

~"."” ,.....＇―-̂  ・・ - - • - •— ^ Â • ・ …～→ー・' - ・ ^-----

藤崎 ●I l 2 0 2 20 4 0 

←” "- 9 ^ - ＾ : “̂ 可"ャ・ • --w .  ・ヽ・, -- • • ^— 
大鰐町 I 200 2 00 

-·'― t吟-—←—---- ~~ ^ ・ ・ ^ ^ し“'・-'^  -- !—• t~ …一？會"~- ーし• t ^ ＋ -• • 

尾上町 l 30 30 



市町村別内訳表 （環境保健関係）

区分 医版施設 ゴミ処理施設 し尿処理施設 ば境衛生営業施設 水 道 施 設 保健衛生施設

合 i t 

市町村名 被害数 披害額 被害数 被害甜 被害数 被害甜i 被 害 数 被害客ii 被 害 数 被害甜 被害数 披＂；師

浪 岡 町 5施設 550.677 
施設 施設 1施設 800 5llii 2,000 

施設
553.4 7 7 

常 盤 村 3 150 150 

田含前村 I 1,990 
2 

5 1,995 (JOO) 

碇ケ関村 I 3 3 

板 抑 町 2 878 l 1.822 4 200 2,900 

金 木 町 2 J.628 7 1.000 2,628 

中 里 町 l 70 2 6,500 
23 

22,000 28,570 (3,299) 

鶴 田 町 2 6,000 I 125 6,125 

市 浦 村 I 55 
25 

3 5, 23 l 35.286 (831) 

ー239ー

小 泊 村 2 735 
17 

11.016 I 3,000 14.75 I (1,381) 

野辺地町
2 

1.000 1,000 
（ 20) 

七 戸 町 I 3,000 3,000 

六 戸 町 I 15 I JOO 1 115 

上 北 町 I 120 120 

束 北 町 I 5 5 

天間林村 4 300 300 

六ケ所村 2 360 360 

大 畑 町 l 460 I 30 4 9 0 

大問町 l 100 
I 

] 7 0 270 
（ 37) 

脇野沢村 I !80 
6 

50 230 (128) 

南 路 村 I 

倉 石 村 I 27 27 

合 計 6l 695,578 13 52,911 5 16.458 29 143,553 
562 

481,510 I 3,000 1,393,010 (22.380) 



市町村別内訳表（商工労働関係）
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市町村別内訳表 （農林関係）

こ
哀地・農業用施設関係 林 関 係

店

箇所数

鰐

地

被害誦

fi 森市 亭

農業用施設

閾租り被害額

『謳 OOQ

崩

筒所数
箇所

填地

被 害 額

治 山 施 設

被害額箇所数
箇所

業

林

箇所数

戸

辺
被害額

22.4 62 

林産施設

箇玩旦し整 09額
箇所

林

箇所数

而

産物

披古額

合 計

弘 前 市 1,000 293,000 

290 0 4 3 l 

328,483 
“1 1 " ―  

八 戸 市

黒 石 市 ，
 

62,000 62、000
I ぃ｀

4.000 26 148、000

五所JII原市

-I-和田市

7
 

20,000 

，
 

16,000 

24 

15 

181,000 

273,000 

500 

165.937 ， 
I 
l 

？qィq2R--:----------
289,000 

！
 
！
 

ー→沢市

市

5
 

22,000 23.012 

むつ 5
 

3,000 7,729 

平 内 町 60 

蟹 田 町

今 別 町

16 74,000 8
 
5
 

215,000 

12,000 5.000 

313,193 

20,292 

蓬 田 村 22 31.000 43 440.000 486,212 
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2

4

3

-

平 館 村 4,09 l 4.592 

一 厩 村 2
 

6,000 100 6,217 

鯵ケ沢町

木 造 町

92 

] 5 

133,000 

26.000 

77 

176 

609.000 

188,000 

3
 

10.400 

2
 

75,521 

21 58.781 5
 
2
 

23,400 

4.200 

3
 

7,500 

l.200 

935.125 

1.258、922

深 浦 町 4 0 50.000 32 120,000 8
 

499,697 7
 

32,924 3.000 

森 田 村 5
 

3,000 21 206.000 ] 20 

720,525 

260,525 

岩 崎 村

村柏
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5.000 15 

2
 

178,000 

25.000 

127,303 2
 

19,245 2
 

ll.500 

500 

800 382,476 

45,829 

稲垣村

車力村

2
 

20,000 74 '32,000 201.330 

24 263,000 63 942,000 2
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岩
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11,000 18.420 

2
 

4,000 3
 

5,000 24,000 
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藤崎町 892 
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尾 上 町 3.000 

浪岡町 ]] 96.000 500 7.800 199,952 
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市町村別内訳公(
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市町村別内 訳表（水産関係）

区 分

市町村名＼ 隻

i'i 森 iIi

:祝！具芍 樵 港 施 設

, Iり門口被害額 l箇所数

, 1 13]こ口
I -_Jロ］―-一『口；。～□j□---

1= : ：tロ2 4 8 8 ; - l/--j• L--__J'--520 

--7---

鯵深大ケ□□8/1 9 67 1 6 6 2 7 3 8 3 1 4 0. 2 0 0 7 2 8 0 6 2 5 8 2 9 | 2. 3 4 0. 7 2 3 

束通村

佐井村

脇野沢村

合計

漁 共同利月］施設 非共同利1]]施設

被 害 頷 合 ,11 

被 害 額 箇所数 披 む 稲

39,962 6.000 I 7 7. 26 2 

八 戸 市

平 内 町

今 別 町I5 1 530 
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市町村別内訳表（認閲

区分 1国 111 1 

］ に 999 [ 9 23 13紐，904i 
弘前 Hi

／＼戸市

黒石，＂

暉 jiぽ市

直田市

□；百1•□--—斤丁―ー］―-1-三~ 1 1 1 1 1 1 ,,じ

ロ□□二i 
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← ロニ1 -- -4-□ 
L---L-l--l 

j 
4 し速叩り」 ＇ 
.， I 151.tc~ i 
ー• •一，▲

, 1 aoco 1,  且〗ロニロ［口＋2,03;-1／喜

市町村名

青 や ズ9

藤臼・1

大鍔町



市町村別内訳表 （土木関係）

又市町村名

河川 砂防 道路 橘 梁 浩湾 海 岸 下水道 公園 公営住宅
合 計

披苔数被害額 被害数被害額 被害数被害額 被害数被害額 被害数被害額 被害数被害額 被宅数被害額 被害数被害額 被害数被害額

尾 上 町 B9"＇ 千円 箇所 千II 箇和 千円 箇所 千円 箇所 千円 箇所 千円 箇所 千円 箇所 千円 棟 千P]
510千0円

1 5100 

浪 岡 町 4 38,254 5 16,695 3 24,891 I 2.320 82.160 

平 1'1 町 2 37.000 I 25,000 62.000 

常 盤 村 4 44,179 44,179 

田含館村 1 1,200 1.200 

碇ケ関村 I l,296 1.296 

板 柳 町 2 19.960 3 48,800 I 15,000 79,760 

金 木 町 II 219,153 15 388.700 I 24,400 632,253 

中 里 町 19 393,323 1 4 108,400 2 14,000 515.723 

市 浦 村 5 62,017 19 270.400 2 62.800 2 64,200 459.417 

ー247ー

小 泊 村 6 31,88! I 3,000 49 570,400 3 64,600 669,881 

野辺地町 I 13,365 3 18,000 31,365 

七戸 ●j 3 4,069 4,069 

十和田湖町 4 216.708 216,708 

上 北 町 2 4,036 l 13,258 17.294 

束 北 町 I 7,994 7,994 

川内町 I 15,655 2 108,949 124,604 

大 Itl 町 2 17.000 17,000 

束 通 村 3 161,649 I I !,965 2 2,615 176.229 

風問浦村 2 43,178 43,178 

佐井村 3 23.727 23.727 

脇野沢村 2 20,830 I 2,554 23,384 

五 戸 町 I 75,486 75.486 

名川町 2 36, l 34 36. l 34 

南認村 I 7,326 2 5,696 13.022 

合 計 244 3,737,016 32 588,146 711 8,487,924 49 1.052,759 44 545.390 II 100.200 5 18,200 5 9,200 6 95,440 14.634.27b 



教育 関 係 の 被害状 況
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市 三町村名

幼稚園 小学校 中学校 高等学校 盲・艘・捉護学校 社社会会教体育育施施設設 教育関係施設 文化財 総 i i 

固数被舌額秤l校数被甚額紐 校数被害額印 校数被害皆im校数被宙音i千円 被宵額珀 被宙額印 件数 披宙額租 数 被山額 f•Iり

藤崎町 3 ,OO I 300 1 188 5 1.388 

大鰐町 4 119 1 510 5 629 

尾上町 2 110 1 2,000 3 2,110 

浪岡町 2 1.470 1 560 1 893 6 116,600 IO 119,523 

平鉗町 1 108 1 113 l 623 3 844 

常盤町 2 300 2 300 

田舎館村 3 359 3 359 

板柳町 1 500 1 91 2 591 

ー2491

金木町 3 1,500 2 2,500 1 378 l 800 7 5,288 

中里町 I 409,469 2 120,701 1 504 l 5,435 5 536,109 

鶴田町 1 123 1 3,079 2 3,202 

市浦村 4 396 I 150 5 546 

小泊村 1 1,000 ， と 5,700 3 6,700 

野辺地町 1 396 1 396 

七戸町 1 40 I 20 I 44 1 1,472 1 20 5 1,596 

六戸町 I 460 1 240 2 700 

東北町 4 528 3 478 7 1,006 

大畑町 I 2,290 2 550 3 2,840 

大間町 2 153 2 153 

風問浦村 2 135 2 135 

五戸町 1 12 I 12 

合 計 5 14,160 152 697,059 70 870,842 41 105,091 7 4,483 74 277,994 5 4,380 16 529,783 370 2,503,792 



1 日本海中部地震による全国の被害状況
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3.県議会の活動

月

5. 26 

5. 27-28 

5. 28 

5. 30 

日 活

。日本海中部地震発生

。土木公営企業常任委員会被害調査

参加者、毛内委員長、山内、秋田、上野、成田（一）、中村各委員

動 内 容

調査地、蟹田町、小泊村、市浦村、鰺ケ沢町、車力村、五所川原市

。知事より、昭和58年 (1983年）日本海中部地震災害について、 6月2日

全貝協議会開催方の要睛あり

。牒林常任委貝会、被害調在

参加者 嗚海委貝長、黒滝、消藤、田中、長峰、沢田各委貝

調査地 木造町、車力村、中里町、金木町、五所川原市

5. 30-6. z I。総務企画常任委貝会陳梢

参加者 三浦委員長、金入副委貝長、滝沢、石田、工藤、烏谷部、建部

成田（守）各委員

陳梢項目 昭和58年日本海中部地震による鉄道不通区間の早期復旧に

について

陳梢先 運輸省、日本国有鉄道

6. 1-1 -6. 2 I。水産商工労慟常任委員会 被害調査

参加者 太田副委員長、原田、冨田、和田、間山各委貝

調在地 市浦村、小泊村、車力村、木造町、鰺ヶ沢町、深浦町、岩崎村

。全員協議会開催6. 2 

6. 6 -8 

6. 6 -7 

，知事から、被害状況とその応急対策について報告があった。

・知事の報告に対し、原田、小田桐、木村、浅利各議貝から質疑

。土木公営企業常任委貝会陳梢

参加者毛内委貝長、鈴木副委員長、山内、小原、秋田、上野、成田（一）

中村各委員

陳梢項目 昭和58年日本海中部地裳による災害に対し緊急に対策を

必要とする事項について

日本梅中部地震による災害の早期復旧について

陳梢先建設省、運輸省、大蔵省、住宅金融公叫

文教公安常任委貝会被害調査

参加者 高橋委貝長、宮下副委員長、今井、福島、浅利、九井、奈良岡、
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須森各委員

調査地 木造町、鰺ヶ沢町、深浦町、弘前市、稲垣村、中里町、車力村

今別町、金木町

6. 9 ~l2 

梢陳会

催

員

開

梢

委

会

陳

任

貝

会

常

委

員

傲

任

委

労

常

任

工

画

前

商

企

林

産

務

農

水

総

0

0

0

 

J.~:.~

.~v., 

参加者 嗚海委貝長、森内副委員長、古瀬、小田桐、黒滝、田中、長峰

沢田各委貝

陳情項目 昭和58年 (1983年）日本湿中部地虞による災害に対し緊急に

対策を必要とする事項について

陳惰先 牒林水産省、大蔵省

参加者

Iilll[j各委貝

陳梢項目

菊地委員長、太田副委員長、吉田、原田、野沢、和田、冨田

委貝

昭和58年日本洵中部地澁による災害に対し緊急に対策を必

要とする事項について

陳情先 農林水産省、水産）手、林野庁、大蔵省、中小企業庁

6. 21 

出席者 三)ii)委員長、金入副委員艮滝沢、石田、工藤、島谷部、木村

建部，成田（守） 各委貝

主な質疑 県の防災計画について

9 農林'iit任委員会間催

出席者 嗚湘委貝長、森内副委貝長、古瀬、小田桐、黒滝、fl!I藤、田中、

長峰、沢田各委員

主な質疑 。地震被害の激甚災指定見通し及ぴ艇業者に対する融賽につ

いても

催

拙

開

開

会

催

会

姐

員

貝委
会

委

任

貝

任

常

委

循

働

任

業

労

常

企

工

安

営

面

公

公

崩

教

木

水

文

土

9

¢

ペ

•• 

,~.~•~.~ 

。地媒の 2次災杏対策について

出席者 太田副委貝長、吉田、原田、野沢、和田、富田、 IIIJ山各委貝

主な質疑 日本海中部地震による水産関係被害省n(/)算定について

出席者 高橋委貝長、宮下副委員長、今井、福島、浅利、丸井~八奈良岡、

須藤各委貝

主な質疑 日本海中部地震による被轡等について
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6. 23~24 

6. 29 

7. 4 

5

6

7

 

．
．
．
 

[／

7

7

 

7. 8 

7. 11~14 

出席者 毛内委貝長、鈴木副委員長、山内、小原、杉山、秋田、上野、

成田（一）、中村各委貝

主な質疑 。日本海中部地震における県東部、県南部についての被害状

況について

。地裳災署の森定について

。土木公営企業常任委貝会災審復lI]調整t

参加者 毛内委員長、鈴木副委貝長、山内、杉山、秋田、上野、成田（

ー）、中村各委貝

調在地 五所川原市、鰺ヶ沢町、車力村

。第154回定例会開111'

・知ボから、国等に対する要望事項、補正予尊案及び専決処分に関する

報告があった。

。第154回定例会において、一般＇質問に立った秋田、小倉、両議員は災害

対策を取り上けた。

。前日同様、箪田議貝か一般牲問で災害対策を取り上げた。

。前日同様、船桃議貝が」般質問で災杏対策を取り上げた。

。第154回定例会の総括骰疑が行われ、木村、浅利議貝が災害関係予鉢を

も取り上げた。

。総務企画‘iit任委貝会l町11'

出席者三浦委貝長、金入副委員長、滝沢、石田、工藤、島谷部、木村

建部、成田（守）各委員

主な質疑 災曹情報伝達ルートの調在研究委託について

l。環境厚生常任委員会開111'

出席者 高橋（長）委貝長、白烏副委貝長、船橋、櫛引、中里、中谷、

小倉、芳賀各委貝

主な質疑 日本海中部地設における被災対策について

。農林常任委員会ljf-l{Ii'

出席者 嗚海委員長、森内副委貝長、古瀬、小田桐、黒滝、消藤、田中

長峰、沢田各委貝

主な質疑 。農業災審共済制度の充実と牒家の借入金残高について

。地誕災轡壺定の状況と災害復旧事業の促進について

。文教公安’常任委貝会陳I羽

参加者 高橋委貝長、宮下副委貝長、小野、今井、福島、浅利、丸井、

-253-



8. 24 

9. 12-14 

10. 3 

10. 4 

10, 5 

10. 7 

10. 11-14 

奈良岡、須藤各委員

陳憐項目 c昭和58年日本海中部地虞により被害を受けた国指定文化財

の復旧費の国庫補助金交付iこついて

心日本海中部地虚による公立学校施設災害復旧事業の国庫負

担事業採択について

陳惜先文部省、文化庁

i。農林常任委貝会開催

1 出席者 嗚海委員長、森内副委員長、小田桐、黒滝、浙藤、

多 沢田各委員

田中、長峰

主な質疑 日本海中部地震の回復状況と今後の見通しについて

←土木公営企業常任委員会開催

出席者 毛内委貝長、鈴木副委員長、山内、小原、杉山、秋田、上野，

成田（一）、中村各委貝

主な質疑 日本梅中部地震の森定の状況について

I直境駆生常任委貝会被害復旧状況調査

参加者高橋（長）委貝長、白烏副委員長、船橋、櫛引、小倉、芳賀、

I 呑委貝

l 調在地鰺ヶ沢町

。第155回定例会の一般質問が行われ、奈良岡議員が復旧対策について取

り上げた。

c 第155回定例会の総括質疑が行われ、太田議員が金融対策について取り

上げた。

。文教公安常任委貝会開催

出席者 高橋委員長、宮下副委員長、小野、今井、福島、浅禾ll，丸井、

奈良岡、須藤各委貝

主な質疑 日本海中部地震による文化財復IBについて

。第155回定例会（最終日）において，全国から寄せられた見舞、義援金

品等の救援活動に対し、感謝の決議をした。

。環境厚生常任委員会陳惜

参加者 高橋（長）委貝長、白烏副委員長、梱引、中里、中谷、芳買各

委貝

陳情項目 。日本海中部地震における水道施設の災害復旧について

陳俯先 。厚生省、果選出国会議貝
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4令 日本海中部地震被害日記

月 日 時 間 t,9 
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7時oo分

8時00分

也,i ｀
 

誤

裳源地

規

裳

模

度

発

秋田県沖

I 
•青森地方気象台が地虚・津波梢報第 1 号発表

I.県から県下市町村に対し地震・油波拇報第 1号の

I・仙台管区気象台が津波腎報発表

i.青森地方気象台が津波賛報発表

I 
：・県災害対策本部設ttt（本部長

、県から県下市町村に対し、津波舒報の一斉指令

マグ

一斉指令

生

町村長の避難命令

12時10分

12時17分

12時15分

13時00分

北緯40.4° 東径139.l'

ュード 7.7

深浦、むつ

岩崎村全域

深浦町全域

市浦村、

5
 

青森、八戸

知事）

から県下市町村に対し一斉指令

東青地区現地調査

4
 

鰺ケ沢町、旧鰺ケ沢、旧舞戸地区

津波警報解除

20時58分

同上一斉指令

21時13分

16時00分 加

藤国土庁長官

を本部長とす

る「昭和58年

・消防庁から腎戒、避難体制の通知を県か受け、県 (1983年〉日

本海中部地裳

非常災害対策

本部」を設骰

災害対策本部の名称を「昭和58年 (1983年）日本

I 

脇元、磯松地区

I •第 1 回県災轡対策本部会議開催

I •知事、現地調壺（鰺ケ沢町、深浦町、岩崎村）
・車力村に対し災害救助法適用

I.第 2回県災害対策本部会議開催

i 

•山内副知事

，志賀副知事

，．千代島出納長

禅中部地誕青森県災害対策本部」と決定

中南地区現地調査

西北地区現地調査
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項

13時30分

＂自由民主党災密対策特別委員会

知事陳梢（県庁第 2応接室）

・日本海中部地底政府濶在団来県

増岡委員長米県

（団•長 加藤国土庁長官（一行15名））

本部長（知事）潤壺団に同行
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調究地 岩簡村、深浦町、鰺ケ沢町

，日本共産党調袖臆県（団長

•第 3 回日本悔中部地震脊森県災憲対策本部会議開

備I 
I、中里町、小泊村に法外援渡実地

i 
｀内海建設大臣、建設省河川局艮現地調布

調査地 膀ケ沢町、車力村

ケ沢町に災苦救助法適用

援渡実施

外1名）

（団長 福1ii1知之）

土木部道路建設課

II 砂 肋

” 建築住宅課

“" 営 泊＂念

原Ill
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月日

6月3日

時間

6月4日 I9時20分

6月6El 

6月8日

6月9El 

6月14日

6月17日

6月18日

↓'ト

5,~
— 

21時49分

21時58分

22時05分

22時08分

6月9日 I22時14分

6月13日

6月16日I13時00分

6月21日I15時25分

瑣

, 9’l由民主党 El本湘中部地設非'm・災甚対策本部調在

団一行米県 （団長 天野光睛）

調査地 岩崎村、深浦町、鰺ケ沢町、車力村、中

里町、今別町

，同調在団貝に対し、知事要望（県庁第 2応接室）

•山本自治大臣米県 知事要望（ホテル1'i森）

，衆議院災審対策特別委貝会調在団一行来県

（団長上原康助）

調在地 岩崎村、深浦町、鰺ケ沢町、車力村

・知’li•関係省庁に要望（東京）

・マグニチュード6.1の余裳発生

裳度深浦 3、脊森 2、八戸 l

, i'f森地方気象台が地震梢報第 1号発表

・県から県下市町村に対し、地裳情報一斉指令

，青森地方気象台が津波注謡報発表

・県から県下市町村に対し、湘波注邸報一斉指令

•竹下大蔵大臣来県

知事要望（宵森グランドホテル）

•千策県議会議貝 2 名（公明党）調在に米県

，衆議貝Iy.1 11,'t正議貝に対して、政府への要望項目

説明

，第 41且1昭和58年 (1983年）日本海中部地姦青森

県災憲対策本部会議と仙大被災市町村との合同会

議（脊森銀行新町支店）

・知事現地調壺

調在地 木造町、中里町、市浦村、小泊村

・自由民主党二階盤幹事長米県

知事要望（八戸グランドホテル）

・マグニチュード7.0の余姦発生

備名・

津波注謡報解

除 22時50分

津波注慈報解

除 22時59分

一斉指令

-257 -



二□□ ＇— t9Jt --門i I 震度深浦・ 1{f森4、むつ・八戸 3

I I 15時30分 ・i'f森地方気象台か地誤情報第 1号発表

I I 1s時34分 ・県から県下市町村に対し、地誕1脊報吝指令

I I 15時38分 I : ;疇地方気象台が坪波：玲報発表

I 
. 1 15時43分 I.県から県下市町村に対し｀津波叫札責指令

6月22EII 
I I i •山内靡I: 「激甚災也指定刷I：の改正a

l I 要望先 国土：ド務次官はか国土庁関係者

7月5日1 1・日本海中部地設を激甚災害として指定

I 7月15日I I •日本梅中部地震に天災融賽法を適用
7月2llJi 16時30分 I:第5回 昭和58年 (1988年）日本湘中部地震粁森：

I I 県災寓対策本部会議開催 I 
! 

I 
I 17時00分 ・昭和58年 (19認年）日本海中部地震青森県災害対 I
i I ! 

＇策本部を廃止I I 
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5、日本海中部地震に伴う災害関連漁場環境調査の概要

青森県水産部

o調査の概要

I.目的

本県の日本iii1沿岸城において、日本湘中部地哀に伴う津波により日本涌沿岸に生息

するアワピ、ササエ等の有用底棲動物、 iiifri策及びホタテガイの生息，分布状況並ぴに

湖に生息するシジミのへい死状況締を調在することにより漁業被審の実態を把1屈し、今後

の漁業振典対策の一U力にすることを目的とする。

2，調査水域

調査水域は第 1-1図に示したとおり、日本池の小泊から号崎に至る湿岸の海域部と

十三湖内であふ
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3．調査項目、方法及び調査時期

I 

調査項目

-—• --＿， 1 

！ 方 法 1 時

有用底棲 '16地先27調査地点で、スキューバ潜水により生物の枠 1昭和58年 6月15日

動物及ぴ海！取り (1X 1 m、2枠すつ）を行うとともに生物の生

鱈｛ I息状況の観察と写真撮影を行った。

（2) ホタテガ桁網により 15調在地点、潜水により 29扇丘五［：；祠五］昭和58年 6月9日

を行い、生物の採集、計測を行うとともに写真撮影を （桁網）

！行った。 1昭和58年 6月27日

十三湖に 14調釦屁、河川に 6 調在地e「を設け、採泥、f~
採水を行い水質、底質の分析に供するとともに、湖内 （河川）

l昭和58年 6月15日

＇（湖内）

関係機関に対するアンケート調壺及ぴ漁業者からのき□二二
以降～

期

(1) 

~ 6月18日

イ

(3) シ ジ

については採泥器でシジミを採集し、計測した。

(4) 水産生物

の異常現象 きとり等により梢報を収集し、これらを整理した。

~
 

.. i

.
,
9
|
＇

|
_
1
1
1
-

4．調査実施機関

調在項目 実 施 機 閾 担 当 者

］． 有用水産底棲動物 背森県水産増殖センター 足助光久

及ぴ海躁類 小田切明久

千菓

松坂

2. ホタテガイ 同 上 青山禎

3. シ ジ ミ 青森県内水面水産試験場 林 義

小坂善

4.象水産生物の異常現 I1 

背森県水産試験場 赤羽光秋 1

田村襄通 II l 

0 調査項目別の概要

第 1-1図 調 査 水 域

1．有用底棲動物及ぴ海藻類調査

(1) 調査年月日 昭和58年 6月15日～ 6月18日
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(2j 調．ft地点 調在地先は、第 1- i図に7)くしたとお')]6地先てあるを各調在地先

に 1~2の点調＿fも点数を設けたゥ

第 1 1図 調在水城 「

r
:
L
n
u
 

（第 1-1表）
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調壺方法

第 1-1図に示した小泊村、深浦町及ひ岩崎村の磯恨漁場16地先に討27点の調牡点

を設け、各々の調在点においてスキューハ沿水により IXImの方形枠を使用し、 ?1 

枠の生物枠取りを行い、生物を採集した。採比した椋本については、現地において種

類別佃体数湿鰍批等を計測し、一部10％フォルマリン溶液で固定総持帰り固定に

供した。

また、各調在地点における海底及ぴ生物の生息状況について目視観寮し、海底底質

及ぴ生物等の状況を確認するとともに水中写真撮影を行った。

(4) 調壺結果及び杓寮

1)海藻類

①岩崎村管肉
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岩崎村管内の調在地点は、恵神崎～木辿寺沖 (St. 1 -9)の 9地点であり、

水深は、 2-12mの範囲であった。

採集された海涵類は、第 1-2表に示したか、恵神崎及ひ立待周辺ではツルア

ラメ、ホンダワラ類が優占柾となっていた。 （St. l ~ 4) 

この海域では、 St.3、4において、砂泥が岩盤をおおったり、径 1-5cmの

礫が 5cm程度の厚さで堆柏しているのか観察されており、このため小型海蔽か津

波の影評を受けたものと考えられる。大1}｝］越周辺では、ホンタワラ類が1袋占種と

なっているほか、イトグサ類、エゴノリ、エゾヤハズ、アミジグサ等の小型海疵

も採梨されており、特に異iltは認められなかった。 （St. 5 -9) 

当管内における有用悩類は、ワカメ、エゴノリ、モヅク毎であるが、大型泌類

であるワカメ、並ぴに大型泌類であるホンダワラ類に付滸するエゴノリ、モズク

（通称モサモズク）の、津波による影評は少なかったものと考えられる。しかし、

St. 3、4の梅域では、転石、岩盤に礫の堆栢かみられたことから、モズク臼辿

称イワモズク）が影特を受けた可能性は無いとはいえないが、目視観察および枠

取りの結呆からiit的には少ないものと思われる。

② 深浦町管内

深iili町管内の調在地点は、大戸瀬崎～入前崎沖 (St. 10-19)の10地点であり、

水深は 3-12mの範囲であった。採集されたiiif.泌類は、第 1-2表に示したとお

りであり、大戸瀬崎～貝良木沖 (St.10~14）ではツルアラメ、ワカメ、ホンタ｀

ワラ測1が1憂占種となっていた。また、貝良木～入前崎沖 (St. 15~19)にかけて

の梅賊では、ワカメ、ケウルシグサ、ホンダワラ類が擾占種となっており、特に

ワカメの済生批が多い傾向が見られた。

深捕町管内における調ft地点の洵底状況は、砂泥、 1礫等のJil；利！はみられす、特

に津披の影評による異前は認められなかった。なお、当管内の有用藻類であるエ

ゴノリ、モズクの枠取り採染の結呆は、多い方ではないか、現地のIit]取りによる

と、律波発生前の時化による流出か主な原因と推察された。

③ 小泊村管内

小泊村管内の調在地点は、宵岩～穴Iii］ノ崎沖 (St.20-27)の8地点であり、

水深は 3-12mの範囲であった。

採梨された海泌類は、第 1-2表に示したとおりで、脊岩、七ツ石周辺では、

ワカメ、ホンダワラ災Iiか俊占種となっており、脊岩では小型泌類も多く見られ、

七ツ石では 1年コンプの滸生かみられた。

この海域の梅底状況は、砂泥、礫等の堆柏はみられす、特に異常は認められな

-261 -



かった。一方、ニッ岩では、海藻の植生は単純で、アミジクサ、ケウルシグサが

擾占種となっていた。

なお、この海域では海岸に径50cm程度の転石が打上げられており、悔底の転石

も反転の跡が認められていることから津波による梅底への影咽は大きかったもの

と考えられる。しかし、有用藻類の滸生は周囲の目視観察及び樵業者から(/)‘聞

き取り等からほとんどない海城であることから、これらへの影聰はなかったも (l)

と考えられる。

穴間ノ崎では、ホンダワラ類、ケウルシグサ、イトグサ類がみられ、 St,27では

ワカメの焙生も多く、海底状況も変化がなかったことから源類への影響はほとん

どなかったものと考えられる。

2)底怯動物

① 岩崎村管内

採集された底棲動物は、第 1-3表に示したとおりであり、恵神崎及び立待崎

周辺では、サザエ、ウニ甜i、ヒトデ類の生息がみられたな (St. 1~4) Stふ

4においては、径 1-5cmの礫の堆栢や、砂泥が岩盤をおおっているところが観

察されており、底棲動物に彩靱かなかったとはいい難いが、枠取り結果では、 S

t. 3ではサザエ 6個体、ウニ類8個体アワピ類 1個体、またSt.4ではウニ類が、

11個体となっておりやさらにウニ類の損偏が認められず、全般的にみて底棲動物

には異帯は認められなかった。

却街越周辺 (St.5 -9)では、サザエ、ウニ類、アワビ類か多く生息していた，

St. 6ては、サザエの死殻が面当り 2~ 3個みられたところもあったか、その死

殻も貝殻内面およびその付哨物からみてへい死後相当時聞の経過したものと考え

られ、何等かの影籾でこの海城に集梢されたものと思われる。

また、 I}り取りによればSt.7周辺の梅岸に、ウニ、サザエ、ナマコが打ち上げ

られたとのことであったか、この海底の異常は認められなかった。

この海城を総体的にみた場合St. 3、St. 4で砂泥、あるいは際の堆柏等が観

察されたことから、海操類と同様底棲動物類が影祢を受けなかったとはいい難い

が、目視観察および枠取リの結呆から徹的には少なかったものと推定される。

② 深浦町管内

採梨された底棲動物は、第 1-3表に示したとおりで湘底の状況にも異常が認

められずサザエ、ウニ類が生息しており、その生息密度も高（、特に、 St.15周

辺では大・小のサザエが lm'当')5個、 St.17ではキタムラサキウニが多く生息

しており、 lm'当り 7~10個が観察された g
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枠取り調査では、サザエについてはSt. 15で27個と圧倒的に多く、その地点で

も2~ 8個と高い生息密度であった。

ウニ類についても、 St.13、St.！5、St.17で6~ 11個と高密度であリ、その

他の地点でも生息密度が高いことが絨察された。また、ウニについてiil傷の受け

たものは見られなかった．。

深浦町管内における調壺地点では、サザエ、ウニの生息，密度は湖＜津波による

彩野は特に認められなかった。

③ 小泊村管内

採集された底棲動物は、第 1-3表に示したとおりであり、サザエ、ウニ頻、

アワビ類の生息がみられた,St. 20-St. 25についてみると、 St.24を除いた

地点でサザェの死殻が確認された。

特にSt.25では lm当り 0.2-0.5個のサザエの死殻が観察されたが、この死

殻はその付箔物からみて古いものと判断されたも

また、 St,24では、池岸に径50cm程度の転石が打ち上げられてお')、 II屈底の

転石も反転の跡が認められていることから渾波の影咄はあったものと考えられる。

しかし、枠取り調査の結呆、サザエ、ウニ類が採集され他の地点とほは変ら

ない状況であり、底棲動物に対する影特は少なかったものと推定される。

一方、 St.26, 27の穴nIlノ峻沖では、 Ill]き取りによれば津波当時は海面の水

位が上った程度で禅底の状況に変化が起きるだけの波を受けなかったとのこと

であり、枠取り調在でもサザエ、ウニ額、アワピ類か高密度に生息しており、

津波によるこれら底悽動物への影聰はなかったものと，思われる。

(5) 要約

1) 海癌類

日本禅中部地誕沖による津波の影開について海涵訊の植生、流失状況、海域の変化

等を主体に潜水調査した結呆、全般的には、 iii壻暴類が流失した状況は認められなか

った。しかし、岩崎村管内のSt. 3、4のように岩儲に砂泥、礫の堆柏か認められ

た海城、小泊村管内のSt.24のように海底の転石が反転している湘域等では津波に

よる海底の変化かみられており、このことによる、ワカメ、エコフリ等有用泌知へ

の匝接的な被雹は少なかったか、岩鉗及び転石に培生する小兜泌額では影牌を受け

ていると考えられ、これを摂餌する梢此動物にとっては餌料面での影梱があるもの

と思われる。なお津波による混藻類の被害額については、事前の定批的な査料かな

いため、鈴出は困難であるが、津波による影特よりむしろ時化によるエゴノリの流

失が主と巧えられ、有用藻敗に対する被忠は少なかったものと推定されるも
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2) 底棲動物

日本海中部地震による津波の影牲について底棲動物の生息状況、梅底の変化等を

主体に潜水調査した結果、岩崎村管内の St.3, 4のように砂泥、薇の堆梢が認め

られた海城、小泊村管内の St.24(/)ように悔底の転石が反転している海域では、

洵底の変化が見られたか、枠取り調査の結果からは，底棲動物の生息に異常があっ

たとは認められなかった。

なお、底棲動物の調壺については、昨年の各地先の調査衣料は、あるものの今回

の調査点は、必ずしも一致しないことからその比較はむすかしいが、底棲動物の生

息状況から判断すると被害は少なかったものと推定された。
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第 1-2一①表海藻類枠取り結果 (1m x 1 m) 

昭和58年 6月15日～17日 個体数／湿重搬 g

調査場所 水深 海底状況 海 泌 類 備 考

岩崎村St.1 5 m 起状 2mの根 ツルアラメ 61/ 1,209、 ノコ 異常ナシ

ギリモク54/1,705、 トゲモ

ク4/ 8、 ケウルシグサ／22

アミジグサ／ 7、 フクリンア

ミジ／ 1、

キプリイトグサ／一

St. 2 10 m 起状4mの根 ツ）レアラメ 86/1,860、 ャッ 異常ナシ

マタモク 17/ 1,090、 マメタ

ワラ 13/242、 ホンダワラ 4

/ 214、ノコギリモク 1/35、

ヨレモク’2/ 44、

ェコ~、ノリ／ 32

SL 3 4 m 起状 2mの根 ジョロモク20/1,715、 アカ 径 1-5 cmの礫堆稲

モク 17/ 298、 マメタワラ 4

/ 44、 ハネイギス／ 17、 モ

ロイトグサ／ 219

SL 4 12 m 起状 5mの根 海燥類ナシ 砂泥が岩盤を覆う

St. 5 2 m 岩盤に径50cmの転 ワカメ 1/45、 ジョロモク 3

石 / 7 3 0、 ヨレモク 13/1,070、

ケウルシグサ／一、 オバクサ

／一、 ツノマタ／一、 イソ

ムラサキ／一、 ムカデノリ／

エナシダジア／一、 ア

ミジグサ／一、 他
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第 1-2一②表 海藻類枠取り結果（つづき）

調査場所 I水深 I海底状況 海 藻 類 ： 備 考

岩崎村St.6 I 6 m I砂に根 ！ョレモク 10/500、 エコ•‘_/IJ I ， ； 

/ 11、 モロイトグサ/114、

ケウルッグサ II 5、
コモソ l

グ~サ 1 / 2 

： 

トゲモク 4/ 8、 モロイトグ

サ／ 13
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32、 エゾヤハズ／31、

ジグサ／17,

アミ

イソハギ／ 13

ク12/312、アカモク 2/ 108 

St.l1l3ml起伏 1,5mの根

マメタワラ 2/95、 エゴノ，)

I / 3、 イギス／24、 ケイギ i

ス／ 2、 アミジグサ／28、キ

!ヌシオグサ／ 15 : 

［ 

ワカ噂／ 1，030、フシスジモ I
ク4I 173, トサ心←ク 6/ 330 
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第 1-2一③表 海藻類枠取り結果（つづき）

調査場所 水深 海底状況 海 藻 類 備 考

深浦町St.11 3 m 起伏 1.5mの根 ジョロモク I/12、 アカモク

6 / 330、 ノコギリモク 10/

370、 ケウルシグサ／ 1,220

モロイトグサ／ 4、 ェゴノリ

/38 

St.12 10 m 起伏 0.5-1 mの ワカメ 1/75、 ツ）レアラメ ツ）レアラメが多く着生

根 187/1,300、 ヨレモク21/

470、 ノコギリモク 8I 430 

イギス／ 653、 ケウルシグサ

/80、 コモングサ／ 5、シワ

ヤハズ／37

St. 13 3 m 起伏 1mの根 ワカメ 27/ 1,440、 ノコギリ ワカメが多く着生

モク21/ 400、 アカモク 7/ 

340、 ケウルシグサ／ 113、

エゴノリ／ 17

St.14 12 m 起伏 5mの根 ツ）レアラメ 216/ 2,090、 ノ ツ）レアラメが多く稽生

コギリモク24/840、 ヨレモ

ク I/18 

St.15 3 m 沖側水深!Om、根 ワカメ 39/2,380、 ケウルシ’ ワカメが多く着生

グサ／ 384

St.16 3 m 沖側水深!Om、根 ワカメ 87I 6,500、 ケウ` ルシ ワカメが多く着生

グサ／42、 アカモク 2/92 

St.17 6 m 起伏 3mの根 ワカメ 1I 650、 ケウルシグ

サ／ 818

St. 18 5 m 起伏 2mの根 ワカメ39/1,760、ヨレモク28 ワカメが多く着生
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第 1-2 海藻類枠取り結果（つづき）

調査場所 I水深 1 洵底状況！ 海 藻 類 I 備 考

深浦町S1.rnlI i 5 m 起伏 2mの根 、 ケウ）レ・i ! I 

_,St. 19 . 9 m 起伏 lmの根 ヨレモク 5I I 

i グサ／ 616j 

Ii ・ラ ハパ，） ！ 

•—| I ---

モク 4/89 生

スカ足 I

4'I 40、マ

スパノリ／

I I II ミジグ叫 他 1 I 

！ 

a.2II 1 I 6 ＂I I 砂に起伏⑮ ～］ 
ワカメ 26/340、 ヨレモク 11I 

mの岩盤 I 540、 ジョロモク 5/ 300 I i 

I フシスジモク 5/51、 トゲモ

ク10/84、 スギモク 14/184 

ケウルシグサ/l 28、 エゾヤ

9 ズヽ／ 8 ＊ PI~ ソムラサキ/ 2 

I 
幻 2 4 m 径30～叫姐石 1I 'カメ 3/ 399、

ンプ］ ／ 2、 ケウルシグサI

I 540 `  モロイトグサ／ 24

&.asl I s •i 径 05 ~2 mの9伝Ii I 9カメ ,;m. ,年生元 1年生マコンプが多く

II 石 ンプ23/52、ケウルシグサI 将生

119.J' モロイトグサ /94、
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第 1-2一⑤表 海燥類燥取り結果（つづき）

調壺場所 1水深 海底状況 海 悩 頬 備 考

小泊村St.23 6 m 径 0.5-2 mの転 アミジグサ／ 1、 キヌ・ンオグ

石 サ／40、 ハネイギス／ 12、

ハイウスパノリ

Sし24 3 m 径 0.3-1mの転 アミジグサ／ 1,180、 フトイ 海岸に径50cmの転石打

石 ギス／60、 フクロノリ／ 1 上げあり

St. 25 12m 砂に平盤 (Im) トゲモク 3/ 5、 アカモク l

/ I 02、ケウルシグサ／ 250、

イソムラサキ 1I 7、 ハバモ

ドキ／ ］、 モロイトグサ／ 6 

SL26 5 m 岩盤 (l.5m)径 フシスジモク 14/ 3 20、 フト

0.3 -2 mの転石 イギス／ 152、 ケウルシグサ

/ 4、 モロイトグサ／ 2、エ

ゴノリ／ 1、 シワヤハズ／ 2 

St. 27 5m 岩盤 (3m)、30 ワカメ 69/3,620、 ケウルシ ワカメが多く着生

-70cm'li云石 グサ／24、 モロイトグサ／52

キヌシオグサ／ l 
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第 1-3一①表 底棲動物枠取り結果 (lmXlm)つづき

海 底 状 況 観 察

St.1 I 5 m /起伏 2mの根あり

St、21 10m 1起伏4mの根あり

St.3l4mi起伏 2mの根あり

I St.4l12rn!起伏 5m(/）根あり

I Stふ 12m 岩盤径50c田の転石あり

St,6 1 6 m 1砂地に根あり

I"" I 

Sl ̂7! 3 m ［砂、 、根あり

St.8 I 4 m I砂、径50cmの転石、根あり

St. 9 ! 6 m I砂、径50c田の転石

了：［［根 5~7m，割に径 Imの転石あり

St.11 I 3 m 起伏15mの根あり

Sl.l2、10m，起伏、0..5-lmの根あり

I I 
St.13I I起伏 lmの根あり

St.14 i I起伏5mの根あり

異常なし

異常なし

径1~5¢mの礫が堆梢

i砂泥が岩盤を覆う

I異常なし

lサ、ザエの死骸2~3個／面

Iこれは 1カ月以上経過じたものと思われ

I る

間き取りによれば、海岸にウニ、サザエ

ナマコが打上げられたとのことであった

Iが海底の異常は認められず

I異常なし

I異常なし

」
異常なし

サザエの死骸は 1カ月以上経過したもの

1異常なし

！異常なし

異常なし

異常なし
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採 集 生 物

サザエ ウニ類 アワビ類 ヒトデ類 そ の 他

個 ， 個 ， 個 ， 個 ， 

2 162 2 118 3 30 ホヤ類、ヨウラク類

I 68 I 58 1 I 7 ホヤ類、ヨウラク類、ヒメエゾボラ

6 214 8 314 I 22 2 48 ホヤ類、ヨウラク類、ナマコ

11 628 2 86 ホヤ類

I 70 4 295 I 30 1 14 

8 （死2)378 16 1,491 8 146 ホヤ類、ヨウラク類

3 139 I 52 I 38 ナマコ、ヨウラク類

5 !96 4 389 2 203 3 64 

2 138 3 134 6 94 ホヤ類

（死1)4 301 4 430 3 81 ナマコ

5 77 4 61 I 23 I 28 コシタカガンカラ、 トコプシ

2 170 2 204 3 14 ホヤ頬、ナマコ

6 82 7 418 

（死1)2 86 3 53 
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第 1-3一②表 底棲動物枠取り結果 (lmxlm)つづき

St ・ i水深 湘 底 状 況

i1,i11<~ 

観 累

深浦町

St⇔ 14112m 

St.1513 m f 沖側に高さ !Omの根あり

譴 1613m I同上

＄し 17'6m 1起伏 3mの根あり

SLJBI 5 mi起伏 2mの根あり

St, 19, 9 m i起伏 1mの根あり

I I 
i 」---

I 
小泊村 I 
SL2014m 起伏 1mの根あり

I I 
St.2!16ml砂、岩盤 0.5~l mの根あり

St,22I 4 m I径30~60cnの転石あり

I I 
SL2316ml径50cm~2 mの転伍あり

St.2413 m I蜀 Ocm~Imの転石あり

SL 25 i 12 m I 1 m四方の岩盤、砂地あり

St.2615 m I 15m四方の岩盤｀径30cm~2 mの転

I I 

St 271 5 rn I::：四方の岩盤 30CIII~70¢mの転石

I I.,, I 

石あり

サザエ．の死殻は 1カ月以上経過したもの

サザエ、大小多し 5個／叫異常なし

ワカメ多し、異常1よし

キクムラサキウニ＂多し、 7~l0個／＇吋

ワカメ多し、異常なし

ヽ

異常なし

＾^ 

異常なし

サザエの死殻は 1カ月以上経過したもの

同上

Ii謬は反転なく異常なし

iサザエ死殻は古いものであった

I異常なし

I洵i単に径50cmの転石打上げあり

サザエ死殻0.2..~0.5個／面、死殻古し

パフンウニ 5~6個／面

サザエ多く 5個／ II・｛、ワカメ多し，
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採 集 生 物

サザエ ウニ頬 アワビ類 ヒトデ類 そ の 他

個 ， 個 ， 個 ， 個 g 

27 984 6 91 3 159 ホヤ類

8 464 イガイ類

6 281 11 436 II 201 

6 I 72 3 134 I 27 イガイ類

2 44 4 82 2 423 6 147 ホヤ類

（死 5) I 235 I 2 アメフラシ

（死 5) 1 235 ] 2 アメフラシ

4(/JEJ) 414 12 570 I 41 

4!!iE 1) 414 12 570 1 41 

3(9[ I) 244 12 485 5 46 ホヤ類

1 141 5 72 ホヤ類、アメフラシ

1 43 3 296 コ・ンダカガンカラ

（死 3) 2 215 ホヤ類

5 216 24 217 2 69 2 25 コシダカガンカラ、 トコプシ

， 490 1 49 3 151 l 20 アメフラシ
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2.ホタテガイ調査

(I) 調在年月日

1)桁網調査昭和58年 6月9日

2)潜水調壺昭和58年 6月27H

(2) 調在地点

桁網調在地点は第 1..~2、....2 

の周辺の15地点であ，った，

したとおり、車力沖のホクテガイ放流区域内及びそ

沿水調査は第 2-I~ 2図に示したとおり放流区域内の 2地点であったさなお、 A区域

は、 56年春 (4月）、 B区域は56年冬く12月）にそれぞれ4,000万枚， 2,500万枚のホタテ

ガイを放流した区域であるウ

（3) 調杏J仇目

l)ホタテガイ分布、生息状況調壺

2)ホタテガイの成長

3)ホタテガイの衰源iit

（4) 調壺方法

桁網調在は、各調査地において水産妍殖センター所J属調如li}「なつどま')j を1史用し、

ホタテガイ桁網（桁幅1.9m、袋網の目合い 9CIn）により実施した。

潜水調査は、二調査点においてスキュ．ーハ潜水により、洵底状況を II祝観寮し、 i簸底底

骰及ぴ生物等の状況を祝認するとともに加1•内真撮影を実施したる

(5) 調査結果

］）桁網調査

地裳による諏加の影評を把据するため、本調査結果と地姦前 (57年11月l8日）に実施し

た調牡結果とを比較検討した。 （第 2-1表）

① ホタテカイの分布、生息密度

鱈 1の調在における生貝蚊大入朗数個は,A区域では738輝 B区域では472偲であり、

桁網効率を30％とすると、最大鱈密度はそれぞれ2.60伽I/Ill'!738個臼0.3+950m謬

よび1.6611!1/m'(472個刊0.3+950m'）となふ平均生息，密度は桁網効率を30％とすると、

A区域において0.84個／mB区域において1.3011t1となり、前回の調壺結栄と比較し、最

）＜及び平均生息密度とも減少したへ

また、調在地点師の生貝網，MI訃数J文ぴ平均生邸密度については、今回の調究地点かnii

回の調在地点と必ずしも一致しないため、直接的な比較はできないが、前述した生息密

度の減少は通常考えられる程度の範囲である令さらに貝の分布範囲は前回の調査時と比

ぺ大きな変動はなくこれらを考慮すると、地姦及ぴ津波の影特はほと人．ど受けていない
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ものと思われる。

② 貝の成長

貝のiJII]定結果は、第 2-2表、第 2-3図に示したとおり、 56年 4月放流貝では、平

均殻長JO.86cm、平均全重批98.4gであり、 56年12月放流貝では、平均殻長9.78cm平均

全重批74,0gてあった。前回の調査結果と比較し、 56年 4月放流貝でJ.77cm、56年12月

放流貝で2.82cm、41.3g増加しこの海域としては概ね順調な成長を示した。また56年12

月放流貝が56年 4月放流貝と比較し、良い成長を示した。

③ 累梢生残率及ぴ森源批

前回の調査以降の生息密度から生残率及ぴ査源批を推定してみるそつぎのようになる。

56年 4月放流区において、前回調在時における平均生息，密度及び生残率は、それぞれ

l.26個／m'、31.5％であった。今回の調壺での平均生息密度が0.84個／m＇であることか

ら、 0.315X0.84X l.26X 100=41.8％の生残率が得られる。また、平掏全重批が74.0g 

であることから2,500万11船IX0.418X74.0g =773トンの査源砒が推定される。

生残率は、 7ヵ月前に実施した調査に比較し、いすれも約JO％低下したが、これはご

く自然的な減少の範囲であると考えられ、地媒及び渾波による明瞭な影評は認められな

かった。

2)潜水調在

各調査点における水中視界はJ5-20mと割合良好であった。採取された生物は、潜水

調査地点ー 1では、殻長10-llcmのホタテ生貝 2個、死貝 1個及ぴヒトデ 1個であった。

潜水調査地点ー 2ではホタテガイは採取されなかった。

このように、本調在で採取されたホタテガイが少なかったのは、平均生息密度が低く、

また貝が偏在していることによるものと推定される。

なお、採取されたホタテガイは、通常の状態にあり、砂に埋没している等の異‘i¥';はみ

られなかった。両調在地点とも底質は砂又は砂蝶からなり、高さ20cm、輻80cm-100 cm 

のサンドウェープが形成され、地媒及び禅波によると推察される現象は観察されなかっ

た。

また、潜水調在地点ー 1近付に桁網曳係11］の跡か観察されたとのダイバーの報告があり、

同地点は 6月9日に行った桁網調壺地点と異なっており、さらに地姦後にこの地域でホ

タテガイ採iil]が行われたという報告もないことから、地哀前に行われたホタテガイ採捕

時の桁網曳網の跡である可能性が考えられる。このように、桁網曳網の痕跡が地媒後も

確認されていなということは地媒及ぴ津波の影靱がほとんどなかったことを示唆してい

るといえよう。

(6) 要約
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本桁網調壺及び沿水調壺のいずれからも地鉗及び渾波かホグテガイ森源に

たとは認められなかが9:fこ，すなわち）I~裳及び禅彼以前に実施した費源調在と比較し

息密度及び成長並びに潜水調査により観察された涌底状況には地裳及ぴ渾波による変

化はみられなかった0

第 2-l表 地震前後における桁網調査結果比較

I~ 1目1 a 平均 b 平均 iC I 
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第 2-2表 ホタテガイ測定結果

車力沖 昭和 56年 4月放流貝 車力沖 昭和 56年 12月放流貝

(I)生 貝 (1)生 貝

項 目 測定数 平均 標本標準偏差 項 目 測定数 平均 標本標準偏差

殻 長 (on) 5 0 1 0. 8 6 0. 7 I 9 主成 長 (C1n) 7 0 9. 7 8 0. 8 2 8 

障害輪殻長 (cm) 5 0 9. 3 9 0. 6 0 6 障害輪殻長 (an) 7 0 7. 4 5 0. 5 6 5 

全 璽 屈 (g) 5 0 9 8. 3 6 l 6. 7 8 2 放流時殻長 (on) 4 2 3. 7 2 0. 3 2 6 

軟体部重鼠 (g) 5 0 3 9. 5 2 7. 6 I 9 全 菫 星 (g) 7 0 7 4. 0 3 I 6. 8 8 9 

貝柱重屈 (g) 2 0 1 7. 3 5 3. 2 6 5 軟体部直屈 (g) 7 0 2 9. 9 7 7. 0 7 5 

坪n 重 獄 (g) 2 0 5 4. 9 0 8. 9 0 2 貝柱重紐 (g) 4 0 1 3. 7 0 3. 3 4 5 

軟体部歩留り(%) 5 0 4 0. 1 2. 9 殻 蛍 星 (g) 4 0 4 4. 6 5 9. 5 3 7 

ー2771

貝柱歩留り（形） 2 0 4 3. 9 2. 8 軟体部歩留り（形） 7 0 4 0. 5 2. 7 

殻 の 肥 厚 度 2 0 4 3. 2 6. 2 貝柱歩留り（％） 4 0 4 3. I 4. 3 

異常貝 伺土そ 色 5 0 

゜
0. 0 96 坪成 の 肥 厚 度 4 0 4 5. 1 4. 9 

欠 刻 5 0 

゜
0.0% 異常貝 着 色 7 0 2 2. g形

着色欠刻 5 0 

゜
0. 0 % 欠 刻 7 0 

゜
0.0% 

合 計 5 0 

゜
0. 0 96 若色欠刻 7 0 l 1.4% 

＾ ロ

計 7 0 3 4. 3形

(2)死 貝 (2)死 貝

項 目 測定数 平均 標本標準偏差 項 目 測定数 平均 標本標準偏差

殻 長 (on) 8 3 8. 9 3 1. 1 4 0 ま成 長 (c,,,) 6 7 7.1 0 0. g g g 

異常貝 色 8 3 3 3. 6飴 異常貝 着 色 6 7 1 0 1 4.9 % 

欠 刻 8 3 

゜
0.0% 欠 刻 6 7 

゜
0.0形

色欠刻 8 3 ， I 0.8飴 塙色欠刻 6 7 6 9.0形

合 計 8 3 I 2 1 4. 5 96 合 計 6 7 1 6 2 3. 9 ~る
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3、シジミ貝調査（十三湖）

Ill 調在年月日

1)河川水骰調壺 昭和58年 6月6日

2）シジミ貝分布調壺 昭和58年 6月15日

(2) 調査地点

調査地点は、湖内に14地点、河川に 6地点の計20地点を設けた。

なお、地哀前の 5月24-25日に実施した調壺地点は、湖内32地点であった。

(3) 調森項目

1) シジミ貝の分布及ぴ艶死

2)生息環境

3) 河川水質

(4) 調壺方法

1) シジミ貝の分布及ぴへい死調査

エソクマンパージ型採泥器を使用して採泥し、これを現場で茄通し (1mm) を行

い、賽料を採渠し、ホルマリン固定後実験室に搬入した。斃死貝については、破担

していない貝（貝片は除く）についてのみ計測した。

2)生，息環境調在

エックマンパージ型採泥器を使用して採泥し、現場でよく樅拌後試料瓶に採梨し、

実験室に持ち帰り分折した。底質分析項目は、水分批、 IL、全硫化物、 COD、

間隙水の塩索iit及び粒／災湘II．状の 6項目を常法、水質汚濁調壺指針に従って分析した。

3)河川水質調壺

十三湖流入の主要河川について、河口付近の流心部で表府から採水し、実験室に

搬入後、 JISKOIOIに従って水質を分析した。なお、アルミニウムについて

は、原子吸光法で直接行った。

(5) 調在結果

地炭による津波の影神を把握するため、地成前に実施した調壺結呆をあわてせ示し、

比較検討した。

1) シジミ貝の分布及ぴ斃調在

地姦前後におけるシジミ貝の分布砒及び斃死率の比較は第 3-1表に示したとお

りである。

十三湖におけるシジミ貝の高密度分布城は、湖北側の通称沖の瀬から実取牧場下に

かけての沿岸城と山田川河口部となっていた。

また、生貝率は、水戸口から湖中央部にかけて低く、相内川河口部から烏谷川河口
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部にかけてと、岩木山河Cl部から山田川河口部にかけて高くなっていた。

生貝率50％以上及び70％以上の面秘を地姦の前後と比較すると、地姦後の面梢の

方が大きくなっていた。しかし、中島付近 (St. l)及び実取牧楊下 (St令 17)等

1部で生貝率か低下していたわ

2)生息裂境調査

地炭前後におけるシジミの貝生息斑境調．在結呆は、第 3-2表に、粒度組裁は第

3-3表に示したとおり、間隙水の塩索抵か、地姦後の方か高均で、 2,2倍、個々

に比較すると 2~10倍程度高い値になっていた。これ以外特に大きな変化かあった

と指摘できる項目はなかった。

3)河川水質談査

河川水買分布結果は、第 3-4 表に示したとおり各分析•項目とも特に問地はなかっ

たな

(6) 苓察

調壺実施前の 6月13日から14日にかけて相当批の陥雨があり、このため、出木川に

洪水替報がだされる等，かなりの荒天であった。さらに、漁業者からのききとりでは、

西風が強く、十三湖の水位は平常時より高かったとのことであった。

このような状況からぅ調在を行った 6月15日は、十三湖の環境に変化を与える気象粂

条件であったものと考えられる。

生息絃濃及ぴ河11！水質調査については、地裳甘りの調査 (5月25日）と地姦後約20日

経過した本調査を比較してみて箸しい相述がみられたのは｀底質の間隙水の塩紫紐で

あり、本調在ではSt. 19を除いた13地点において 2~24倍の塩索紙となっており、

その1立大値は12.3％となっていたも

このように、十三1l)iへの淡水姑のり(,]JIlや湖水の混合の可能性がある気象条件下にお

いても Ill]隙水の塩索址が高かったことは、間隙水内塩索批にこれらの条件が影特を与

えるのにばかなりの時間が必要なことをうかかわせるものと考えられる。

また、このように地哀後21日目の調企においてIll]隙水の塩素拡が高かったことは，

地姦により発生した津波の影特によって晶塩分な外海水が十三湖内に侵入したことも

考えられるか、外悔水の佼入があったかどうか、どの程度の規模であったかについて

調壺がないので断定することは困難であるも

次にシジミ貝の分布及ひ斃死調壺についてみると本調査においては、地謀前の調査

結果と比較して生貝率50％及び70％以上の分布城の面柏はむしろ大きくなっており、

また、生貝率も一部の調在点 (S,. 1, St27) を除いて高くなっている。

さらに、生貝の分布図と間隙水中の塩索砒分布図は、地媒前の調査及び本調在とも
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よく一致しており、塩素祉の高い水戸口から湖中央部にかけての地点では生貝率が低

くなっている。このことは、間隙水の塩素批が低いシジミ貝の生息に適していること

を示していると考えられる。

しかし、本調査時点における最高の塩索批は、 12,3％であったが、この程度の塩素

批は過去においても観察されており、かつ、シジミ貝の生息に影評を与える 15,0%

(80％海水）を越えていないことから、調壺時点の間隙水の塩索批が特に高いという

ものではなく、これが匝接生貝率を低めた要因とは考えられない。

(7) 要約

日本海中部沖地姦による津波の影特について、シジミ貝の分布及ぴ斃死状況、生息

影評、河川水質について調査した結果、地設前と比較して間隙水中の塩素誠が 2~23 

倍程高くなっていたか、生貝率50％以上及ぴ70％中の分布域は大きくなっており、ま

た、シジミ貝の生息に異前があったとは認められなかった。

しかし、一部の調査点において、生貝率の低下がみられたことから、今後とも追跡

調壺を実施する必要があると思われる。
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第 3-1 地震前後のジジミ分布及びへい死率表

区分 1

st．即＼ I 5 / 25 後／新I

44 0、49 42.7 I I I 3.5 0,08 

2 

7 9 

ど，600 a‘/ 1.43 7.l 152.6 21.49 

7 36 74 2.05 l 0,8 36~7 | 3. 3 l 

1Q 133 133 l, 0 0 4, 0 13.3 3.33 

2,667 i ! I 2.667 I ¥ 
I 

11 LOO I I 156.5 2,100,6 l3A2 

。il 。II 4.4 I I I oo I i I 
14 18 I ゜l I i 
19 1,407 993 l 0.71 I 40.0 I 63.3 I l、58

I : I 

2D 436 933 2, 1 4 21.3 i 180,2 8,46 
I 

23 453 533 1. 1g 

釦 i! 

75.2 2,96 

27 948 89 0.09 l5Ll 56.3 l 。.37
28 

39 •• 99938 3 
雌 I

訊且6 593.8 I i I 238 

29 2,622 0.66 447J 1 1 5, 3 I I 〇.26
i 

31 総9 3,l56 3.55 l ] 0. 4 i I 298.6 27 0 

平 均 9 0 0, 4 1,302.5 i l, 4 5 ' 1 I t)7,7 i I 1 283、7I 2,90 

I 
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へい死貝率（個数形） 殻高 5mm>含有率（生貝、個数96)

5 / 25 6 / 15 後／前 5 / 25 6 / 15 後／前

64.7 91.3 1.41 0.0 25.0 

゜71.4 13.3 0.19 0.0 90.5 

゜52.9 0.0 

゜
50.0 20.0 2.50 

49.2 53.8 1.09 93.3 33.3 0.36 

21.8 28.8 1.32 89.8 55.0 0.61 

6.4 8.2 1.28 94.8 69.7 0.74 

38.8 35.4 0.91 38.7 44.0 l.14 

2.9 0.0 

゜
88.2 41.7 0.47 

29.3 61.9 2.11 81.3 12.5 0.15 

52.5 37.7 0.72 65.2 58.7 0.90 

50.9 36.2 0.71 70.4 86.7 1.23 

49.4 28.3 0.57 63.8 63.4 0.99 

41.1 30.4 0.74 61.3 50.0 0.82 
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第 3-2表 地裳前後のシジミ貝生息環境

sゞ

泥 温 C 水 分 形 I L 形

5 / 25 6 I 15 5 / 25 6 / 15 5 I 25 6 / l5 

l 16.2 i 4, 1 29.2 24.3 3 x 2 5 2重51

2 
' 

15.8 14.9 16.2 J 3.1 1.87 2.91 

3 15.5 18.6 I鳴 75
' 

4 1 6. 3 27.9 3.06 

5 

I 
15.3 49、1 7.2 3 

6 l 6置。 51.2 7, 1 7 

7 15、8 4 & 4 6、43

7 l. 6, 1 44.3 
49.8 ! I 5.42 7、26

8 
15.3 i ： 

45.2 6,25 

， l 6.1 4 3.6 5, l 7 

10 l 5. 7 14.9 l &9 2L4 i I 1.69 2.19 

11 
I 6.51 : 

14.3 I 7. 7 20.9 l, 5 3 2, 09 

12 14.6 5 4. 7 7.52 

13 14,8 56.9 7.14 

14 ： 
1 5 5 1 

14,3 4 49 5. 031 
6. 64 

15 15,8 
5 7.4 : i 

6.25 

16 16.2 42.9 5.3 7 

17 
， 

1 5~ 5 42,5 4.821 
18 16.1 2 7. 9 

23,31 

3. 05 

19 15.5 1 5. 2 : 2・1.3 ::~: I 2, 3 8 

20 l 3、7 15.1 23、5 4, l 7 

21 14、l ： 42.61 
5. 91 

22 14.0 I § 

51.4 7.52 

23 I 5.3 I 5.4 l 9.9 41.6 

20 1 

4.46 

24 

14.6i 1 

21.1 i l、61

25 

26 36.31 5.13 

27 14. l l 4. 6 23.1 3 8,0 3.74 4.43 

28 13喩， 14.1 28.3 26.6 3. 90 I 3. 7 2 

29 13.5 15.8 31.2 I I 2 5、6 4重9l 2.85 

30 14.0 38.6 4.75 I i 

31 1 3, 6 16.5 
3 9 • 4 I 3L7 3. 7 4 3 70 

33 I 4.6 43,l 
g 

4.6 0 

平均値 1 5 " 2 14.9 3 5, 7 3 1.2 4.4 7 3.85 
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全硫化物叩／， COD叩／ g 問げき水塩素鼠％。

5 / 25 6 I 15 5 I 25 6 I 15 5 / 25 6 I 15 

0.0 20 0. I 96 6.0 4.2 3.2 12.3 

0.008 (-） 0. 7 (-） 3.6 8. 6 

0.002 0.9 7.0 

0.004 7.5 2.0 

0.021 26. 7 0. 6 

0.022 2 2.9 1.9 

0.083 I 9.2 1. 5 

0.128 0.038 1 3.2 18.5 3.1 7. 7 

0.406 16.5 2. 2 

o. 046 14.9 1.1 

(-) 0.002 0. 7 26 0.3 1.2 

（一） (-) 0.1 (-) 0. 6 4.9 

l, 1 8 4 15.3 1 0.8 

o. 956 2 2.5 6. 7 

0.134 0. 252 11.2 12.6 2.2 12.2 

0.3 7 5 12.4 0.4 

0.06 3 I 2. 7 0.3 

0.162 10.1 0.8 

0.006 1.1 0. 7 

(-) (-) 2.0 1.3 0.8 0.4 

0.003 0. 032 2.8 3.2 0. 7 4.1 

0.105 10.9 8. 3 

1.161 16.3 8.4 

0.004 0.288 (-） 8.2 0.2 4.4 

(-） (-) 0.1 

1.162 8.3 3. 9 

(-） 0.049 0.4 3.0 I. 5 5. 2 

(-） (-) 1.2 0.5 0.9 3.0 

(-) （一） 0.3 0.2 0.4 1.2 

0.00 5 3.1 1.1 

(-) 0, 002 1.1 1.6 0.2 2. 5 

。冒094 1 0.3 6.0 

0. I 95 0.0 68 8.4 4. 7 2.4 5.3 
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第 3-3 粒度組成分析表（形）昭和58年 5月25日

¥ 調森地点 径

極粗粒砂 祖 粒 砂 I 中 粒砂 細粒 砂

>1皿 l -0.5 0.5 -0.25 0, 2 5 -0, 1 2 5 

｝ 

l t 1, 5 7.0 41.8 2 5.5 

2 19、2 2 7, 8 36.3 l l, 0 

3 3、7: 14、1 43,7 30,3 

4 15.9 16.2 2 6, 7 1 8.5 

5 0.3 0.2 16.5 

6 0.1 0、1 0.2 0.5 

7 0,3 : 。.I 0.1 
。̀5 

｝ 
｛ 

8 5.4 0,3 。ら4 0. 7 ， 0.3 
.゚2

〇．3 2.5 

10 。ふ2 0.3 52.4 35.3 

11 
: i 

l 0.2, 3 0. 4 4 7. 4 J 2、5
i 

0, 5, 12 0.1 0.2 2.2 

13 0.2 0 1 0、2 1, 4 

14 0,3 0.1 0、2 2, 1 

15 0. 7 OA 0.4 : 2.5 

16 3, 3 | 5, 6 l 9.9 20、1

17 0, 6 0, 3 
.゚6

3.0 

18 1.5 1.2 i 11.3 57重 5

19 3.0 1 0, 4 : 3 9̀ o 33, l 

20 5.5 5.5 2 7̀ 2 4 7, 0 

21 0, 2 0.1 0.4 2.0 

22 0、5

'゚I
。*4 1.6 

23 LO ふ4 60A 22. 7 

詞 l 1.2 2 2入5 65.0 7, 6 

26 3.1 5.1, 22. 7 15.J 

27 6.2 16, l I 61.1 16.5 

28 8.5 9.6 31.2 4 2.0 

29 
！ 

9.6. 3.3 42置。目< 3 5.4 
： 

30 4重6 6重6: 14、9 42,0 

3l 0.9 0.4. 4.9 73.8 

I' 8, 1 15.2 48,8 : 27.3 

7 , 0, 2 ! 0.2 0.2 i I 0. 7 

; ： 
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微粒砂 シ ル ト クレーイ
平均粒径 淘 汰 係 数 泥含有率％

0.125 -0.063 0.063 -0.037 0.037 mm> 

3.2 3. 2 1 7.9 I. 95 1.45 21.1 

1.0 1.0 3.8 I. 7 5 1.44 6.3 

2.0 0.5 5.8 1.75 1.44 6.3 

3.6 9.0 20.2 !. 68 3.09 29. 2 

17.1 23.0 2 9.8 4.13 52.8 

1 0.3 37. 2 51. 7 88.9 

24.0 3 5.2 3 9.8 4. 7 0 7 5.0 

20.6 27.9 44. 7 4.83 7 2.6 

51.3 15. 7 29.8 3. 90 45.5 

4. 7 4.1 3.2 1. 9 5 1.34 7.6 

0.3 0.1 0.9 1. 2 0 1.92 1.0 

8.9 20.0 68.2 88.2 

12. 7 20.4 65.1 85.5 

36.4 2 5.6 35.4 4.44 6 1.0 

21.8 I 7.8 56.4 7 4.2 

23.1 8.1 19.9 3. 06 I. 55 28. 0 

48.0 1 7.6 2 9.9 3. 9 5 4 7.5 

2 9.1 0.7 0.0 2.63 !.I 9 0. 7 

8. 7 1. 3 4.6 I. 94 1.44 5. 9 

7.8 3.0 3. 9 2. 25 1.36 6. 9 

37.4 25.8 34.2 4.38 60.0 

2 5.5 19.0 5 2.8 71.8 

8. 7 0.4 1.5 1. 72 1.34 1.9 

0.2 3.5 1.40 1. 32 3, 5 

40.5 6.8 6. 7 3.1 0 1.46 I 3.5 

2.0 0.2 2.1 1.45 1.34 2.3 

7.2 1, 1 0.5 2.02 1.46 1.6 

9.2 0. 7 0.1 1.88 1.41 。̀8 
21.9 4.1 6.1 2 5 7 1.31 10. 2 

18.1 1.0 1.0 2. 59 1.14 2.0 

0.6 0.1 0.1 I. 55 1.43 0.2 

I 8. 5 31.9 48.3 4. 95 80.2 
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第 3-4 水質分析表

五

項

月

④
 

三
港

R
 

十
憔

川
橋

田
間
R

山
人

c
 温 （℃） 

水 温 （℃） 

PH 

酸 素 （叩／ L） 

酸索飽和度 （％） 

COD （叫/L) 

塩 素 鼠

アルカリ度

ふ リウ ム （昭/L) 

ナトリウム (1il// / L) 

ケ

鴫～～～・_ 探水地点，，今泉）1！1今泉川i相内川
開眼橋新今泉）II相内梱

目--------i① | R | R 

83 6. 6 | 83, 6. 6 i 83 6. 6 1 83, 6 6 1 83 6, 6 1 83, 6, 6 

I I 
13 : 20! 13 : 30113 1 50114: 10!J5: 40jl6: 00 

I I I I 
C I C C I C i c i 
1 7, 8 1 1 8. 8 | 1 8, 3 1 1 5, 1 l 1 7. 8 1 

1 5, 6 | 1 5, 9 1 1 5. 8 1 21,. 9 ! 1 6. 9 ° l 
6,8 I 7 0 I 6.91 6重9j 8.2 i 

9, 4 2 1 1 0 3 7 1 9. 8 7 ! 9, 6 4 1 9, 8 1 1 
I ;＇  

92.5 I 102.4 I 97.31 l 06, l i 97.0 ! 
I 2, 6 5 1 2, 2 0 1 1, 6 2 1. 1 5 | 2, 6 9 | 

33.8 
I 』

i 23.3 i 12.41 
2 8. 7 | 31. 9 1 8 5 A o | 

I 
1.88 i 6,551 l 

I 
7.31 10.6 

291 
18、0I 

イ 素 （呼/L) 

硫酸イオン （岬/L) 

総

鉄

銅

濃

硬 度

カ）レシウム

マグネシウム

マソガン

ア）レミニウム

度

（叩/L) 

(Ca C099I L) 

(CaC03呵/L) 

（叫/L) 

（喝ソ L)

（呵/L) 

（呵/L) 

（11111 / L) 

（哨/L) 

（叩/L) 

4 8, 1 

3 3 5 

3.35 

17.0 

く

く

6

0

0

9

7

9

 

6

謡

⑩

rふ

3
1
i

0.30 

0.39 

16.7 

36.0 

23.3 

2.73 

26.1 

．

、

9

5

2

8

2

6

 

4
2
2

邸

4

3

0

7

0.33 

．
 

9

6

 

4

t

 

0

1

 
・'

1

6

4

6

8

>

7

 

2

3

 

••• 

4

1

 

7

7

4

 

•• 

3

0

0

0

 

5* 4 

35.0 

7

5

7

3

6

1

6

 

&

L

1

0

4

3

2

 

9

1

1

0

0

 

3.20 

7.5 

2.1 

11.1 

355.6 

9

9

,

9

9

9

 

2
0
7
4
0
0

噂

0
2
3

19.6 

18.l 

7.1 

8.12 

85.9 

3,47 

33.8 

38.4 

1 1,7 

18.8 

5.1 

63.5 

8

3

2

5

1

 

,

.

2

L

3

 

8

5

 

2

1

0

 

ー

0, 4 1 

13.4 
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4.水産生物の異常現象に関する調査

(1) 乱苅吼t]01Hil

昭和58年 5月27日～

(21 調在海域

本県日本悔、陸奥湾、津軽禅岐

(3) 調究方法

、ItrÌ1り報集については、関係機関にアンケートを行うとともに樵業者からのIiflきとり

に卜ったソ

これまで得られた沢料を照理し、検討を行った。

(4) 調査結果

1)地姦前の異常現象

① サケガラシというフリソデウオ科（リュウグウノッカイの仲11ll）の深海性の魚

が昭和58年 2月から 3月にかけて佐井地区で 3尾、 5月に入ってから蛇浦地区で

1尾、小泊地区で 2尾の計 6尾が採捕されている。

また、同じ仲間のユキフリソテウオも 5月に入って三厩地区と北金ヶ沢地区で

1尾すつ計 2尾が採捕されている。サケガシラの分布は、太平洋側では北湘道以

南、日本湘側では佐渡以南の湘域でまれに獲れる珍しい魚でその生態については

不叫な点が多い魚であるといわれている。

一方、ユキフリソデウオもサケガラシ同様太平洋側では東京湾以南、日本海側

では秋田以南のii,j：域でまれに獲れる珍しい魚である。

本県におけるこれらの魚の採捕例は、サケガラシが1963年 (+II券沖地成の年）

に2尾、ユキフリソテウオが1962年に 1尾ある程度で、その他報告されなかった

分を入れてもこれまでに数例しかないものと息われる。

これらの魚が本年、特に 5月に入ってから多く採捕されたことは特箪されるヘ

きことと考えられる。

② 地衷の数週間前から直前にかけて本県日本海各地でウマヅラハギがこれまでに

ない程多批に獲れたり、地媒当時 (5月26日）朝、北津軽郡市浦村の悔岸に多批

のウマヅラハギが打ち上げられ、ウマツラハギを梅岸に獲りに行くようにと有線

放送される程であったという。

③ 地媒の数日前、ウスメパルが釣漁業で多く獲れた。 （第 4-1表）

（小泊漁協）

④ ササエが通‘iitより早い時期から浅瀬に上かってきた。

（小泊漁協）
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⑤ 津軽海峡東部（下北）の沿岸ではミズタコが例年より好漁であった。

試験船青鵬九の乗組員が、鰺ヶ沢前沖において地震当日の午前中、イルカがいつ

になく、飛び跳ねているのを目限した。また、マイワシと思われる魚探反応が普段

）
 ，
 

ト
{

気づいたウ

⑦ 西津軽郡木造町柴田にあるポンプ場（川から用水堰に水を汲む）の排水口の近く

に地衷前（どれぐらい前かは判らない）ナマズがたくさん集まっていたが地裳後

ナマズは急に見えなくなったぃ

2)地震後の異常現象

① 地裳後大戸瀬地区を中心とする海域でアカアマダイの定四網への入網が多くなっ

たという情報があ I)，鰺ヶれ地方水廂業改良将及所が巡峨徹調森した結果、地裳

削には lf30~4kgの漁獲批であったものか、地虞後 1 !1 6 ~l88kgの漁偲絨

となった。 （第 4-2

②ペニズワイガニは水深1000m付近に生駄し、龍で漁猥されているが、地姦前に入

れ、地設後1こ楊げた多くの孤にはいつも見られないへ I'口状の泥や石が入ってお

り、このような龍に入っていたペニズワイガニは全て足がなくなり死んでいた。

また、他を吊っていた幹縄 (28/mのロープ）かりえれたり、切断したりしており、

変形した梱もあって漁具にかなりの力が加わった様子が窺えた心

一方、地哀後は、地底前と比ぺ漁猥が極端に少ない状況が続いたが、約 1ヶ月

後は1ま平常に虹1似したが

（小泊、岩崎樵協）

③トヤマエピ、ホソコクアカ＂ i:.ビ等は水深 500m付近の1釦棚斜面でエピ篭により漁

猥されているが地設前に入れた篭でやはりカニ砲と同様ヘドロ状の混か多く入網

したり、また、湘底勾配が急なため砲の-心郎が深みへ転かり沿ちるようなケース

も見られにまた、地姦後、数週間、エピの入網が悪く、漁場は以前とは別な場

所に形成されるようになったら

④ 岩崎地区、沢辺地区の定附網に入網するウマヅラハギ叫itiが地媒後極雌｝に減少

しに逆に、佐井地区では定置網に小哲，1のウマヅラハギが多批に入網し、この現

象は地裟後 1ヶ月程続いた。

⑤ 例年アンコウ (i尾30-50kg)は年数尾しか掲らないが、地哀後、蛉ヶ沢～岩

崎沖の刺網、定箭網で大型のアンコウが述日数尾づつ狼れており｀地祝後この現

象は 1ヵ月程続いた模様であるむ

＠ 佐井村では地媒後6月中旬頃までに 1厖100~120kgのイシナギか底建綱及び刺

網で，I・-5 尾漁猥されたウこのような大四•!イシナギはこれまで年に ‘1.1危猥れるか
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獲れないかでそれも一本釣で深みから釣れるにすぎなかった。

⑦ むつ湾内の後潟では地震後の 5月27日およひ 5月28日の両日に限ってシャコが

多批に刺網にかかった。刺網 1放 5反（目合 2寸 5分）で通‘/i¥'10~!5kg程度に比

較し700~100kgの漁獲であった。

また、むつ横浜でも地媒後数日間通’常の10倍から10数倍のシャコか刺網にかか

った。

（十勝沖地媒の時もむつ湾で同じようにシャコが多砒に獲れた例がある。）

⑧ 地媒後 lヶ月程度鰺ヶ沢湛内において大羽イワシ（マイワシの体長19cm以上の

もの）が遊魚者によって多紐に釣られており、比較的外湘性のマイワシが樵湾内

に入ったのは珍しい例である。

(5) 考察

地媒前の前兆現象については地炭後謡識的に集めたこともあって、かなり顕若なよう

に見えるかこれらの事象は各地にちらばっており、個々の事象一つ一つについて地媒と

の因果関係まで考察することは難しいと考えられる。

地姦後の状況をみると特にアカアマダイ、アンコウ、ウスメバル、エビ贋Ii、ベニズワ

イガニ、シャコ等の湘底近くに生息している水産生物の異常が顕哨であった。

また、カニ篭、エピ砲の状況から湘底およぴiiii中において予想以上の力が働いたこと

第` ー 1図閲保珀区名
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第 4-1表 小泊漁港ウスメパル一本釣水揚状況（昭和58年）

5月26日正午日本海中部地震発生

ウスメパル一本釣は例年 6月に人ってからで、地誕 l週間前から若干乱とまった狐が見られた。
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第 4-2表 地裳前後のアマダイ水揚量（昭和58年大戸瀬漁協：底建網）

月 日 水揚紐 (kg) 備 考 月 日 水揚紐 (kg) 備 考

ヽ

5 • 20 1. 4 5 • 30 2 6. 2 

21 3. 6 地 31 2 8. 2 

22 

゜
震 6 • I 2 0. 0 地

23 1. 2 f~ jl~ j 2 時 化
衷

24 

゜
3 6 3. 4 後

25 

゜
4 I 5. 8 

26 0. 4 5 6 4.8 

ヽ ／ 

＇ 

27 沖止め 地 6 9. 6 

28 3, 4 姦 7 6. 8 

29 I 8 7. 4 後

＼ ／ 
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が悲像された。

既に、辿ぺたように地媒後、漁狼か多くなった魚種かあり、また、少なくなった魚種

もあるが、多く狼れた魚種も少なくなってきた魚種も次第に以前の状況になりつつあり、

一応一時的にみられた現象は沿ちつきあるように見受けられるさ

なお、これまでに得られた情報等を基にして中間的に調査報貝甚としてまとめたが、

まだ未整理の部分もあり、今後で忌る限 l)裏づけ沢料を収集しながら調社を継続し、あ

らためて検討してみたいと考えている＾

0 まとめ

今回実施した災害倣1連漁場図炭調在の結果から、 ii料次においては、沿岸の一部に砂泥、

礫勾lt柏や転石の反転がみられたものの底{’iの変化，海底地形の変化はなく、アワピ 1 サ

ザニ、有用海躁及ぴホタテガイ等有用生物についてへい死、移動等は認められなかった。

また、十三湖においては生貝率が低下した所も昆受けられたが、全体的にみて大きた変

化はみられず、特に｀シジミのへい死と地磁、津油との因呆関係は見出せなか 9”~こ，

しかし、既に述ぺたように｀ i•iti皮の影特と思われる湘底の変化や十三湖における 111]隙水

中の塩索鉗：の培加がみられたこと並ぴ：こ本設庫がこく限られた海底において行われたこと

を名）屈すれば、今後とも、これら漁獲の変動等を注目深く観察してゆく必要があるものと

苓えられるわ
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6弘前大学日本海中部地震調査研究会の

日本海中部地震緊急調査（中間発表）

昭和58年11月19日、弘前大学教蓑部23番教室で行われた、日本海中部地震緊急

調査中間発表会において報告されたもののうちから、県内の震度分布及ぴ津波の

警報の伝達と避難行動について、その概要を記述するものである。

。県内の震度分布

(1) 小学生をもつ家庭（約3,400世幣）を対象として実施したアンケート調査（回収2815)

により求めていた媒度分布によると、一般に津軽下北地方で媒度 5程度で揺れが強く、三

八上北地方ては衷度 3~ 4で揺れが弱い。これは媒央が日本海側て、裳度は震央距離とと

もに小さくなるためである。

(2) 一般に等炭度線は衷央を中心とする同心円状になるはすであるか、浪岡付近のように周

辺より強い揺れを感じている場所もある。これは、基盤地形あるいは基盤までの深さ（例

えば、浪岡付近では、基盤まで深く、基盤構造か入れば谷のような地形となっている。）

等の地下構造が彩膵しているものと思われる。

。津波報の伝達と避難行動

(1) 小泊村、市湘村、鰺ヶ沢町、深浦町）文ぴ岩崎村の住民を対象とさて実施したアグケート

調査によると、津波菩報の伝達と避難に係る・情報伝達について、同報無線か効米的に述用

されたのは、鰺ヶ沢町、岩崎村であり、反省材料の残ったのは、小泊村及び深浦町で、そ

れほど問題とならなかったのは市浦村である。

この理由は、鰺ヶ沢町には節戸に受信機がかり、住民への伝達について確実性が高かっ

た。岩崎村では、非常に早く住民の避雅伝達かなされた。小泊村では、津波替報を伝達し

た時刻が迎かった。深浦町では、同報無報が使用できず、広報車て伝達したため、乳1舒皮

笞報を伝達できなかった地域が出たことによる。

(2) 津波警報の伝達できなかった深浦町の田野沢地区の住民がどのような行動をとったのか

をみると、ほとんどの人 (90％以上）か避難している。

避難行動の決め手となったのは、住民自らの判断であり、それかロコミによって広がっ

ていった。

「住民の判断～ロコミ～避難」という一つの形態がみられるのではないか。

(3) 農村集落においては、漁村梨落とは異なり、津波の心配がないため、避難行動も公的な

惜報によるのではなく、周りの人か避雅しているので避難するというどちらかと言えば、

消極的な避難行動である．
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地媒時にとった行動をみると、 「火の始末」をしたなど地姦に対する逆応的な指向性が

でている反而、地裟が大きくなると「何もできすにいた」とか「外へ飛び出したJ などの

比率も高いので、今後は後者をどう押えていくぺきかを検討する必要がある。

(4) 談査地域での13％が65オ以上の屯人であり、地媒時に住宅内にいたのは26％と高くなっ

ていることから、老人の多い地域での対策を防災計画等で考えなければならない。

(5) 

(6) 

社会的弱者（尼人や子供）を保淡する際、特に在宅者に対する保健婦の役割が大きい。

今回の地設でも、保健婦が福祉医療面で！）り者に対する総合的コンサルクントな役割を演

じている好例が稲垣村でみられた。

地媒後の生活問題（水の確傑など）は、背ながらの相互扶助精神が発揮され、親顕や、

近所に頼ることが多い。また産業面（苗の調達や脊金調述）でま公共機閾に粕ることが多い。
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弘前大学日本tiif-中部地震調査研究会 中間発表会配付査料

地設と樵村 ー大津波菩報の伝達と避難行動を中心として一

弘前大学人文学部 林 春男

地域住民の情報ニーズ

地裳があったその日、あなたはどんなことを知りたいと思いましたか。つぎのなかからいくつ

でも選んで、 0をつけて下さい。

牒村地域 漁村地域

家族や親せきの安否 72.7% 73.6% 

余 媒 47.7 39.5 

訃！ 波 22.0 62.8 

砧{iii,[)也、 J也祉と卦↓枯＇と 43.1 35.0 

被也の程度の状況 54.2 37. 9 

火災などの二次災唐 28.8 20.4 

復旧のみとおし 26.5 24.0 

特になかった 2. 9 2.3 

（多重回答牒村地域 N =561 漁村地域 =534) 

村森県下日本梅沿岸町村における梢報伝達

許報発令時刻 判断理由 伝達手段

,jヽit1村 12: 30 砒々公社、金木笞察署よりの1','I報 広報無線

市浦村 12: 40 ラジオ 広報無線

鰺ヶ沢町 12 : 22 県消防防災課よりの1i,i報 紺・戸無線

深浦町 12: 15 現場の判断 広報車

岩崎村 12: 10 現場の判断 広報無線

行政の情報伝達に対する地域住民の評価（十分と認める者の比率）

農村地域 漁村地城 小泊村 市浦村 鰺ヶ沢町深浦町岩瀬村

46.6% 59.2% 44.0% 76.7% 76.0% 42.9% 65.2% 
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地域住民の避難行動（避難したものの比率）

地裳のゆれがおさまったのち、あなたは安全な場所に避難しましたかa

地誕時にどこにいたか牒村地域農村地域小泊村市浦市鰺ヶ沢町深浦町岩崎村

海の近く 叫．3% 73.5% 62.5% 71.0% 78.4% 70.7% 87.3% 

拇からずっと遠く 23.0 43.o 70ふ4 29.6 36.9 35.9 64.5 

地域住民の公的情報への接触状況

湘波替報や迎難命令はどこから聞きましたか， （多訊面答）

農村地域漁村地域小泊村市浦村鰺ヶ沢町深浦町岩縞村

梅の近くにいた住民

役場 52.0% 58.2% 35.5% 77.8% 63.2% 45.3% 75.9% 

消 防 32.0 2 6, 4 3. 2 33, 3 44, l 20, 8 13.8 

警報 10 0 6. 7 3.2 。ム。 10,3 9,4 3, 4 

テレピ 32.0 22.6 9. 7 18.5 17.6 35.8 27.6 

ラジオ 6()り。 41.8 41. 9 48.l 4 1, 2 49,J 24, 1 

海からず，，と遠くにいた住民

役場 23.2 61. 9 60, 0 80,0 43、5 65.2 76,9 

消防 7.1 2 2, 4 13冒3 20.0 45,8 4.3 23. l 

笞察 0,0 1.2 置゚。 0,0 4、2 0,0 0.0 

テレビ 64.3 21, 2 ]3.3 30,0 8.3 34,8 23.1 

ラジオ 46.4 29, 4 33.3 30, 0 25.0 34.8 23. l 

避帷した際の決め手

あなたが避難しださい 1 その決め手となったのはどんなことですか＂

つぎのなかから一つ選んでOをつけなさいも

農村地域漁村地域小泊村市湘村 ヶ沢町深浦町岩崎村

栂の近くにいた住民

公的情報によらない避帷 55.6% 56. 7% 80.0% 45.5% 31.0% 81.1% 51.8% 

役楊等の呼びかけによって 44.0 37.8 20,0 50、0 56,9 17 0 44.4 

テレビ、ラジオで知って 0. o 2, 7 0.0 4, 5 0~.‘0 ’ 0, 0 3. 7 

その他 0.0 2. 7 0.0 0.0 6.9 L9 0.0 

海からず，，，と遠くにいた住民

公的僻報によらない避難 93,2 67.4 94.8 50.0 54.2 72. 7 55.0 
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役楊などの呼ぴかけによって2.9 

テレピ、ラジオで知って

その他
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7. 日本海中部地震における消防機関のアンケート調査

(1) 青森地域広域消防事務組合

。調壺対象 無作為抽出した青森市内の38町会の住人 (14,628人）

。回 収 38町会 7,200人（回収率49.2%)

。調査結果

調壺 事 項

問 1 地裳をどう感じましたか

ー 問 2 

調 壺 概 要

恐ろしかったと答えた人は全体の96％を占め、多く

の人々か恐怖を感じている。又、未回答の165人の

人は、車に乗車していた等で、地虚があったのも知

――------―-1 - --- -

らず何も感じなかったと思われます。

あなたは地震のときどこにい 自分の家やビル等の中にいた人が 4,429人 (62.2%)

ましたか。

i 

□―—-- -------
| 
1問 3 あなたは地哀のときなにをし

ていたか。

あり、反対に外にいた人は、 2,7221人 (37.8%）あ

った。又、その他の人は、車中、畑、山林等と回答

されておりますが、この中には、外出先の建物の中

にいた人も含まれていると思われます。

地設発生の時間幣から見ると炊事されている人が多

］いと思われたか、このアンケートによると、すで

に炊事を終り食事中もしくは食事を終っている人

lが多く、炊事中の人は1,192人(16.6%）であった。

＇これを見ると、昼食のため炊事する時間としでは、

もう少し早い時間として思われ又昼食のための炊事

する人も少ないと思われた。
l 

問4 外出中の人は、ビル等からの 1外出中の人］，248人に対して行われたこの問に「ガ

落下物は。 ラス等が落下してきた」は339人(27.2%）と少なく

「ガラス等の落下物はなかった」は909人(72.8%)

と多かった。これについては、当消防本部への米庁

者にも質問したところ、次の結果が得られた。

-299 -



I 

i l．比較的新しいビル等では、ガラス等の破損、落

＇ 下はないものの少しのひび割れはあったか

2.老朽化しているピル等では、かなり破机し、落

下しているか窓を開放すること

問5 家やピルの中では、どう行動 地震のとき，建物内で、どのよう

したか，' ！についての調在です4

これによる（あわてて戸外にとぴ出した」 「なにも

しなかっ を合わせると 2,967人(41.

，危険な行動をしており r火を消すJ r身の安全を図

！る」等の適切な行批を起させることが必要である，

なお、この質問につv只て、建物内、外を問わず、す 1

べての人が回答しておりますe

問6 家具などが倒れなかったか。 この調在では、家異など倒れたと答えた人必へ1,043

人 (15.9%）あり、ごの内訳を見ますと、新典住宅

街や背森市の西部地区がほとんどを占めている心身

問8

Iの安全を図るため、タンス等は転倒防止の措洲をす

ることや、タンスの上には重いものをのせないこと

等が必痰である¢

地震時に火気を使用していた＇地震のとき火気を使用していた人は、 1,811人(25,8

1 %）で、そのうち，消化した人は94,6%、消火しな i

I 使用していた火気は消火した かったが46人 (2,0%）あり、この中には自動的にil,i ＇

かふ

▲^ ▼ ▼▼ ： ＾ 

火したものも含まれておリます。

地誕かきたら「火を消す」というのが1放底されてき

ているが、地裳がきたら火の始末をする柑1忙tづけが

大切である、9

問9 地震で火災がおこりそうにな 1地裳で火災がおこりそうになったと答えた人が43人

ったか。

きても火災を出

(0.8%)あり、比率ではコンマ以下であるが、 43人

あったことに注意しなければならない”そのために

としている人に適切な行動をおこさせることが

るや

ると答えた人:l,717人 {63,8%）自信かない
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い自伯は。 と答えた人2,107人(36.2%)の回答されており、憂

廊すべき数字となったが、しかし、今回の地震では

94.6％の人が使用している火気を消火しております。

このことから「火災を出さない自信がある」 「使用

していた火気は消火した」が100％になるように意

識と実行が結ぴつくようにする必要がある。

問11 地設後家のまわりやプロパン 1この調在は、地誤後再ぴ火気を使用する際、プロパ

ガス等の点検確認は。 ンガス等の配管等の亀裂による二次災害を防ぐため

点検確認しなかったが1,437人(24.8%）あり二次災

審発生の可能性が大きいと考えられます。したがっ

て、点検確認する人が100％になるようにする必要

があります。

問12 津波の恐ろしさを知っていま|i車波の恐7っしさについては「テレビ・ラジオではじ

したか。 めて知った」 「知らなかった」を合わせると4,012

人 (65.3%) と6;Iili以上の人がこれまで知らなかっ

たと答えています。また青森市では、いままで禅波

の体験もなく、市民も津波に対する関心もうすかった

ものと思います。

今回の地裳による泄波の被害等をテレピ・ドラマ等

の報道で知り、津波の恐ろしさを認識されたものと

息われます。

問13 地震のときのため、非常持出；非常持出袋のない人5,192人(93.2%）又、防災ズキ

袋の礼叶Iiiiは。 ンのない人5,873人(97.7%)ありこれらの人は袋及

間14 地震のときのため、防災ズキ Iびズキンについて、どういうものを部備すればよい

ンのi{Miiiiは。 か知らないという人が多く、今後チラシ等により広

報することが必要である。

問15 テレビ・ラジオの報道を地震l報道機関のニュースを見たり聴いていた人6,528人

後見たり聴いていたか。 (97.6%）とほとんどの人が関心をもっており、又

報道機関のニュースの早さもうかわれます。
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(2) 下北地域広域行政事務組合

0調究対象

むつ市立第二田名部小学校の父兄

むつ市役所職貝及ぴ家族

むつ総合病院 ＂ 

協栄石油 “ 
下北農業協同紐合 H 

下北地域行政事務組合管理課 99 

，， 消防署 ” 

＇， 各消防分晋 99 

の計 1,330人

0回収 1,196人（男261人、女935人）

（回収率 89.9%) 

0調査の結果

l.地震に対する危険性については、大変恐ろしいと［且1答した人が60%、恐ろしいと回答した人

が30％と大部分の人が危険性を謡載し｀恐怖感をいだいている。

2” 火気の使用状況は丁度昼食時であったが、火気を使用していた人が40％しか無く、そのうち

の70％の人かすぐ火の始末をしている。

地震が発生したら、ます火の始末をするという謡叔が広く行き届いているも (1)と思われる。

移動式石油ストープ使用者 387人のうち49人が対裳装it，•無しを使用していたので、今後は対裳

装附付きストープを使用するよう指導していく必要があると思われる。

3.海岸から20メートル以内に住んでいる人が5%(5.5人）しか無かったがも大きな地設がおこ

れば、それに伴って池波がおこるということを80％以上の住民が窪識しているも

4．日常の防災については,70％以上の家庭で話し合っており、消火のために半数以上の家庭で

消火器を備えつけ、又20％以上の家庭で浴栖に水を入れておいているが、消火のための準備を

全くしていない家庭が20％もあるのて＼今後消火器の伽え付け等の指弗する必要があると思わ

れる。

5.旅行、買い物、集会等外出先で非常口や消火設備を確認すると同答した人が半数しか無く、

余り気にかけないと回答した人が35%もあり、関心か随分池い。

6．プロパンガスポンペの設骰状況については、 90％以上が状態を知っており、 93％の人が転渕

防止策を講じている。

7. 43年の十勝沖地設においては，行方不明者、負偏者が多数でたが、今回の地裳は強かった割

合いには負傷者もなく、火災もなかったさ
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これは、地域住民が十勝沖地震の経験を生かしたことと、地震発生時に比較的冷浄に行動し

たからだと思われる。

(3) 鰺ケ沢地区消防事務組合

0調査対象

鰺ケ沢町鰺ケ沢地区の住民

” 無戸地区 ,, 

" 嗚沢地区 ” 

” 赤石地区 ,, 

99 中村地区 ,, 

の計 2,000人

0回 収 1,239人（男 769人、女 403人、無回答67人）

（同収率 62.0%) 

0調査結果

質 問 同 答

］．あなたのお宅では、地裳が起 1.使っていた。 339人 27.4% 

きたとき火を使っていましたか ①石袖ストープ 105人 30.9% 

② ガスコンロ 161人 47.3%

③ 軍気コンロ 4人 1.2% 

④ その他 70人 20.6% 

2.使っていなかった。 891人 72.0% 

無回答 9人 0.6% 

※ 火を使っていたと答えた人だ イ．地震を感じたのですぐ火を消した。 240人 70.8%

け。 ロ．あわてて逃げたが気がついてすぐ消した。

70人 20.6%

ハ．地裳が終ってから消しf.;。 14人 4.1% 

二．その他 15人 4.5% 

2.あなたはこれまでに強い地震 イ．強い地裳の経験がある。 473人 38.2%

の経験をしたことがありますか。 裳度 3 13.2% 十勝地震 90.2% 

4 70.2% 新潟地震 5.4% 

5 12.7% その他 5.4% 

その他 3.9% 

ロ．日本海中部地震がはじめての経験 766人 61.8% 
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I 

l 3．あなたのお宅では地震が起き

たとき、家具、調度品の転倒や

落下を防止するため、

などのエ夫をしていま

ィ會固定したりして工夫している。

ロ、なにもしていない。

-んどの地設でその必要性がわかっ

7Z人

712人

455人

5.8% 

57.5% 

した

36.7% 

4. 

はなんですか，

断

ぴ家財の破捐

3.虚話の不通

4.その他（農地の破壊等）

61% 

19..6% 

4.1% 

15.3% 

は、地巌が起ぎて、津

波がくると思っていましたかc

ィ．地滋のあとは必ず津披がくると思っている。

245人

ロ．強い地誤たったのであるいは罪被がくると思った¢

452人

ハ，湘波がくるとは考えてもいなかった。

無回答

508,人

34人

19.8% 

36.5% 

,
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6' あなたのお宅では、火災にそ

なえて消火のため、 どんなもの

を地備していますか。

ィ．消火器

ロ．風呂に水を入れておく。

ハ．水の入ったパケッ

二．その他

ホ＊なにも準備していない，
9▼ 9心 9

ィ．いつも話し合っていふ 216人？．あなたのお宅では、火

裳、津波等の災得について、家

族で話し合うことがありますか i
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ハ．消防署の広報車

二．近所の人から（人づて1こ）

777人

330人

229人

144人

20人

363人

51.8% i 
i 

22.0% i 

i 

14.2% I 

38 

-304 -



こへ避難されましたか。 ロ．高台 184人 19.3% 

ハ．学校等 98人 10.3% 

二．神社（寺院） 69人 7.3% 

ホ．高い建物 13人 1.3% 

へ．その他 226人 23.7% 

10.あなたは株ふだんから避難場 ィ．きめている。 248人 20.0% 

所をきめてありますか。 ロ．きめていない。 492人 39.7% 

ハ．今度の経験を生かしてきめておく。 349人 28.2% 

無回答 150人 12.1% 

11. あなたは、避難する時、町の イ．持って避難した。 84人 6.7% 

防災行政無線の受信機を持って ロ．持って避難しない。 686人 55.4% 

避難しましたか。 ハ．持って避難するつもりがあわてて忘れた。

108人 8.7% 

二．持って避難するつもりがしなかった。

101人 8.2% 

： 無回答 260人 21.0% 

I 12.あなたは、避難命令の解除を ィ．持ち出した町の防災行政無線受信機で。

どんな方法で知りましたか。 145人 12.4% 

ロ．町の防災行政無線の屋外拡声器で。 388人 33.0% 

ハ．消防署の広報車で。 256人 21.8% 

二．ラジオで 199人 16.9% 

ホ．人づてで 142人 12.1% 

へ．その他 45人 3.8% 

13.あなたのお宅では、町の防災 ィ．いつも入れている。 831人 67.1% 

行政無線のスイッチを入れてい ロ．放送のある時間だけスイッチを入れる。

ますか。 96人 7.7% 

ハ．全〈入れていない。 59人 4.8% 

二．こんどの地猿以降いつも入れている。

101人 8.2% 

ホ．その他 24人 1.9% 

無回答 127人 10.3% 
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8 外国で報道された日本海中部地震

30 FRIDAY MAY 27 1983 

30 dead as tidal 
waves devastate 
north~westJapan 
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日本北部で海底大地震

不安と恐怖広がる

犠牲者続出／11人の学甑波にのまれる／破壊的被密

東京 (Ap発） 昨日日本で、津波と地裳を伴った梅底大地震が、少なくそも JOO人の生命を

奪った。第一振動は、 12時頃（現地時間） 15秒lll]記録された．不幸の数時間後には、 23人の死

者が収容され、 54人の怪我人が救護された，これまでのとおろ、 75人の人が行方不明と確認さ

れているので、犠牲者の数はもっと深刻なものに(1)iまるだろうと心配されている。

館認されている犠牲者の内訳は、大波に押し流された11人の学窟たち、建設労侃者、転裂し

た船に采っていた漁民たち、女性スイス人旅行者などである c 地姦計では・、非常に高い1直とさ
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れている 7,7に達したウこの梅底地裳は、日本北部(I)3(lOK91の長さにわたる沿岸地をおそったむ

この地帯ては、とりわけ秋田と背森で破壊的な物的拍害が惹き起こされた。この地域では、過

去44年間で最大の地震であった。

最も強い振動にひき続いて発生した無数の余裳が、数時間にわたってなお住民を不安と恐怖

に陥れているわ秋田県の能代港で従業していた50人の労働者が乗っていた輸走船が転覆した際

海中に投げ出された¢少なくとも 5人が沼死し、その他は行方不明となっているり彼らは石炭

発龍所の建設のための厳岸払礎工事をしていたものであかまた、 1人の旅行者が、能代で倒

壊してきた煙突に打たれて死んだも 26mの高さ（目繋者の報告による）の禅波か、 43人の学窟

の大部分と 2人の教師を海中に地れ立った。彼らは、学校巡足で男鹿半謁の梅浜にピタニック

にきていたむ夕方までに 2人の児童と 2人の教師が死体で収容された。 34人が救助され、 11人

か依然として行方不明である。多勢の沌波諾牲者の中には、チ 3” ーリヒからきていた38歳のス

イス人女性も含まれており、当局は、その人の名前をマグダレーナ， 7弓ンデンペルワーだと

述ぺている。

秋田県にある火力発龍所では令数ヶ所で火災が発生した，'隣の沓森県では、 iIII送管がひどく

破祖した。多くの地城で龍話接続が迩絶したが北部日本の束京一盛岡間を結ぶ超特急による鉄

いわゆる新幹線は、流れかストップしたため、一時的に運行を中止せねばならなかっ

e
 

，

｝

 

ふ
‘
,

最初の大謡れが、其昼時本州北部と日本列島最北部の北海道の各地を揺るかしたとき、恐怖

でおの(!)いた人々は，都市では、家々や事務所から通りに迎難した，彼らの足下では、地而が

穴を開けたり陥没したりした。アスファルト道路で深い亀裂があらわれ、 国道は地割れの

ため、使用不能となった々

将森市ては、ある瑚店（写真左）の屋根が例壊したもガラスの陳列栂はこわれ、野菜を並ペ

ていた台はひっくり返った。老人たちは平衡を失ない遥りに坐り込んだ。母就たちは、子供を

守，，，うとしておおいかぶさゥた q

東京にある政府は、当該地域に緊急事態を布告した。中曽根康弘首相は、国務大臣の加藤六

月氏を必要な救護惜附を講ずるための特別委員会の座長に任命した。同委員会は t 直ちに被害

が最も大きかった、主として漁民や農民の居住する秋田近辺の地域に、救助隊と取りかたづけ

隊を派逍した。救助隊員のうちの 3人か、最も強い揺れのあった本州の北端で海中にのみこま

れたも北渦道 1島の南部でもも人々が行方不明になっている臼

-308-



9.要望 書

昭和58年 (1983年）日本海中部地震による災害に対し

緊急に対策を必要とする事項について（要望）

要旨

5月26日12時00分日本海中部を裳源とするマグニチード 7.7の大きな地震が発生し、深浦町

及ぴむつ市で誕度 5、青森市及ぴ八戸市では裳度 4を記録し、この地震により本県の日本梅側

は数度にわたる大きな津波に見まわれました。

この地震及び禅波による被害は、深浦町、鰺ヶ沢町、岩崎村、車力村をはじめ本県の西部一

帯の市町村を中心に甚大なもほとなっており、 6月7日現在までに判明したところでも、死者

16名、行方不明者 1名、負傷者25名の人的被害があったのをはじめ、建物関係の被害額65億39

万円、水道施設等の環境保健関係の被審額15億9,958万円、店舗、工場等の商工関係の被害額

39億9,292万円、農地 •I11!業用施設等の農林関係の被害額80憶 149 万円、漁船流失等の水産閲係

の被審額38億9,808万円、公共土木施設等の被害額107億7,807万円のほか、文教施設等各般に

わたり被害を受けており、被害総額368億1,256万円に達し、今後更に増加する見込みでありま

す。

県としては、直ちに災害対策本部を設骰し、各種対策に万全を期しているところであります

が、国におかれましても、特に緊急を要する次の事項について格別の御配應をお願いいたしま

す。

昭和58年 6月9日

脊森県知事~北村正哉

青森県謡会議長吉田 陣彦

記

1 天災融賽法の発動及び激甚災害の早期指定

2 公共土木施設、公立学校施設、農林地・農林樵業用施設、社会幅祉施設、医療施設、環境

衛生施設及ぴ漁港施設の災憲復旧事業に係る災者査定の早期実施並びに事業予尊の打11額措附

3 被災農林漁業者に対する災審関連賽金の枠の確保

4 i,((t船、樵具、樵網等の流失、損壊に対する特別融査措附並びに制度沢金融査条件の改善

5 被災農林樵業者の既貸付金に係る伯還条件の緩和措附

6 漁船再保険金の早期支払拮附

7 沿岸漁業整備開発事業施設等の災害復旧に対する「公共土木施設災審復旧事業費国服負担

法」の適用

8 被災中小企業者に対する低利長期貸付の実施

9 世幣更生望i:金貸付金の増枠
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10 住宅金磁公服の「災害復拠住宅査金」の融査限度額の引上げ

11 地方1員の全額充当及び特別交付税の増額措氾並ぴに将通交付税の繰上交付

l2 県内国鉄（五能線＇）の早期復 1日

認地裳観測網の整備促進

要旨

昭和58年 (1983年）日本溺中部地店による災害に対する

激甚災唐の指定叫渇いの改正について（要望｝

5月26日12時00分日本海中部を霰源とするマグニチュード 7.7の大きな地炭が発生し、深浦

町及ひむつ市で裳度 5、青森市及び八戸市では翫度 4を記録し，、この地設により本県の日本悔

側は数度にわたる大きな湘波に見まわれました。

この地震及び渾波による被害は、本県の西部・一帯の市町村を中心に甚大なものとなってお')

6月2l日現在までに判明したところでも、死者17名、負iも｝者25名の人的被署があったのをはじ

め建物及ぴ各種施設等各般にわたり甚大な被唐を受け，その被害総額495憶4,736万円に達し、

今後も増）JIIする見込みであ＇）ますも

眼としては、直ちに災帯対策本部を設附し、民生の安定を第一義に、各種の災害緊急対策を

講じてきたところであります。

政府（自由民主党）におかれても三今次の災沓の狐要性を踏まえ、各種の対策を早急に揺じられ

たことから、災甚発生後 3週問を経過した現在も被災地もようやく立ち直りをみせており、誠

に感謝に堪えないところであります？

しかしながら、県あるいは市町村がこの大規殷な災害復1日対策の万全を期すに当たっては極

めて大きな財政負担が強いられるとごろであります。

特に、今次災帯で甚大な被害を受けた本県の西部地域は所得水準も低く、市町村の財政力も

乏しい地域であり、今後の災専復lF1対策が必廊．され、国の手厚い財政援助等各種の扱設措磁が

望まれるとこらであります，

ついては、政府（自由民主党）におかれましても、今次災害の特殊事箭を御勘案の上｀本災害

を激甚災害として指定されるはか、指定払準の改正により¥被災地に対する格別の御配胞をお

祁いいたしま

昭和58年6月22日

青森県知 北村正哉

青森県議会議長吉田 薄彦
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10. 青森県の地震津波災害の記録

宵森県に影響を与えた主な地裳と津波

番号 年月日（旧暦年） 霞 央•主災地

1 
869年 7月 13日 三陸沖、陸 奥
（貞観11年5月26日） (MK=8,・6) 

2 
1 611年 12月 2日 三陸沖、三陸蝦夷

（殷長16年10月28日） (MK= 8 • I) 

3 
1667年 8月22日 八 戸
（党文 7年8月22日） (MK=6・4) 

4 
1674年 4月 15日 八 戸
（延宝 2年3月10日） (MK=5・9) 

5 
I 6 7 5年 4月 4日 八 戸
（延宝3年3月10日） (MK=5・9l 

6 
16 7 7年 4月 13日 陸 沖
（延宝 5年 3月12日）

7 
I 6 9 4年 6月 19日 能 代～西津軽

（元禄7年5月27日） (MK=7•0l 

8 
1704年 5月 27日 北秋田～西律軽

（宝永元年4月24日） (MK=6•9) 

， 1718年 2月 26日
八 戸

（享保3年1月27日）

10 
173 2年 12月 21日 津 軽
（享保17年11月5日） (MK=6・2) 

II 
173 9年 8月 16日 八戸沖、南 部

（元文4年7月12日） (MK= 7 • 1) 

12 
1741年 8月 28-30日 渡島沖、西津軽
（党保元年7月18-20日） (MK=6・9) 

13 
174 3年 8月 7日

八 戸
（買保3年6月18日）

14 
1755年 3月 29日 八 戸
（宝暦5年2月17日） (MK=6•2) 

15 
I 7 6 3年 1月 29日 八戸沖、八 戸
（宝暦12年12月16日） (MK=7•4) 

16 
176 3年 3月 11日 八戸沖、八 戸
（宝暦13年1月27日） (MK=7・4) 

17 
176 3年 3月 15日 八 戸
（宝暦13年2月 1日） (MK= 7 • I) 

18 
176 6年 3月 8日 津 軽、中 部
（明和 3年 1月28日） (MK=6•9) 
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被 害 概 要

大津波あり、城、人家等破壊甚大、圧死多数、
溺死 1,000余。

大津波あり、伊逹領で溺死 1,783
南部、津軽で人馬溺死3,000余。

八戸地方強裳、建物被害多し。

” 

” 

三陸沿岸で津波のため家屋が流失した。
八戸や田名部浦でも小被害があった。

地割れ、砂吹上げ、岩木山明火
（秋田領能代大地裳、被害大）

家屋倒壊485、焼失759、能代～岩崎問死者58、
海岸浅くなり鰺ケ沢で船破損。

八戸地方強震、被害少なからず。

津軽地方強裳、城所々破損。

陸奥南部地方大地霰、八戸家屋被害多し、青森で
も蔵沿れる。

陣軽西浜通り人家田畑流失多数、死者 140、渡晶

大島咬火律波、松前で死者 14,670

八戸で被害あり。

八戸地方強震、殿中諸建物破損多し。

津波あり、人家土蔵橋梁破壊多数、諸川張溢して
田畑多数埋没、船流失20、提防破壊。

余震やまず本日再び大強震、建物倒壊、前回に倍
し、惨状目に余る。

八戸地方再三強霰、樅村に津波、人馬流失多数、

4月まで余霞絶えず。

弘前領内で泊家6,910、焼失252、圧死 1,027、

焼死308、地嗚
゜



番号

19 

20 

21 

23 

24 

25 

26 

21 

28 

磁

30 

31 

32 

33 

訊

35 

36 

I 

年月日（旧謄年）

1768年 9月 8~9 日
（明和5年7月28-29EI)

l769年 7月22日
（明和6年6月19日）

（買政，1年l2月28日）

1 B 21年 9月12日

（文政4年8月16日）

l 848年 1月13日

l896年 6月
（明治⑳年）

8日）

19時38分

l 90 l 年 8 月~ • lO 

1927年 8月 6日

（昭和 2年）

1928年 5月勿日

（昭和 3年）

1931年 3月 9日

（昭和 6年）

1933年 3月 3日

（昭和 6年）
発震時分 2時 31分

1943年 6月13日
（昭和18年｝

I 1943年 6月15日

I （昭和 18年）

霰 央・主災地

八）打

(MK=5•9J 

八 戸
(MK=5•9) 

戸
1) 

部

(MK=6•9) 

八戸強設、家屋、堀など披害少なからず。

販中、緒士家被害少なからず、大橋落下。

八戸地方強震、披害少からず、津軽も地認強い

泊象 l64、半壊26l，死者l2
小津彼あり、鰺ケ沢・木述・金木被害大も

律 軽：背森では方々で小店の渥根が落ち、子供 1人死亡
I 

黒石付近、南津経
(MK"" 5 • 9) 

(M= 7 • 6) 

戸
(MK=7•8) 

八戸沖、三戸郡
(M K = 1 • 4) 

宮城眼沖
(M= 6 • 0) 

三陸はるか沖

(M= 7 • 0 l 

三陸沖、県東部
(M= 7 • 6) 

八戸沖、三陸沿岸

(M= 8 • 3 J 

三隙はるか沖
(M ·~ 7 • 1) 

三陸はるか沖
(M＝ 不 明 ）
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狼賀～黒石通り格別弛＜泊家あり。

家中町村被害まい挙にいとまなし、

浸水家屋多い

27,122,傷者5,451、家屋流失8,S26、全壊
776、青威県死者345、似者211、八戸泄潮位3
m、余震多し。

八戸～宵森大地哀、三戸郡被害大、全岐 8、半地
615、死傷18、小津波あり。

三戸郡般崎村最も強し家儲破恨330、七戸村で倒

竣2,

I震度V福廊石巻、疇古、青森、小名浜（小被

直あり）

1 
I震瓢清森（被害多し）

裳度l¥哨森、盛岡、宮古等、八戸地方被害戸数
侶0、酒造店等被害大じ

大津波、青森震度1V、死者 l,483、不明 l,516,
傷者659、家屋流失4,917、船流失 1,597、背森県
死者20、不明］0、慟者叫家屋流失 15i｀船流失
I 320、家屋麒J壊320、破壊312,

I猿度l1/i『 翡八戸油洞

！八戸で小津波あり（被害なし）じ

裳度l1/青森、 Ill浦河、函館、水沢
(6月13日9D地股の余震）



番号 年月日 (IEII持年） 媒 央・主災地 披 99:~1’ ’• 概 要

37 
I 9 4 5 {j'2 H 10 El ,9i森県東方沖、県東部 媒度V八戸、 II9,'i森、八戸地方整脱落、ガラス窓

(ll{j tll 20 ijS) (M = 7 • 3 l 破jii、家凩倒壊 2、死者 2等。

38 
I 9 5 0 1['2)'] 28 El オホーツク海南部 深発地裟、姦度1V村森、浦河、釧路、 III秋田、

（昭和 25年） (MG=7 • 8) 根室、礼祝、室1姑io

I 9 5 1 {!'10 H 18 El 苫小牧沖、県北東部 煤度1¥’、八戸、 l'i森
39 (I[｛1 fI[ 26，，ド） (M = 6 • 5) 八Ii|I内f,;,;'，じ、墜f(¥裂、煉突破損等。

1952年 3月 41:l 
十勝沖

底度IV,『森、 Ill八戸、北悔誼附東部で大被':I{、9E

40 (II{{ f!l 27年） I j!J 320、家Iiil0,266 、 1’j•森県膨！；は軽微、八戸r巷
i (M = 8. l) 

310 cmの社切皮あり。

41 
1 9 5 2 {F l l)] 5 [l カムチャッカ南東沖 媒度 1八い、北海道、 .. ：．陸沿iドに律波、八）ゴ港潮

(Ill{ 11127年） (MG=8•25) 位］60cm,’;•森県披i'f,I塔微，

42 
I 9 5 8，，ド II)J 7 El エ ト ロ フ 1沿付近 太‘|’・i料ドに加皮、三陸沿岸の・一部で條微な被・g、
(II{{ tll 33，，ド） (M="8~8•25) 八J-'i巷では12cm。

43 
1960，，ド 3）]2 1 [l 三陸はるか沖 律波あり、八I碍潮位（最大全振） 81cm、三陸沿

(11/J 11135，，ド） (M = 7. 5) iドで軽微な被’占あり。

44 
1960，，ド 4J] 1 5 1 1 fi森県東jj沖 姦度IVけ森、 Ill八戸、やf，り、函館玲。

(11/l !1135 "I') (M =不 1リ1) （被‘9'；なし）

1960，，ド 5})24El
太‘I'-祥沿岸大律波、令llれ1で死似 1,011、家／冦被;1,,
46,214 、その他被';Jfiり大、 l’i•森県死者イく明者 3 、

45 
(II{｛禾LI35，，ド） 南米チリ、太平洋ii:

家l科流失全壊24、平壊91、船流失19、破m145、
八戸発媒 時 23H 4時30 (MG~,8 • 5) 

被＇，1{総剖27（彰余円、加1硲irと大令振Ill八｝―i318 cm、
タ｝、 /1ti皮24日 3時 15分 ,';・森 159cmo 

46 
1964年 5月 711 I’j-森県西）j沖 店度IV深油、 lll 弘1iii 、 l’;•森、

(IIIJ fll 39，，ド） (M = 6 • fl) 西海i',!.);1/1i條微な被古あり。

1968什95) 1 1 6「I
十勝沖、 l’;•森県東部 虚度V八Îi、Ill名：邪、,';-森、 ,v,;1、1iij、Ill深h|i、tit
(M 7 • 9) 波J立大全搬l|l八Ji]59 cm、死者46、不明昔、｛秘者

47 (ll{j !1143，，ド） I 968 年・1-•勝沖地媒と 671、建物全壊 458、平壊 1,745、 全半焼16、船

'iei,笈11/iケ｝ 0911寺49ク｝ 命令された。 流失2,1、111!!11塊没 325ha 等 470 似 1•’l0) ）＜被'，I;< 。

48 
I 9 6 8 1ド5J1 1 6 L | l'i森県東）j沖 I 968 年 1••勝沖地姦余i誌 (19時39分）、媒度 Villi

(II{1 fI 1 43，，ド） (M -~ 7 • 5) i',IIV,'l森、八｝ ；、盛岡、 1紐i館、他。

49 
1968，，じ 6n 12 n 府F県沖 1968年 1勝沖地哀余姦 (22時42分）、哀度IV,I

(II({ f!l 43年） (M 7 • 2) 八I~i、盛岡、宮，見

50 
1969イl'.8)1 1 2 [1 北悔道東北）ji，19 小律波

(ll{i!ll 44，，ド） (M ＝イ； IIJI) I （披‘,＇：なし）

51 
I 9 7 3'<I'6 JI 17 U 根室半島沖 小ilt波
(II(｛禾1148，，ド） (M CCC 7 • 4) （被';!｛なし）

52 
1978り'.5/1 16 I●I I’i-森県束Jj沖、県東部 l：北、 卜北地）jで小披1:

(ll{j禾II53，，ド） (M ~ 5 • 8) 律波なし。

53 
I 9 8 3'<JS 5 /J 26 El 秋田県沖 媒度＼I深祁むつ、 IV,'i森、八戸、死者17、自似者

( 11{{ t1! 52イド ） (M 0= 7 • 1) 15、(t)呂全壊 447、‘|,J成865、被内総頷518似余円。
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伝承等で青森県に影響を与えたと思われる地震，津波

年月日（旧肝年） 9IC< :99 央・屯災地 被 ’じ"f 概 疫
"心-9̂9p'＂＂“” , • ＿巴叫七……………・人し —" ・……  

8 5‘1年

（天文元年）
比内に1皮古あり

9 4 4年

（天度 7年）
秋 1遺付近に被害あり

I 3 4 0 年
祗ti沿/<I八計t1裔jI：汎ii烈

（輿 1•薗元年）
人神彼あり、十王、ii'iの被，；1外も大

I 5 8 7年
｝ 

（犬正！5年 1月 7日）
沈軽中部 地媒怖く所々蔵泊れ、所々破担

" 

1 7 I 2 1F 5 J] 28 Fl J-ヽ11 

（正徳 2年 4月23日）
)¥ 御困敷小々破担

し ▲勺臼 ....マ'99研.. ．と中9••........d .-"`̀”””・ • • ●’ 
人 一9T・L9・L9 999.. 9,.，．．．． 

1 7 8 9 < r 6)•l l l EI 
（ず邸政元年 6月］lEl 八 戸 八戸大）即ふ泊軽地媒強し

1793，，ト 2J1 !7 1] 
松 liij, i 1 酒蔵、成家あり

（立政 5年 1月 7日
陸中

l RO 6年

（文化 3年 2月 7日）
' 

祁祥西部 鯰沢）く地虚、人々騒動

l 8 3 2年 I 
｛ ｝く侶!3り;,2)］ ］3日）

戸 、地磁、簡1通所々、南宗寺破姐

I 8 5 4，，ド 8）']29 I'.! 
り'/， .iKIL¥IIHI7月 5Fl) 

戸 八／吋租設あり、城内 HI滋他家中町家0)

l 8 5 8年

（安政 5年 5月28H l 
八 戸 八戸大地店、所々破lil、大稿破祖

:l!4 -
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〇東北地）j建設局1itilii)ml:.1心l,i務1,!i

Oi'/森池"}j'気象台

（）東北郎政局青森郵便局

〇陸J閲衛隊第）はii咄
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〇子””"')ー東北

〇県内各ri:liIII寸

0県内各消防機関

-316 



昭和 58 年 (19 8 3年）

日本海中部地震災害の記録

悶胄

印!1:,J

II召禾1l59ip3月30El,tl子

脊森県総務部消防防災課

,’if，;,|i lと1;：， 1丁111番地 1サ

青森凸版印il}1)株式会社

i'i森llii巷町 :JTll 6-21 ff41-7431 
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